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　視界が揺れている。

　耳鳴りが生じている。

　身を絶えず揺さぶるその衝撃の正体を察した瞬間、まず吐き気を覚えた。

　激しい叫喚と、無数の足が踏み鳴らす震動。

　石に包まれた世界が震え、遠くから伝わる雄叫びに同調していた。小さな窓に取り付けられた鉄格子、その奥に見える青い空と、日の光が遠い。冷え冷えとした石牢のごとき大部屋を満たすのは、カビの臭いと錆びた鉄の異臭だった。

　部屋の隅に打ち捨てられた二刀の湾刀が、刃を揺らしながら出番を待っている。

　場面が移り変わる。

　視界を狭める仮面の感触。光が差し込む忌いまわしき門ゲート。闇やみを払いくぐり抜けた先、一層凶暴きょうぼうに轟く喚声に囲まれる。無数の観衆がひしめく、闘技場だ。

　対の門ゲートより現れる敵と対峙たいじし、手の中にある得物を握り締め、突き進んでくる相手に向かって自らも走り出す。

　敵は次々に変わっていった。大粒の唾液を振り撒まく白狼の群れ、棍棒を与えられた牛人、鎖に繫つながれた竜、あるいは同族の少女。かき鳴らされる剣戟の音の後、最後まで立っているのは、いつも決まって己おのれの二本の足。

　足もとに敗者が横たわり、勝敗が決した瞬間、燃える太陽とともに闘技場は爆発する。

　──ゼ・ウィーガ！　ゼ・ウィーガ！　ゼ・ウィーガ！

　共通語コイネーに属さない、とある単語が連呼され、己の体に降りそそぐ。

　客席を埋めつくす同胞達──女戦士の祝福は、黄昏の空をも震わせた。

　見上げる空は、いつでも、どこまでも赤い。




　場面が変わる、場面が変わる。

　顔のぼやけた女神の笑み。

　己を何度も地に叩たたきつけ、見下ろしてくる一人の女戦士。哄笑。

　歓呼と怒号、とどまらぬ熱狂。

　その中に消えるくぐもった悲鳴、飛び散る鮮血。

　照り輝く武器の表面に映るのは、日に日に掠かすれていく己の瞳ひとみ。

　同じ時が繰り返される色褪せた世界。

　ふと、視線を下ろせば。

　そこには、真まっ赤かに染まった己の両手があって──。




　そこで、ティオネは目が醒めた。
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「……最悪」

　目覚めたティオネは、自室の天井てんじょうを見上げながら呟つぶやいた。

　薄暗さに包まれた本拠ホームの自室。白んですらいない窓の外は薄闇に包まれている。目を動かしてみれば、時計の短針は四の数字の上を踊ろうとしていた。

「『遠征』が、終わったばっかりだっていうのに……」

　寝台ベッドの上で、覚醒かくせい直後特有の倦怠感に抱かれるティオネは仰向あおむけのまま、忌々いまいましそうに眉間みけんに皺を寄せた。

　そこへ、ぽーん、と。

　突如、横合いから放物線を描いて枕まくらが飛んでくる。

　ティオネはそれを素早く摑つかんだ。

　無言になりながら、上体を起こし、横を見れば、毛布を蹴けり飛ばし大の字になっている妹がすやすやと熟睡している。本拠ホームでは相部屋のティオナだ。

　寝惚けて枕を放ってきたばかりか、能天気な寝顔を晒さらす妹の姿に、腹が立ったティオネはその顔目めがけて勢いよく投げ返す。が、第一級冒険者の女戦士アマゾネスは眠ったまま、べしんっと枕をあっさり弾はじき返した。

　音を立てて床に転がる枕に、ティオネは舌打ちする。

「……こいつは、あの時から何も変わってないし」

　血を分けた実の妹の顔を一頻り眺めた後、少しの苛立いらだちと羨望を滲にじませ、呟いた。

「シャワー、浴びてこよ……」

　長い溜息ためいきをつき、ティオネは寝台ベッドを下りる。

　着替えを持ち、下着も同然の格好で、部屋を後にした。




「ティオネ～……むにゃあ」

　その数分後。

　姉と同じ夢を見る妹は、寝言を口にしながら、寝返りを打つのだった。


















【ロキ・ファミリア】本拠ホーム『黄昏の館』に、『遠征』に出向いていた冒険者達が帰還した。

　帰ってくるなり各々の部屋の寝台ベッドに倒れ込み、泥のように眠って一夜を過ごした彼女達は、日の出という地上の光を見て頰ほおを緩ませた。あの暗く冷たい地の底から、怪物の咆哮が途切れることのない過酷なダンジョンから、帰ってきたのだと。

　部屋の窓辺から朝焼けを眺めるエルフの少女はその紺碧色の瞳ひとみを細めた。早朝から鍛練を行おうと中庭へ出ていた金髪金眼の少女は、澄んだ空気と風の香りにしばし身を委ゆだねてしまい、剣の素振りを始めたのはたっぷり時間が経たった後だった。

　寝坊する者がついつい続出する中、朝食の時間では誰だれもが久方振りのパンの塊と熱々のスープ、卵と肉の焼き物を胃の中にかき込んで舌鼓を打つ。太陽の光や青空、新鮮な食物など、普段は当然のように享受していた地上の恵みが、乾いていた彼等の体を癒いやしていく。

　帰ってきた冒険者達によって、館はあっという間に賑やかさを取り戻すのだった。

「さぁーて、色々やることはあるんやけど……まずは【ステイタス】更新やな！」

『遠征』帰還翌日ということで館中がゴタゴタする中、ロキの宣言のもと、団員達の【ステイタス】更新が始まる。

　物資や装備、戦利品の整理を居残り組の団員達が昨夜から引き続き進めるのを脇に、遠征組は神室がある中央塔の最上階に向かってずらっと長蛇の列を作った。前回の『遠征』を易々と上回るほどの『冒険』を繰り広げたが故に、昨夜の内に更新を済ませる者は皆無だったのだ。さしものアイズも一晩休やすんで今日に番を回している。

　三十名以上もの更新作業は骨が折れる作業に違いなかったが、ロキもわくわくしているのか、大量の眷族の【ステイタス】を機敏かつ効率良く捌いてみせた。

　そして、

「Ｌｖ．６ー!!　アイズに追い付いたー！」

「しゃあッ!!」

　ティオナやベート達の叫び声が轟いた。

【ステイタス】の昇華、【ランクアップ】である。未到達領域での決戦を経て、上位の【経験値エクセリア】を十分に獲得し、Ｌｖ．５からＬｖ．６に至ったのだ。昇格ランクアップの文字通り、彼女達の能力ステイタスは激上し、限界の壁を破って更なる高みへの可能性を宿すこととなる。

　ロキから受け取った更新用紙を両手にティオナははしゃぎ、狼人ウェアウルフのベートも珍しく他団員の目もはばからず吠え、口に笑みを刻んだ。

「ティオネは……聞くまでもないわね」

「まぁね。アキとナルヴィ、あんた達は？」

「私達は、まだまだ道のりが険しそーです……」

　ティオナ達と同じく昇格ランクアップを果たしたティオネが機嫌の良さを滲にじませながら問い返すと、猫人キャットピープルのアキやヒューマンのナルヴィは肩を竦すくめるか、苦笑を返した。項垂れる青年団員ラウルを始め、【ファミリア】第二軍の冒険者達はみなＬｖ．４にとどまっている。

「見て見て、アイズ！　ほら、Ｌｖ．６！」

「うん……おめでとう、ティオナ」

「えへへっ。これでアイズにも負けないもんねー！　ううん、このまま追い抜かしちゃうから！」

　更新を終えて中央塔から中庭まで下りてくるアイズのもとに、興奮醒さめやらないティオナが駆け寄ってくる。アイズがほのかに笑いかけると、天真爛漫なアマゾネスの少女も破顔した。

　ぴょん、といつものように抱き着いてくる。

「アイズはどうだった？　もしかして、Ｌｖ．７になっちゃった!?」

「それは、ちょっと……」

　無理かな、と呟つぶやいて、アイズは手に持っている用紙へ視線を落とす。




　アイズ・ヴァレンシュタイン

　Ｌｖ．６

　力：Ｉ30→84　耐久：Ｉ39→89　器用：Ｉ58→98　敏捷：Ｉ57→93　魔力：Ｉ45→Ｈ101

　狩人：Ｇ　　耐異常：Ｇ　　剣士：Ｈ　　精癒：Ｉ




『遠征』前の能力値アビリティ──少年ベルや女神ヘスティアともども被かぶった月夜の黒装の襲撃ブラック・レイド直後──から、熟練度の上昇値トータル230オーバー。深層域『竜の壷』攻略に加え、『穢れた精霊』との死闘、おまけに【猛者オッタル】との交戦。これらを踏まえれば、いくらＬｖ．６と言えどここまでの上昇幅も頷うなずける。

　限界を超え、高みに至った見返りはあったと、アイズもこの時ばかりは安堵あんどに近い喜びを覚えた。「見せて見せて！」とせがむティオナに用紙を渡すと「お～」と感嘆し、二人して笑みを分かち合う。

　──一方、他ほかの団員達から遅れて更新を行っていたレフィーヤのもと。

「レフィーヤ、おめでとー！　自分も【ランクアップ】可能や！」

　上着を脱ぎ、滑らかな背筋を晒さらしている彼女の後ろで、ロキが朗報とばかりに喝采した。

「……えっ？」

　着替えようと服に手をかけていたレフィーヤは、動きを止める。

　彼女の背中では、朱色の碑文を彷彿させる【神聖文字ヒエログリフ】の羅列が一定の間隔で波打ち、発光していた。

　にこにこと笑う主神を凝視すること数十秒、転げるように詰め寄った。

「ラ、ラ、【ランクアップ】ってことはっ、わ、私っ──」

「そや。Ｌｖ．４になれるでー」

「や──やったぁ！」

　レフィーヤは手放しで喜びの声を上げた。

　両手に持った上着で胸を隠しながら、今にも飛び跳ねようとしてしまう。

　そうだ、何せ真剣に何度も死にかけた。

　命を落とすと覚悟したのは一度や二度ではない。Ｌｖ．３のレフィーヤが第一級冒険者のアイズ達でさえ苦戦する深層域を駆け巡っては奮闘し、生きて帰ってきたのだ。ティオナ達が昇格ランクアップに足る上位の【経験値エクセリア】を得たというのなら、自分の【経験値エクセリア】も『偉業』に見合う評価がもたらされるのも道理に違いない。

　レフィーヤもアイズ達に負けないほど、己おのれを賭として『冒険』を果たしたのである。

「新しい『魔法』や『スキル』を発現させた子も何人かおるし……今回の『遠征』は十分な見返りがあったなぁ」

　収入の損得は置いといて、と付け足すロキを脇に、レフィーヤの頰は上気していた。

　胸を満たすのは成長したのだという実感、アイズ達を追いかけることができているという嬉うれしさ。後は──兎もとい、とある少年に対する対抗心。

　──やった、どうですっ、見ましたか！

　色々な意味で宿敵ライバル認定している少年、ベル・クラネルのうろたえる姿がまざまざと目に浮かび、レフィーヤはここぞとばかりに胸を張った。心中で。

　Ｌｖ．１で『ミノタウロス』を単身撃破、挙句Ｌｖ．２に昇格ランクアップ。急成長及および『偉業』を遂げる件の少年に怯ひるむことさえあったが、自分だって負けていない、と。

　レフィーヤは今だけは、ひとまず勝ち誇ることにした。

（でも慢心しちゃダメ、今の私よりＬｖ．が低いあっちはいくらでもがむしゃらになれる、変な『魔法』だって持ってるし、だから私は相手以上に頑張って差を広げるくらいの気持ちで……！）

　浮かれた様子から一転してやる気を漲らせるレフィーヤの背に、燃え滾る炎を幻視するロキは「？」と不思議そうな顔をした。

「あー、それでなぁ、レフィーヤ？　これはうちからの提案なんやけど……まだ昇格ランクアップするのは我慢せえへん？」

「え……ええっ？」

　一瞬動きを止めたレフィーヤは、当惑の声を出してしまった。主神の提案とやらに出鼻をくじかれる格好となってしまう

　どういうことかと目を向けると、ロキはまず【ステイタス】の更新用紙を渡した。




　レフィーヤ・ウィリディス

　Ｌｖ．３

　力：Ｉ84→86　耐久：Ｈ121→184　器用：Ｇ207→240　敏捷：Ｇ252→271　魔力：Ｂ723→797

　魔導：Ｈ　　耐異常：Ｉ




　新たに修得した『スキル』はなし。前回までの『遠征』と比べ、やはり能力値アビリティの更新値は高く、中でも『耐久』と『魔力』は図抜けている。

　服で胸を隠したまま片手に持った用紙から顔を上げると、ロキは説明した。

「ちゃんと見たか？　じゃあ順を追って説明しとくけど……レフィーヤ、Ｌｖ．３に昇格ランクアップした時、『魔力』の能力値アビリティいくらやった？」

「えーと……Ｓ、でした」

「そうやろ？　ちょーっと、今の段階で昇格ランクアップするのはもったいないかなぁ、と思ってなぁ。レフィーヤもリヴェリアに負けず劣らずの馬鹿ばか魔力やし」

「ば、馬鹿魔力……」

　汗を流しつつ、レフィーヤも理解した。

　ロキはこう言っているのだ。まだ『Ｌｖ．３のレフィーヤ』には伸びしろがあると。

　あのアイズのように、【ステイタス】の能力限界、『器』の上限まで至っていないと。

「普通の派閥の団員もんだったら、昇格ランクアップできるとなれば飛び付くに決まっとる。Ｌｖ．が上がれば能力値アビリティの上昇値なんて比べものにならんほど強くなるからなぁ」

「そう、ですよね……」

「数十、数百の数字を気にしたってしょうがない。『極める』ってことの労力と時間を考えれば、素直にほいほい次の階位ステージへ行った方がええ」

　ただ、と続けてロキは寝台ベッドの上に腰かけた。

「その取りこぼした小さな数字が、自派閥うちんとこの場合は命取りになるかもしれん」

　同じＬｖ．の者が争った際、勝敗を分ける要素は何か。

　単純に言ってしまえば、能力値アビリティの差。

　そして前Ｌｖ．で培った能力値アビリティ、つまり現Ｌｖ．に反映される潜在値エクストラポイント。

　勿論もちろん、ここに冒険者達の技術──『技と駆け引き』や『魔法』、『スキル』が大きく関わってくるので、数値の優劣は勝敗を決定付けるものではない。

　だが、優位性アドバンテージとなるのもまた確かなのだ。

　更に言えば、階位が一段階上あがれば能力値アビリティの値一つ上昇するにしても、当然既存きそんＬｖ．以上の【経験値エクセリア】が必要となる。

「幸い、フィン達がおるから場数には困らんしな。今回みたいに『遠征』に付いていって鍛えてもらうだけで、ぐーんと成長するやろ？」

「あ、あははは……」

　通常の派閥が【ランクアップ】を優先させるのもそこだ。

　偉大な先達が揃そろう【ロキ・ファミリア】とは異なり、他派閥の迷宮探索は常に命懸け。昇格ランクアップによる戦力増強は彼等にとって急務だ。おいそれと容易たやすく、いつでもどこでも上位の【経験値エクセリア】を獲得できる環境ではない。

　ロキの意地悪そうな笑顔に、レフィーヤは引きつった笑みを返した。

「まぁ、今の状況はその弊害かもしれんけどなぁ……レフィーヤ、うちの【ファミリア】に改宗コンバージョンしてから昇格ランクアップの期間短みじかくなってきとるやろ？」

「はい、かなり……」

　レフィーヤが最初の昇格ランクアップに要した年月は三年。『学区』に在学中の十一歳の時である。

『学区』でもう一年過ごした後、【ロキ・ファミリア】に入団してから一年後にＬｖ．３となり、その二年後、つまり今日Ｌｖ．４になる切符を手に入れた。

　成長著いちじるしい件の白兎が異常なだけで、レフィーヤも十分急成長きゅうせいちょうを遂げているのだ。

　フィン達やアイズの力を借りた上で、着実に。

「何度も聞いて重圧プレッシャーになっとるかもしれんけど、レフィーヤにはリヴェリアの後釜になってほしいと主神うちと首脳陣フィンたちは思っとる。労力と時間がいくらかかっても、スーパーレフィーヤよりハイパーレフィーヤになってほしい、ってなぁ」

　笑みを投げかけてくるロキに、レフィーヤは神妙な顔付きになる。

「Ｌｖ．２最後の【ステイタス】を顧みれば、まだ伸びるのは確実や。『魔力』のアビリティ評価Ｂっちゅうのは流石にもったいない……そうやな、せめてＡの後半くらいまで」

「……」

「勿論、これはうち等らの我儘わがままや。決めるのはレフィーヤ、自分で好きにしたらええ。今すぐ昇格ランクアップしたいっちゅうなら止めはせん。どうする？」

　判断を委ねてくるロキに、レフィーヤは一度口くちを噤んだ。

　思考の間を置き、ややあって、頷く。

「わかりました。もう少し、今のＬｖ．で頑張ってみます」

　ロキの言う通り、重圧プレッシャーはある。

　これまでならば周囲の期待に不安を感じ、情けないほど臆していたかもしれない。

　しかし今は、純粋にその期待に応こたえたいと思う。

　最強魔導士リヴェリアの後釜。自分が争っている少年と張り合うには、アイズ達の力になるには、それほどの高みを目指さなくてはいけないと思えるようになった。前回の『遠征』から、これまでにないほど激しい戦いを経験してきたことで。

　レフィーヤは、やはり変わってきていると、自分のことをそう認めることができた。

「サンキューなー、レフィーヤ。フィン達が持って帰ってきた情報を聞いて、しばらくは『遠征』は控えるつもりや。懐ふところも寒いし。それまでに、じっくり力つけてこうか」

「はい」

　ロキに笑い返しながら、レフィーヤは首をひねって己の背中、待機状態にしている【ステイタス】を見る。発光を続ける【神聖文字ヒエログリフ】は主神の手でいつでも昇格ランクアップが可能であることを告げていた。

　ロキにしっかり錠ロックを施してもらい、【ステイタス】ごと発光を消失させた後、服を着たレフィーヤは部屋を退出した。




「やれやれ。またＬｖ．７はお預けか」

　団員達の【ステイタス】更新があらかた済んだ後。

　派閥の中で最後に更新を行った首脳陣の中で、ガレスが腕を組みながらぼやく。

「まだ足りないようだね。こうなってくると、オッタルにどんなことをしてのけたのか尋ねたくなるなぁ」

「世界最高位のＬｖ．７は未いまだ二人のまま、か……」

　ガレスの他に、ロキの神室には苦笑するフィン、吐息をつくリヴェリアが残っていた。

　更新用紙を携えるフィン達もまたＬｖ．６を維持だ。中央塔の根もと、中庭でたむろしては各々の能力ステイタスを喜び悔しがる団員達を窓際から見下ろしながら、首脳陣達もこの時ばかりは歯がゆさを滲ませていた。

「フィン達は導く側がわやしなぁ。逆に自分達を導いてくれるもんはおらん。できる先達センパイの悩みってやつや。悔しいけど、前にいた男神ゼウスと女神ヘラのところとはまだ年季が違うっちゅうことやな」

　そんな眷族達を見回し、ロキも頭の後ろで手を組む。

　上級冒険者が『上層』であがくのと同じ。Ｌｖ．６にとって現到達階層で得られる【経験値エクセリア】の効率はいいとは言えない。フィン達に続くアイズ達も、いずれぶつかる壁だ。

　今回の『精霊の分身ラスボス』との激戦も【経験値エクセリア】がパーティ間で分散したことも加味されているっぽいと、ロキはそう締めくくった。

「ほい。じゃあ時間も押しとるし、これからのことや。いつも通り戦利品の換金を頼たのむで？」

「ああ、わかっているよ。何せ、今回の『遠征』は大赤字だからね。『魔剣』に不壊武器デュランダル、止めに毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの特効薬買かい占め……」

「武器素材ドロップ・アイテムの多くも鍛冶大派閥ヘファイストス・ファミリアに報酬として譲らんといかんしのぅ……」

「あーそれはもう言わん約束やー!?　頭あたま痛いー！」

「夜はまた、宴会を開くのか？」

「勿論やー！　遠征お疲れ様会かいやるでー!!」

　本日の予定についてロキ達は確認し合う。

　それがあらかた終えたところで、フィンが思い出したように告げた。

「一つ、報告し忘れていたけど……『上層』に現れたミノタウロスの件。あれはどうやら神フレイヤが関わっていたみたいだ。オッタルが僕達の前に現れた」

「……ふぅん？」

「調べれば多分、裏も取れる。被害と呼べるものはなかったけど、一応アイズ達がオッタルと戦ったし……ギルドに告げ口でもしておこうか？」

「あー、神会デナトゥスでも話題に上がったんやけど、結局有耶無耶うやむやにされたし……掘り返すだけ無駄や。無視や、無視」

「いいのかい？」と尋ねてくるフィンに、ロキはひらひらと片手を振った。珍しくやられてもやり返そうとしない主神の意向に、眷族達は一瞥いちべつを投げてくる。

　それを無視し「うちも行くところあるから、解散なー」と澄まし顔で部屋を出ていこうとするロキは──内心で汗をかいていた。

　ロキはフレイヤと密約を交わしている。

　正確には、私情のせいで弱味を握られている。

　フレイヤの行動には干渉できない。そして当然、そんなことは眷族達には話せない。最初からないようなものだが、主神としての威厳が損なわれる。

　すたこらと部屋を後にするロキの背中に、フィン達は呆あきれた視線を送った。

「何かあったのぅ……向こうの女神との間で」

「また酒絡がらみか？　全く……」

「ンー、まぁ貸し一つということで手を打とうじゃないか」

　子は神に噓うそをつけない。

　それと同じように、フィン達にもロキの噓は利きかない。

　隠し事があることを見抜ける程度には、彼等は長い時をともに過ごしているのだった。
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【ステイタス】の更新が終わると、【ロキ・ファミリア】はそのまま街へと繰り出した。戦利品の換金を始めとした『遠征』の後処理である。

　団員総出でホームを出て、各々の荷物を持ち都市の方々ほうぼうに散らばっていった。




「【ロキ・ファミリア】、フィン・ディムナだ。使いを出して一報した通り、『遠征』から帰ってきた。『魔石』の換金を頼みたい」

「はぁーい、お待ちしてましたぁー！　ミィシャ・フロットが担当させてもらいます、お帰りなさいませー！」

「今回、深層域で未確認のモンスターを度々確認した。限られた派閥以外には無関係の情報だけど、50階層以降の『遠征』は危険であることを警告してくれ。団員達の昇格ランクアップも含め、詳細はこの報告書にまとめてある」

「頂戴しまーす。えーと……ええええええええええええええぇ!?　Ｌｖ．６が三人!?」




　ある者は大量の『魔石』を専用の換金室に運ぶがてら、ダンジョンから持ち帰った情報や冒険の成果を管理機関ギルドに報告し。




「あのー、会長……もうちょっと、高く買い取ってもらえないっすか？」

「何だ、ラウル？　これでも随分ずいぶん奮発してるんだぞ、オイラ様の買値が不服だっていうのか？」

「いやぁ、その……今回の『遠征』、かなり赤字で……できるだけお金が」

「ダメよ、ラウル、もっと攻めなきゃ。──お願い、会長、私達たち困ってるの！」

（え、なんすかその猫かぶり、アキ──）

「小人族パルゥムの会長さん、お願いします！　これからは他の商会ところより贔屓して、一杯サービスしますから！　ね、リーネ！」


「は、はいっ、ナルヴィさん！　団長も、あの【勇者ブレイバー】もっ、会長さんはとても懐が深くて、尊敬に値する同胞だと言ってましたっ!!　…………ような、気が」



「あら会長、香水を変えられました？　エルフである私わたくしも思わずうっとりしてしまうほど優雅な香りが……何だか今日の会長は、とても凛々しく見えます」

「そ、そうか？　へ、へへへへっ……しょうがねえなぁ、お前等はお得意様だからな、もうちょっと色を付けてやるぜ！」

「「「「ありがとうございまーす！」」」」


「…………女の子は、ズルイっす」






　ある者達は『ドロップアイテム』や迷宮の鉱物、採取物を携え、商人や商業系【ファミリア】相手の商談という熱き戦いに身を投じ。




「椿ツバキ、来たぞ」

「おおおおおおっ、待っておったぞガレス!!　さぁ、早く、早く!!」

「急かすな……それ、約束した『深層』の武器素材ドロップアイテムじゃ、受け取れ」

「嗚呼ああ、これだこれだ!!　あの砲竜りゅうの牙きばに、砲竜りゅうの鱗……！　ふははははっ、どんな武具を打ってやろう……！　ほれ、まだあるのだろう、全すべて出せ！」

「契約通りじゃが……何だか癪しゃくじゃのう」




　ある者は、『遠征』に協力した派閥へ報酬の受け渡しに赴き。




「あら、ベート・ローガ？　珍しいわね、貴方が『遠征』の荷物運びに付き添うなんて」

「人手が足りねえってジジイに連れ出されたんだ、言わせんな。それより、これをあの鍛冶女に渡しとけ」

「これは？」

「作り直させた銀靴フロスヴィルトの代金かねだ。まだ足りねえが、残りもすぐに返すって伝えろ」

「ふふっ。貴方も変わらないわね」




　ある者は鍛冶神伝づたいに武器の借金を返済し。




「おお、帰ってきたのかぁ、リヴェリア。五体もあって、元気そうじゃないか」

「お陰様でな。それよりレノア、すまない。また壊した」

「ひひひひひひひっ……呪のろってやろうか？」




　またある者は『魔宝石まほうせき』が破損した杖つえを修理に出した。




「久しぶりー、アミッドー！」

「ちょっと、静かにしなさいよ。店の中よ」

「あはは。どうも、帰ってきました」

「ただいま……アミッド」

「お帰りなさい、ティオナさん、ティオネさん、レフィーヤさん……アイズさん」

　そして少女達は、友人が待つ治療院へ足を運んだ。

　光玉と薬草のエンブレムが掲げられた【ディアンケヒト・ファミリア】治療院。久方振りの施設内は今日も上級冒険者で溢あふれていた。

　そんな中、ヒューマンの少女アミッドは、笑みを浮かべアイズ達を出迎える。

「『遠征』、お疲れ様です。異常事態イレギュラーに見舞われ18階層で滞留していたお話は聞いていましたが……大丈夫でしたか？」

「まぁ今回は飛び抜けて修羅場だったわね……でもアミッドがくれた回復薬ポーションや万能薬エリクサーのおかげで、首の皮一枚のところで繫つながったわ。勿論、特効薬の方もね」

「私も精神力回復薬マジック・ポーションのおかげで助かりました！　ありがとうございます！」

「私達の治療薬が皆さんのお役に立てたというのなら、これほど喜ばしいことはありません」

　礼を言うティオネとレフィーヤに対し、心優しき治療師ヒーラーはその白銀の長髪を揺らし微笑ほほえむ。精緻な人形のように整った相貌が、アイズ達の無事を喜ぶように頰を緩めた。

　と、そこで。

　アミッドは何かに気付いたようにティオネを見つめる。

「ティオネさん……どこか体調が優れないところがおありですか？」
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「……わかるの？」

「これでも治療師ヒーラーですので」

　数え切れない病人や怪我けが人を診察してきたアミッドは、僅わずかな顔色の変化を見破ったようだった。アイズ達にさえ気付かせなかったティオネの振る舞いも一級の治療師ヒーラーには通用しない。

　ティオネは頰をかく。

「あー、別に大したことないんだけど……ちょっと夢見が悪くてね。よく眠れる薬とかってある？」

「わかりました。それでは安眠効果のある天使草アルゼリカのハーブをお渡しします」

「悪いわね。アイズ達やあのバカには内緒でお願い」

　長台カウンター越しに顔を寄せたティオネは小声で相談し、アミッドの厚意に苦笑を返した。

　そんな二人にティオナが「どうしたのー？」と尋ねてくるが、アミッドは「原材料ドロップアイテムの商談についてです」と誤魔化ごまかした。そのまま、それとなく話題を変える。

「皆さんは、やはり今日一日ご多忙なのですか？」

「うん、この後【ゴブニュ・ファミリア】のところに行って、大双刃ウルガの整備頼たのまないといけないんだ。ティオネも行くでしょう？」

「そうね、湾短刀ゾルアスの予備スペアはもうないし……投刃フィルカの補充も注文しとかなきゃ」

「アイズさんも、ですよね？」

「うん、私も不壊剣デスペレートを見てもらわないと……」

『魔石』や『ドロップアイテム』の換金はもとより、武器や防具の整備、あるいは修理、もしくは買い替え。毎度のことだが、遠征後にやることは山のようにある。

　長台カウンターの上で治療薬の原料を取り引きするとともに、道具アイテムの補充をアミッドに依頼しながら、アイズ達は山積している作業に思いを馳せた。

「そういえば、今日はロキも一緒に館を出たわよね？　何か知ってる？」

「用事がある、とだけ言ってましたけど……」

「打ち上げの予約にでも行ったんじゃなーい？」

　ふと思い出したようにティオネが口にすると、レフィーヤが答え、ティオナはけらけらと笑う。アイズもそういえばと、門を出てすぐ別れた主神の姿を思い出した。

（何だか、嫌そうな顔をしていたような……？）

　軽く天井てんじょうを見上げながら、アイズは小首を傾かしげた。




「おや、一人かい？」

「アイズたん達は『遠征』の後始末で忙しいんやー」

　扉を開けて入室したロキを待っていたのは、富国の王子を彷彿させる男神と、その従者であるエルフの少女だった。

　繁華街に建つ、とある高級酒場。

　遮音性が高い一室は貸し切られており、密談をするには持ってこいの場所だった。

　ロキは椅子いすを引き、ディオニュソスが座る円卓の対面にどかっと腰を下ろす。

「あの優男はどうした？」

「ヘルメスはまだ帰ってきていないらしい。何でもダンジョンに向かったそうだが……代わりに眷族こども達が来ている」

　ディオニュソスが視線を飛ばすと、壁際にたたずむ犬人シアンスロープの少女が引きつった笑みを浮かべ会釈してくる。彼女の他にも一人、溜息ためいきをつく巨漢の虎人ワータイガーがいた。

「あの優男、18階層でフィン達のとこに押しかけてきたって聞いとるけど、無事なんか？　ダンジョンでくたばっとるんやないやろうな？」

「え～と、私達の『恩恵』は生きているから、その心配は……。それに殺しても死ななそうというか……アハハとか笑いながら、ひょっこり帰ってくると思います。団長アスフィもいるし」

　ロキの言葉に、犬人シアンスロープの少女ルルネはおずおずと返答する。この場に駆り出される羽目となった彼女は依然いぜん空笑いを浮かべながら、主神に対する微妙な信頼を語った。

『遠征』帰還中、【ロキ・ファミリア】の野営地にヘルメス達が現れたことは既に聞いている。18階層出発当日、つまり昨日、何故なぜか付いてこないまま安全階層セーフティポイントに居残ったことも。

「ロキも来たことだし、本題に移ろう」

　ロキ達が集まったのは他でもない、都市を暗躍する組織への対策に乗り出すためだ。

　闇派閥イヴィルスの残党、そして『極彩色のモンスター』や『怪人クリーチャー』からなる地下勢力。『都市の破壊者エニュオ』なる黒幕が見え隠れする彼等に対し、ロキ達は同盟を組むことになった。仇討ちや落とし前を付けさせるためなど、彼等が件の勢力を追う動機は様々だ。

【ロキ・ファミリア】の主戦力が『遠征』から帰還した今、派閥同盟は本格的に動き出そうとしていた。

「まぁ話し合わんでも、やることは決まっとるやろ。『バベル』以外に存在する、もう一つのダンジョンの出入り口……それを探し出す」

　ロキ達神々かみがみは、敵勢力の動向から一つの解に辿たどり着いている。

　それが唯一と信じられてきたダンジョンの出入り口、その第二の存在だ。管理機関ギルドや冒険者達の目をかいくぐり、食人花モンスターを地上に運び出す抜け道が必ずどこかに存在する。

「ああ、勿論だ。ただその前に……ロキ、眷族こども達の遠征先で何か進展はなかったのかい？　極彩色のモンスターが出現する『深層』に辿り着いたんだろう？」

　ディオニュソスの発言を皮切りに、全ての者の視線がロキに集まる。

　しばし無言を貫いていたロキは、己の糸目をうっすらと開き、彼等の反応を窺うかがいながら語り始めた。

「何でも、闇やみ堕ちした『精霊』がおったらしいで。しかも、フィン達が返り討ちに遭いかけるほどの。で……敵の狙ねらいはそんな『精霊』を地上に召喚すること。これがうちらの結論や」

　怪人クリーチャー達が示唆していた『彼女』なる存在、その正体が『穢けがれた精霊』。

　モンスターに喰くわれてもなお生き続け、在り方が反転した神の使いだ。

　事件の中核に存在した『宝玉の胎児』は怪人クリーチャー同様、彼かの存在による産物であり、触手である食人花等らがかき集めた『魔石』を摂取し続けることで『精霊の分身デミ・スピリット』へと進化する。

　そして敵の狙いは、『精霊』の地上召喚。

　強大な『精霊の分身デミ・スピリット』を空の下に降臨させ、ダンジョンの『蓋』として機能するオラリオを破壊せんとしている。

　──『迷宮都市オラリオを、滅ぼす』。

　24階層、食料庫パントリーで放たれた白髪鬼オリヴァス・アクトの言葉が、あの場に居合わせていた眷族達の脳裏に蘇よみがえった。顔色を悪くするルルネは喉のどを鳴らし、虎人ワータイガーの青年も目を見張る。感情が表に出ぬよう努めて抑制するフィルヴィスは己の主神を見やった。

　ロキ達が推察する敵方の計画シナリオを聞いて、男神は片手で顔を覆い、静かに息を吐き出す。

　沈黙を経て、顔を上げた男神はその硝子色の双眸そうぼうを歪ゆがめた。

「早急に、見つけ出さなくてはならない……第二の出入り口も、既に運び込まれているだろう『宝玉』の在処ありかも」

　重々しい神の声音が部屋にいる者達の耳を震わせた。卓の上に置かれている濃紫の葡萄酒ワインが天井の魔石灯の光を反射し、妖あやしく輝く。

　子供達が一様に口を閉ざす中、ロキはというと、行儀悪く背もたれをぎしぎしと鳴らしながら声を投げかけた。

「って言っても、ど～せうちらを矢面に立たせる気き満々なんやろう？　荒事は全部押し付けてなぁ」

「はははっ、ちゃんと協力はするさ。ただ、適材適所というものはあるだろう？」

　誤魔化されんぞ、というロキの非難めいた眼差まなざしに、ディオニュソスはそれまでの真面目シリアスな面持ちを忘れ、清々しい笑みを纏まとった。半眼となる女神の両目に対し、男神の白い歯がキラリと輝く。

　胃を痛くする神意のやり合いに「やっぱ帰りてぇ～」と半泣きになるルルネ。犬人シアンスロープの同僚に付いてきてくれと泣き縋すがられ同伴することになった虎人ワータイガーの青年は、再び溜息をつく。

　瞑目するフィルヴィスは主神の側でたたずみ、黙って成り行きに任せるのみであった。

「……まぁええわ、乗りかかった船やしな。取りあえず、どこから探す？　結局はしらみ潰つぶしになるんやろうけど、怪しいところはもう大体見当が──」


「え～と、そのことなんですけどぉ～……」



　と、ロキの言葉を遮さえぎる形で、ルルネがおずおずと手を上げた。

「実は主神ヘルメス様が旅から帰ってきた後、ロキ様達にやってほしいことがあるって……その、言伝を」

　もし自分が話し合いの場に居合わせられなかった場合、伝えるよう頼まれていたというルルネの伝言に、ロキは眉まゆをひそめた。

　また面倒事かと警戒していると、ディオニュソスが笑みを漏もらす。

「その話は私ももう聞いている。ロキのところにとっても、そう悪い話じゃないと思う。気分転換にもなるかもしれない」

「？」

　怪訝けげんな視線を送るロキに対し、ディオニュソスはそこで真剣な表情を作った。

「気になる情報もある。都市の捜索は私達に任せて、ロキには別のことをやってもらいたい」
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　その日の夜。

　宵闇が空を覆いつくそうかという頃ころ、普段にはない騒がしさが都市の隅々までを席巻した。

『遠征』より帰還した【ロキ・ファミリア】の『偉業』──ベート、ティオナ、ティオネのＬｖ．６突入が知れ渡ったのである。

　ギルドからの公式発表を待たず、娯楽好きの神々の手によって音速マッハで都市中に伝わったこの話題はたちまちオラリオを沸かせることとなった。

　曰く、【猛者おうじゃ】を擁する【フレイヤ・ファミリア】と完璧かんぺきに並んだ。

　曰く、いや追い抜かしてしまった。

　曰く、彼かの派閥こそ今や迷宮都市の最前線。

　オラリオの双頭、どちらが都市最強かという白熱した議論がそこかしこの酒場で繰り広げられた。勇ましい第一級冒険者達の偉業を称える吟遊詩人バード達の歌が、奏でられる楽器の旋律とともに大通りを満たす。奇声と笑声を上げる神々は無論お祭り騒ぎだ。嫉妬と羨望、あるいはいつか自分もと夢と野望を抱く冒険者達の反響をも呼んだ。興奮した面持ちの亜人デミ・ヒューマンの子供達が、ボロの外套マントや鍋なべの兜を纏って冒険者に扮装し、路地を駆け巡っては飛び回る。

　男神ゼウス・女神ヘラ失脚以降いこうから久しかった59階層進出の一報も合わせて、都市のどこを切り取っても持ちきりとなる【ロキ・ファミリア】の名声。語り継がれるであろう次代の英雄の座をほしいままにし、都市の頭上に広がる星天もまた祝福の光を落とした。

　彼の派閥の偉烈に、神々や冒険者、民衆は大いに熱狂するのだった。

「んじゃあ、『遠征』お疲れちゃんを労って──乾杯かんぱーい！」

　そして、当の本人達といえば。

　酒好きの主神先導のもと、行き着けの酒場で打ち上げを行なっていた。

　西のメインストリートに建つ酒場『豊穣の女主人』。

　大勢の客で賑わう華やかな店内、並べられた幾つもの卓の上でジョッキが掲げられ、豪快な音を立ててぶつかり合う。アイズも小動物のような仕草しぐさでこそっとグラスを持ち上げ、柑橘色の果汁ジュースに口付けた。

「飲み過ぎて羽目を外すなよ、ベート」

「しねーよ」

「レフィーヤー！　そこのお肉もらっていい!?」

「い、いいですけど……ティオナさん、もう五皿目……」

「どんどん来るんだから、落ち着きなさいよね。あ、コレおかわりお願い」

「しまった、ここで飛ぶ勘定を計算に入れておらんかったぞ、フィン」

「まぁまぁ、祝いの席くらいはぱーっといこうじゃないか。いざとなったら、ロキのへそくりで何とかしてもらおう」

「おーいフィーン!?　マジかー!?　でもオッケーやー!!　みんなーっ、うちがおごってやるから羽目を外せー！」

『おおー！』

　注意するリヴェリアに前回で懲りたのか顰めっ面のベート、いつも以上に食欲旺盛なティオナとティオネに戦おののくレフィーヤ、その光景を横目に大ジョッキをあおるガレスと笑うフィン。既に顔を赤くしたロキが号令をかけ、ラウル達たち他団員の間からも景気のいい声が打ち上がる。

　主神の宣言通り追加の注文は後を絶たず、泡が弾はじける麦酒やこの酒場自慢の果実酒、果ては大樽まで。卓の上を彩いろどる野菜とチーズの卵焼料理キッシュや魚の蒸し焼き、分厚いステーキなど、ティオナが舌鼓を打って止まない料理も可憐な店員達の手で次から次に運び込まれてきた。猫人キャットピープルの店員などあまりの忙しさにウニャア～と目を回している。

　遠征帰還を祝しゅくす【ロキ・ファミリア】恒例の宴に、周囲にいる客達も注目していた。件の話題もあって、いつになく好奇の視線をおっかなびっくり投げかけてくる。

　美しい花に引き寄せられる蜂のように己のことを見やってくる他者の視線を感じつつ、表情が乏しいアイズは心の中で宴の空気を楽しんでいた。

「アイズさん、何かお料理を取とりましょうか？」

「大丈夫だよ、レフィーヤ……ありがとう」

「……えっと、アイズさん？　何か気になることでも、ありますか？」

「？」

「ちょっと、ぼーっとしているように見えたので……あ、違ってたらごめんなさい！」

　レフィーヤに指摘され、軽く驚いた。

　確かに思考を別の場所へ飛ばしていたからだ。

　店の奥から「シル、リューが帰ってきたニャー！」「リュー!?」「馬鹿娘どもぉ！　仕事放り出してんじゃないよぉ!!」と従業員達や女将おかみのどたばた騒ぎが聞こえてくる中、アイズはつい先程知しった少年ベル達の情報を思い返す。

　打ち上げが開かれる前、換金や武器の整備を終えたアイズは派閥外の少ない知り合いに遠征からの帰還を報告しに回った。そして携行食を譲ってくれたルルネにお礼を告げようとしたところで、ちょうど主神ヘルメス達が帰ってきたことを聞いたのだ。合わせて、ベル達のことも。

　何故か後続隊に同伴せず18階層に残っていた少年達のことを心配していたのだが、ほっとする思いだった。ただ道中で色々あったのか、摩天楼施設バベルをくぐって現れたその姿は満身創痍であったらしい。

（明日、お見舞いに行こうかな……あ、でもホームの場所がわからない……）

　ティオナ達のかまびすしい声を聞きながら、何故か詳しい位置情報がわからない【ヘスティア・ファミリア】の本拠地についてうーんと頭を悩ませていると。

「あ、明日は都市の外に行くでー」

　ほろ酔い顔のロキが、突拍子もなくそのように告げた。

「何だ、藪やぶから棒に……」

　不審そうに眉を曲げるリヴェリアが【ファミリア】の声を代弁する。気まぐれな主神の指示に、他の団員達も呆れや苦笑いの表情を作った。

　そんな眷族達を前にロキは顔を赤くしたまま、にんまりと笑う。

「遠征も終わったことやし、休息もかねて慰安旅行や！」

「えっ、旅行!?　楽しそー！」

「真に受けるな、アホ」

「なんだとー!?」

　ティオナの怒りの声が散る中、アイズ達もベートの言う通り鵜呑うのみにはしなかった。ロキの無計画な発言は今に始まったことではないが、大抵振ふり回されかねない何かが起きる。

　今度は何を企たくらんでいるのだと団員達が自然と身構える中で、フィンだけは神意を理解したかのように、笑ってみせた。

「一体、どこへ旅行するんだい？」

「んー、詳しい話はホームに帰ってからするけどなー」

　前置きをした後、ロキは唇を吊り上げた。

「都市を出たすぐそこ……港街メレンや」


















　メレンはオラリオの南西に位置する港街だ。

　彼我の距離は三Ｋキルロと言ったほどで目と鼻の先と言っていい。巨大汽水湖──ロログ湖の湖岸沿いに栄える街は事実上、オラリオの海の玄関口である。

　海と通じる汽水湖には、連日数え切れない異邦の船が入港し、多くの積荷を下ろしていく。その多くがオラリオの輸入品だ。都市内の交易所に入る前の貿易品がこのメレンには集まる。大量の品を運び出せるのが海路の特徴であり、それはオラリオ側の輸出品も例に洩れない。オラリオが世界に誇る魔石製品も、外国の品々と入れ替わるようにメレンから海洋へ繰り出していくのだ。

　オラリオにとっての、海洋進出の要所である。

「うあーっ、久々に来たー！」

　巨大な湾と港に繫つながる街の目抜き通り。

　緩やかな下り坂を描く通りの真ん中で、ティオナの興奮した声が弾はじける。

　アイズ達【ロキ・ファミリア】は、昨夜のロキの予告通りオラリオを出て港街に訪れていた。ティオナのように声を上げはしなかったものの、アイズは往来が激しい人垣の向こう、視線の先に見える広大な汽水湖といくつもの船が停泊する港に感嘆していた。

「本当、何年振りかしら？」

「ダンジョンに入るようになってから、全然来きてなかったよねー！」

　港街の景色に微笑を漏もらすティオネに、ティオナが笑い返す。

　貿易品と同様、この港街を介してオラリオに足を踏み入れる者は多おおい。大陸出身の者が北方や東方の陸路より迷宮都市の門をくぐる反面、極東など島国や海国の人間はまずメレンへとやって来る。ティオナやティオネもその一人だ。

　周囲の景観に目を奪われているのはアイズと、あとは僅わずかの者だった。今いる団員の中でも大半がティオナ達のように懐なつかしがっている。

「この巨黒魚ドドバス、でっかー！　都市でも売られてるけど、ここまでおっきいの初めて見た！」

「鱗もモンスターみたいに発達していますね……」

　出店に鎮座する巨大魚を見てティオナの興奮は醒めやらない。一Ｍメドルを優に越える体を持つ巨黒魚ドドバスだ。レフィーヤの言葉通り、歪いびつかつ強固な鱗を有し度々モンスターと勘違いされる魚類である。ここまで進化した過程はひとえに怪物モンスターから身を守るためと言われている。巨黒魚ドドバスの他ほかにも海老や蟹など、港街ならではのまだ生きている新鮮な海の幸が売り出されていた。

　石造りの建物が立ち並ぶ通りは異国の人々、商人、漁師の手によって活況を呈している。

　道の脇で絨毯を広げ珍しい工芸品を売る露天商、魚や巻貝など採れたての海産物を並べた天幕小屋、商談とばかりに値切りをせがむ声々。この目抜き通りだけ切り取って見れば異国市場バザールのようですらあったが、漁夫を始めとした大勢の日焼けした者達、そして漂ってくる潮の香りが、ここが海の街であることを伝えてくる。

「レフィーヤも海からオラリオに来たんでしょう？」

「はい、そうです。まだ学生の時は、友達と一緒によくこの港街を散策してました」

「じゃあ料理が美味おいしいお店とか知ってる!?　あとで連れてってよ～！」

　ティオナに抱き着かれ慌あわてるレフィーヤだったが、彼女も心が踊っているようだった。他の団員も同じだ。少女の団員達を中心に一様に頰ほおを上気させ、歩きながらついつい目移りしている。

　そんな中で、アイズは自分の胸に手を置いた。

（この湖は覚えてない、こんな街も……）

　モンスターとの戦いに明け暮れていた記憶は返り血によって錆び付いており、この港街を訪れたかも定かではない。ずっとダンジョンの中に、オラリオの地にいたような気さえしている。

（……でも、この香りは知っている気がする）

　だが、独特な潮の香りはアイズの記憶の底をくすぐった。

　湿り気を帯びたこの風は、巨大な市壁に阻まれオラリオには届くことのない潮風だ。

　淡水と海水が入り混じった汽水湖の匂においは海のものよりずっと穏やかで、優しくアイズのことを包み込んでくる。金の髪を撫なでる風の香りに、アイズは目を細めた。

「どうした、アイズ？　嬉うれしそうだが、お前も興奮している口か？」

「……リヴェリアは、この街に来たことがあるの？」

　他者が気付くことのない【剣姫けんき】の表情を見抜いてくるハイエルフに、アイズは問い返す。

　彼女の質問に対し「そうだな」と言ってリヴェリアは顔を上げた。

「オラリオに入る前と、後はまぁ数えるほどだ。森で暮らすエルフ達の中にはこの潮の香りが苦手だと言う者も多いようだが……私は好きだ。あの窮屈な里にはない、この青い景色を目まの当あたりにした時、それは感動したものさ」

　遠方、汽水湖の出口の先にうっすらと見える海を眺め、リヴェリアは微笑ほほえんだ。

　フィンが小人族パルゥムの再興を望んでいるように、リヴェリアが王族ハイエルフの里を飛び出したのは、まだ見ぬ世界を目にするためだとアイズは聞いたことがあった。

　フィン達と出会った当初は「悪魔の契約を突き付けられた」と本人が語るほど強引ごういんにロキの【ファミリア】に入らされることになり、それはもう罵り合いの毎日だったそうだ。そもそも彼女は旅をしたいだけであって、オラリオに来るつもりなど毛頭なかったらしい。

　そんなリヴェリアも、オラリオに来る道中で見た世界の様々な光景に何度も心を震わせたと言う。新しい発見と『未知』を求める彼女の探求心はいつしか冒険者の素質を開花させ、今ではすっかり迷宮都市の一員だ。しかし、いつかオラリオを出て再び世界を見て回りたい、とリヴェリアはそんなことも打ち明けていた。

　アイズはふと、彼女がいなくなる時、自分はどうしているのだろうと考える。

　ありえないと理解していながらも、リヴェリアの後に付いていく未来の一つを想像してしまい……母親離れできない子供のようで、少し恥ずかしくなった。

「ほれ、みんなきょろきょろしてないで進むでー！　海が、いや湖がうちらを呼んでいるー!!」

「なに言ってんのよ、アレ……」

　アイズ達の中でも最もはしゃいで先頭を行ゆくロキに、ティオネがげんなりする。

　鼻歌交じりに通りを進んでいく主神の背中を眺めながら、アイズはここまで来る経緯──昨晩の出来事を回想した。




「ダンジョンのもう一つの出入り口を探すに当たって、まずは港街メレンを調べる」

　宴の後、帰ってきた館の大食堂で、ロキは全団員に向けてそう告げた。

「メレンって、すぐ近くにある港街でしょ？　都市の中じゃなくて、何で外に行くの？」

　団員がそれぞれのテーブルにつく中、アイズの席の隣でティオナが質問を口にする。

　そんな彼女を他所よそに、なるほど、と一部の者達は納得した表情を見せていた。

「ティオナ。水棲のモンスターがどうやって地上に進出したか、知っているかい？」

　笑みを浮かべるフィンの問いに、ティオナは顎に指を添えた。

「ええと、それは……『バベル』の下から？」

「どうやって魚が地面を歩くのよ、馬鹿ばかティオナ」

　ボケとツッコミを行うアマゾネス姉妹の後、リヴェリアが説明する。

「ダンジョンの出入り口は『バベル』直下の『大穴』のみ……そう言われていたが、厳密には違った。水棲のモンスターが辿たどる経路、水辺に繫がる出口がこのオラリオの外に存在する」

「それが、港街メレン……」

　リヴェリアの言葉を継いで、アイズが解答を告げた。

「都市の目の前にある大汽水ロログ湖にダンジョン『下層』から通ずる穴があってのう。そこから魚型のモンスターどもは地上に進出しておった。穴の存在に気付いたのは、神々が降臨した後だったと聞いておる」

　ガレスの補足に「へー、知らなかったー」と能天気に言うティオナ、呆あきれるティオネ。

「湖底の穴は十五年前、男神ゼウスと女神ヘラの派閥が【ポセイドン・ファミリア】の協力のもと、完璧かんぺきに塞ふさいでいる。ダンジョンのモンスターが現れることは、これで絶対にありえなくなった……筈なんだけど」

　だがここで、『バベル』以外のダンジョンの出入り口の存在が、レヴィス達怪人クリーチャーや闇派閥イヴィルスの残党の暗躍によって示唆されてしまった。

　塞がれた湖底の穴が復活し、他ならぬ汽水湖から食人花を始めとする極彩色のモンスターが運び出されているのやもしれない……その可能性は捨て切れない。

　言葉を続けていたフィンは、その碧眼でちらりとロキを一瞥いちべつした。

「確かに、調べておく必要がないわけでもないが……」

「ありえねーと思うがな。24階層で連中の姿を見た限りじゃあな」

　片目を瞑りながら言葉を濁すのはリヴェリアである。ベートもそれに同調した。

　側の席で視線を交わすアイズとレフィーヤもベートの言う24階層食料庫パントリーの事件を思い出す。

　闇派閥イヴィルスの残党によって食人花の多くは黒檻おりに捕えられていた。あそこから『下層』へと赴き、ダンジョンの水辺まで運んで放す、という話もなくはないのだろうが……。

「ん、言いたいことはわかる。ただなぁ、ディオニュソスが言うにはメレンの近海に今まで見たことのなかったモンスターを目撃したもんがおるらしい。……気色悪い蛇みたいな、ながーい黄緑色おうりょくしょくのモンスターをな」

　ディオニュソスが提供したという情報に、アイズ達は顔色を変える。

　気色悪い蛇、長大で黄緑色……それらの符号に当てはまるのは、食人花のモンスターだ。

　団員達の視線が集まる中、フィンが口を開く。

「不審な情報があるからには調べるしかない。そこに、手がかりがあるかもしれないしね」

　団長の声は満場一致で支持された。

【ロキ・ファミリア】は調査のため、港街メレンへ出向くことを決定する。

「でも、都市の外に出るにはギルドの許可が必要でしょう？　あの、すごい面倒なやつ。少なくとも明日からなんて無理に決まってるじゃない」

　オラリオ──この場合ギルド──は第一級冒険者を始めとした都市戦力の流出を何よりも恐れる。一部の特例を除けば都市を好きに出入りできる者は皆無であり、【ファミリア】が外出許可を得ようとすれば煩雑な手続きが必要だ。長い時は数日の時間を要することもある。

　ギルドが発行する許可証の入手に今から気が滅入めいっているティオネが頰杖づえをついていると、

「安心しときー。もうギルドの許可はもらってあるでー」

　とロキはさらりと答えた。

「……噓うそでしょ？」

「ほんまほんま。申請の書類を主神ウラノスに直接渡わたせい、って窓口で散々駄々こねてな。『食人花のことを調べてきてやる。邪魔すんな』って暗号ヒエログリフ書き込んどいたら、すんなり下りたわ」

　ずるっと頰杖から顔を滑らせるティオネに、がははは、と笑うロキ。

　邪魔をすれば余計な疑いを持たれると思ってか、あるいは食人花に関する事件解決に【ロキ・ファミリア】を利用するつもりか、とにかくギルドの主あるじは都市門の通行を承諾したらしい。

　管理機関の印章が施された巻物をひらひらと見せるロキに、この時ばかりはフィンも苦笑してみせた。

「今日、一緒にホームに出てったの、許可証をもらうためだったんだ……」

「そ、それにしても動きが早過ぎるような……」

「……怪しい？」

「怪しいわね……」

　同じテーブルでティオナ、レフィーヤ、アイズ、ティオネは嫌な予感を覚えた。

　主神の破天荒振りに鍛えられた他の団員達も警戒する最中さなか、ロキは満面の笑みを湛える。

「ちゅうわけで、フィン達たち男組は都市にお留守番な？」

『はぁっ!?』

「うちとアイズたん達──女おんな水入らずでちょっくらメレンにお泊りしてくるわ！」

　ベートを筆頭に声を荒らげる男性団員を他所に、ロキは有頂天となって、そうのたまった。

「おいッ、どういうことだっての!?　ちゃんと説明しろ!!」

「メレンに行くのは決定やけど、都市を完璧に空ける訳にもいかんもーん。何が起こるかわからんしなぁ。ギルドにも保険として【ファミリア】の半分くらいは残すっちゅう約束したし」

「何で女どもだけなんだってっ、そう聞いてんだオレはァ!!」

「あぁフィン、あとはディオニュソス達の動きも見張っておいてくれ。面倒事ばっか押し付けてきおって、たまには弱味握にぎらんとなぁ。こそこそ動き回るヘルメスなんかはうち、あんま信用してないし」

「無視するんじゃねええええええええええええ!!」

　勝手に話を進めるロキにベートの怒りが爆発し、ラウル達が必死に押さえにかかる。フィン達たち首脳陣は溜息ためいきをつき、女性団員達はげんなりした。

　アイズ達が微妙な顔を見合わせる中、主神の一存で女性のみのメレン調査が決定されるのであった。




「本当に、私達だけで来ちゃったし……あ～ん、団長～」

「あははは……」

　賑わうメレンの通りでこぼされるティオネの愚痴に、レフィーヤが空笑いする。彼女の言葉通り、港街にやって来た【ロキ・ファミリア】は女性構成員のみだ。

　見目麗しいエルフや猫人キャットピープル、可憐なヒューマン、女好きの主神が勧誘した自慢の冒険者達は周囲の注目を集めていた。取りわけ、女神にも勝るとも劣らない美貌のアイズやリヴェリアのもとに男性達の視線が集中している。

「さーて、港におるとは思うんやけどなー」

　目的地も告げず街をずんずんと進んでいくロキは、大型のバックパックをアイズ達の手も借りず背負っていた。ぱんぱんに膨れ上がっている中身は秘密らしい。

　眷族達から胡乱な視線を集めながら、とうとう雑踏を抜け、港へと足を踏み入れる。


「わぁ……！　やっぱり迫力ありますね！」



　間近で見る港の姿にレフィーヤが歓呼する。頭に手拭てぬぐいを巻いたいかにもと言った水夫が動き回る港は広く、雑多で、そして無数の船が停泊していた。

　青空の下で真っ白な帆が風に揺れている。埠頭に碇を下ろしている大小様々な帆船は数え切れないほどだ。中でも見上げるほど大きい商船は圧巻の一言で、団員の多くが目を奪われてしまっている。アイズもその一人だ。

「アイズ、見とれちゃってる？」

「……うん、すごいね」

　今まさに出港していく大型船にアイズの視線が引き寄せられる。頭の後ろで手を組むティオナに笑いかけられながら、辺りを見渡した。

　汽水湖の形状に沿って弧を描く港はオラリオに負けないほど賑わっていた。屈強な水夫達が船から積荷を下ろし、荷台に樽や木箱を乗せた馬車がいずこかへと走っていく。客船と思しき船からは身なりのいいエルフから旅人らしき獣人まで、多くの亜人デミ・ヒューマンが甲板から木橋を通じて下りていた。

　港の先に広がるロログ湖は壮観であった。巨大な汽水湖は対岸が見えず、白い雲の下で霞む水平線はまさに海原そのものである。照りつける太陽の光を反射し、レフィーヤの瞳ひとみと同じ美しい紺碧色に輝いていた。

　潮の香りを運ぶ港風、響き渡る水鳥の声。冒険者のものとは趣が異なった水夫達の喧騒も合わさり、瞼を閉じていても水と陸おかの境界を感じさせる。ダンジョンの発見や『未知』との遭遇とも違う、それでいて心を穏やかにさせる光景に、アイズは言葉を忘れていた。

「みんな、あっちやー！」

　主神の声に従い、船着き場に沿って南下していくアイズ達。

　山積みにされた樽と積荷の横を通り過ぎることしばらく、ロキはとうとうお目当てのものを見つけたのか、視線の先の神物じんぶつに声を張り上げた。

「おぉーい、ニョルズー！」

「ん？　ありゃ、ロキ！」

　ロキの声に振り返ったのは、美丈夫の男神だ。

　頭の後ろでひっつめているだけの髪は茶色。浮かぶ笑顔には穏和な性格が滲にじみ出ているが、一方で精悍な面構えでもある。身の丈はベートに並ぶ高身長であり、上着を脱いだ上半身はたくましい。オラリオでは中々見かけることのない体格のいい男神だ。漁網を肩に担いで運んでいる姿もあって、初めて会うアイズ達は『海の男』という印象を抱く。

「前に会ったのが昨日のことのように感じられるけど、何年なんねん、いや十何年振りか？」

「神々うちらの尺度やと数年なんてあっという間やからなぁ。会うのサボってたらこれや。いや、たまには顔を出そうと思ってたんやで？　ほんまほんま」

「噓つけ」と笑う男神ニョルズの肌は、太陽の下で汗を流しながらも白い。欠片かけらも日焼けしていない様は不変である神の片鱗を覗のぞかせている。特に、膝ひざ丈までしかない脚衣を纏まとう両の足は日々波なみで洗われているかのように美しかった。

　漁網を下ろしロキと親しげに話す姿は、面識は勿論もちろん、相応の間柄を感じさせる。

「リヴェリアも元気そうだな。お前達の評判は、市壁かべの内側から毎日聞きこえてくるぞ」

「あまりおだてないでくれ、ニョルズ。名声なんてものはえてして誇大になるものだ」

　ニョルズはリヴェリアにも屈託くったくのない笑みで話しかけてくる。

　小さな笑みを返す王族ハイエルフを見て、レフィーヤがおずおずと尋ねた。

「リヴェリア様、こちらの男神様をご存知なんですか？」

「オラリオに入る前に、色々世話になってな。ロキは天界から交友があるそうだが。オラリオに海産物を恵む【ニョルズ・ファミリア】の名前は、お前達も聞いたことがあるだろう？」

「おぉ」「言われてみれば」とティオナやティオネ、ついでにアイズも得心がいった顔をした。

　貿易港として栄えている他方、漁業が盛んなこともメレンの特徴であり、港の四分の一が漁港でもある。それを運営、管理しているのが【ニョルズ・ファミリア】だ。

【ニョルズ・ファミリア】の派閥形態は、海辺の街に多い漁業系の【ファミリア】。眼前のロログ湖は勿論のこと、湖と繫がる大海原にも出て漁を行う。ニョルズの眷族達が捕える大量の魚貝は先程のメレンの市場に並ぶだけでなく、オラリオにも出回って新鮮な海の幸をもたらしているのだ。大農業を営む【デメテル・ファミリア】と並び、迷宮都市の食料事情に深く関わっている派閥の一つである。
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「で、どうしたんだ？　いきなりこんな大所帯で押し寄せてきて。フィンやガレスはいないみたいだが。それに、その担いでいる荷物は……」

　周りで働く漁師の団員達に囲まれながら、ニョルズはロキのバックパックに怪訝けげんな視線を送った。

　ロキは、にやり、と笑う。

「実はうちら、調べ物ついでに慰安旅行中でな～。『息抜き』のために、ニョルズにちょっと教えてほしいことがあるんや」

「何を聞きたいっていうんだ？」

「自分、当然ここら辺の地理には詳しいやろう？　そこでやなぁ……」

　顔を近付け小声を交わす二柱の神。アイズ達の視線の先で、「穴場や、穴場っ」「誰だれも知らんようなっ」「この世の楽園に相応ふさわしい場所や……！」などなど断片的な言葉が聞こえてくる。

　力説する彼女を見て察するものがあったのか、アイズ達とロキの荷物を見比べていたニョルズは神妙な顔を浮かべ、そっと何かを耳打ちした。

　ふんふんと頷うなずくロキの顔に、満面の笑みが広がる。

「ありがとなーニョルズ！　土産話は後でうんと聞かせたる！」

「なぁロキ、俺おれも付いてって──」

「ダメや」

　ニョルズの申し出を速攻で切り捨てたロキはその体を翻ひるがえし、眷族達に叫びかける。

「知りたいことはわかった！　さぁみんな、行くでー！」

　うなぎ登りになる主神の声の調子にともない、アイズ達の嫌な予感も同じく最高潮に達しようとしていた。
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　ニョルズの情報に従い、メレンの漁港から更に南下し、街を離れた先。

　背の高い木々、そして巨岩の影に隠れた場所に、それはあった。

「すごーい、白ーい!?」

「港か岩場だけだと思ってたのに、こんな浜もあったのね……」

「綺麗きれい……」

　視界に広がる白い砂浜を前に、ティオナやティオネ、アイズは驚嘆をあらわにする。

　湖岸沿いに形成された入り江だ。木々と大きな岩石に囲まれた周囲は十分に広い。左右には切り立った崖がそびえている。無論アイズ達たち以外にいる者はおらず、まさに穴場の浜辺ビーチだ。

　さざ波が静かな音を立てて砂浜に寄せてくる。

　切り取られた海岸を彷彿させる光景に、レフィーヤや他の団員達も笑みをこぼしていた。

「さぁアイズたん達──これを着るんやー!!」

　そんな美しい眺めを神の騒音が邪魔をする。

　時は来たとばかりにロキは変な姿勢ポーズを決め、雄叫びを放ち、荷物バックパックの中身をぶちまけた。

　──古来、下界に降臨を果たした神々は、様々な文化や発明を人類にもたらしてきた。

　その発明の中でも、俗に『三種の神器じんぎ』と呼ばれるものが存在する。

　三種、と言っても数えられるものは種族や文化圏によって様々だ。獣人じゃないのに獣人になれる獣耳頭具ケモミミ・カチューシャ、伸縮性に富み冒険者の界隈でも普及しているスパッツ、他にもブルマ、黒長靴下ストッキング、セーラー服……概念にも及ぶ神々の発明は、往々にしてどれが『神器』であるかという論議を呼び、時には血を流す争いにさえ発展した。神に犯され目覚めてしまった一部の求道者達の熱い論争はとどまることを知らない。

　だが、どんな者も認める普遍の神器が一つ、存在する。

『水着』である。




「メレンに来た理由、こっちが本命でしょ……」

　主神の強制命令でその僅かな布を着せられた猫人キャットピープルのアキは、胸と丸出しのへそを両腕で隠しながら、真まっ赤かになって呻うめいた。

　腰から伸びる細い尻尾しっぽをくねらせる彼女同様、着替えを終えて岩陰から出てきた団員達は少しでも己おのれの体を隠そうとしている。恥じる少女達の美しい体は、今や胸や臀部などを除いて太陽の下に暴かれていた。

「18階層で、何回も水浴びしましたけど……」

「この水着を着た分、なんだか、逆に恥ずかしい……」

　レフィーヤや少女ヒューマンのリーネは何度も体を揺らす。

　いわゆる上下一組ツーピースと呼ばれる水着が多い中、下着も同然の布地面積は逆に少女達の羞恥心をあおるものだった。未いまだ成長途中であるレフィーヤの胸が上衣トップスからしっかりと谷間を覗かせ、短いスカートが付いた下衣ボトムスは慎ましやかな臀部に柔やわく食い込んでいる。

「人数分の水着を、ここまでずっと一人で運んでいたのですか……！」

　長い耳の先端まで赤くさせるのはワンピース型の水着を纏ったアリシアだ。成熟した体を持つエルフの美女は、視線の先で鼻息を荒くする主神を睨ねめつける。

「うおーッ、うほぉーッ!?　最高やー!!　太陽の下で輝く眩まぶしい肢体、ここが楽園か!?」

　女好きの女神の興奮は絶頂の最中さなかにあった。

　湖を調査するためともっともらしいことを言って団員達を説き伏せたが、下心が見え見えである。恥じる、あるいはめちゃくちゃ嫌がる眷族達を血走った目で凝視しながら、ぐっと握り拳こぶしを天に突き出す。

「あれ、リヴェリアはー!?　うちの可愛かわいいリヴェリアはどこやー!?」

「あっちの岩陰で、水着を持ったまま固まってます……」

「え～、リヴェリアの水着姿見みたい～！　こうなったらうちが直接着替えさせたるー!!」

「──待ちなさい!!」「やめろぉ！」「リヴェリア様にそんなことさせるなぁ!!」

　岩陰にダッシュするロキをエルフの団員達が全力で止めにかかった。アリシアを先頭に主神を砂浜へと押し倒す。ぐわー!?　と叫ぶロキだったが、密着する桃色の柔肌達に、ぐへへ、とすぐに笑い直した。出遅れたレフィーヤはその光景に汗を流す。

　他方、リヴェリアはレフィーヤの言葉通り、両手に持った際どい水着を前に時ときを止めた石像と化していた。

（……レフィーヤ達の言う通り……は、恥ずかしい……）

　そしてアイズは。

　水着を纏った己の体を見下ろし、頰を淡く染めていた。

　白い上下一組ツーピースの水着。他の者と違うのは下半身に長いパレオを巻いていることだ。

　ロキに強要されて着用している戦闘衣バトル・クロスも最初は極めて抵抗があったが、この水着はそれに勝る気恥ずかしさがある。たとえ【ファミリア】以外の者がこの場にいないとはいえだ。

　男性陣がいなくて良かったと、アイズは剝むき出しの二の腕をさすりながら思ってしまった。

「ア、アイズさんっ!?　アイズさんのっ、水着姿……!?」

「わぁー」「やっぱりきれー」「いいなー」「うらやましいですー」

　遅れて着替え終えたアイズの存在に、レフィーヤ達も気付く。きめ細かな肌や指先までほっそりとした足、おまけに形のいい双丘に感嘆の息を漏らし、レフィーヤだけでなく他の団員も好き勝手に言う始末だった。

　心の中でも何故なぜか水着姿になっている幼いアイズが、ぐるぐると目を回している。

　頰の紅潮が増すアイズは、普段は大して気にしない少女達の羨望という名の視線に、無性にうつむきたくなった。

「ティオナ達は……恥ずかしがる筈ないわよね」

「別に、ねぇ？　減るもんじゃないし」

「いつも着てるのとあんまり変わらないしー」

　猫人キャットピープルのアキから一瞥を投げられるティオネとティオナはけろりとしていた。

　姉妹揃そろって同じ蒼色の水着は、ティオナの言う通り普段の衣装と露出は変わらないものだ。一見羽衣のようで中が透けてしまうのではないかというほど薄い。二人は豊満な胸やしなやかな腿など、その褐色の肢体を何の恥じらいもなく晒さらしていた。

　間もなく、リヴェリアの件を断念したロキが面々の前で声を打つ。

「さぁみんな、一旦いったん仕事は忘れて存分に遊べっ!!　海水浴ならぬ、湖水浴や!!　戦う乙女おとめ達の束つかの間まの休息ー!!　勿論ポロリもあるでぇえええええええええええッ!!」

『ない!!』

　主神の下心に少女達は赤面しながら一斉に言い返す。

　何はともあれ、慰安という名目のもと、少女達の湖水浴が始まった。

「海ってほどじゃないけど、ちょっとしょっぱーい！」

「ティオナさん、飛び込むの早いです!?」

「そんなこと言ってないで、レフィーヤも行こ！」

「って、わわわっ！」

　誰よりも早く駆け出したティオナが水面に飛び込んだ。ぶんっぶんっと子犬のように顔を振り、額に張り付いた前髪を気持ち良さそうにかき上げる。天真爛漫な少女のその姿に触発されてか、比較的若い少女の団員達も破顔し、白い砂浜に足跡を残して遠慮なく湖へ入った。

　夏の足音はまだ遠い春半ば。湖水はどちらかといえば冷たいものだったが、過酷なダンジョンで鍛えられた冒険者達にとっては些細ささいな事柄だ。波打ち際で戯れ、水をかけ合い、入り江にはあっという間に笑い声が満ちるようになる。

　揺れる胸、くねる腰、食い込んだ水着を直す仕草しぐさ。

　すっかり興奮した少女達が湖水浴を満喫する光景を眺め、ロキの愉悦も極まっていた。

「はぁ、眼福や～。海やないけど水着に可愛い女の子……ぐふふっ、最高の組み合わせや～」

「本当、親父ね……」

　涎を垂らす主神の姿に呆れ果てていたティオネは、おもむろに頭上を仰ぐ。

「行ったことないけど、南国もこんな感じなのかしら？」

　呟つぶやきが青い空に吸い込まれていく。

　眩しい陽光が、少女達だけの浜辺ビーチに降りそそいでいた。


「…………」



　そんな中、アイズは一人、浜の隅で所在なくたたずんでいた。

　その姿は孤高の【剣姫】というより、打ち寄せる白波にうろたえる子供のそれに近い。

「アイズさん！　良ければ私達と遊びませんか？」


「…………えっと」



　一人でいるアイズに気付いたレフィーヤが、楽しげな表情で誘ってくる。

　水に濡ぬれている彼女を前に、アイズは別方向にちらっと視線を投げた。

　波打ち際から離れた先、団員達が顔だけ水面に出して浮かんでおり、更に奥ではティオナが気持ち良さそうに泳いでいる。

　水底は、深そうである。

「……わ、わたしは……いい、かな……」

「？」

　どこか普段よりそわそわしているアイズに、レフィーヤが首を傾かしげていると、

「なんやー、アイズたん？　もしかして、まだカナヅチ直っとらんのかー？」

　近付いてきたロキが、見事に核心をついてきた。

「えっ」


「…………」



「ア、アイズさん……泳げないんですか!?」

　──不味まずいっ。

　アイズはこれでもかというほど挙動不審になった。金の瞳は右へ左へと動き回って忙しない。そしてその反応が、全すべてを物語っていた。

　驚愕きょうがくするレフィーヤの声を聞きつけ「なになにー？」とティオナやティオネまでこちらへとやって来る。戸惑う後輩からわけを聞いた二人は、最初こそ不思議そうな表情をしたが、すぐに「そういえば……」と眉根まゆねを寄り合わせる。

「確かにダンジョンじゃあ、水辺にあまり近付いてないような……」

「水中に落ちそうになった時も、いつも風まほうでバシャバシャ水面蹴けって離脱してるわよね……」

　ティオナ達からも視線を浴び、うぐっと声を詰まらせるアイズ。

　両手を組み、その細い指をもじもじといじり出す。

「……泳ごうとすると、沈んじゃって……」

　ややあって、頰を赤くし、か細い声で白状した。

「ええ～！　本当に!?」

「噓でしょう？」

「で、でもっ、ダンジョンじゃあ水浴びをよくするじゃないですか!?　18階層でも、ちゃんと水面に浮いてたような……！」

「足がつくところは、大丈夫なんだけど……顔を水につけると……」

　声を上げるティオナやティオネ、レフィーヤに、アイズはいつにも増して歯切れ悪く答えた。どんどんうつむいていき、恥じらってしまう。

　その姿に、レフィーヤは仰天せずにはいられなかった。というより、憧あこがれ続けてきた少女のまさかの欠点に衝撃を受けている。

【剣姫】アイズ・ヴァレンシュタイン。

　十六歳。カナヅチ。

　来る日も来る日もダンジョンにもぐり、戦闘ばかりにかまけていた代償であった。

「まさか、まだアイズたんが泳げんかったとは。水辺の階層にも何度も行ってるからうちはてっきり……ん？　待てよ、ちゅうことは──水中に引きずり込めばアイズたんに勝てる!?」

　瞬く間にゲスな笑みを浮かべる神。

「水ん中ならセクハラし放題やー!!　覚悟っ、アイズたーん！」


「──ッッッ!!」



「あうちっ!?」

　飛びかかったロキだったが、目の色を変えたアイズに割と本気で迎撃された。

　手加減も忘れて放たれたビンタに「ぐおおー!?」と主神が砂浜を転げ回る中、ティオナがアイズの両手を握ってくる。

「じゃあアイズ、泳げるように練習しようよ！」

「え……」

「そうよ、いい機会じゃない。後回しにしたっていいことないわよ？」

「わ、私もアイズさんに協力します！」


「…………う、うん」



　笑えむティオネや張り切るレフィーヤも加わり、断れる空気ではなくなったアイズは頷くことしかできなかった。嵐あらしが到来した海原のように大荒れする少女の心中を他所に、カナヅチ矯正訓練が始まってしまう。

「とりあえず、どこまで泳げないか見ておきたいわね」

「アイズ、ちょっと水の中に入ってもらっていい？」

「は、はい……」

　口調が少々おかしくなっているアイズは、腰に巻いているパレオを脱いだ。

　こうなったら腹をくくるしかないと、気合いを入れて金の長髪を頭の後ろに結い上げる。

　他の団員達がなんだなんだと遠巻きに眺めてくるのを横目に、おそるおそる波際を進み、腰の辺りまで湖水に浸かる。

「仰向あおむけなら浮けるのよね？　やってみて」

「……」

「おー、浮く浮く」

「流石です、アイズさん！」

「何よ、楽勝そうじゃない。じゃあ、顔を水につけてバシャバシャーっと──」


「────────────────────────────────────────────────────────────────────（ぶくぶくぶくぶくぶくっ!?）」



　惨むごい音を立てて沈没するアイズ。

「ええええええええええええええええええええぇ!?」

「もの凄い速さで消えたー!?」

「ティ、ティオナ!?　救出ッッ!!」

　レフィーヤとティオナの絶叫が打ち上がり、ティオネの悲鳴じみた指示が放たれる。

　周囲の他団員までぎょっとする中、アイズー!?　アイズさーん!?　とレフィーヤもティオナと一緒に疾走し、湖の中へ飛び込んだ。

「いかん、こりゃあリヴェリアとの特訓がアイズたんの根深いトラウマになっとる……！」

「リヴェリア一体なにをしたのよ!?」

　頰に紅葉の跡を残して復活するロキに、ティオネが唾を飛ばす勢いで突っ込む。

　当のハイエルフはというと、未だに岩陰で一体の彫像と化していた。

「アイズ、平気!?」「大丈夫ですか!?」


「…………ご、ごめん」



　ティオナとレフィーヤに支えられ、岸に救出されるアイズ。

　母親がにこやかに手を振る走馬灯を見た少女は、はぁはぁ、と盛大に肩で息をする。

　一度だってこんな【剣姫】の姿は見たことがない他の団員達はというと、ことの深刻さを悟ってゴクリと喉のどを鳴らした。

　その後も、アイズの回復を待って背泳ぎ等とうを試してみたが、無駄であった。足を動かした瞬間、泥船のようにアイズの体は沈んでしまう。

「思った以上にヤバかったわね……」

「でも、こればっかりは練習するしかないよ～」

「水が苦手というより……いざ泳ごうとすると、緊張して力が入り過ぎているような……」

「つまり条件反射？　リヴェリア、本当に何をやったのよ……」

　ティオネとティオナが難しい表情を作る隣で、レフィーヤが健気けなげにアイズの背中をさする。

　足を崩し砂浜に両手をつくアイズの心の中では、もはや姿の見えない幼いアイズが水面にぽこぽこと気泡を浮かばせていた。

　様子を窺うかがっていた他の団員達も、今やアイズ達の周りに集まっている。

「ん～、じゃああたしと一緒に練習してみよ、アイズ？　手を握っててあげるから」

「ティオナ……うん」

　自分のために力を貸してくる仲間にこれまでにない申し訳なさを覚えつつ、アイズは差し伸べられたティオナの手を取った。そのまま二人で湖に移動する。

　水底を後ろ歩きするティオナと両手を繫ぎ、支えてもらう。

　決して水面に顔をつけず、細い足を小動物のようにばしゃばしゃと動かしながら、アイズは沈むまいと懸命になった。

「アイズ、もうちょっと力ちから抜いて？　うんうん、上手上手。これなら泳げるよ」

「ほ、ほんとう？」

「じゃあ、一回はなしてみるねー」

「!?」

「せーの」

「ま、待ってっ、待ってティオナ──」

「はい、はなしたー」


「～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っっ!?」



　ばんざーい、とティオナが手を離した瞬間、恐慌パニックに陥おちいった兎のようにもがきまくるアイズ。ぼこぼこぼこぼこっ!?　と酷ひどい音を立てて虚むなしく沈んでいく。

　混乱する少女は必死に手を伸ばし、ティオナの体に何とか両腕を回した。

　親友の胸に抱き着き、幼子のようにぶるぶると震える。

（かわいい）

　そんなアイズの姿に、ほにゃ、と笑うティオナ。

「かわいい」

「かわいい」

「かわいいわね」

「あんなアイズたんもええなー。ギャップ萌えー」

　その光景を岸辺から眺めるティオネやロキも感想を一つにする。

　団員達が声を揃える中、レフィーヤだけはアイズに抱き着かれるティオナを見つめ、ぐぬぬっ、と唸うなってしまうのだった。
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　その後、結局アイズのカナヅチは克服できないまま、湖水浴はお開きとなった。

　たっぷりと遊んだ後は、本来の目的である調査である。

「湖底の穴を調査するんですから……ええっと、やっぱり湖を潜るしかないですよね？」

「当然よね。穴の場所はわかってるの、ロキ？」

　レフィーヤが言いにくそうにしながら、ちらっと視線をアイズに投げる。

　言外の戦力外通告に【剣姫】がしゅんとする一方、猫人キャットピープルのアキがロキに尋ねた。

「ちゃんと下調べはしてきたでー。ここからもうちょい南に下った湖峡こきょう寄りや。んじゃ、ティオナー、ティオネー、頼んだでー」

「わかったー！」

「ちゃちゃっと終わらせましょ」

　不慣れな水中戦も見込まれる『穴』の調査に、団員総出か、と構えていたレフィーヤ達だったが、ティオナとティオネに一任しようとするロキに瞬きをする。

　前に歩み出るアマゾネス姉妹に、アイズはそこでふと顔を上げた。

「ティオナ、ティオネ……その水着、もしかして、『ウンディーネ・クロス』？」

　恥じらったり溺れたりでティオナ達の水着に頓着する暇がなかったアイズは、この時になってようやく気付いた。

　深い蒼色の衣。布地は少なくとも、それは歴とした加護が宿った『精霊の護布ごふ』であった。

「当たりやー。二人のために用意しとったんや。水中系の冒険者依頼クエストには欠かせんからなぁ」

　ティオネ達の代わりに、ロキが得意気に答える。

『精霊』が魔力を編み込み作製した護布ごふは、特化した属性ならば上級鍛冶師ハイ・スミスの防具をも凌ぐ性能を秘める。水精霊の護布ウンディーネ・クロスは水性攻撃への耐性や熱波を打ち消す防暑効果が見込まれ、冒険者達の間で重宝されている。

　だが、この防具が真価を発揮する局面は水の中だ。

　冒険者と言えど陸上と比べて動きが遥かに鈍る水中でも、水精霊の護布ウンディーネ・クロスを装備することで素早く泳げるようになり活動の幅が広がるのである。水の抵抗、水圧にも強くなる。

　値は張るが、水中のモンスター退治などにはまず確保しておきたい装備品の一つだ。

「『精霊の護布ごふ』を水着にするなんて……」とレフィーヤ達から非難を浴びつつ、ロキは更に言葉を続けた。

「しかも、ティオナ達は発展アビリティ『潜水』持ち。もともと水中でも魚さかな顔負けに泳げる。水精霊の護布ウンディーネ・クロスを装備した暁には鬼オウガに金棒、いや女戦士アマゾネスに斧槍ハルバードや！」

「何よその例え」

　極東の諺と一緒に謎なぞの格言を生むロキを睨にらみつけるティオネ。

　昇格ランクアップの際に入手できる発展アビリティ『潜水』は水精霊の護布ウンディーネ・クロスとほぼ同様の効果を持つ。差異を挙げるとするならば、打撃等とうの威力補正など、『水中戦』の効力面がより強い。

　大海原で活動する海洋神の大派閥【ポセイドン・ファミリア】の団員はこのアビリティが必須だと言われている。

「『潜水』って、確か珍しいアビリティの筈じゃあ……」

「海なんかで活動している神の眷族ファミリアは発現しやすいって耳にするけど……」

　ティオナ達が修得しているアビリティについて、レフィーヤやアキは声を交わす。

「どうしてそんなアビリティを……」「どうやって覚えたのか……」という団員達の疑問に、ティオナとティオネは、

「都市オラリオに来る前、漁村とか島国で怪魚モンスター退治をよく引き受けていたわね。食い扶持稼かせぐために」

「あったあった！　水の中じゃあ全然ぜんぜん上手うまく倒せなくてさぁ～。ムキになって仕留めている内に、水中戦得意とくいになったよね～」

　と答えた。負けず嫌いの姉妹同士で討伐数を争ったこともそれに輪をかけたと。

　話の内容にレフィーヤ達が空笑いしていると、バックパックをあさっていたロキがティオナとティオネにあるものを投げる。

「ほい、得物。もし食人花が出てきたら、これでブッタ斬ってやりー」

「これは？」

「迷宮珊瑚アンダー・コーラルと怪海象ドドラの牙きばでゴブニュのとこに作らせた、水中用武器コーベル・エッジ。館の倉庫から引っ張り出してきたわ」

　ティオネ主武装の湾短刀ククリナイフほどある短剣。水の結晶を彷彿させる海色マリンブルーの透いた剣身は驚くほど軽い。都合二振りの対水中戦装備を受け取ったティオナとティオネは、ぶんぶんと何度か素振りした後、「じゃあ行ってくるわね」と告げ軽く走り出す。

　岸辺を踏み切った二人は、一糸乱れない動きで湖面に飛び込んだ。

「……あの、今更なんですけど、ティオナさん達だけでいいなら、私達が水着になる必要はなかったんじゃあ……」

　水着姿でティオナ達を見送った後、ぽつりと漏れたレフィーヤの呟きに対し、ロキは素知らぬ顔で「うおー、行けー、頑張れー！」と白々しく応援するのだった。




　ロログ湖は南国の海に負けないほど青く澄んでいた。

　魔石製品の浄化装置によって都市オラリオや港街メレンの排水は清潔を保たれており、湖の中は視界が利きくほど透き通っている。アイズ達のいる入り江からあっという間に離れたティオナとティオネは、《コーベル・エッジ》を片手に提げながら泳いでいく。

「みぶぅびぎべぇばべー」

（なに言ってるかわからないわよ）

　気泡を大量に吐きながら喋しゃべるティオナに、ティオネは呆れを乗せた視線を返す。

　水の世界は陸おかにない静謐さに包まれていた。ティオナ達の前を度々過ぎる緑や青、灰色の美しい小魚。岩や石が散乱する湖底には海草が生息し、穏やかにその身を揺らしている。

　かと思えば、流木の塊や、ばらばらになった船の残骸が視界に飛び込んでくる。遊泳する巨黒魚ドドバスの群れが避けていく中、ティオナ達は船底を食い破られた沈没船を黙って見下ろした。

「！」

　不意に、ティオナの目が不気味な光を捉とらえる。

　船の残骸の陰、暗がりの奥。

　赤い眼光が瞬いたかと思うと、ティオナ達と同等の体軀の怪魚がぬうっとその姿を現した。

　まさに船を沈没させた原因であるモンスター、『レイダーフィッシュ』。

　真っ赤な眼球を蠢かす魚のモンスターは、湖底の棲家すみかを離れ獲物目めがけて突撃する。

『オオオオオオオッ！』

　砲弾のごとく向かってくる敵に対し、ティオナは武器を携えていない右拳を振りかぶった。

「!!」

『ブギョォ!?』

　地上となんら遜色ない動きで、ブン殴る。

　欠片も減少していない鉄拳の威力はモンスターの顔面を粉砕するものだった。返り討ちに遭った『レイダーフィッシュ』は鮮血をまき散らし、もの凄すさまじい勢いで湖底へ激突、土煙を舞い上げる。

（久しぶりに潜ったけど、すごい動ける気がするー）

（護布の力でしょ）

　右腕をぐるぐると回すティオナに、ティオネは肩を竦すくめてみせる。

　視線を交わし以心伝心する双子の姉妹は、『潜水アビリティ』に上乗せされた水精霊の護布ウンディーネ・クロスの力を実感するのだった。

（ティオネー、どのくらい潜っていられそう？）

（一時間くらいは楽勝よ）

　ティオナとティオネはロキの情報をもとに進んでいった。

　顔を左右に振って辺りを確かめ、深く深く。斜面を描く湖底に沿って潜っていくにつれ、頭上の湖面から差し込む日の光は遠のいていった。

　そして、汽水湖にのさばるモンスターと何度か戦闘を経た後。

（あれね……）

　目的のものを発見した。

　ロログ湖の最深部付近。ティオナとティオネの視界に映るのは、息を呑のむほど巨大な『蓋』である。全長十Ｍメドルは優に超えた、大円形の封印。

『蓋』の材質は『白聖石セイロス』か、はたまた迷宮の鉱物である『白剛石ヴァルマーズ』か。周囲の岩盤と色が異なる白亜の大蓋はまるで海神殿の門のようにも見える。

　横穴のごとく斜面に形成されている大穴を今でこそこの『蓋』が塞いでいるが、この規模ならば竜でさえ通過できただろう。遥か『古代』、数え切れない水棲のモンスターがここより地上に進出していったのだ。

　ティオナとティオネは正面まで下り、威容を示す大蓋を見上げる。

（これってさぁ……）

（モンスターの化石……いえ、『ドロップアイテム』ね）

　白に染まる大蓋の中には、漆黒の異物が存在した。

　超大型、いやそれをも上回る規格外のモンスターの黒骨ドロップアイテム。竜を連想させる鋭い頭蓋、大蛇のごとき長大な背骨、翼にも似た巨大な鰭ひれなど、ところどごろ部位の欠けた骨が蜷局とぐろを巻くように白色の石材の中に交ぜられている。ティオネの言葉通り、あたかも化石のごとく。

　この亡骸モンスターの正体が何であるのか、大蓋について碌な知識もないティオネ達は、理解してしまった。

（『海の覇王リヴァイアサン』……）

『古代』、ダンジョンより地上に進出した力ある古いにしえの怪物モンスター。

『陸の王者ベヒーモス』、『隻眼せきがんの竜』とともに、人類の悲願である『三大冒険者依頼クエスト』の目標の一つとして数えられていた海の災厄だ。十五年前、男神ゼウスと女神ヘラが率いる最強の冒険者達によって彼かの怪物の討伐は成し遂げられている。

（黒竜こくりゅうの『鱗』は、モンスターを寄せ付けないって聞いたことはあったけど……）

　約千年前、オラリオの地から飛び去った『隻眼の竜』は、下界の各地にいくつかの『鱗』を落としていったとされる。その鱗は絶えず力の波動を放っており、怪物の王たる気配に例外なく恐怖する他たのモンスターは寄り付かない。確かな事例が確認されている。

　この『海の覇王リヴァイアサン』の骨も、それと同じだ。

　守護神ウラノスの絶大な神威によって地上進出を封じられていると言われる迷宮のモンスター。万が一にも抜け出したとしても、この黒骨を前にした途端逃にげ帰ることだろう。ましてやモンスターが破壊することは絶対にありえない。

　男神ゼウス等らの【ファミリア】が討伐した『海の覇王リヴァイアサン』の遺骸は持ち帰られ、こうして蓋の一部として利用されたのだ。封印を完璧なものにするために。

『海竜の封印リヴァイアサン・シール』。ギルドが名付けている正式名称。

　白と黒の対照コントラストを描く、決して開くことのない湖底の門を前に、ティオナとティオネは時を忘れ眺めていた。

（……蓋に綻びがないか、調べるわよ）

　がらんどうの黒骨の眼窩から視線を切り、ティオネ達は目的に取りかかる。

　モンスターが通った形跡があるか、あるいは抜け道と呼べるものが存在するか、大穴の調査をした。手分けして蓋に近寄り隅々まで確かめ、周辺の岩盤もくまなく見て回る。

　が、結局徒労とろうに終わってしまった。

（蓋には傷一つ付いてないよ～）

（まぁわかってはいたけど、ここまでの封印をモンスターが破れるわけないわね……そもそも近寄れないみたいだし。辺りにも抜け穴なんかはなし……）
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　上下逆様になって腕をブンブン振るティオナを脇目に、ティオネは嘆息する。

　ここに来るまで何度も襲いかかってきたモンスターの気配さえ封印周辺には感じられない。怪物を寄せ付けない大蓋は全くもって健在だ。

（怪物モンスターはこの蓋に近付けないんでしょ？　だったら離れた場所を調べた方が良くない？　う～んと迂回したところに、新しい穴が掘られてるとか）

（当てもなくこんなでかい湖を調べて回るなんて、嫌よ、私は……）

　合流し、視線をぶつけて互いの意見を交わすティオナとティオネ。手詰まりとなったアマゾネスの姉妹は気泡を頭上へ昇らせながら、辺りをぐるっと見回した。

（──！）

　その時、ティオネの双眼が鷹の目のように鋭くなる。

　彼女が視界の遥か奥に捉えたのは、水中で揺らめく二本の長大な体軀。

　その体皮の色は、黄緑色おうりょくしょくだ。

（ティオネ！）

（間違いない！　食人花!!）

　二人は水を蹴りつけ発進した。

　モンスターが泳いでいる場所は湖面から十Ｍメドルも離れていない。そして上方の水面みなもには複数の船底が水を切って進んでいる。食人花を殲滅しようと、ティオナ達は肉薄した。

『！』

　水の震動が凄まじい勢いで接近する少女達の存在をモンスターに知らせる。

　二体の食人花は閉じていた蕾をがぱっと開花させ、その醜悪な牙と口腔を露出させた。迫る脅威を叩たたき払わんと、全ての触手の矛先を向ける。

「本当にいたねーぼんぼぉおびぃいばぁべぇー、っとぼぉ!!」

　殺到する数多の鞭を、ティオナは人魚マーメイド顔負けの動きで流れるように回避する。おまけとばかりにすれ違い様、片手に装備した《コーベル・エッジ》を閃ひらめかせた。

　吐き散らされた泡とともに、食人花の触手が切断される。

『!?』

　鞭がばらばらにされ形成された空隙に、ティオネがすかさず突撃する。

　硬直する食人花の懐ふところにあっという間に飛び込み、妹と同じように海色マリンブルーの刃を二閃させた。

「ッッ！」


『──────────アァ!?』



　水中戦専用の武器がその効果を発揮し、打撃にめっぽう強い食人花の硬皮をいともたやすく斬り裂く。弧を描く蒼い斬光を叩き込まれ、花頭を失ったモンスターの一体が絶命した。

　そして残る片方は、体をくねらせ逃亡を図る。

（やばっ、仕留め損ねた!?）

　久方振りの水中戦に、二撃目の斬撃が浅くなった。

　深手を負った食人花は太陽の光に救いを請うように水面に向かって急上昇する。

　追いかけるティオネとティオナだったが──そこに、湖峡こきょうから新たな船が入ってきた。

　──不味い!!

　進路上に現れた巨大な船底に、食人花は憤怒をぶつけるかのごとく触手を射出した。




「ロキ！」

　アイズの鋭い声が走り抜ける。

　誰よりも早く【剣姫】が察知する中、陸おかの上に残っていた【ロキ・ファミリア】の面々もその湖上の異変を目撃した。

「船が!?」

「何かが船体に巻きついてる！」

　水面から伸びる黄緑色おうりょくしょくの触手が、ロログ湖に入ってきたばかりのガレオン船に絡からみ付く。

　切断された跡のある鞭がその巨大な船体を傾けたかと思うと、すぐさま食人花が出現した。

　波を生むモンスターは、そのままガレオン船に食らい付こうとする。

「あかん、アイズ達救助ゴーや！」

　開けた湖岸に移動したレフィーヤ達たち魔導士がただちに詠唱し、更にアイズ達が付近の船を足場にして急行しようとした。

『──ガッッ!?』

　しかし、その直前。

　ガレオン船から跳躍した一つの影が、食人花の頭を斬り飛ばした。

「なっ……」

　宙を舞い、錐揉きりもみしながら湖面に落下する大型級の頭部。

　派手な水飛沫が上がるとともに船体に絡みついていた触手は離れ、ぐらりと力を失うモンスターの長軀も水中へ沈んだ。その光景に、アイズ達は固まってしまう。

「なにっ、なになに!?」

「食人花を倒した!?」

　勢いよく水面に顔を出したティオナとティオネもまた、啞然あぜんとする。

　オラリオの上級冒険者でも手こずる食人花が瞬殺された。

　湖に出ている周囲の船々が引っくり返したような騒ぎに包まれるのを尻目しりめに、ティオナ達は目の前に浮かぶ異邦の大型船を見上げる。

　そこで──とんっ、と。

　食人花を屠った黒い影が、曲刀シミターの輝きとともに空中から付近の漁船に着地した。

「リャガ・ル・ジータ……ディ・ヒリュテ」

　共通語コイネーではない、とある種族の言語に、ティオナが真っ先に反応する。

　弾かれたように振り返ると、船の上には一人の女性が立っていた。

　固まる漁師達の視線を一身に集める褐色の肌、露出が激しい独特の衣装。その中で黒い紗幕を口もとに巻き、顔の下半分を隠している。

　揺れる砂色の髪の下で、こちらを静かに見つめる同胞の瞳に、ティオナは唇を開いた。

「バーチェ……」

　信じられないものを見たかのように目を見開くティオナ、そしてティオネだったが──追い討ちをかけるように、ガレオン船から声が落とされた。

「久しい顔がおる」


「────」



　幼さと、同時に老熟さを秘めたその声音に、ティオネ達は今度こそ時を止める。

　ばっと振り仰げば、巨大船の甲板から見下ろしているのは数多くの女戦士アマゾネスと──一柱の幼い女神だった。

　潮風に揺れる鮮血のごとく赤い髪、眷族達と同じ褐色の肌。その背丈はいたいけな少女そのものだが、模した骸骨を繫ぎ合わせた首飾りと、牙を生やす仮面、更にその奥から覗く眼光が異質さと威光を放っている。その側には、背後の漁船に立つ女と同じ砂色の髪の女戦士アマゾネスが立っていた。

　アイズ達が岸から見守る中、ティオネは顔色を激変させる。

　薄い笑みを浮かべる船上の女神に向かって、その名を叫んだ。


「カーリー……！」




















　巨大なガレオン船がゆっくりと入港する。

　双剣を象った碇や船首に設けられた戦士の像、船腹から伸びた斧槍ハルバードを彷彿させる巨大な櫂など、女戦士を表す船の意匠に多くの者が注目する中で、異邦の一団は上陸を果たした。

　仮面を纏まとう幼い女神を先頭にぞろぞろと地に降り立つアマゾネス達に、屈強な漁師達もにわかに騒然となる。

「カーリー!!」

　そこへ声を投じたのは、水着姿のティオネだ。

　邂逅も半ば港へと直行した船を追い、急いで駆け付けたのだ。すぐ背後にいるティオナも同じである。ただならぬ姉妹の雰囲気に、集まっていた人立ちは独りでに割れた。

　着替えを終えたアイズ達が到着する頃ころには、一触即発と見紛う対峙たいじの光景が広がっていた。

「ここに何しに来た!?」

「久方振りの再会だというのに、開口一番がそれか、ティオネ？」

「いいから答えろ!!」

「なに、ただの観光じゃ」

　最初から怒声を上げるティオネに、仮面の女神──カーリーはやれやれと口にしながら、何てことのないように答えた。

　彼女はアマゾネスの一人に声をかけ、慌あわてて飛んできた街の役人に対応させる。事前に準備していたようで、入港の許可証を突き付けているようだ。

「噓うそ抜かしてんじゃないわよ……!!」

「本当だとも。代わり映えしない日々に飽き、刺激を求めに来たのよ」

　眉間みけんに皺を寄せるティオネに、カーリーは唇を吊り上げるのみだ。問答に加わっていないティオナも口をへの字にして、怪訝けげんな表情を隠していない。

　その一方で、アイズは、集団の中でも女神の近くに控える二人の人物を注視していた。

　砂色の髪の、姉妹と思しきアマゾネス。

　──強い。

　戦いに明け暮れていた【剣姫けんき】の直感が教えてくる。

　視線の先のアマゾネスは、第一級冒険者に比肩する実力を持っていると。

（Ｌｖ．５……ううん、６？）

　アイズの勘が正しいのなら、恐ろしい事実だ。

　相手方は都市外の【ファミリア】で間違いない筈。オラリオやダンジョンを始めとした限られた世界しか知らないアイズだが、迷宮都市を出た外界で『器』を昇華させることが困難であるのは理解している。その前提を踏まえた上で、第一級冒険者級の存在感を秘める姉妹は明らかな異彩を放っていた。

　食人花を瞬殺したことといい、どのような試練を超えてきたのか、甚だ疑問がつきない。

（それに、あの人……ずっとティオネのことを見てる）

　食人花を仕留めた半長髪セミロングの女性は表情を変えず、纏う雰囲気は自分アイズ以上に寡黙そのもの。

　そして彼女と対の、結わえた髪を腰まで伸ばしたアマゾネスは、カーリーに食ってかかるティオネを見据え、口もとに笑みを刻んでいた。

　様子を窺うかがうこちらにもあっさりと気付き、一瞥いちべつを投げてくる。

　爬虫類を彷彿させるその粘ついた視線に、アイズは自然、警戒してしまった。

「それにしても、見ない内に……」

　カーリーは正面のティオネを見上げていたかと思うと、童女体型の自分の胸もとを両手でぺたぺたと触り、あらためてティオネの起伏に富んだ双丘を眺めた。

「でかくなったのぉ……」

「どこ見て言ってんのよ……！」

　しみじみと呟つぶやくカーリーは、ちらっとティオナのものも見やる。

「うむ、そなたは前と変わらぬな」

「どこ見て言ってんだー!?」

　興味なさそうに告げるカーリーに、爆発するティオナ。

　両手を振り上げ地団駄を踏む彼女を、アイズはいつもの癖くせで羽交い締めしてしまった。

「お主等らの名声は妾わらわも聞いておる。【ロキ・ファミリア】、だそうじゃな？　主神はどこじゃ」

「ここや」

　ギャーギャー騒ぐティオナの横を通り、人集りから進み出たロキがカーリーと正対する。

　朱髪の神はじろじろと無遠慮な視線を送り、すぐに不敵な笑みを浮かべた。

「やっぱり、そういうことか……まぁええ。見ての通り、今のこの子らの親はうちや、ドチビ二号。なんか用か？」

「ふぅむ、お初にお目にかかるが……ド貧相じゃのぅ。妾わらわやティオナの方がまだあるわ」


「おぅゴラァ初対面やのになんや喧嘩けんか売っとんのかッ買うぞチビジャリがぁぁぁぁ!?」



　挑発していた筈が見事に挑発し返され、あっけなく憤激するロキ。最悪の初印象である。

　ティオナ同様爆発ばくはつする主神に「お、落ち着いてください!?」「ややっこしいから静かにしててよ！」と今度はレフィーヤやアキ達が止めにかかる。

　複数人に押さえ込まれながら騒ぎ散らすロキを綺麗きれいに無視し、カーリーは依然いぜん睨にらみつけてくるのを止めないティオネを見た。

「しばらくこの街で過ごす。そなた達もいるのなら、また会おうぞ」

「ふざけんなっ……」

「随分嫌きらわれたものじゃ。そんなに妾わらわが……妾わらわ達が憎いか？」

「二度とその面つら、見たくなかったわよ……」

　カーリーと、その背後にいるアマゾネス達に向かって、ティオネは吐き捨てる。

　そんな彼女に、女神は仮面の奥の瞳ひとみを細めた。

　アマゾネス達を引き連れ、ティオネ達に背を向ける。

「妾わらわは会いたくてしょうがなかったぞ。愛する子供ムスメ達よ」

　去り際、その言葉を残し、港を後にした。

「子供ムスメ、って……」

　去っていく女神達と、立ちつくすティオネを見やり、レフィーヤが呟きを落とす。

　彼女は恐る恐る、押さえ込んでいるロキに尋ねた。

「ティオネさん達と、あの女神様達の関係って……？」

「……はぁ。んーとなぁ、もう気付いとるとは思うけど……」

　鼻息荒かったロキは、大きく息を吐き出して脱力する。

　レフィーヤ達の拘束から離れ、頭をかきながら答えた。

「ティオネ達が所属しとった、元【ファミリア】や。うちんとこに来る前の、最初のなぁ」

　目を見張るレフィーヤ、アイズ達を他所よそに。

　押し黙っていたティオナは、姉の背中を見つめた後、憎らしいほど晴れ渡っている空を仰いだ。
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「【カーリー・ファミリア】は、『テルスキュラ』という国に君臨する女神と、その派閥だ」

　夜。

　港街メレン調査の拠点として貸し切りにした宿の広間で、アイズ達はリヴェリアやロキから話を聞いていた。ティオネ達と浅からぬ因縁を窺わせる【カーリー・ファミリア】についてと、それにまつわる話だ。

「テルスキュラ……オラリオからずっと離れた東南にある、半島の国、よね？」

「ああ。海と断崖絶壁に囲まれた陸の孤島……アマゾネスしかいない国として有名だ。知っている者も多いだろう」

「軍神アレスんとこの王国ラキアと同じ、国家系【ファミリア】って言っても差し支えないなぁ。まぁ、あんなドチビ二号が碌な政まつりごとをやっているようには思えへんけどな……」

　猫人キャットピープルのアキに相槌を打つリヴェリアの隣で、ロキが補足する。

「駄目や、うち、つくづくロリとは相性悪い」「生意気なドチビはジャガ丸おっぱいだけで十分やっちゅうのに……」「なんやあのいけ好かない仮面、くぅ、腹立つぅ～！」と次第に恨み言しか言わなくなる主神を、リヴェリアとアイズ達は黙殺した。

「男子禁制であり、いたとしても奴隷か、種の繁栄の道具としてでなければ存在を許されないという話だ」

「学区で少しだけ教わった時は、かなり野蛮な国、っていう印象でしたけど……」

「間違っていない。雄叫びと歓声の途切れる日がないほど、戦い合っては研鑽を続けていると聞く。血と闘争の国……女戦士アマゾネスの聖地とも呼ばれているな」

　レフィーヤに答えつつ、リヴェリアは説明を続けていく。

「同時に突き抜けた戦力を保有する、数少ない世界勢力の一つだ。オラリオを除いてな。諸国と比べれば鎖国的で、外界の者達が知ることのできる情報は制限されているが……」

　リヴェリアはそこで、言葉を切る。

　それぞれの長椅子ソファーに座るアイズ達を見回し、次の言葉を告げた。

「頭領姉妹のアルガナとバーチェは、近年Ｌｖ．６に至ったという噂が囁ささやかれていた」

　レフィーヤ達がごくりと喉のどを鳴らす。

　オラリオでも数少ない第一級冒険者、その中でもリヴェリア達と同じＬｖ．６という実力者。

　迷宮都市に住むようになってからというもの、市壁の外、世界情勢に目を向けることを忘れがちとなっている少女達は、慄然とした思いを共有する。

「リヴェリア。ダンジョンもないのに、どうしてそこまで強く……昇格ランクアップできるの？」

　その話題に真っ先に食いついたのは、アイズだった。

　日中、相見えたアマゾネスの一団が脳裏に蘇よみがえる。件の姉妹が突出していただけで、他ほかの者達も上級冒険者並みの実力を有していたのは間違いなかった。ダンジョンという恩恵がないにもかかわらず、どうしてあそこまで、とアイズは疑問をぶつける。

　リヴェリアは一度黙だまった後、口を開いた。

「日々、闘技場で『儀式』……命を賭かけた闘争を行なっているらしい。捕獲したモンスターは無論のこと……アマゾネス同士でさえも」

　その言葉に、アイズ達は驚愕する。

「どっかの探検家が見聞記の中に書いておったなぁ。テルスキュラに忍び込んで、命からがら逃げ出した時のことを……『彼かの国では日夜、儀式ともつかぬ殺し合いを繰り広げていた』」

「ラスティロ・フォーロの大陸異聞録か？」

「そうそう、それそれ」

「館の書庫にもあるやつや」とリヴェリアに頷うなずきを返すロキは、本の頁をめくるように、己おのれの記憶を読み上げた。

「『私も彼女達の讃歌に倣うことにする。彼かの地のアマゾネスこそ、真の戦士』……この一文、よく覚えとるわ」

　ロキのその言葉を皮切りに、広間は静まり返った。

　テルスキュラという国について知らなかったアイズ達も、知っていたレフィーヤ達も発する言葉を忘れている。女戦士アマゾネスの国の実態を突き付けられたから、ではない。

　そんな国に、ティオナとティオネが所属していた──【カーリー・ファミリア】の一員だったという事実に、動揺を隠せないのだ。

　乾ききった喉から搾り出すように、レフィーヤが声を落とす。

「そ、それじゃあ、ティオナさんと、ティオネさんは……」

「テルスキュラ出身で、あの国が故郷。入団する前に、確かにそう言っておったわ。こんなこともな」

　ティオナ達が【ロキ・ファミリア】に改宗コンバージョンしたのは、五年前。

　往時の光景を振り返るように、ロキは長椅子ソファーの背もたれに寄りかかり、天井てんじょうを見上げた。

『私達、数え切れないくらい同胞みうちを殺してるけど、それでも勧誘かんゆうするわけ？』

　派閥に引き込もうと足を運んだロキに、ティオネが返した言葉だ。

　フィン達とともにその時に居合わせたリヴェリアも、思い出すように目と口を閉じる。


「っ……！」



　ロキが語った言葉に、レフィーヤ達は衝撃を受けた。

　あんな天真爛漫なティオナと、団長に求愛を繰り返すティオネに、そのような過去があるとは知るよしもなかった。むしろ話を聞いた今も信じることができない。

　確かに彼女達の昔話を教えてもらうことはなかったが、あの二人が陰を見せる瞬間など、これまで一度としてなかったからだ。

（知らなかった……）

　アイズも、そんな話は知らなかった。

　当時のアイズは今いま以上に己の研鑽以外に興味がなく、ティオナ達の入団はまた新しい団員が増えた程度にしか捉とらえていなかった。

　彼女達と交流が深まるのは、ティオナが何度も笑いかけ、話下手でうろたえてばかりのアイズにめげることなく歩み寄ってきた後のことだ。

　ティオナ達のせいで、あるいはおかげで、椿ツバキ達に「丸くなった」と言われる今の自分がいるのだとアイズは感じている。アイズもまた、裏表のない姉妹に感化されてきたのだ。

「……」

　話を聞き終えたアイズは、開け放たれている窓の方向を見る。

　広いバルコニーには、こちらに背を向けるティオネがたたずんでいた。




「ねぇティオネー、中に戻ろうよー」

　手すりの前で街の景色を睨んでいるティオネに、ティオナが頻りに声をかける。

【ロキ・ファミリア】が貸し切りにした南国風の宿は港街メレンの中央寄りに位置し、大きい。五階建て最上階のこのバルコニーからは、街並みと湾をいっぺんに見渡すことができた。

　暗い影に沈んだ湖面を、投錨している船の灯火がまるで陰火いんかのように取り巻いている。

　東南の方角で海上の闇やみを切り裂いているのは、灯台の光だ。

「……何しに来たのよ、あいつら」

　唇を開いたティオネは眼下の港街を見下ろした。

　この街のどこかにいる女神とその眷族達に向けて、感情をすり潰つぶした声を吐く。

「わかんないけどさー。考えたってしょうがないじゃん。本当に観光かもしれないし」

　そんな姉の横顔に眉尻まゆじりを下げながら、ティオナは普段と変わらぬように振る舞う。

　手すりに寄りかかりながら顔を覗のぞき込んでくる妹を、ティオネはきっと見据えた。

「なに暢気なこと言ってんのよ！　カーリーがっ、あいつ等が戦いのないところに来るわけないでしょ!?」

「……」

「あいつらが私達に何をさせてきたか、忘れたっていうの!?　だったらあんたの頭は本当におめでただわ!!」

　いつになく怒鳴るティオネに、ティオナもむっとし、口論が始まってしまう。

「じゃあ、どうするの？　今のあたし達にはやることがあるじゃん！　それを放り出してカーリー達のところに乗り込むって言うの!?　ティオネ、言ってることおかしいよ！」

「そこまで言ってないでしょ、馬鹿ばか！　言いがかりをつけるな！」

「先に言いがかりつけてきたのはティオネじゃん！」

「へらへらしてるあんたが気に食わないって、そう言ってんのよ！」

「なにそれ！」

　バルコニーでの激しい言い合いに、部屋にいたアイズ達もぎょっとした。

　立ち上がった彼女達が仲裁するのを待たず、ティオネは勢いよくティオナに背を向ける。

　窓辺まで赴いていたアイズ達に道を譲らせ、後頭部で手を組むロキと片目を瞑るリヴェリアに見つめられながら、突っ切った広間を出ていってしまう。

　ほとんど喧嘩別れをしたような姉妹に、一瞬迷ったアイズは黙り込むティオナを見た後、ティオネを追いかけた。

「ティオナさん……大丈夫ですか？」

「うん、平気……」

　アイズが部屋を出た後、近付いてくるレフィーヤと他団員達にティオナは頷く。

「……あの、ティオナさん達が、今日会あったカーリー様のもとにいたって……」

「本当だよ」

　聞きにくそうに尋ねてくるレフィーヤに、あっさりと答える。

　他団員ともども、エルフの少女は息を呑のんだ。

「それじゃあ、えっと、その……」

「ごめん。ティオネのいないところで、あたし達のこと勝手に話していいか、わかんないや……」

　言葉の先を続けられないレフィーヤに、ティオナは床ゆかへ視線を落とす。

　沈黙がその場を包み込む中、「でも」と言って、頭上の星空を見上げた。

　どこか遠い眼差まなざしで。

「あたし、ティオネには、もうカーリー達に会ってほしくなかったな」




「ティオネ」

　背中に声がかかる。

　蒼い薄闇に染まる廊下を歩いていたティオネは、追いかけてきたアイズに横顔を向けた。

「珍しいわね、あんたがこんな風に追いかけてくるなんて」

　いつもは大抵逆ぎゃくなのに、とティオネは目を合わせず皮肉を言ってしまう。

　立ち止まったアイズは、ぽつぽつと話した。

「私が、みんなを困らせる時、いつもティオナとティオネが助けてくれるから……だから」

　何とか己の気持ちを伝えようとしているのだろう。普段ふだん口数の少ない少女は懸命に言葉を選んでいる。

　しかし、その微笑ほほえましいもどかしささえ、今は耳障りだった。

「アイズ、今は放っておいて。私、嫌なやつになってるから」

「ティオネ……何か、あるんだったら」

　相談して、とでも言うつもりだったのだろうか。

　ティオネは先回りして、言葉を被かぶせた。

「あんたも私達に話せないこと、あるんでしょ？」

「！」

「それって、ずるくない？　自分のことは言わないで、相手のことだけ詮索しようなんて」

　ティオネは突き放すように拒絶の意を押し付ける。

　アイズは、うつむいた。

「ごめん……」

　消え入りそうな謝罪が廊下に響く。

　言い返してしまったティオネの方が奥歯を嚙かんだ。アイズから逃げるように、早足にその場から去っていく。

「最悪……」

　途方もない自己嫌悪に陥おちいりながら、ティオネは割り当てられた部屋ではない、空いている個室の扉を適当に開けた。無人の部屋に入り、そのまま寝台ベッドに倒れ込む。

　一気に、疲労感が押し寄せてきた。

「なんで、また私達の前に現れるのよ……」

　敷布を握り締める。

　ティオネは夢に誘われるように、鉛のように重くなった瞼を閉じた。





[image: ]






　この世に生を受けた時から、ティオネ達はその国にいた。

　陸の孤島、テルスキュラ。

　一柱の女神が降臨する以前より殺し合いという名の『儀式』を続けてきた、女戦士の国。

　覚えている最も古い記憶は、背中を焼く熱さと、己のものとも片割れのものとも知らない泣き声だ。

『神の恩恵ファルナ』。生まれた瞬間より、ティオネ達は女神の眷族の末席に加えられた。

　テルスキュラのアマゾネスは喋しゃべるより先に、怪物ゴブリンの殺し方を覚えると言う。『恩恵』によって最初から解放された潜在能力と、モンスターの子の前に放り出される最初の洗礼──振るい落としは、ようやく立てるようになった稚児であろうと戦士たらしめる。事実、ティオネが物心ついた時に握っていたものは、母親の手ではなく身の丈ほどもある刃物の柄つかだった。

　親の顔は知らない。声も聞いたことがない。

　家族なんてものに関心はなかったが、たった一人の妹と顔を合わせた時、相手が己の半身だということは何を聞かずとも理解した。きっとティオナも。

『ティオネがおねーちゃんで、ティオナがいもうとなんだって』

『ふぅん』

　教えられた間柄は幼い双子にとってただの記号でしかなかったが、確かに二人を繫つなぐ絆きずなとなっていた。

　テルスキュラでは『真の戦士』こそ尊ばれる。

　女戦士の聖地では強さこそが正義であり、真理であった。強者は称賛を受け、地位と名誉を手に入れる。反対に戦いの中で散る誉れさえ受けられず敗北した弱者は、国と強者を支える労働力と化す。血を伴う闘争は『真の戦士』に到るための手段であり、階段であり、古来こらい国の慣習だった。まさにテルスキュラはアマゾネスの本能が具現化した国であった。

　そして『古代』から神時代しんじだいに移った後、国に現れた女神カーリーも闘争を愛していた。

　彼女の『恩恵』が、進化していく能力ちからが、戦いをより激化させていく。強さをもたらす彼女は唯一無二の主神として崇められ、止める存在もなく闘争と殺戮の儀式は隆盛を極めていた。

　ティオネは強要される戦いの日々を、辛つらい、と感じることはなかった。

　むしろ何の疑問も持たなかった。

　襲いかかってくるモンスターを殺さねば自分が殺される。とても単純シンプルで、本能的だった。

　何より彼女はアマゾネス。種族の性さがか、戦いに高揚し血が滾るティオネが確かに存在した。

　戦いに明け暮れ、強さを実感する日々は嫌いではなかった。逆に言えば、年端もない少女はそれしか知らなかった。戦場アリーナで怪物モンスターを屠り、衣食住のための石の大部屋へと戻る。二つの場所を往復する毎日。熱狂する同胞の歓声が飛ぶ、冷え冷えとした石の闘技場こそが、ティオネの知る唯一の世界だったのである。

　闘争の日々に綻びが生じ始めたのは、同胞の少女達と戦うようになってからだ。

　殺し合う敵がモンスターからアマゾネスに変わったのは、ティオネの中でそう遅くなかった気がする。

　年も背丈も近い同胞は今までの相手より強く、ティオネは初めて苦戦したが、今までモンスターをそうしてきたように、あっけなく命をむしり取った。

『ぁ──』

　ティオネが初めて聞いた同胞の断末魔は、か細いものだった。

　モンスターと同じ返り血の筈なのに、同胞の鮮血はより生々しく感じられた。

　儀式の際に装着が義務付けられていた仮面の奥で失われていく相手の瞳の光に、ティオネは胸のざわつきを覚えた。言いようのない感覚だった。石部屋に戻ってくると、いつもは落ち着きのない妹ティオナも同胞の血を浴びた姿でぼーっとしていた。その日の夜、ティオネは無意識の内に冷水で何度も己の体を洗っていた。

　同胞の少女達と戦う回数は日に日に増えていく。

　得物で斬り殺し、素手で殴殺し、技で絞め殺す。自己を自認した時から戦うことしか知らなかった幼い体にまともな倫理観など構築されていない。しかし、ティオネの胸のざわつきは消えてくれなかった。何の躊躇ちゅうちょもなく屠れる怪物モンスターとの違いがわからない。殴った肉の感触が、切り裂いた骨の感触がいつまでも手に残る。命を奪う間際まぎわに必ず漏もれる悲鳴と絶叫は、戦いが終わった後も耳にかじり付いた。

　戦いに勝つティオネを客席の女傑達は歓声をもって称え続ける。弱者の肉を食らい強くなるお前は尊いと、その在り方は正しいと言うかのように。そして、最も高い主神の席から己を見下ろす女神カーリーは、いつも笑っていた。

　当時のティオネは自分が疲れていたのかもわからない。感情は胸のざわつきという違和感から目を背けるように麻痺し続けている。いつからか、モンスターのみとしか戦わない日はほっとするようになっていた。

　ただ、そんな日々にも光はあった。

　姉代わりのアマゾネス。二つ三つほどしか年が変わらない彼女は姉御肌で、気前が良く、ティオネ以外の少女達も、ティオナも懐なついていた。同じ石部屋の住人である彼女はティオネが戦いから帰ってくる度に「お帰り」と笑いかけてきた。彼女は同室のアマゾネス達の中で誰だれよりも強く、必ず先に部屋の中にいて、ティオネ達を迎えてくれた。

　ティオネは彼女に母を見ていたのかもしれない。怪我けがを負った体を手当てする彼女の手は雑ながら優しかった。人肌の温もりを求め、ティオナ達も交ざって雑魚寝をしたこともある。あの寒い石牢のごとき大部屋は、確かにティオネが帰りつく『家』であった。

『儀式』には法則があった。同じ石部屋のアマゾネス同士は戦わない。戦たたかいを続けてきた少女達が発見した法則だ。

　ティオネはそれに酷ひどく安堵あんどしていた。姉代わりの彼女も、見慣れた顔の少女達も、ましてや妹のティオナとも戦わない。この帰ってくる場所は永劫変かわらない。

　そう、信じていた。

　五歳の誕生日、ティオネはいつものように戦場アリーナへ召喚され、そこで──。
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「……」

　ティオネは瞼を開いた。

　眠れた気がしない。追憶という名の夢のせいだ。二日前に引き続き、最悪の寝覚めである。

　体を起こし、汗で湿った前髪をかき上げていると、真隣の寝台ベッドに自分以外の者が寝ていることに気付いた。

　ティオナだ。

　相部屋に戻らなかったというのに、この実妹はわざわざ自分を探し出し、この部屋で一夜を過ごしたらしい。

　ティオネは何も言わず、妹の寝顔を見つめた。

　昔からティオナは何かあると決まって自分のもとで時を過ごす。会話もせずただ身を寄せてくる。己の半身を求めるように。

　あの頃に戻ったようだ。

【ロキ・ファミリア】に入る前に。

　二人ぼっちの、あの頃のように。

　妹の顔を見下ろしていたティオネは、無言のまま、部屋を出ていく。

「……」

　扉が閉まった直後、ティオナは瞼を開いた。
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　メレンで朝を迎えたアイズ達は、複数の集団グループを作って街へ出た。

　汽水湖に出現した食人花について、情報収集を行うためだ。

「食人花？　わからないなぁ。海や湖からいくらでもモンスターは湧わいて出てくるし」

「船体への衝突とか数えてもいいなら、モンスターの被害なんてしょっちゅうよ。ま、そのおかげで私達たち船大工は儲けさせてもらっているんだけど」

「最近は人が死ぬような事件は滅多にニャいニャー。港街メレンも平和にニャったもんニャ」

「たとえモンスターが出たって、【ニョルズ・ファミリア】の連中に任せておけばいいのさ。あそこの漁師達は半端はんぱな冒険者より強いんだぜ。本当に手に負えなかったら、ギルドにでも頼んでオラリオから救援を呼べばいい」

　露天商を営む青年ヒューマン、珍しい女性エルフの船大工、冷えた果汁ジュースを売って回る日焼けした少女キャットピープル、年季の入った酒場の主人ドワーフ。アイズとレフィーヤを含めた聞き込み役の団員達は、メレンの住人達から話を聞いていった。

「食人花のモンスターは、知られてないようですね」

「うん。昨日出でてきたモンスターを、初めて見たって……」

　今日もごった返す目抜き通りを路地口から眺めながら、アイズとレフィーヤは話し合う。

　他の団員達とともに日陰で小休止を取る中、「それに」とアイズは呟いた。

「湖と、海の治安はいいみたい……」

「そういえば、そうですね……あの食人花モンスターが出れば被害はすごいことになる筈なのに」

　上級冒険者でも手にあまる食人花が出没すれば湖は荒れるどころの騒ぎではない。だが住人達に話を聞く限り、ロログ湖及およびその近海は平和が保たれていると言う。

　食人花の目撃情報と、ここに少々の矛盾が起きている。

「被害が出る前にモンスターを討伐しているわけでもないようですし……どういうことなんでしょうか？」

　頭を悩ますレフィーヤの隣で、アイズは黙って通りの往来を見つめた。




「排水路は……問題ないみたいね」

　猫人キャットピープルのアキとヒューマンのリーネ達は、一度港街メレンを出てオラリオに戻っていた。

　オラリオは付近を通る河川に下水を流し、ロログ湖に排水する。『レイダーフィッシュ』などモンスターが汽水湖からこの河川を遡さかのぼって都市の地下水路に棲み着き繁殖していることは、ギルドが頭を悩ませている案件だ。

　先日、ロキとベートは旧地下水路で食人花と遭遇している。

　モンスターが湖から上ってきたのとは真逆で、食人花は都市の地下水路から汽水湖に流れ着いた可能性もある。そう考えたアキ達はオラリオの排出口に足を運んだのだ。

「精製金属ミスリルの柵で、ばっちり塞ふさがれてます……」

「一度壊こわされてモンスターに入り込まれて以来、ギルドが修繕したって話は聞いてたけど」

　白銀の柵が設置された巨大な円穴から、ざぁぁっ、と激しい音を立てて都市の排水が迸ほとばしっている。場所はオラリオ北西、緩やかな斜面を下った都市下水道の出口だ。

　顔を上げれば市壁や門衛の詰所が見える位置にある排出口は、リーネの言う通り精製金属ミスリルの柵で厳重に封鎖されていた。大型級に匹敵ひってきする食人花はもとより、怪魚レイダー・フィッシュのような中型、小型のモンスターも出入りすることはかなわないだろう。破られた形跡もない。

　団員達の目の前で、浄化装置の作用によって異臭の伴わない清潔な下水が河川へ流れていく。

「食人花が湖に侵入した経路は排水路じゃない……少なくとも、ここ最近の内に都市から流れ着いてはいない」

　むむむ、とアキはその細い顎に手を添えて思案した。




「気味の悪い食人花ねぇ……確かに昨日のアレには驚いたが」

　肩に担いだ荷物を運びながら、ニョルズはロキの問いに答えた。

　場所は【ニョルズ・ファミリア】本拠ホーム、『船着の館ノアトゥーン』。

　それぞれ動いているアイズ達と同じように、ロキもまた自分の足で情報を集めていた。湖に面した漁港と併設されている館の倉庫で、付き合いの長いニョルズから話を聞いている。

「ニョルズは港街メレンの顔役やろ？　何かきな臭そうな話に覚えないか？」

「顔役って言ってもよ、俺おれのところはこの辺りの漁を取り仕切ってるくらいで、別段大したことはやってないぞ。海洋神ポセイドン達の後釜ってわけでもないし」

　ニョルズはロキの言葉に苦笑しつつ、「よっこらせ」と倉庫の隅に荷物を置く。

「生憎こちとら漁が生き甲斐がいでな、きな臭い話には縁がねえ」

「なんやそれー」

「勘弁してくれよ。お前等が港街メレンにやって来たホントの目的を聞いた時だって……寝耳に水だったんだ」

　そう言って、ニョルズは吐息をついた。

　木箱の上で胡座をかいているロキに背を向けたまま、首の後ろに手を回す。

　ロキはそんなニョルズのことを無言で見つめた。

「街のやつらに聞けばわかると思うが、ここ数年、メレンは大した事故もなく平和だったんだよ。……本当に、昨日まではな」

【カーリー・ファミリア】の船を食人花が襲った一件について、久しぶりに港にひやっとした空気が流れた、と男神は言う。

　たとえティオナ達の戦闘が結果としてモンスターを水面に追いやったと考えたとしても、汽水湖の中に食人花がいたことは動かない事実だ。凶暴なあの食人花が人を襲わず、何をするわけでもなく湖底に居座っていた……そんなことが本当にありえるだろうか？

　調教師テイマーもとい怪人クリーチャーが何か目的のために潜伏させていたという方がよっぽど説得力がある、とロキは思った。

「そういえば、まだギルドとは折り合いが悪いんか？」

「ん？　ああ……相変わらずだ。冒険者でもない漁師おれ達をあの手この手で抱き込もうとしてくるし、突っぱねる度に都市に出す魚貝類しなものに容赦なく税を吹っかけてくる」

　話題を変えると、ニョルズは心底辟易へきえきしているように答えた。

　ロキ達がオラリオに入るため船で港街メレンにやって来た当時から、いやそれ以前より続いている確執について。

「何だかんだで、すぐ目の前にあるオラリオが俺達の最大の取り引き相手だからな。あっちは都市側の総意だとか言ってるが、噓こけ、仕返しだろって話だ。完璧かんぺきに足もとを見られてる。街の所属が違うとはいえ、優遇されてる農産物側デメテルのところが羨うらやましいぜ」

「自分も変わらず苦労しとるなー」

　下界の世知辛さを語るニョルズが口にしているギルドとは、オラリオのギルド──迷宮都市を管理する『本部』ではない。

　この港街に存在する、もう一つのギルドだ。

「ロキ達はもう、『ギルド支部』には行ったのか？」

　ふとニョルズが尋ねてくる。

　作業を再開させる彼の背中に、ああ、とロキは答えた。

「今、リヴェリアに行ってもらってるわ」




　石造りのロビーは、オラリオのギルド本部と比べれば狭いものであった。

　規模を見れば十分に広い建物であるが、迷宮管理に日夜努めるあの万神殿パンテオンが巨大過ぎるのだ。ざっと見ても数が劣る制服姿の職員も、窓口の対応ではなく、入港手続きや貿易品の照合表チェックリストなど事務仕事に追われている者が多い。

　港街メレン、ギルド支部。

　大元のギルド本部がオラリオの外に置く拠点の一つである。地域によって役割は異なるが、このメレンの支部は海の玄関口である港の監督、及び魔石製品を始めとした都市の輸出入品の管轄が主であった。

　オラリオの本部とはまた異なった光景を、一人で訪れているリヴェリアは横目で窺う。


「食人花のモンスター……？　ふぅむ、存じませんな」



　正面から返ってきた言葉に、リヴェリアは視線を戻す。

　窓口の長台カウンターを挟んで立っているのは面長のヒューマンだった。背はひょろりと長く、瘦せぎすのきらいがある。乱れなくきっちりまとめられた黒髪は神経質そうな一面も覗かせている。

　男の名はルバートと言った。

　ギルド支部の総責任者である、支部長だ。

「確かか？」

「何を疑ってるのやら。オラリオ……ギルド本部からも、一切いっさいそのような新種の情報は伝わっておりません」

　再三確たしかめるリヴェリアに、ルバートは嫌そうな口調できっぱりと告げた。

　おかしな話だ。ギルド上層部──主神ウラノスが新種の情報を制限していたとしても、組織内で大なり小なり情報を共有しないなど。既に怪物祭モンスターフィリアや18階層の事件を始め、食人花は多くの者に目撃されているため、存在そのものを秘匿する意味はない筈である。

　都市外の支部には関係ない、と言われればそれまでだが。

「だが件の食人花モンスターは確かに出現した。対策と調査に乗り出すべきではないのか？」

「【ニョルズ・ファミリア】の連中に任せておけばよろしい。下手に介入しようとすると、水辺は自分達の領分だ、口出しするな、と言い返してくるでしょう。いつものようにね」

　付き合いが上手うまくいっていないことを物語るようにルバートは吐き捨てた。

　当然のことであるが、オラリオに所属していない派閥はギルドの傘下に入る必要はない。強制力を発揮できない【ニョルズ・ファミリア】の存在は、ギルド側からすれば目の上のたんこぶも同然なのだろう。

　食人花の戦闘能力を知るリヴェリアからすれば漁師達の手に負えないことはわかりきっていたが、恐らく言っても無駄だろう。

「それよりも、あの異国のアマゾネスどもを何とかして頂きたい」

　ルバートは苛立いらだったように眉を吊り上げ、要望を伝えてきた。

（『それよりも』、か……）

　片目を瞑って見つめ返すリヴェリアの胸中を知るよしもなく、支部長は言葉を続ける。

「そこまで目立った騒ぎは起こっていませんが、恐ろしく近寄りがたいと我々側にも住民から苦情がきています。言葉が通じない者も多く、品物を無断で奪われたという訴えまで……」

「入港を許可したのは、そちらではないのか？」

「それは、そうなのですが……」

　ルバートはそこで言葉を濁した。

「……この港街はややこしい。自治権がギルドと街側で二分しています」

「今回の入港は、街側が主導だったと？」

　ええ、とルバートは不服そうに頷いた。

「もともと、メレンはモンスターの脅威に脅かされる一漁村に過ぎませんでした。しかし海洋神の大派閥ポセイドン・ファミリアの拠点の設置、更にはオラリオの繁栄に合わせて発展し、今日では迷宮都市の玄関口と呼ばれるようにもなった」

　水棲モンスターの出どころであるメレンに、海洋神の大派閥ポセイドン・ファミリアが拠点を構えていたのは有名な話だ。湖底の穴を塞ぎ、以降も『大蓋』の点検と修繕を繰り返しながら、海上の平和に尽力していた。十五年前『海竜の封印リヴァイアサン・シール』が施され、破られることのない封印が約束されると、海洋神とその眷族達は港街メレンから旅立っていった。世界の海にひそむ脅威の高い怪物等らを駆逐するためだ──一方で【ニョルズ・ファミリア】はというと、海洋神の大派閥ポセイドン・ファミリアの活躍の影で漁を続けて街を潤し続けてきた派閥である──。

　己の知識と重複する部分は多かったが、リヴェリアはルバートの説明に耳を貸す。

「ギルドは早くから投資を行い、港拡大の協力までしてきましたが……代々続くメレンの当主は頑かたくなに自治権を渡さなかった」

　乗っ取られる側からすれば抵抗するのは然るべきだろう、とは口に出さなかった。

「ご存知の通り、メレンにはギルドの息がかかった商会だけではなく、異国を始めとした多数の共同体が出入りを繰り返しています。そのこともあった」

「オラリオとはいえ強権は振るえない、か」

　大規模な港は中立性が重要とされている。港の政治的支配は衰退をもたらすことが多い。

　メレンの物の流れはその大半がオラリオに集束するとはいえ、この港を中継点にして目的地への航海を続ける船も多いことだろう。近隣の町や他都市に届けられる積荷も無視できない。極端な話、ギルドが港の利用者を選り好みし出せば、必ずどこかに皺寄せがやって来る。

　第三者的な観点から言っても、ギルドの一方的なメレン統治は防ぐべきことなのだ。

「故に妥協案として、自治権を二分することになりました。正確には、貿易を含めオラリオに関わる全すべての事柄を、窓口として支部が介入し……」

「それ以外は、メレン側が受け持つ」

「その通り」

　晴れない顔でルバートは肯定する。

　当時の決定にはオラリオと協力関係にありながら独立していた海洋神の大派閥ポセイドン・ファミリアの後ろ盾、そして良き隣人として街側に与する【ニョルズ・ファミリア】の存在も大きく関わっている。

　ギルド支部長をしてややこしいと言うメレンの構造は、こうしてできあがったのである。

「【カーリー・ファミリア】の入港に異議を唱えなかった、という意味なら我々の責任でもありますが……あくまで迎え入れたのは街側、あのいけ好かないマードック家の当主です」

　ばつが悪い顔で、ルバートは悪態とともに締めくくった。

【ニョルズ・ファミリア】が懇意にしているのはあくまで港街メレン側。

　対立とまではいかないが、メレンといがみ合うギルド支部は、そのような背景もあってニョルズ達とも犬猿の仲なのだ。これはリヴェリアも以前から知っていたことである。

「とにかく……猛獣が街をうろついているようなものなのです。今のメレンは」

「……」

「貴方達【ロキ・ファミリア】には、主あるじである我々ギルドに協力して頂きたいですな」

　上からものを言うルバートに、リヴェリアは片目を瞑ったまま、黙りこくるのだった。




「ですから、私わたくし達に他意はなく……お話だけでも聞かせてもらえれば」

　エルフのアリシアは、引きつりそうになるのを我慢して必死に愛想あいそ笑いを浮かべていた。

「帰れ」

　対して、応対する初老の男はにべもなく告げる。

　港街メレンの中でも西側。東側に存在するギルド支部へ睨みを利きかすように、その建物は建っていた。代々メレンの長を務める、マードック家の屋敷である。

　情報収集のため訪れた【ロキ・ファミリア】、アリシアとナルヴィは部屋にも通されず、広い玄関口で現当主のボルグ・マードックと向かい合っていた。

「ギルドと繫がっているお前等に話すことは何もない」

　ボルグは顎に白髭ひげを蓄えたヒューマンだった。恰幅が良く、かといって腹が弛んでいるわけでもなく、漁師に負けないほど筋肉質だ。眼光も鋭い。禿頭だが、これで帽子でも被ればまさに童話に出てくるような船乗りの船長にぴったり、そんな風貌である。

「私達は誓ってギルドの企図でここにいるのではありません。昨日、湖に出現した食人花……あれについて探っています。もし知っていることがありましたら、聞かせて頂けませんか？」

「……」

　めげずに訴えるアリシアに、ボルグは押し黙った。

　身の清らかさを象徴するように真摯なエルフをしばし見つめた後、口を開く。

「……帰れ」

　発したのはその一言だけ。

　背を向けて屋敷の奥に引っ込むボルグに、途方に暮れていたアリシア達も玄関をくぐる。

「街の長だから何か知ってるかもって期待してましたけど……取りつく島もなかったですね」

「メレンとギルド支部の不仲は聞いていましたが……あれほどとは。仕方ありません、彼等に頼るのは止しましょう」

　頰ほおをかくナルヴィに、アリシアは溜息ためいきを返す。遥か昔、それこそ自分達が生まれる前から続く両者の不和を知らしめられた二人は、屋敷を後にした。

「……」

　庭園を出ていく彼女達の後ろ姿を、ボルグは屋敷の窓から険しく睨みつけていた。
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　太陽が中天から西の空に傾こうかという昼下がり。

　街で聞き込みを行っていたアイズとレフィーヤの集団グループは、一度港みなとへと足を向けた。

　異国の木造帆ダウ船せんや客船、交易船が出入りするいわゆる貿易港区域エリアを通り過ぎれば、すぐにニョルズ達が管理する漁港だ。異邦の衣装を纏う商人や旅人が少なくなり、代わりに漁夫達が闊歩するようになる。探索ダンジョンや商業系とはまた異なった漁業系の【ファミリア】──珍しい派閥に、アイズ達はあらためて辺りを見回した。

　漁師の多くは上半身裸、あるいは短衣と長い脚衣の組み合わせだった。種族はてんでばらばらで、力自慢のドワーフが目を疑うような大魚を担いでいれば、銛を持った小人族パルゥムの者達が巧みに漁船を操作し湖へと出ていく。

　巨黒魚ドドバスや真まっ赤かな海老など、汽水湖の淡水魚や海原で網上げされた海水魚が豪快に地面に投げ出される中、魚や貝を焼いて食べている者達もいた。焼けた塩の香りに油の弾はじける音が絡からみ合い、まだ昼食を取っていないレフィーヤ達の目もついつい引き寄せられてしまう。

　採れたての海産物をガツガツと食べるそんな漁師達の中に、ティオナとティオネの姿もあった。

「何やってるんですか、ティオナさん……」

「聞き込みの途中だったんだけどさぁー、お腹なか空すいちゃって。お金払はらうなら食わせてやるって言われたから、ごちそうになってるの！」

　うろたえるレフィーヤに、漁師達に勝る勢いで焼き魚を頰張るティオナが振り向く。

　アイズ達と同じように聞き込み組だったティオナ達は、進捗のない情報収集を中断し休憩を取っていたらしい。ティオナとティオネの他にも、食事を済ませた他団員が羽を休めている。

「……ティオナ。ティオネの様子は、どう？」

「んー、苛々いらいらしてるけど、今は大丈夫かな。朝はカーリー達がいないところを回ってたし、変なことしないように、あたしがずっと見てたから」

　ティオネの様子を窺いながら、アイズはこっそりティオナに尋ねる。

　昨夜から引き続きティオネはぎすぎすしている。同じ班にいる兎人ヒュームバニーのラクタなど他団員は、彼女の雰囲気に落ち着かない有り様だ。

　今は苛立ちを誤魔化ごまかすように昼食をかき込んでいる。「おかわり」と睨み付けるようにして何度も催促するティオネに対し、ガタイのいい漁師達は「お、おう」と怯おびえていた。

　ティオネのお目付け役として行動をともにしているティオナは、「なんかいつもと逆だよねー」と苦笑した。

「ティオナは、大丈夫？」

　一方でティオナはどうなのだろうと、アイズが心の思いを言葉にすると、

「あたしは平気だよ、アイズ。知ってると思うけどさ、考えるの、苦手なんだ」

　ティオナはいつものように笑い返した。あっけらかんと、何てことのないように。

　その無邪気な笑顔が、少し無理をしているように見えるのは、アイズの気のせいだろうか。

　結局アイズはそれ以上の言及はできなかったが。

「しっかし……本当によく食うなぁ、姉ちゃん達。冒険者は結構見みてきたけどよ、やっぱり第一級冒険者はちげえな」

　ティオナ達と焼き網を囲む漁師の中で、一際ひときわたくましい男が気前のいい笑みを浮かべる。

　黒い髪に黒い瞳。二Ｍメドルに迫ろうかという体格のヒューマンだ。

「そこの細い姉ちゃん、【剣姫】様もよく食うのかい？」

「アイズはあたし達みたいに食べないよー。ジャガ丸くんは好きだけど」

「あなたは……？」

「オレはロッド。一応、ここの団長っていうことになってる」

　目を向けるアイズに、ロッドは気前よく答えた。

　団長を名乗る彼に、アイズは間を置いて尋ねる。

「【ニョルズ・ファミリア】……ロッドさん達は、いつも漁を？」

「ああ、オレ達はそれしか能がないからな。このロログ湖は勿論もちろん、海まで出て獲物を取ってくる。陸おかにいるより波に揺られている時間の方が長い筈だぜ」

【ニョルズ・ファミア】は漁のためだけの派閥だ。海の男達は腕っ節に自信があるだろうが、他派閥と抗争し勢力拡大、などという考えは彼等にも主神にも一切ない。

　派閥というより組合、漁師の共同体に近い。

「この街で育った男どもは、大抵たいてい漁師になる。ニョルズ様のもとでな」

「思っていたんですけど、この港街メレンには【ニョルズ・ファミリア】しか漁師さん達はいないんですか？」

「立ち上げようと思えばできるんだろうが、しようとも思わねえなぁ。ニョルズ様はいい神様だし、それに『恩恵』をもらえる。どんなヤツでも人並み以上の力が出せるようになる」

　レフィーヤの質問に答えたロッドの視線を追うと、倉庫の前で細い体付きのヒューマンがたった一人で大網を運んでいる。彼の背中にも【ステイタス】が刻まれているのだろう。

「漁で食い扶持を稼ごうってなら、神様のもとに下るのが一番手てっ取り早い。それにモンスターが出てくる海原に繰り出すんなら、やっぱり『恩恵』はあった方がいいからな」

　今の時代、漁師には自衛の意味でも『神の恩恵ファルナ』は不可欠だとロッドは語る。

　周りを海に囲まれれば、モンスターに襲撃されても助けに現れる者などいないからだ。

「何よりオレ達は、ニョルズ様が大好きなのさ。ガキの頃からずっと面倒を見てくれているあの方が……死んだオヤジやジジイ達と一緒に街を守ってきた、あの神様のことが」

　古くから港街メレンに根を下ろしている漁を司る神ニョルズがいることもあって、ここで新しく漁の派閥を発足させる神もいない。【ニョルズ・ファミリア】が漁業を一手に担う理由はそこにもある。

　精悍なロッドが浮かべる子供のような笑みには、主神への信頼と敬愛があった。

「ロッドさん達は、モンスターの退治も、しているんですか？」

「あ～……そうだな。街の連中に頼まれて、漁のついでに仕留めてくることもある」

　街の聞き込みで得た情報を、アイズは確認する。

　ダンジョンから直接産まれていない、繁殖のため弱体化した地上のモンスターなら『恩恵』を授さずかった漁師でも十分。モンスターの他にも海賊を撃退する彼等は精強だ。聞けば子供の頃から何十年も大海たいかいに出て、幾度となく修羅場を乗り越えてきたロッドはＬｖ．２になっていると言う。アイズが見た限りでも、一部の漁師達も下級冒険者の中堅ほどの実力はあった。

　よっぽどのことがない限り荒事は自分達で片付けてしまい、オラリオから冒険者が派遣されることも滅多にないそうだ。

「海や湖で、食人花のモンスターを見たことは……ありますか？」

「昨日、出てきたっていう化物のことか？　俺は今日の朝、海から帰ってきたばかりだから実物を見てねえんだが……一応聞きいておくがよ、大水蛇アクア・サーペントじゃねえんだよな？」

　太い腕を組むロッドに、アイズ達は頷きを返す。

　漁師の中で最も港街メレンの水辺に精通している男は、難しい顔をして喋り始めた。

「心当たりは正直ある。漁の途中、ロログ湖やこの辺りの海で何度か見かけた。長なげえ体を持った蛇みたいな影が、船の下……水中を泳いでいるのをな」

「……！」

「それこそ、俺は大水蛇アクア・サーペントあたりだと思っていたんだが……」

　そこまで言ったロッドは言葉を切り、顔を上げた。

「でもよ、おたくらの言う化物が俺達に襲いかかってきたことは一度もないぜ」

　ロッドが見回すと、他の漁師達も彼に同調するように頷いた。襲われたこともなければ、はっきりとその姿を見たこともないと。

　その話にアイズもレフィーヤも、ティオナ達も腑ふに落ちない表情を浮かべてしまう。

「……？　ねぇ、腰につけてるその袋はなに？　漁師の人達、みんな持ってるみたいだけど」

　そこで、ふとティオナが尋ねる。

　彼女の言う通り、漁港を行き来する漁師達の腰には、冒険者が多用する小鞄ポーチより大きめの布袋が吊るされていた。

「おっ、よく気付いてくれた！」

　ティオナの指摘に、ロッドは嬉うれしそうに声を上げる。

　とっておきの玩具を自慢する子供のように、腰袋を右手に持って突き出した。

「これは魔法の粉でな、水面にばらまけばモンスターは寄ってこないっていう代物よ！」

「ええっ？」

　自信満々に言い放つロッドに、ティオナと一緒にレフィーヤ達は仰天した。

　中に一体何なにが入っているのだと、袋を受け取ったティオナはきつく閉じられている口を勢いよく開ける。

「あっ、気を付けろよ」

「えっ──うわっ、くさっ!?」

　途端に漂う刺激臭に、袋を持つティオナは仰のけ反ぞった。

　うっ、とアイズやレフィーヤ達も咄嗟とっさに手で鼻を覆う。

「もう、先さき言ってよ～!?　なに入ってんの、これ～！」

　涙目になりながらティオナは袋の中身を覗き込む。

　レフィーヤ達も我慢しながら、ティオナのもとに顔を寄せ合った。

「生物なまもの、でしょうか？　色々なものが粉末状になってるようですけど……」

「この色、なんか気持ちわるーい」

　赤や黄色、黒など、とにかく様々な色合いが混ざった粉はその異臭も手伝って、生物の死骸を砕いて集めたかのようだ。きらきらと細かな光も放っている謎の粉に、ティオナは顔をしかめる。

「モンスターを寄せ付けないって……そんな道具アイテム、オラリオにもないですよね？」

「逆に、撒まき餌えなんじゃないの？　血肉トラップアイテムでも混ぜ込んで、船を襲おうとするモンスターを夢中にさせて～みたいな」

　袋の中身を確認したレフィーヤとティオナ、他の団員達がひそひそと声を交わした。

　レフィーヤの言う通り、モンスターを寄せ付けないという便利な道具アイテムはオラリオでは販売されていない。だが、アイズだけは同等の効果を持つ道具アイテムに心当たりがあった。

　数日前、決死行を繰り広げ18階層に避難してきた少年ベルから聞いた話だ。懇意にしている派閥の薬師が、偶然の産物で『臭い袋』なるものを作り出したと。

　強烈な悪臭を放つその道具アイテムは『中層』のモンスターを寄せ付けず、ベル達が安全階層セーフティポイントに辿たどり着けたのもその効力のおかげだと言っていた。

　この粉も、その臭い袋と同種の道具アイテムなのかもしれない。

　だが……この程度の異臭で、しかも水棲のモンスターを遠ざけることが可能なのだろうか？

「この粉はオラリオの発明って聞いたぜ？」

　訝いぶかしがるレフィーヤ達を見て、ロッド達たち漁師も不思議そうな顔をした。

「ほら、いるじゃねえか。都市オラリオにはあのとんでもねえ、ハゼゼウスだのカキセルスだの……」

「【万能者ペルセウス】？」

「そうだそうだ、それそれ。そいつが作ったんじゃねえのか？」

　確かにあの稀代の魔道具作製者アイテムメイカーならばやってのけそうなものだが……レフィーヤ達はいまいち納得いかない表情を作る。魔法の粉とやらの効果が本物だとするなら、迷宮都市オラリオを差し置いて港街メレンに出回っているというこの状況が解せないのだ。

「えっと、ロッドさん達はこの粉をどなたから受け取っているんですか？」

「ボルグの親父……街長マードックの家からだ。都市から買い取って無料タダでオレ達に譲ってくれる。漁師だけじゃねえ、メレンによく出入りする船にもだ。もうずっと前からな。あの親父も、ほんとによくしてくれるぜ」

　レフィーヤの問いにロッドはあっさりと答えた。

「まぁ、ばらまいても『レイダーフィッシュ』なんかは襲いかかってくるし、完璧とは言えねえが……でも確かに、この粉のおかげでモンスターの被害はめっぽう減ったんだぜ」

　今じゃあどの船も必ずこの粉をまきながら進む、と漁師の頭目は語った。

（昨日、【カーリー・ファミリア】が食人花モンスターに襲われたのは……もしかして、この粉を持っていなかったから？）

　ロッドの話を聞いたアイズは思考に耽る。

　メレン出身の漁船も、港をよく利用する客船や帆船もこの粉を所持している。一方で【カーリー・ファミリア】達がメレンに入港したのは今回が初めて。

　当然、粉の存在など知るよしもなかった筈だ。

「……」

　アイズはティオナから袋を受け取り、手を入れた。

　様々な色が混ざり合い、うっすら光り輝く粉末をすくって、手の平からさらさらとこぼす。

　流れ落ちるその粉を、アイズはじっと凝視した。

「ところで……【ロキ・ファミリア】さんよ、あのアマゾネス達、どうにかならねえか？」

「……何かあったの？」

「いや、そういう訳じゃねえが……漁師おれたちも、街の者もんもすっかり怯えちまっててな。連中、すげえ強いのは見ればわかるし、それが我が物顔で通りの真ん中を歩いているもんだからよ……」

　奇しくもギルドに打診されたリヴェリアと同じように、髪をかくロッドから【カーリー・ファミリア】について相談される。ティオナが神妙な面持ちで聞いていると、他の漁師達も縋すがるように訴えてきた。「あいつら怖こえぇ！」「猛獣だ猛獣！」と泣きついてくるそんな彼等に、アイズ達も困り顔になる。

「……」

　そんな中、一人離れた場所に立つティオネは、鋭い眼差しで街の方角を睨んでいた。

「──ロッド、大変だ!?」

　漁師達との会話が中断されたのは、間もなくのことである。

　息を切らした獣人の漁師が漁港に駆け込んできた。

　どうしたんだと問う前に、青年は矢継ぎ早に叫んだ。

「大通りでアマゾネス達が騒ぎを起こしてっ、マーク達が捕まってる！」

　漁港の喧騒が驚倒に変わるのは一瞬だった。

　血相を変えるロッドと漁師達の隣で、アイズ達の瞳も見張られる。

　どよめきがあっという間に広がる中、ティオナだけは、はっとして周囲を見回した。


「やばっ……！」



　すぐに彼女は呻うめく。

　数瞬遅おくれてアイズも気付いた。

「ど、どうしたんですか、ティオナさん、アイズさん……？」

「ティオネがいない」

「飛び出していっちゃった！」

　うろたえていたレフィーヤに、アイズとティオナが同時に告げる。

　他団員と合わせて彼女が驚くのを待たず、アイズ達は駆け出した。

「レフィーヤ、隣の館にロキがいるから呼んできて！」

「先に行ってる」

　指示を言い残し、二人の第一級冒険者は風になる。

　慌てふためきながら動き出すロッド達たち漁師とレフィーヤ達を置き去りにし、街の方角へ向かって疾走した。
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　空は晴れ渡っていた。

　白い雲をたなびかせる青空が港街を今日も見下ろしている。燦々たる陽光は汽水湖の湖面を美しい緑柱色エメラルドグリーンに輝かせていた。

　そんな穏やかな陽気と反して、メレンの大通りは常の賑々しさを忘れ、静まり返っていた。

　雑踏の動きは静止している。

　いや違う、動けないのだ。

　言葉を失っている彼等の視線を集めるのは、通りの中央、漁師の首を片手で吊り上げる一人のアマゾネスだった。

「ワタシに、なにか、用か？」

　拙い共通語コイネーを操あやつる女の顔には笑みが浮かんでいた。

　背中まで届く結わえられた砂色の長髪。褐色の肌を露出させる独特の衣装はアマゾネスのものに違いなく、腰には毛皮ならぬ鱗皮──竜ドラゴンの『ドロップアイテム』である皮革が巻かれていた。

　美貌と呼べるものを持っているにもかかわらず、ぎらついた瞳と吊り上がる唇は否が応でも爬虫類を彷彿させる。妖艶ようえんさなどというものとはほど遠い。彼女を前にした男が想起するものは獲物を前にした大蛇の光景だろう。人のそれとは思えない長い舌がちろりと唇を舐なめた。

　女の問いかけに対し、屈強な若い漁師は喋れない。

　しなやかな細腕一本で首を握り締められ、宙を浮く足をもがくように揺らし、息を吸い込もうと喉を笛のように鳴らしている。皮膚に嚙みつく指を必死に引き剝はがそうとしていた。

「許してやってくれ!?　あっ、あんたが綺麗なもんだから見惚れちまって、肩をぶつけちまったんだ!?　だ、だからっ……!!」

　摑つかみ上げられる漁師の仲間が横から懇願する。

　目尻に涙を浮かべ取り乱す男に対し、アマゾネスはぐるりと顔だけを回転させた。
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「ワタシの国では、戦士にカタをぶつけるというのは……殺しあいの合図だ」

　その宣告に、男は蒼白となる。

　首を摑む手にグググッと力が込められ、漁師の体が痙攣けいれんするかのように震え出した。

　とうとう悲鳴を上げ始める人垣の中で、女の仲間であるアマゾネスの一団がニヤニヤと笑いながら見守る。姉妹である同じ砂色の髪の女も、表情を小揺ぎもさせず傍観していた。

　白目を剝むいてだらりと腕を下げる漁師を見上げながら、女は目を細める。

　その時。

「離せ」

　女の片腕を、横から伸びた褐色の手が摑んだ。

　ティオネである。

「……ティオネ、か」

「離せっつってんのよ、アルガナ」

　骨を折らんとする満身の握力に、女の笑みは崩れない。それどころか益々深まる。

　射殺すかのごときティオネの視線を受け止め、女──アルガナは、もはや興味を失ったように漁師を解放した。

　どしゃっ、と男の体が地面に崩れ落ちるのと同時、ティオネの手を振り解く。

「ドコにいたんだ？　オマエとティオナ、探していた」

「共通語コイネー、喋れるのね。戦うことだけしか脳のない猿だと思ってたわ」

　気絶した漁師を仲間が必死に引きずっていくのを尻目に、ティオネは種族アマゾネスの言語ではなく共通語コイネーを扱う相手に向かって、剣呑けんのんな表情で鼻を鳴らした。

　アルガナは気にした素振りも見せず、嬉々として喋る。

「女神カーリーが、おしえてくれた。女神カーリーはなんでも、ワタシたちにおしえてくれる。強くなる喜びも……外界そとのエモノがなにを言っているのかも」

　彼女の瞳が人集りを見回した。

「知りたかったんだ……ねらうエモノがなにを叫ぶのか。怒りか？　命ごいか？」

　嗜虐心を剝き出しにするアルガナに、ティオネは唾棄の感情を乗せて舌打ちを放つ。

　何も変わっていない。強さに、血を流す『闘争』にしか興味を示さない。

　故国テルスキュラの中でも因縁と呼べるほど関係が深いアマゾネスを目の前にして、ティオネは血がざわつくのを止められなかった。

　手が拳こぶしを作り、握り締められる。

「聞いたぞ、ティオネ？　外のセカイで、すごく強くなったらしいな？」

「……」

「これも聞いた。ワタシとおなじ──【怒蛇へび】になったと」

「──てめえと一緒にするんじゃねえ」

　ぶちっっ、と何かの切れる音がティオネから発される。

　矯正していた口調が生来のものに戻り、その相貌が憤怒に染まった。

　唇で三日月を描くアルガナは、ゆっくりと首を横に傾ける。

「じゃあ──どれくらい、強くなったんだ？」

　一瞬、大通りに空白の時間が生まれる。

　次の瞬間、

「「ッッ!!」」

　互いの蹴けりが相手の体に叩たたき込まれた。

　ティオネの上段蹴りが左腕で防がれ、同じくアルガナの上段蹴りを左腕で防御する。

　瞬く間に壮絶な肉弾戦が始まった。

「ティオネ!?」

　ティオナとアイズが到着するも一足遅かった。

　人々が巻き添えを食らうまいと悲鳴を上げて押し合い、裸足はだしで逃げ出してくる光景の奥で凄すさまじい乱打の闘舞が交わされている。巻かれて踊る黒と砂色の長髪、常人ならば容易たやすく体が粉砕する拳と蹴りの打ち合い。防御の上から鳴る鈍重音は鼓膜を戦おののかせるものだった。

　互角、いや、ティオネより──。

　あまりにも似ている体術を駆使する二人を見て、アイズの胸に針のように小さく鋭い動揺が走る。

　徒手空拳の戦闘ならば、ティオネとティオナは【ロキ・ファミリア】の中でも無類の強さを誇る。力ならばガレス、速度ならばベートが勝るだろうが、『技』という観点から見れば女戦士アマゾネス独自の武術は誰よりも凄烈だ。アイズとて剣つるぎがなければあっさりと地に転がされてしまうだろう。

　そんなティオネを、敵のアルガナはじりじりと押しつつあった。

　長い四肢が蛇のようにうなり連撃を浴びせる。読みが早い。反撃が繰り出される前から行動に移っている。階位は間違いなくＬｖ．６、能力ステイタスは彼女の方に軍配があるか。

　瞳を爛々とさせるアルガナに対し顔を歪ゆがめるティオネは、その焦燥を怒気で上塗りし、負けじと攻撃の速度を加速させる。

　アイズとティオナは押し寄せる人波を跳躍で易々と飛び越え、急いで止めようとするが、

「！」

　彼女達の前に立ちはだかる者がいた。

　アルガナと血を分けた、もう一人の砂色の髪のアマゾネス。

「どいて、バーチェ！」

「……ル・ムー」

　叫ぶティオナに、無表情のバーチェは口もとに巻いた紗幕から言葉を落とす。

　アイズの知らない言語、だが意味がわからずとも理解できる拒絶の意。

　眉を逆立てたティオナが力ずくで押しのけようと右から飛びかかり、アイズもそれに乗じて左から相手の真横を抜こうと疾駆する。ぴったりと息を合せる第一級冒険者達、ダンジョンの中で培われた連携を前に──バーチェは二人まとめて相手取った。

　突き出されたティオネの鉄拳を片手で受け止め、ほぼ同時に地を蹴り、アイズ目がけて飛び蹴りを放つ。

「「!?」」

　宙に浮いた体勢にも関わらず片腕一本で円転の投げ技をかけられるティオナ、凄まじい足刀を緊急回避するも数本の金の髪を切り裂かれるアイズ。

　戦慄せんりつを覚える暇もない。地に手をついたアイズ達は崩れた体勢を直ちに立て直そうとするが、バーチェはそれを許さず攻めかかった。駒のように回転し、上段、中段、下段、あらゆる角度から速射砲のごとく拳と蹴りの雨を降らせ、左右にいるアイズとティオナを同時攻撃する。

　──速い!!

　冷然とした眼差しに反して怒濤の連撃を放つバーチェに、アイズは瞠目する。

　武器なしで剣士じぶんが勝てる相手ではない。瞬時に悟ったアイズは代剣──整備に出している不壊剣デスペレートの代わりの片手剣──を鞘から引き抜くが、そこで残る女戦士アマゾネスの一団も突撃してきた。

「……！」

　臨戦態勢に移った第一級冒険者二人相手ではバーチェでも分が悪いと悟ってか、得物を伴って戦闘に加わる。

　バーチェはティオナに、アマゾネス達はアイズに。

　既に激しい格闘戦を繰り広げるティオナ達の隣で、アイズも乱戦へと引きずり込まれた。

「ははははははははは！　変わったな、ティオネ！　変わったぞ！」


「っ……！」



　──他方、哄笑するアルガナと争うティオネは、怒りが募っていた。

　それは相手に対しての憤激であり、自分に対しての苛立ちでもある。損傷ダメージを負う度に攻撃力が上昇し、怒りが増すにつれ効果上昇するスキル【噴化招乱バーサーク】。特異な技能によって拳打の威力は上がる一方にもかかわらず、アルガナは防御の上からティオネに衝撃を与え、こちらの攻撃は受け流してしまう。敵を破砕してのける攻撃もその体を捉えなければ意味がない。

『技』の切れで勝っているアルガナは、鏡のようにティオネと酷似した体術を使っていた。

　だが、それも当然だ。

　ティオネの扱う体術は、目の前にいるこのアマゾネスの手で、痛みとともに叩き込まれたのだから。

「ぐっっ!?」

　途方もない蹴り上げがティオネを真後ろ、通りに並ぶ屋台の前まで押し飛ばす。

　何とか防御したティオネは痺しびれる両腕を無視し、すぐに駆かけ出そうとするが──そこで気が付いてしまった。

「ひ……！」

（子供!?）

　己の背後、怯えて蹲うずくまるヒューマンの少女の存在に。

　何故なぜここに、という焦あせりは、我を失い往来の中心で戦闘を始めた自分おまえの失態であるという叱責にすぐさま変わった。逃げ遅れたのだ、この少女は。

　涙目で見上げてくる子供に、ティオネが刹那の間あいだ言葉を失っていると、影が肉薄した。

「──」

　アルガナだ。凶笑とともに拳が振りかぶられている。

　ぎりぎりで回避は間に合う。だが背後の少女は駄目だ。攻撃が掠かすっただけでも馬車にはね飛ばされた以上の衝撃が彼女を壊し、地を砕く余波を被っただけでも細い手足は折れ曲がる。

　そして、相手は巻き込まれる少女のことなど欠片かけらも気にしない。頓着する筈がない。

　女戦士アマゾネスの両眼には、ティオネしか映っていない。

　些いささかの躊躇もなくアルガナは拳砲を撃ち出した。

「──っ!!」

　少女を横手へと突き飛ばしたティオネの体に、果たして拳撃が直撃した。

「ティオネ!?」

　轟音を放ちながら後方の屋台を破壊し、突き破り、奥に建つ建物の壁に激突する。

　応戦の手を止めて振り向いたティオナとアイズの視線の先で、膨大な粉塵が舞い上がった。


「がっっ……!?」



　何とか防御したものの壁面に夥しい亀裂を刻み、ティオネは吐血する。

　片や攻撃を見舞ったアルガナは、瞬きを繰り返し、不思議そうな顔を浮かべていた。

「なんだ、イマのは……？　かばったのか、あれを？」

　間一髪助たすかり、尻餅をつきながら震えている少女を見やり、視線を戻す。

　壁から体を引き剝がし、片膝ひざをつくティオネに向かって、口を開いた。

「変わった、変わったな、ティオネ……強くなったが、弱くなった」

　そして、心底しんそこ落胆した眼差しを送った。

「オマエは、戦士ではなくなった」

　アルガナの体から萎えたように戦意が喪失する。

　未いまだ足止めされるアイズ達のもとから剣戟の音が響いてくる中、ティオネはよろめきながら立ち上がった。

「むかしのオマエは、あんなクズをかばったりしなかった。やっぱりオマエは、故郷テルスキュラで、ワタシたちと殺しあいをつづけるべきだった」


「ふざ、けんなっ……！　誰が、あんなところ……!!」



　怨嗟えんさの眼差しを返すティオネに、アルガナは双眸そうぼうを細める。

　彼女の唇が描いたものは、嘲笑であった。

「オマエ……まだセルダスを殺したことを、後悔しているのか？」

　ティオネの時が止まる。

「あいつを殺したおかげで、オマエは強くなっただろう？」

　直後、彼女の視界は真っ赤に染まった。


「──────────────────ッッ!!」



　言葉にならない咆哮が口から迸る。

　怪我も痛みも忘れ、暴れ狂う衝動のままに、ティオネは再び殴りかかった。

「──ほい、そこまでや」

　だが、身構えるアルガナに拳が迫る直前。

　ぱんぱん、と手を叩く音が通りに響き渡った。

　静かでありながら神威しんいがこめられたその声音に、ティオネの体が反射的に揺れ、握り締められた拳は我を取り戻したかのように止まった。アルガナも声の方角に振り向く。

　息を切らすレフィーヤ以下、冒険者達を引き連れて現れていたのはロキであった。

「これ以上ヒートアップしたら、他人に迷惑通り越して洒落にならんわ」

　漁港方面、アイズ達の後方より現れた女神は目をうっすらと開き、戦場に制止をかける。兎人ヒュームバニーのラクタがまさに兎の動きでへたり込んでいる少女を戦場から遠ざけた。

　バーチェ達と争っていたティオナもアイズも彼女の姿を見て、握っていた拳と剣を下ろす。

「アルガナ、バーチェ、お主らも止めろ」

　ロキとは真逆、ティオネ達の近い場所からも声が投げかけられた。

　複数のアマゾネス達を連れた女神、カーリーだ。

「すまんなぁロキ。外の世界に出て、こやつらも興奮しているようじゃ」

　やれやれと、どこかわざとらしくぼやくカーリーはロキの方を見る。

「痛み分けでよいか？　そなたの【剣姫】とやらに妾わらわの子も相当痛いたみ付けられておる」

「あーもうわかったから、いけ、いけ。そんで二度とうちらの前に出てくんな」

　ティオナを終始あしらい無傷であったバーチェとは異なり、他のアマゾネスは大なり小なり傷を負わされていた。やり込められた彼女達はアイズを親の仇のように睨んでいる。逆にアイズは、多勢とはいえ見事に足止めされたことに思うところがあったが。

　しっしっ、と虫を払うよう仕草しぐさをするロキに笑みを返し、カーリーは踵を返した。

「じゃあな、ティオネ」

「……」

　アイズとティオナ達、そしてティオネの前を、流し目を送るアルガナと無言のバーチェが悠々と通り過ぎていく。アマゾネスの集団は大人しく主神の後に従い、去っていった。

「ア、アイズさんっ、ティオナさんっ、大丈夫ですかっ？」

「私は、大丈夫だけど……」

「いちちちっ……結構やられたぁ～」

　ロキを大急ぎで連れてきたレフィーヤに感謝しつつ、アイズは剣を鞘に収め、ティオナは腕をさする。彼女の褐色の肌には打撲の跡がいくつかあった。

　姉あね同様、相手に押されていたティオナは悔しさを滲にじませるものの、今はそれ以上の気がかりに向けて視線を投げた

「ティオネさん……」

　レフィーヤとアイズもそちらを見やる。

　人気ひとけがなくなった通りの中央に、ティオネは後ろ姿を晒さらして立っていた。

　遠くなっていくアマゾネス達の背中を、消えるまで見つめ続ける。

「思った以上に、深刻みたいやな……」

　ロキの呟きをさらった風が、そのままティオネのもとに届く。

　黒の長髪を揺らされる少女は、血に濡ぬれた口もとを拭ぬぐうことも忘れ、今も痛み続けている胸を片手で握り締めた。

「っ……」

　セルダス。

　僅わずかな思い出とともに埋もれていた名前が、ティオネの心の奥をかき回す。

　暴かれた忌々いまいましい記憶が、思い出したくもない過去の断片が、脳裏を駆け巡る。

　行き場のない感情を持てあますティオネは、追憶の景色と同じ、頭上に広がる青い空を見上げた。
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　その日も空は青かった。

　灼熱の太陽に焼かれる闘技場は凄まじい熱気に包まれていた。

　土が敷き詰められた広大な戦場アリーナは、鮮血に染まっていた。

『ゼ・ウィーガ！　ゼ・ウィーガ！　ゼ・ウィーガ！』

　周囲から上がるのは万雷の斉唱。戦場アリーナの中心で立ちつくすティオネを囲む激しい讃歌。

　観客席から見下ろすアマゾネス達の祝福が、小さな体に降りそそぐ。

『ゼ・ウィーガ』。種族アマゾネスの中でも闘国テルスキュラ独自の言葉。

　意味するところは──『汝こそ真の戦士』。

　浴びせられる祝詞によって聴覚が意味をなくし、一切の音が聞こえなくなる中、幼いティオネは目の前の存在に歩み寄った。震える手で、血の泉に沈む同胞──己が殺したアマゾネスの仮面を剝ぎ取った。

　それは見覚えのある顔だった。

　ティオネの傷の手当をし、体を寄せ合って眠り、乾いた心を潤してくれた者の顔だった。

　姉代わりであり、ティオネが母を求めていたのかもしれない、大切な人だった。

『セルダス……』

　痙攣する唇が名を落としても、暗く沈んだ彼女の瞳は、二度と反応してはくれなかった。

『儀式』には確かに法則があった。

　しかしティオネ達はその法則を勘違いしていた。

　なんてことはない、同じ部屋の同胞と戦わなかった本当の理由は、機が熟すのを待っていたためだ。

　肉体という『器』を高めさせる一方で、部屋の住人と絆を育ませる。愛する者を作らせる。

　そして、愛する者と殺し合わせる。

　怒りを超克させるため。悲しみを乗り越えさせるため。涙を枯れさせるため。

　感情を超えて、闘争に身を委ゆだねた者が『真の戦士』となりうる。

　全ては、『真の戦士』に到るための手段だったのだ。

『あ、ぁ──』

　相手の仮面を取った時、ティオネはそれまでの世界が音を立てて壊れる音を聞いた。

　愛する者を手にかけて、初めてティオネは倫理観を手に入れたのかもしれない。

　怪物と同胞の殺し合いの中で、何も疑問を持たず命を刈り取っていた──歪んでいた倫理観がこの時とき初めて、ティオネの中で人並みになった。

　姉代わりとなり、母親代わりでもあった彼女はここでも、とても普通で、とても大切なことを教えてくれた。大切な者がいなくなる悲しみと痛みを。

　同時にティオネは彼女に傷を負わされた。いや彼女ではない。この国に、あの主神に、『真の戦士』を求める悪しき風習と、同胞達に──。

　ティオネは血の涙を流し、天へ向けて咆哮を上げた。

『汝こそ真の戦士ゼ・ウィーガ!!　汝こそ真の戦士ゼ・ウィーガ!!　汝こそ真の戦士ゼ・ウィーガ!!』

　見守っていた同胞達は轟き叫んだ。天に向かって吠える少女を祝福した。儀式を経て神に近付いた古代の戦士を称えるかのように。

　アマゾネス達の祝詞は、もはや呪言以外の何ものでもなかった。




　生を受けて五年目の誕生日。ティオネは愛する者を殺め、Ｌｖ．２へと至った。

　そしてこの日から、彼女の瞳は濁っていった。
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　空に浮かぶ月明かりが、山を、森を、湖を等しく照らしている。

　メレンには夜の帳が下りていた。

　背の低い街壁に囲まれる港街からは、北東の方角にそびえる巨大市壁をいつでも、どこからでも眺めることができる。それは闇夜を迎えても同様だ。内部が見えない市壁の奥からは光の洪水が噴水のように上がっている。『世界で最も熱い都市』という喧伝を肯定するように、眠らない迷宮都市は昼夜が逆転したかのように夜空へと輝きを放っていた。メレンの住人達には見慣れた景色であり、オラリオを目指しここまで来た者達にとっては興奮をあおる光景だ。

　そんなオラリオには劣るものの、メレンの夜も賑やかである。

　柱や建物の壁に吊るされた魔石灯が灯り、橙色の光が目抜き通りを満たす。露店が軒を連ねる市場の様子は祭りのようですらあり、行き来する者が後を絶たない。造船所の職人達や漁師の姿が目立つ中、旅人達は海産物の手料理に誘われてそれぞれの店に入っていく。

　異国人が交わる港街はとにかく人が多い。

　酒場では多くの亜人デミ・ヒューマンと僅かな神々が、見知らぬ誰かと酒を酌み交わしていた。

「ティオネの様子はどうや、リヴェリア？」

【ロキ・ファミリア】が貸し切った宿に近い、一軒の酒場。

　客同士の喧騒に囲まれながら二人がけの円卓テーブルについていたロキは、店に現れたリヴェリアに問いかけた。

「ティオナやアイズが側についているが……駄目だ、荒れている。相当心こころを乱されているようだ」

　対面の椅子いすを引いて座りながら「あれは少し不味まずいな」と端的に述べる。

　アイズ達とは合流せず情報収集を続けていたリヴェリアは、日中起おきた騒動の現場に居合わせられなかったことを悔やんでいるようだった。

　騒ぎを聞きつけ駆け付けた彼女やアリシア達が見たものは、閑散とした目抜き通り、そして立ちつくすティオネとそれを見守るアイズ達だった。

　泡を食って現れたギルドのルバート達にひとまず謝罪を行って壊れた店等とうを修繕し、全て終わったのが夕刻の頃。宿に帰った後は先程までティオネを治療しながら宥なだめていた。

　嘆息を堪こらえるリヴェリアに、ロキは既に注文していた安酒エールをあおる。

「食人花が出た以上、調査は続けなきゃあかんのやけど……最悪、ティオネ達だけでもオラリオに返した方がいいかもしれんなぁ」

「ティオナはともかく、今のティオネが大人しく従うとは思えないが……」

「ん～。後でうちも二人っきりで話してみるわ」

　しばらく憂慮していたロキ達だったが、今はティオネ達の件は置いておくことにした。

　わざわざ酒場に訪れた本題、追っている食人花の情報交換に移る。

　団員達とは一度離れ、【ファミリア】の主神と副団長は二人きりで話し合いを始めた。

「一応、情報を整理しとこうか。ティオナ達は湖底の穴におかしなところはなかったと言っとった。封印は健在や。湖をくまなく探したわけやないけど、ダンジョンの二つ目の出入り口と、なんも関係ないとすると……」

「昨日、出没した食人花は地上経由で汽水湖に潜伏していた、ということになるな」

「そういうことや。オラリオの地下水路には食人花がひそんどる。都市から何か怪しいもん、それこそモンスターが閉じ込められそうな箱や檻おりをこっそり湖に運んだ輩……黒幕がおる」

　ロキの意見に、リヴェリアも首肯した。

　闇派閥イヴィルスの残党、あるいは怪人クリーチャー達と関係を持つ者が、恐らくはこの港街メレンにいる。

「今日街まちを回ってみて、何かわかったことはあったか、リヴェリア？」

「恐らくそちらと似たり寄ったりだ。水辺の治安自体は平安そのもの、今はモンスターよりも海賊の方が厄介だそうだ。食人花については、昨日の今日まで目撃情報はなかったらしい」

「ギルド支部の方は？」

「支部長のルバートという男ヒューマンに終始しゅうし対応されたが……不審に思うところはあったな」

　リヴェリアはそう言って、片目を瞑る。

「きな臭いっちゅうことか？」

「不自然ではあった。実際には困っていないだろう話題を持ち出して、私の関心を食人花から【カーリー・ファミリア】にすり替えようとしていた」

　リヴェリアがルバートに感じたという違和感を、ロキは全面的に信じた。

　フィンの頭脳や『勘』も頼りになるが、リヴェリアの洞察力も鋭い。対人の心の機微を見抜く彼女の目は、もはや母子の関係にも似たアイズも苦手としているものだ。

「アリシア達が行った街の長の話は、なんか聞いとるか？」

「ギルドとの関係を疑われて、突っぱねられたそうだ。取りつく島もなかったらしい。話を聞く限り、相当そうとう一方的だったようだが」

「ふぅーむ……ギルドと繫がっているとはいえ、余所者よそものであるうちらをなぁ」

　ジョッキに口付けながら、ロキは少々納得がいかない顔を作る。

　薄緑色のオイルとソースをまぶした魚肉の薄切りなど、酒の肴をつつきながら思考に耽る彼女に、リヴェリアはしばらくしてから問い返した。

「そちらは何か収穫はなかったのか？　ニョルズのところに行ったのだろう」

　問いに対し、ロキは沈黙した。

　食器フォークで肴をつついていた手を止め、ちらりとリヴェリアの顔を一瞥する。

「なぁ、リヴェリア……ニョルズは黒だと思うか？」

　その発言に、リヴェリアは翡翠の双眸を驚きに染める。

「まさか、疑っているのか？　ニョルズを？」

「ちょっと、ってとこやけど……」

「馬鹿な、信じられん。短い交流だったとはいえ、オラリオに入ろうとしていた我々にニョルズはあれほどつくしてくれた。彼は神格者じんかくしゃだ」

　自分の目で見てきたものを信じる王族ハイエルフの語気に、ロキはがりがりと朱色の髪をかく。

　天界から付き合いのある彼女こそ、そんなことはわかっている。だが看過できない一幕が彼とのやり取りの中にあったのだ。

「子供相手とは違って、神の目から見ても同じ神の噓は見抜けんことが多い。けど……ニョルズはまだ、噓が下手や。うちからしてみればな」

　自分に背中を向け、視線をあまり合わせようとしなかった男神の横顔を思い出す。

　ロキはあの時、ぴんと来てしまった。

「ニョルズはうちに、何か隠し事をしとる」

「……それが、食人花に関係しているというのか？」

「そこまではわからんが……やましいことは確実や」

　断言する主神に、リヴェリアは「信じられん……」と頭かぶりを振る。

　柳眉をひそめる眷族の前で、ロキは覚えたことのない空気をこのメレンに感じていた。

　平和でありながら食人花の影がちらつく港街。不穏とも違う、言うなればアイズ達も抱いていた事柄に対する矛盾。それへの違和感。解せない、と言うのが一番しっくりくる。

　ロキは胸中で首をひねった。

「話がちょっと大きく……いや、ややこしくなってきたなぁ」

　疑わしい存在が複数。人物じんぶつと神物じんぶつだけを見れば、三名。

　ギルド支部のルバート、街長マードックのボルグ、そして【ニョルズ・ファミリア】の主神。

　この中の誰かが、ロキの言うところの黒幕である可能性が高い。

「……【カーリー・ファミリア】については、どう思う？」

　ニョルズのことで思い悩んでいたリヴェリアが、おもむろに切り出した。

　ロキは一度、押し黙る。

「この時機じき、無関係だと思うか？」

「ティオネ達は心配やけど、うちは白と睨んどる。けど、全くの無関係っちゅうのも……」

　歯切れの悪い答えを口にするロキは、時間を置き、己の直感を言葉に変えた。

「なんか、『糸』が絡まってる気がするなぁ。細くて、目を凝らさんと見えもしない……しょーもない、『糸』が」

　瞳をうっすらと開けたロキは独白のように、そう告げた。

　リヴェリアも顎に手を当てて思案する。

　途切れた会話の隙間すきまを縫って客の喧騒が二人の耳を叩く。思考の歯車が潤滑油じゅんかつゆ代わりとばかりに酒を欲し、安酒エールに浸るロキだったが、とうとう飲み干してしまう。舌打ちをついた女神は空の大ジョッキを振って「おっちゃーん、おかわりー！」と声を張った。

「よく飲まれますねぇ、女神様。何かあったんですかい？」

「んー、色々やぁ。可愛かわいい子供のこととか、色々考えなきゃいけないことがもーたくさん。いっそヤケ酒したいわー」

　卓の上で既に空となっているジョッキとおかわりの安酒エールを交換する狸人ラクーンの店主。見やってくる彼に、酒類を口にしないリヴェリアは「アルヴの清水せいすいがあればくれ」と注文した。

「なぁおっちゃん、最近変かわったことはあったか？　どんなに小さいことでもええから、気が付いたことあったら教えてくれへん？」

　置かれた酒を瞬く間に半分まで飲みながら、ロキは軽い気持ちで尋ねた。

　年配の獣人は「そうですねぇ……あぁ、そういえば」と思い出したように話す。

「最近、街の中でアマゾネスをよく見かけるようになったような……」

「アマゾネス……？」

「へぇ、例の女神様達の【ファミリア】が来る前からです」

　リヴェリアが反応すると、店主は説明を続けた。

「メレンも裏通りに行けば娼館なんていくらでもあるんですがね。どうも街の女達じゃない、見かけない顔で……。ここはオラリオの玄関口、毎日数え切れない人と物が出入りするから、気のせいかもしれねえんですが……」

　どこか引っかかっているように、店主は頻りに首を傾かしげる。

　話を聞いたロキとリヴェリアは、顔を見合わせた。
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　魔石灯の光が抑えられた室内は、天鵞絨ビロードの帷帳いちょうが随所に垂れ下げられていた。

　絨毯から壷、長椅子ソファーまで、置かれている調度品は臙脂色で占められている。ややもすれば娼館を彷彿させる部屋は淫靡にも感じられた。窓は一つもない。地下に設けられた広間である。

　室内には大勢のアマゾネスがいた。闘衣を纏った戦士達、【カーリー・ファミリア】だ。

　アルガナを始め眷族達が銘々の姿勢でくつろいでいる中、長椅子ソファーに寝転がっているカーリーは、さも退屈を持てあましているように「くぁ」と小振りな唇を開けてあくびをした。

「……」

　不意に、一人ひとり無言でたたずんでいたバーチェが、部屋の出入り口に視線を向けた。

　呼応するように、一つしか備えられていない扉が開かれる。

「──集まっているようだな」

　現れたのは、褐色肌の女神だった。

　金銀を用いた冠サークル、耳飾り、首飾り、腕輪と足輪。装身具の他に衣料と呼べるものは腰帯と腰布、そして胸を隠す帯のみ。豊かな乳房や瑞々しい肢体、くびれた腰など、女神おんなの全ては男の劣情をかき立てるものだった。何より、彼女はいかなるものより美しかった。服は彼女の『美』を妨げるが故の露出である。

　女神が現れた瞬間、戦うことしか知らない闘国テルスキュラのアマゾネス達は見惚れてしまった。

　言葉でしか知らない『傾国の美女』がいたとしても、この女神の前では霞むことを本能で理解してしまう。同性にもかかわらず魂の抜け殻のように口を空け、頰を染め、忘我の境に入る。アルガナは興味深そうに視線をそそぎ、バーチェは耐えるように眉間へ皺を刻み、すぐさま顔を背けた。

　神々でさえ抗うこと難しいであろう、性別問わず惑わす凶悪な色香が部屋に充満する。

　女神は片手に持った煙管キセルをくるくると回し、蠱惑的に目を細めた。

「やっと来おったか……待たされたぞ」

　長椅子ソファーから起き上がるカーリーだけが、常と変わらず不敵な笑みを投げかける。

　女神が部屋の奥に進むと後から眷族達が続々と入室した。彼女達もまたアマゾネスである。

　二Ｍメドルを超えた体軀を誇るモンスターかと見紛うような巨女、長脚を持つ一際ひときわ美しい悍婦。胸の谷間や剝き出しの腰を強調した衣装を纏う女戦士達はみな──例外を除けば──みな扇情的であった。同時に隙すきのない身のこなしは武闘派であることを教えてくる。

　妖艶な女神はカーリー正面の長椅子ソファーに腰を下ろした。

　アルガナ達が主神の背後に移動すると、相手のアマゾネス達もそれに倣う。

　ちょうど部屋の中央に置かれた卓を境にして、女神と眷族達、両陣営が対峙した。

「今更だが確認しておこう。そなたがイシュタルで間違いないか？」

「いかにも」

　カーリーの問いに、相対する女神──イシュタルは笑みをもって肯定する。

【イシュタル・ファミリア】。

　迷宮都市の中でも群を抜いた戦力を保有する大派閥だ。

　都市南東に存在する『歓楽街』を領域テリトリーに持ち、その広過ぎる勢力圏はオラリオ随一と言っていい。戦闘員のアマゾネスは『戦闘娼婦バーベラ』と呼ばれ、その力は上級冒険者達にも恐れられているほどである。

　派閥の主は『美の神』イシュタル。

　匂におい立つような『美』の化身そのものであり、万人を虜にする魔性の女神だ。

　娼館街を牛耳る一大勢力を前に、カーリーは物怖じせず話しかけた。

「辺境の地にいる妾わらわ達にわざわざ『依頼』を出すとは、お主も酔狂よのう」

「それは文ふみを何度も送って説明しただろうが。私は使えるものは何でも使う」

　カーリー達がこの港街メレンにやって来たのは、目の前にいるイシュタルが発端であった。
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　ある日、美神の名が記された依頼書がカーリー宛てに届けられたのである。

「全てはあの女神おんな──フレイヤを倒すためだ」

　イシュタルは、紫水晶アメジストのごとき瞳に暗い炎を宿した。

【ロキ・ファミリア】と肩を並べる迷宮都市の双頭、最大派閥の主神であり同時に己と同じ『美の神』であるフレイヤを、イシュタルは憎んでいる。

　地位と名声だけにとどまらず、自分を差し置いて世界で最も美しいという讃美まで我がものにする美神を、誰よりも妬んでいるのだ。

　ただの『女神の嫉妬』と侮ってはいけない。神々が降臨する以前から言われていたように、彼女達の嫉妬は人の運命さえ狂わせ、ことごとく下界に混乱を招くものだ。

　イシュタルは必ずやフレイヤを打倒せんとしていた。

　そんな彼女の計画に、カーリー達は協力するよう依頼されたのである。

「最初に密書が送られてきた時は何かと思ったぞ」

　イシュタルは一年ほど前から、闘国テルスキュラに書状を送っていた。

【フレイヤ・ファミリア】の戦力は紛れもなく都市オラリオ最強。自派閥だけでは敵わないということはイシュタルにもわかっていた。そこで下界の中でも僅かしかない世界勢力、オラリオの第一級冒険者に迫る【カーリー・ファミリア】に目を付け、これを利用しない手はないと考えたのだ。手紙の他にも遣いの眷族アマゾネスを何度か立てて打診したのである。

　最初は依頼書の真偽を疑っていたカーリー達も、使者や貢物みつぎもの代わりの第一等級武装が送られてくる内に信じるようになり、イシュタルの申し出を一考するようになった。

「ふん、その割にはあっさり食いついてきただろうに」

「またとない機会だからのう……彼かの【フレイヤ・ファミリア】との戦いくさなど。お主も見込みがあると踏んでこちらを選んだのだろう？　お主は妾わらわ達のことをよくわかっておる」

　国を出てまで【カーリー・ファミリア】がイシュタル達の依頼に応じたのは他でもない、強者との闘争を望んだが故である。

　世界最強と名高いオラリオ、その頂点に君臨する【フレイヤ・ファミリア】との戦争。

　闘争に飢えたカーリーとアマゾネス達にとって、これほど心躍る事柄はそうはない。女神達の利害は見事に合致したのだ。

　幼い女神と薄い笑みを交わしながら、イシュタルは褐色の細足を組む。その一挙一動にカーリー側のアマゾネス達の視線が翻弄ほんろうされるのを尻目に、煙管キセルをくわえた。

「先に開戦の手筈だけ伝えておく。好き放題暴あばれ回られたら堪ったものではないからな」

「なんじゃ、信用がないのぅ」

「抜け抜けと何を言っている、獣けものどもめ」

　おどけた仕草をするカーリーにイシュタルは紫煙を吐く。

　視線を向ければ、カーリーの背後ではアルガナ達が好戦的かつ挑発的な笑みを浮かべていた。イシュタルの眷族達に対してだ。こちらも巨女を始めとした者達が睨みを返している。連盟を結ぼうというのに、部屋の中には一触即発の空気が流れていた。

　剣呑な雰囲気を絶ち切るように、イシュタルは「サミラ」と眷族の名を呼ぶ。

　歩み出る灰髪のアマゾネスは、女神達が挟む足の短い卓の上に巻物を広げた。

　都市オラリオの地図である。

「私達の領域テリトリーはここ、南東一帯の歓楽街。対してフレイヤ達の本拠ホームは南の繁華街、その中心にある。そして今いる港街メレンは、オラリオから見て南西の位置だ」

「ふむふむ……なるほど。互いの位置関係からすると、既に敵フレイヤの陣地を挟んでいるわけか」

　イシュタルの細い指が地図の上を移動し、身を乗り出すカーリーは頻りに頷いた。

「となると、挟撃か？」

「その通り」

　イシュタルは満足そうに笑えむ。

「開戦早々そうそうかたをつける。フレイヤ達が私達に気を取られている内に、お前達は都市に侵入し、その背後を討て」

　イシュタルが都市内の派閥と結託しない理由は計画の秘匿性の他にも、完璧な奇襲を狙ねらってのこともあった。都市外の勢力が市壁を素通りし攻め込んできたとなれば、最大派閥フレイヤ・ファミリアといえど不意打ちたりえるだろう。

　その伏兵達がＬｖ．６もの戦力を有しているとなれば、なおさら。

「あの馬鹿でかい市壁はどうするのじゃ？　どうせ門衛もいるのだろう？」

「アルベラの連中……私の言いなりになっている商会がある。積荷にでも入って検問をやり過ごせばいい。何だったら、前日にでも私自みずから出向いて門を開けておいてやろう」

　何人たりとも逆らえない『魅了』の力を使うことをほのめかすイシュタルは、次には口角を吊り上げた。

「準備が整い次第、私達がフレイヤの陣地に攻め入る。……抗争の始まりが、合図だ」

　美を司る女神にもかかわらず、今のイシュタルは『獰猛』と形容する他なかった。

　都市外の勢力を手引きして市壁の内側に入れるなど重大な問題だ。しかしイシュタルはギルドを敵に回すのも厭わない。全ては屈辱を嚙み締めてきた女神の執念がそうさせているのだ。

　計画の全貌を語り終えるイシュタルに、カーリーは目を細める。

「おぉおぉ、やはり女神の嫉妬ほど醜いものはない。行き過ぎた美とそれの誇りとやらも、こうなってしまえば醜悪に成り下がるわ」

　外見と声音は幼子でありながら、口調と眼差しは全てを知りつくす老媼ろうおうそのものであった。

　カーリーはにやにやと笑いながら痛烈な皮肉を吐く。

「何とでも言え」

　イシュタルは、それを一笑に付してみせた。

「あの女神おんなを堕とすことができるのなら──私は何だって犯してみせる」

　その美貌に凄絶な笑みが刻まれる。

　溢あふれ出た強烈な神威に、この時、カーリーのアマゾネス達は確かに気圧けおされた。

「計画に関してはこれで終わりだ。これくらいなら畜生どもでもできるだろう」

「ふふっ、言ってくれるわ。だが、確かに単純でいい。今日初はじめて顔を合わせたそなた達との連携など、望むべくもないからのう」

　相手の神威を心地好さそうに受け止めていたカーリーは承諾した。

　続けて「して、肝心の期日は？」と質問を投げかける。

「予定より準備は遅れている。計画を実行に移すその日まで、この宿は好きに使え」

「太っ腹じゃのう」

「わざわざ手配したんだ、ありがたく思え」

　入港の許可証から今いる宿まで、カーリー達に必要な品は全てイシュタル側が用意していた。この日までイシュタルの眷族達は内密に都市から出て、頻繁にメレンを出入りしていたのである。とある酒場で噂されていたアマゾネスとは【イシュタル・ファミリア】の団員達のことだ。

「しかし、極上の馳走を目の前にしておきながら、しばしおあずけとはな……早く一戦交まじえたいものじゃ。のぅ、アルガナ？」

「ああ、カーリー」

　カーリーが長椅子ソファーに寄りかかり、上を仰ぐと、真後ろに立つアルガナは蛇のごとき笑みを落とした。

「特に、彼かの【猛者おうじゃ】とは是が非でも戦わせてみたい」

「あの猪人ボアズは子供達の中でも頭一つ抜けている。早まって勝手な真似まねをするなよ」

「わかったわかった、待ってやろう」

　紫煙を吐きながら釘を刺すイシュタルに、カーリーはいじけた子供のように手を振った。

「ところで、イシュタルよ。お主の子はここにいる者で全てか？」

「バカを言え。私の【ファミリア】は国家系おまえたちと同じで大所帯だ。大部分は都市に置いてきた。主力は揃そろっているがな。それがどうした？」

　己も自国テルスキュラに大半の眷族を置いてきているカーリーにそう言い返すと、彼女は首を傾げた。

「挟撃すると言ったが、お主達だけで迎え撃てるのか？　件の【猛者おうじゃ】はＬｖ．７、能力ステイタスだけ見ればこのアルガナとバーチェをも上回る。抗争が始まった途端、根城ごと蹂躙されるようにしか見えん」

　イシュタルのアマゾネス達を見やりながら、カーリーは忌憚きたんのない意見を述べた。

　確かに【イシュタル・ファミリア】の最高階位はＬｖ．５。Ｌｖ．６がいる自派閥と比べてみても、カーリーの目には頼りなく見えるのだろう。

　役者不足を告げる女神の指摘に殺気立つ眷族アマゾネス達を他所に、主神であるイシュタルはニヤリと笑った。

「心配するだけ無用だ。『切り札』がある」

　そう言って、美神は斜め後ろに視線を飛ばす。

　立ち並ぶアマゾネス達の中には、唯一種族しゅぞくが異なった眷族がいた。

　羽衣のような純白布を頭から被っており顔は見えないが、腰の辺りを盛り上げているのは獣人特有の尾だろう。佇たたずまいから見て少女。身に付けている衣装も相まって、ローブを纏った司祭、あるいは被衣かずきで顔を隠す神事の巫女みこを連想させる。

　覇気はまるで感じられず、声をひそめ、ただ静かにそこに立っていた。

「……ふむ？」

　カーリーは興味深そうに少女を見つめる。

　顔を隠す布の奥から覗く、その美しい翠の瞳を、凝視した。

　すぐに長脚の女傑が険しい表情で少女を背に庇かばい、視線は遮さえぎられてしまったが。

「運び屋に必勝の策を移送させている。お前等にもおこぼれをくれてやろう。……それを受け取った後、宴の始まりだ」

　宣告するイシュタルに、彼女の眷族達は荒々しい笑みを浮かべた。

　釣られる格好で、カーリー側のアマゾネスも笑みを宿した。

「『切り札』とやらが気になるが……まぁ、いいじゃろう。あらかた話は把握した。取りあえず、戦いくさまで時間はあるということじゃな」

「ああ」

「ならイシュタルよ、先に報酬の件について済ませておきたいのだが」

　深い色合いから紫にも見える黒髪を揺らしながら、イシュタルは申し出に応じる。

「報酬の財宝ならいくらでもくれてやる。好きなだけの額を──」

「金は要らん。要らなくなった。別の報酬をもらいたい」

「？」

「付け加えると、その報酬は先にもらい受けたい」

　不穏さを窺わせるカーリーの発言に、イシュタルは顔をしかめた。

　瞳を針のように細め、正面にいる相手の顔を窺う。

「……言ってみろ」

「今、【ロキ・ファミリア】がこの港街におる。おっと勘違いするな、妾わらわ達がここにいることとは関係ない。偶然じゃ。何でも、食人花だとかのモンスターを追っているらしい」

「食人花……？　ああ、あれか」

　イシュタルは思い至ったように一瞬、せせら笑った。

「それで？　まさか、貴様……」

「ご明察の通りじゃ。あの者達と戦いたい」

　肯定するカーリーに、イシュタルはたちまち両の眉を吊り上げた。

「ふざけるなっ。フレイヤの眷族どもも馬鹿げているが、あそこの連中も大概だ。フレイヤと一戦やる前に大事になるに決まっている」

　必ず取り返しのつかない被害が出る、と声を荒らげるイシュタルに、カーリーは両手を上げて制した。

「すまん、すまん。あの【ファミリア】、というには語弊がある。妾わらわ達の狙いは……とある姉妹しまいじゃ」

　カーリーがそう言った瞬間、背後にいるアルガナが口端を裂いた。

「ロキのもとには妾わらわの子がおる。元もと、が頭に付くがのう。ちとした情けをくれてやって手放したのじゃ……ちと後悔しておるがのぅ」

「……アマゾネスの双子のことか？」

「おうよ。あの姉妹と、このアルガナとバーチェを戦わせたいのじゃ」

　訝るイシュタルはカーリーの後方に目をやった。

　同じ砂色の髪の姉妹。一人は喜びを隠しもせず、もう一人は黙ったまま。

　姿勢に違いはあれど、滲み出る戦意は両者とも滾らんばかりであった。

「妾のもとから飛び出していったあの姉妹と、妾のもとに残ったこちらの姉妹……どちらが強いのか。どちらが勝ち残り、限界を超えるのか、『器』を昇華させてのけるのか……」

　カーリーは途中から独白のように語り出し、視線を虚空に向ける。

「闘争が見たい」

「血が見たい」

「一体どちらの選択が正しかったのか……血潮の雨をすすりながら、この眼まなこで拝みたい」

　立て続けに、熱く、静かな語気で言い募った。

　恍惚した息を吐いたかと思えば、仮面の奥で見開かれた双眸がぎらつく。

　カーリー──血と殺戮を司る『戦神』の片鱗に、今度はイシュタル側のアマゾネス達が戦おののく番だった。眼前の女神が本質的に求めているのは『戦い』ではなく『殺し合い』であることを、彼女達は正しく悟る。

　カーリーの娯楽、下界に降臨した目的は『闘争そのもの』。

　動機が殺し合うこと自体に集約しているため、ある意味もっともたちが悪い。目的が単純だからこそイシュタルは御しやすいと踏んだのだが……図り損ねていた戦神の本質に、美の神は舌打ちを放つ。

　布を被る獣人の少女から、怯えるかのような、息を呑んだ音が部屋に鳴り響いた。

「お主等には姉妹以外の者を足止めしてほしい。今日アルガナ達をけしかけてみてわかったが、【ロキ・ファミリア】には【剣姫】など面倒そうな者がおる。妾わらわが臨むのは姉妹同士の決闘よ」

　長椅子ソファーの上で足を崩しながら傲岸に要求する幼い女神に、とても認められないと、イシュタルは拒否しようとしたが。

「──ゲゲゲゲゲゲッ。やらせなよぉ、イシュタル様ぁ」

　それまで黙していた巨女が、その大きな口を開いた。

「フリュネ……」

「いいじゃないかぁ、フレイヤのところと戦やる前の前哨戦さぁ。それに遅かれ早かれこの連中が港街メレンに居座っているのはオラリオに知られちまうよぉ。なら、【ロキ・ファミリア】と戦うことが目的だったと思わせちまえば、ギルドにも、フレイヤ達にも、それ以上の警戒はされない筈さぁ」

　都市への侵入、ひいては奇襲も疑われずに済む、とそのアマゾネスは語った。

　手足は短く胴は凄まじく太い。体がでかければ顔も大きく、髪型をおかっぱにした相貌は蟾蜍ヒキガエルのようだ。まさに蛙のようにしゃがれた彼女の声が耳に触れる度に、【カーリー・ファミリア】も、そして自派閥のアマゾネス達からも嫌悪感をあらわにされる。

【イシュタル・ファミリア】首領、フリュネ・ジャミール。

　Ｌｖ．５にして派閥内で最も強い冒険者だ。

「【剣姫】はアタイが押さえといてやるよぉ～」

　もっともらしいことを言っているが、フリュネの真意が全く別のところにあるのをイシュタルは察した。【剣姫】と口にした瞬間、ぎょろぎょろと蠢く目玉の中で私怨が燃え盛ったのを見逃さなかったのである。

　イシュタルは長嘆していたが、おもむろに笑みを作った。

「いいだろう、フリュネの言うことも一理ある。それに、私はロキ達も気に食わない」

【フレイヤ・ファミリア】と肩を並べるロキ達に敵愾心を覗かせながら、彼女はカーリーの申し出を呑むことにした。

「ただし、分が悪いようなら私達はすぐ切り上げる。後のことは全てお前達が担え」

「勿論だとも」

　言質を取ったカーリーは鷹揚に頷く。

　やがて、童女の女神はうっすらとした笑みを顔に張り付けた。

「飛び散る血は妾わらわを興奮させ、死線の咆哮こえは腹の底を熱くさせる。この上ない馳走じゃ。不真面目まじめな神々同士では味わえん、命を賭けた闘争……これこそ妾の追い求めていた下界の醍醐味よ」

「……」

「闘争と殺戮こそが、子の真理じゃ」

　性愛を謳うイシュタルからすれば、愛こそが不変かつ普遍の本質、と反論したいところではあったが、平行線になることは目に見えていたので口出しは止めた。

　カーリーはのたまう。

「──闘争の行く末」

　仮面に空いた穴の奥で、血のように赤い双眼を細めながら。

「それが見たいのじゃ」


















　ティオネの目が濁っていく様子を。

　姉の心が荒んでいく光景を、ティオナはよく覚えている。




　ティオネがＬｖ．２に至った同日、ティオナも昇格ランクアップを果たした。同じ部屋の住人を殺したことで。

　姉と比べて精神年齢が遥かに低かったティオナは、大切であった同年代の少女を殺した後も、『あぁ、また殺してしまった』程度の感情しか抱いていなかった。

　戦うことは好きだ。勝つ度に年長者アマゾネス達も女神カーリーも誉めてくれる。しかし、同胞を殺す度に胸がもやもやした。幼かったティオナはその言いようのない感覚を言葉にする術を知らず、ただただ持てあましていた。

　きっと血の昂たかぶりを盲目的に信じてしまえば楽になれる。他ほかのアマゾネス達と一緒になれる。無意識ではあるが、ティオナはそれを直感的に理解していた。だが胸のもやもやが彼女に歯止めをかけていた。理屈ではなく本能と感情で動く少女は、血の昂りに反比例してわだかまっていく心の奥が気になってしょうがなかったのだ。もう楽になりたい、という願望と紙一重ではあったが。

　五歳の誕生日を迎えたその日、ティオナが石部屋に帰ってくると、ティオネが先にいた。

　彼女は一人、武器や仮面を脱ぎ散らした部屋の隅で、膝ひざに顔を埋めて座り込んでいた。

『ティオネ、だれと戦たたかったの？』


『……………………セルダス』



　目の前まで歩み寄ったティオナに、ティオネは顔を上げず、消え入りそうな声で呟つぶやいた。

　セルダス。ティオナも懐なついていた。ティオネ以外で最も心を許していた相手だった。

　どちらかが死ぬまで『儀式』は続く。セルダスもティオネも、死ぬまいと必死だったのだ。

　胸のもやもやが、増したような気がした。

『……よかったね』

　その言葉はティオナの本心だった。

　血縁という響きに感慨を抱いたことはなかったが、姉であるティオネはやはりティオナの特別だった。セルダスが死に、ティオネが生き残ったことにティオナは安堵あんどを覚えていた。

　生きていて良かったね。殺されなくて良かったね。ティオナはそのつもりで言った。

　返ってきたのは、拳こぶしであった。

　それも、歴とした殺意が籠こもった。

　これまでも些細ささいな姉妹喧嘩げんかは数え切れないほどあったが、頰ほお骨を砕かれ、殺されかけたことは初めてであった。

　激痛に焼かれた頭にたちまち血が上り、ティオナは怒声を上げて飛びかかろうとした。

　だが、視界に映ったものを見て、ティオナの動きは止まった。

　ティオネは泣いていた。

　怒りと悲しみがない交ぜになった形相で、体を震わし、瞳ひとみから大粒の滴をこぼしながら。

　固められていた拳は解ほどけ、振りかぶられていた腕はだらりと下がった。

　泣き崩れる姉の姿を前にしながら、ティオナは立ちつくすことしかできなかった。




　それからというもの、ティオネの言動は荒くなっていった。

　元々良よくなかった言葉遣いが一層汚きたなくなり、暴言を吐き散らすようになった。周囲に対してはより攻撃的となり、近寄ろうとするティオナも例外ではなかった。彼女の瞳は荒んでいく心を表すように日に日に淀み、掠かすれたものになっていった。

　変化はティオネだけでなく、一気に半分以上減へった部屋の住人達にもあった。『儀式』の絡から繰りを理解した以上、誰だれも口を利きかなくなったのである。ある者はこれ以上の情を抱いてしまうのを恐れて、ある者は自分が殺されぬよう警戒して。中には悟った者もいた。本能に身を委ゆだね、闘国テルスキュラが求める『戦士』に目覚める者が。

　闘争の日々は加速する。

『儀式』に生き残り『器』を昇華させた部屋の住人には年長のアマゾネスがそれぞれ付くことになった。自力で生き延びた少女達は認められ、いわゆる師弟の契りを結ばされた。

　ティオナにはバーチェが、ティオネにはアルガナが。

　当時五歳だったティオナ達に対し、バーチェ達はちょうど十歳年上。同じ双子の姉妹、何か通ずるものがあると見なされ組み合わされたらしい。姉のアルガナと妹のバーチェは既に頭角を表し、国の中でも僅わずかしかいない次期団長候補筆頭だった。

　彼女達の鍛錬は熾烈を極めた。血反吐へどを吐かない日はなく、骨を折られた時もある。師範代がわりのアマゾネスが扱う体術を命懸けで盗まなければ、明日の自分すら危うかった。

『……はやく、立て』

　冷たい石床に倒れ伏した自分を、表情一つ変えず冷たい眼差まなざしで見下ろしてくるバーチェに、ティオナは生まれて初めて恐怖を覚えた。アルガナに痛め付けられるティオネの方がより過酷であったというのは、後になって知ったことだ。

『儀式』と並行して鍛練が進められる傍かたわら、必然的に部屋に帰る時間は少なくなっていく。あっという間に部屋の住人も減っていった。気が付けば、部屋に戻るのはティオナとティオネだけになっていた。

　辛つらいと感じる余裕さえない毎日。日に日に擦り切れて鈍感になっていく感情。得られる快感は闘争に勝利した時だけ。余計な一切いっさいを削ぎ落とし、多くの『戦士』を生み出してきた闘国テルスキュラの日常の中を、ティオナはたゆたっていた。

　そんなティオナに転機が訪れたのは、昇格ランクアップからちょうど一年が経たとうとする頃ころだった。

　鍛練前の時間を盗み、人気ひとけのない闘技場を猫のように散策していた時、出会ったのだ。

　寂れた通路に捨てられていた紙屑かみくずの塊──『英雄譚』の欠片かけらに。
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「……」

　ティオナは瞼を開けた。

　聞こえてくる微かすかな潮騒の音と水鳥の鳴き声が、夢の中から意識を引き上げる。

　懐かしい情景を見ていたティオナはむくりと上半身を起こし、隣を見た。

　寝台ベッドの主はどこにもいない。

「……もういっちゃったの～？」

　片割れがいない部屋の中で、ティオナは「う～んっ」と体を伸ばした。
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「調べる範囲を絞る」

　朝食の席で、ロキは開口一番そう告げた。

「【ニョルズ・ファミリア】、ギルド支部、街長マードックの家。調べるんはこの三つや。疑われとるって気付かせたらあかんから、あくまで昨日のノリと一緒。何も摑つかんでない風を装って、こっそり嗅ぎ回る」

　限定された対象ターゲットを聞いて、貸し切られている宿一階の食堂がざわめきに包まれる中、ロキは眷族の面々に説明を続ける。

「神ニョルズのところに探りを入れたらすぐバレるから、あっちはうちがつく。みんなはギルドと街の長んとこを頼むなー」

「【カーリー・ファミリア】は？」

「基本無視や。ただ、またちょっかいを出してくる可能性はある。必ず集団で行動すること」

　リヴェリアに答えたロキは、そこでティオネとティオナを見やる。

「ティオナとティオネには、アイズとリヴェリア付いたって。あっちの姉妹は結構ヤバイみたいやし、二人がかりで喧嘩売られても対処できるようにな。あ、ちなみに拒否権はなしや」

　物申そうとするティオネを先回りして、ロキは反論を潰つぶす。「オラリオに戻らんっちゅうなら大人しく言うこと聞きぃ」と告げる主神に、身を乗り出しかけていたティオネは不服そうに顔をしかめた。

　カーリー達と因縁が深いティオナ達の監視を言いつけられ、アイズとリヴェリアは頷うなずく。

「質問はないなー？　ほんじゃ、解散」




「ティオネの方、大丈夫かなー」

　今日も晴れ渡っている青空を見上げながら、ティオナは呟いた。

　混雑している目抜き通りを外れた路地。籠かごに入れた洗濯物や買い物袋を持つ街の住人、駆けずり回る子供達を横目に、アイズと二人で歩いていた。

「リヴェリアがいるし、心配ないと思う……」

「だといいなー。まぁ、あたし達が二人くっついている方がいちゃもん付けられやすいっていうのも、わかるんだけどさー」

　横を歩くアイズに、ティオナは間延びした声を返す。

　言動は常のように振舞っているが、本心ではティオネの側にいたいと思っていた。胸の中でらしくもない考え事をしてしまう程度には、ティオナは現状を危うんでいる。

　同時に、今もアイズが気を遣っていることにも気付いていた。

「アイズは街長マードックさんのことが気になってるんだよね？」

「うん、ちょっと……」

　話を変えるティオナに、アイズは頷く。

　気にかかることがあるという彼女の意見を受け、ティオナ達はマードッグ家、ボルグの屋敷に今から忍び込むつもりでいた。二人きりなのも隠密性を考慮してのことだ。レフィーヤ達が聞き込みを続ける裏で、何か手がかりを見出せればと思っている。

　話をしながらティオナとアイズが歩いていると──目の前で、獣人の少女が転倒した。


「あっ……！」



「っとと、大丈夫？」

　買い物帰りだったのか、抱えていた本が数枚の金貨と一緒に地に投げ出される。

　転んだ幼い少女をアイズが起こす中、ティオナは散乱した本や金貨を集めてやった。

　そして、本を拾ったところで、ティオナは動きを止める。

（……『アルゴノゥト』）

　牛人と闘う英雄の表紙──見覚えのある一冊の『英雄譚』に、瞳は釘付けとなっていた。

「ぁ、あの……お姉ちゃん」

「あ、ごめんごめん」

　アイズに支えられる涙目の少女に、謝りながら本と金貨を返す。

　英雄譚を大事そうに胸へ抱える少女に、ティオナは腰を折って尋ねた。

「その本、買ってきたの？」

「うん……店のおじさんが、お船から新しい本がいっぱい入ったって、教えてくれて……」

「……英雄譚、好き？」

「──うんっ」

　最後の問いに、少女は花が咲いたように笑った。

　こちらに感謝を告げた彼女は手を振りながら、路地の奥へ走っていった。

「ティオナ……？」

　少女の後ろ姿を黙って見つめ続けるティオナに、アイズが声をかける。

　しばらくたたずんでいたティオナは、ほのかな笑みを浮かべた。

「集めた英雄譚ほん……故郷テルスキュラに置いてきたんだっけ」

　嬉うれしそうに走り去っていく少女の背中に、あの無邪気な笑顔に、ティオナは幼き日の自分の面影──今朝けさ方見みた夢の続きを重ねてしまった。







　いつものように闘技場の訓練部屋でバーチェに痛め付けられた、その日。

　顔を血まみれにしたティオナは、部屋の隅に隠しておいたそれをごそごそと取り出し、両手に持ってバーチェに見せた。

『バーチェ……読んで？』

　それは鍛練の前に見つけた、紙屑の塊であった。

　異邦から運び込まれた書物を同胞達が捨てていったのか、見知らない文字──共通語コイネーが書き込まれていた。アマゾネスの言語でさえ読み書きできない幼子ティオナには気になっても、当然解読かいどくできるものではない。

　その時のバーチェの顔を、ティオナは今でも覚えている。

　当時から寡黙であった先達のアマゾネスが、明らかにうろたえていたのだ。

　無表情で冷酷だと思っていた彼女は盛大に動揺し、散々体からだを揺すった後、『……ま、待て』とだけ言い残し、紙屑を奪ってそそくさと部屋を後にした。

　後日、紙屑を持って現れたバーチェは、鍛練の後に内容を読み聞かせてくれた。

　何を考えているのかわからない子供の言うことなど無視しても構わなかった筈なのだが、どうにも彼女にも矜持があったらしい。十も年下の子供と同じく文字が理解できず、読み聞かせてやれないというのは沽券に関わると思ったのだ──更に後日、顔を赤くしながら『何が書いてあるか教えてほしい』と自分に頼み込みに来たのだと女神カーリーに教えてもらった──。

　女神カーリーはゲラゲラ大笑いしながら、共通語コイネーのすぐ下に女戦士アマゾネス語の翻訳を綴ってやったらしい。

『……青年は、だまされているとも知らず、王に言った。［わかりました。かならずや、囚われの王女を、迷宮ラビリンスから救い出してまいりましょう］』

『それで？　どうなっちゃうのっ？』

　松明の光の下、組み手で負った怪我けがの治療もせず、冷たい石床の上に正座と胡座をしながら、ティオナはバーチェに話の続きをせがんだ。バーチェもこんなことは初めてなのか戸惑いながら、ゆっくりと、鍛練が終わった後に少しずつ聞かせてくれた。

　勿論もちろん、物語には終わりがやって来る。ましてや本の欠片に過ぎない紙屑の塊ではその終わりが来るのも早かった。鍛練後こっそり行われていたバーチェとの不思議な交流もそこで途絶えることとなったが、ティオナの中で彼女は以前ほど恐ろしい存在ではなくなった。

『敵の攻撃を誘導しろ。ぎりぎりまで引き寄せたところで、弾はじけ』

『どうやって弾くの？』

『……弾け』

　痛みに苦しむだけだった鍛練も、少しだけ楽しみになった。

　一方で、戦うことしか知らなかった幼いアマゾネスに、初めて闘争以外の願望が宿った。

　──話の続きが知りたい。

　その願いは日が経つにつれ強くなっていった。

　そして、ある日。

『儀式』が終わった後、女神カーリーが気紛れに何か欲しいものはあるかと尋ねてきたことがあった。ティオナはすぐに答えていた。

『この本の続きが見たい』

　その願いは叶かなえられた。傷一つ付いていない本が取り寄せられ、ティオナに手渡された。

　ティオナは馬鹿ばかではあったが、愚かではなかった。柔軟な子供の頭脳は己おのれの興味に十全の力を発揮し、女神カーリーの力も借りて共通語コイネーはすぐ読めるようになった──バーチェが微妙に落ち込んだり寂さびしそうにしていたのを覚えている──。娯楽と呼べるもののない闘技場の世界で得た、戦うこととはまた別種の興奮。ティオナはすぐにのめり込むこととなった。

　それ以降、ティオナには度々たびたび戦いに勝った褒美として新しい本が与えられるようにもなった。これは餌になると判断されたとも、馬鹿な少女の姿が女神カーリーの目に適ったとも言われていた。とにかく、ティオナは多くの物語に触れられるようになったのだ。

　石部屋に持ち帰り、夜が更けようが蠟燭の下で寝転がりながら夢中になって読み耽った。日に日に部屋を埋めつくしていく物語の数々に、とうとうティオネがブチ切れて本の山に蹴けりをかますこともあった。ティオナは涙目で拳を振り回し恒例の姉妹喧嘩となったが。

　物語の欠片に──『英雄譚』の切れ端に出会って、ティオナは変わった。

　まず馬鹿さ加減、能天気さに拍車がかかった。

　そして、よく笑うようになった。

　無邪気に、底抜けの明るさで。

　それが姉ティオネの目にどう映ったかは想像に難くない。苛立いらだちの原因の一つにもなった筈だ。己が荒んでいく一方で、妹は本に瞳を輝かせ、馬鹿みたいに笑うのだから。

　当時、過酷な環境の中で何が二人の明暗を分けたのかと言えば、それは紙屑に過ぎない一つの物語との出会いに違いなかっただろう。

　この闘争と殺戮の世界で天真爛漫に笑い続けるティオナは、ともすれば異常だったかもしれない。気が付けば、まだ幼かった少女は新たな狂戦士バーサーカーの名をほしいままにしていた。

　感情が麻痺したかのように笑う彼女を、同胞達はついに気が触れたかと囁ささやいてもいた。そんなつもりはティオナにはなかったのだが。

　誰に何と言われようと、ティオナは笑った。笑い続けた。

　少女は、『英雄譚』に救われたから。







「……」

　アイズは、黙りこくるティオナの背中を見つめていた。

　身動ぎ一つせずたたずんでいたティオナは、英雄譚を持った少女の姿が消えた頃、ゆっくりと口を開く。

「ねぇ、アイズ……」

「……なに？」

「いつも笑ってるあたしって、気持ち悪いかな？」

　そっと自分の頰に触れるティオナに、アイズは僅かな時間を置いた後。

　ふるふると、顔を横に振った。

「私は、ティオナのおかげで……今が、楽しいと思う」

　言葉足らずの内容。

　だが、ティオナには伝わった。

　振り返り、嬉しそうに頰を染めて笑う。

「ありがとう、アイズ！」

　だが、やはり普段とは違った。

　いつもなら抱き着いてくるところだろうが、ティオナは何もせず、歩き出していく。

「……」

　立ち止まっていたアイズは、ややあって、その背を追いかけた。
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　アイズとティオナが街長マードックの家を目指していた同時刻。

　レフィーヤは小隊を作った他団員とともに、地道な聞き込みを行っていた。

（【ニョルズ・ファミリア】もそうだけど、ギルド支部がもし食人花の騒ぎに一枚嚙かんでいるとしたら……もう、色々大変なことになっちゃいますよね）

　支部とはいえ、もし管理機関たるギルドが闇派閥イヴィルスの残党に加担しているとしたら大問題だ。ロキが今朝告つげた対象ターゲットの候補を聞いてから、レフィーヤは不安を抱いていた。

　悶々としながら何も核心に至ってない外面がいめんを装い──対象ターゲットの探りは本命のアイズやリヴェリア達たち別働隊に任せ──情報収集を街の通りで続けていく。

「……ねぇ、おねえちゃん」

「？」

　レフィーヤが振り向くと、そこには小麦色の肌の少女がいた。

　その褐色肌を見て、まさか【カーリー・ファミリア】では、と身構えかけたレフィーヤだったが、すぐに警戒を解く。

『恩恵』を授さずかっているのならばどんなに幼かろうと小さかろうと外見に惑わされてはいけないが、少女には神の眷族特有とくゆうの雰囲気がない。常人にはない能力ステイタス故の姿勢や足の運び方などがそうだ。冒険者や戦士などという職種と目の前の少女は無縁であった。

　どうやら少女はアマゾネスではなくヒューマンのようだ。背はレフィーヤのお腹なか程度しかない。着ている薄着の服からして港街メレンの住民だろう。

　肩の位置まで伸びた黒髪を揺らしながら、紅茶のような深い色合いの瞳で見上げてくる。

「おねえちゃんは……オラリオの、冒険者様？」

「はい、そうですよ。どうかしたんですか？」

　数日前からメレンで宿泊している【ロキ・ファミリア】も住民達の間で話の種になっているのだろう。レフィーヤが腰を曲げて優しく微笑ほほえみかけると、おずおずと尋ねてきた少女は意を決したように、背伸びをして囁いてくる。

「あのね？　ずっと前から、遊び場所でへんな鳴き声がきこえてきて……」

「鳴き声……？」

「うん。湖にでた、あの長いモンスターと、似てる声……」

「！」

　少女の言葉にレフィーヤは驚愕きょうがくした。彼女が言うモンスターとは食人花のことだ。

「大人のひとに内緒って言われてたんだけど、わたし、こわくなっちゃって……」

「それは、どこから？」

「この道の、ずっと奥……」

　少女の指が示すのは、背後の路地口だった。

「ラクタ、エルフィ！」

　顔を上げ、レフィーヤは仲間の少女達の名を呼んだ。

　通りの各所に散らばって聞き込みを行っていた団員達が集まる。

「モンスターの鳴き声……本当なのか？」

「噓うそを言っているようには見えませんし……」

「手がかりもないし、調べておこうよ」

　Ｌｖ．３の兎人ヒュームバニー、そして本拠ホームの同室者ルームメイトでもある魔導士ヒューマン、他二名の団員と話し合い、レフィーヤは決めた。通りから外れた路地裏へと続く道を瞥見し、少女に依頼する。

「案内、できますか？」

　こくり、と少女は頷いた。

「私はレフィーヤって言います。貴方のお名前は？」

「チャンディ」

　チャンデイと名乗る少女に連れられ、レフィーヤ達は移動を開始した。

　街の目抜き通りとは異なって、路地裏は入り組んでおり土地勘がなければすぐ迷ってしまいそうだった。少女は勝手知ったる様子で、人気のない小径の奥へレフィーヤ達を導いていく。

「……？」

　少女のすぐ後ろ、小隊の先頭を歩いていたレフィーヤの細長い耳が、ぴくり、と。

　何かが引っかかったように、微動した。

（視線……誰かに、視られてる？）

　他の団員が気付かない中、かすかと言えどレフィーヤがそれを知覚できたのは、ひとえに第一級冒険者アイズ達の『冒険』に何度も同行したが故であった。

　口には出さずただ狼狽ろうばいするレフィーヤだったが──あたかも心の中を見透かしたように、前を行く少女は背を向けたまま、その疑念に回答した。

「アマゾネスのおねえちゃんが、来たんじゃないかな」

　えっ？　と。

　聞き返そうとした、直後。

　頭上より、謎なぞの気配が音もなく、レフィーヤの背後に降り立った。

「──」

　振り返ることは、できなかった。

　気配の主が恐ろしい速度で手刀を振り下ろし、的確に首筋を打ち抜いたのだ。

「レフィーヤ!?」

　首から上を揺さぶる衝撃と、それに伴う甚だしい目眩めまい。レフィーヤは堪らず膝を折ってその場に倒れ伏すこととなった。

　仲間ラクタ達の悲鳴が捻ねじ曲がった不協和音となって届いたかと思えば、たちまち激しい交戦音が耳朶を震わせる。視界に映る石畳が渦を巻くほどの凶悪な吐き気に意識が攪拌され、何も状況を確認できないでいると──。

　頭の上に、少女チャンディの声が落とされた。

「──神々の中には、纏まとう『神威しんい』をゼロにできる者がおる」

　声音は童女のものでありながら、語調が老媼のそれに様変わりする。

　その声の響きに、レフィーヤは霞む視界の中で、紺碧色の瞳を見開いた。

「ゼウスやオーディンなどの大神たいしん、あとは一部の神々がそうじゃ。彼奴等きゃつらは子になりすまし、気付かれることなく市井に溶け込む……これもまた下界の遊びじゃな」

　なけなしの力で顔を上げると、少女はまさに鬘かつらを脱ぐところだった。

　黒髪の下から現れるのは血のような紅の髪。懐ふところから取り出して身に付けるのは、二本の牙きばを生やした悪鬼の仮面。

　仮面に空いた二つの穴から、髪の色と同じ真紅に染まった瞳が、レフィーヤのことを見下ろしていた。

「一つ利口になったのう、ロキの子よ」

　今や立場は逆転していた。

　幼かった筈の少女は威光を放つ神に変貌し、己は無知蒙昧な子供に転じている。

　薄れゆく意識の中で、レフィーヤは自分の至らなさを恥じ、呪のろった。

「お主の身柄、預からせてもらうぞ。なに、悪いようにはせん」

　続いていた交戦音がぱたりと止み、女神の隣に砂色の髪の女戦士、無傷のバーチェが並ぶ。

　その光景を最後に、レフィーヤの意識は完全に途絶えた。
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「アルガナ……！」

　ティオネの声を、蛇の笑みが愉快そうに受け止める。

　ギルド支部へと続く一本の街路。集団を作るティオネ達の進路上に現れたアルガナは、たった一人、立ちはだかるように相対する格好を取った。


「またのこのことっ……！」



「ティオネ、下がっていろ。頭を冷やせ」

　拳を握り締め今にも飛び出そうとするティオネを引き止め、リヴェリアが前に出る。

　アイズやティオナと同じく本来の得物を整備に出している彼女が片手に持つのは代用の長杖だ。他団員達が緊迫する中、怖じることなくアルガナと向き合う。

「用件があるなら聞こう。ないのなら、去れ」

「……」

　泰然自若として告げるリヴェリアを、アルガナは見やる。

　強者の風格を漂わせるハイエルフに目を細める女戦士アマゾネスは、名残惜しそうに視線を切り、今も睨にらんでいるティオネへと目を向けた。

「ラダ・ファ・アーロ。ナハーク・ジ・ディナ、ノイ・フィ・ギャラード・ソア・ディ・ヒリュテ」

「──」

　自分に向けられた言葉に、ティオネは時を止める。

　彼女達にしかわからないアマゾネスの言語にリヴェリアが眉まゆをひそめ、他の団員達もうろたえていると、次の瞬間ティオネは激昂した。

「どういうことよ!?　説明しろ!!」

　冷静さを失った怒声に対し、アルガナは依然として笑うのみであった。

　血相を変えて詰め寄ろうとするティオネであったが、

「リヴェリア様！」

　別方向からリヴェリア達を呼び声が飛んでくる。

　ティオネ達が一斉に振り向いた先にいたのは、息を切らすエルフの団員だった。

「何があった？」

「ラクタ達が……レフィーヤが」

　ただならぬ雰囲気にリヴェリアが問い返すと、少女は蒼白になった顔で説明する。

　リヴェリア達がすぐさま顔色を変える中、はっとしたティオネは視線を前に戻す。

　僅か一瞬の間に、砂色の髪のアマゾネスは忽然と姿を消していた。


「……っ！」



　更にティオネは、女が立っていた場所に残された『あるもの』に気付いてしまった。

　それを拾い上げ、身を震わせながら、彼女は直ちに引き返すリヴェリア達の後を追った。




「……あぁん？」

　眼前の光景に。

　傷付き、血を流す眷族達の姿に、ロキの顔から一切の表情が消えた。

「ごめん、ロキっ……やられた」

　掠れ声で謝罪するのは、兎人ヒュームバニーのラクタである。

　その一報を聞き、ロキが【ニョルズ・ファミリア】の館から飛び出すと、漁港の前には負傷した団員達が担ぎ込まれてくるところだった。

　全員が重傷を負っている。その傷が戦闘によるものであるのは明白だった。とある団員は途方もない威力の拳で額を割られたのか、止血のため押し当てられた布が赤く染まっている。

　ラクタ以外はみな気絶していた。

「ロッド、手当てしろ！　急げ！」

「わかりやした！　おいてめえ等、手を貸せ！」

　主神ニョルズが指示を出し、頭ロッドが周囲に声を飛ばす。息を呑のんでいた【ニョルズ・ファミリア】の漁師達が仕事を切り上げ慌あわてて動き出すのを尻目しりめに、ロキは低い声音で問いただした。

「これをやらかしおったのは……」

「【カーリー・ファミリア】……いきなり、襲われた……」

　アイズ達はもとよりアキ達たち第二級冒険者がいなかったこの小隊は、御しやすいと、そう思われたのだろう。バーチェ一人にやられたと語るラクタは涙ながら言葉を続ける。

「レフィーヤが、連れていかれちゃった……！」

　屈辱であった。

　こちらの予想など無視して白昼堂々と襲ってきたことも、顔に泥を塗られたことも、天下の【ロキ・ファミリア】をコケにしてくれたことも。

　何より、眷族達を傷付けられたことに、ロキの怒りが許容範囲を超えた。

「あンのクソチビィ……うちに喧嘩を売りおったなァ」

　普段の飄々ひょうひょうとした表情を忘れ、ロキの顔が憤激一色に染まる。

　猫人キャットピープルのアキやエルフのアリシアを始め、騒ぎを聞きつけた団員が続々と集まってくる中、付き合いの長い眷族達でさえ、その主神の相貌に恐れを抱いた。

「おいおい、頼むからこの街の中で抗争なんておっ始めないでくれよ……」

　天界時代から覚えのある非常に危ういロキの表情に、ニョルズがげんなりするように顰めっ面を浮かべる。

　彼の言葉を右から左に聞き流すロキは、腸が煮えくり返っていたものの冷静であった。

　手当てを受ける眷族達の容態を見守りながら、あることに気付き、朱色の瞳を細める。

　気を失っている一人の団員の服から、【ファミリア】のエンブレムが引き剝はがされていた。

（エンブレムを奪う……宣戦布告のつもりかぁ？　いや、ちゃうな、レフィーヤを連れ去った時点でそんなもん……あぁ、そういうことか）

　相手方の思惑、とことんいけ好かない女神カーリーの神意を察し、舌打ちを放つ。

　集まってくる団員達に向けて、ロキは顔を上げた。

「ティオナとティオネ、呼び止めるんや。どこにも行かせたらあかん」

　既に遅きに失していることを悟りながら、指示を出すのだった。




「ちょっと、なにが起こってんの!?」

　ロキが指示を出した寸刻前。

　街長マードックの家に潜入し、帰路につくティオナとアイズもまた、その騒ぎを聞きつけていた。

　港が近付くにつれ【ロキ・ファミリア】の団員が襲われたという声が聞こえてくるようになり、彼女達の足も早まる。

「っ！」

　貿易港を抜けた先にある漁港区画に向けてアイズが加速し、一歩遅れてティオナも続こうとすると、

「──ティオナ、来て」

「えっ、ティオネ!?」

　突如視界の横から現れたティオネに手首を摑まれ、引っ張られる。

　アイズと引き離れたばかりか暗い裏通りに問答無用で引きずられたところで、ティオナは手を振り払った。

「なにすんの、ティオネ!?　何かあったんでしょ、どうしてこんなところに……！」

　文句をみなまで言わせず、ティオネは先程アルガナに伝えられた言葉をそのまま告げる。

「人質を預かったラダ・ファ・アーロ。返してほしければ夜ナハーク・ジ・ディナ、造船所に姉妹だけで来いノイ・フィ・ギャラード・ソア・ディ・ヒリュテ」

「！」

「さっき、アルガナが私に言った言葉よ。襲われたのはラクタ達。その中で……レフィーヤが攫われた」

　状況を端的に説明すると、ティオナは呆然ぼうぜんとした。

「ふざけやがって、あいつ等……！　あたし達を釣るために、【ファミリア】に手を出しやがった……！」

　主神に負けず劣らずの激憤、仲間を巻き込んでしまった負い目。あらゆる感情が渾然となりティオネはあらん限りに歯を食い縛った。

　怒りに燃える姉を前に、口を噤んでいたティオナは尋ねた。

「……どうするつもりなの？」

「聞かなくてもわかってんでしょ、あんた」

　姉の鋭い視線と、妹の真まっ直すぐな眼差しが交わる。

　二人の世界から街の喧騒が遠ざかる中、ティオネは言った。

「私達の手で、ケリをつける」

　けじめを付けるために。二度とこんなことが起きないように。

　揺るがない覚悟を秘めた姉の言葉に、ティオナは黙りこくった後、一度目を伏せた。

「ティオネ……」

「何よ」

「アイズ達を頼っちゃ、駄目なの？」

「あんたっ、この後に及んでどこまですっとぼけてんのよ!?　私達のせいでレフィーヤ達は──！」

「でもあたし達、家族ファミリアでしょ？」

　顔を上げたティオナの言葉に、ティオネの怒声は途切れる。

「もうあたし達、前とは違うよ」

　妹の言わんとしていることに、今度は姉が懊悩する番だった。

　唇を嚙み、眉間みけんに皺を刻むティオネは、逡巡を断ち切るようにアルガナが残していったものをティオナに投げつける。

「これは……」

　ティオナの手の平が受け止めるのは、【ロキ・ファミリア】のエンブレム。

　滑稽な笑みを浮かべる道化師トリックスターには、四本の切り傷があった。

「警告よ。二人だけで来いって。もしアイズ達と行ったら……あいつ等、これからもずっと付き纏うつもりよ」

「……」

　縦一本の線の上に引かれた三本線は、闘国テルスキュラの『儀式』の中で『繰り返す』ことを意味する記号だ。モンスターの連続討伐など、闘技場の試合形式を発表する際に用いられる。

　たとえアイズ達と協力してレフィーヤを取り返したとしても、【カーリー・ファミリア】は襲撃を繰り返す。ティオネ達との決闘──『儀式』の実行が叶うその日まで。

　切り刻まれたエンブレムは、カーリー達の意志を物語っていた。

「私達が『儀式』に応じなければ、あいつ等は今日みたいなことをまた起こす。何度でも、いつまでも。勝負を邪魔されてもいけない」

「……」

「私達の手で終わらせるしかないの。アイズ達にも……団長達に頼っちゃ、絶対に駄目」

　二人の間に沈黙が落ちる。

　ティオネは自分が意固地になっているのがわかっていた。【ファミリア】を巻き込みたくないというその言葉は、ともすれば仲間を信頼していないという意味と同義であると。

　しかしわかっていても、譲れなかった。

　これだけは、闘国テルスキュラとの因縁だけは自分達の手で断ち切らなければ。

「……わかった」

　ティオネの決意が伝わったのか。

　ティオナは時間をかけて、ゆっくりと頷いた。

「アイズ達に隠し事はやだけど……これは、そういう風にしないといけない気がする」

　寂しそうな表情を浮かべる妹に、ティオネは視線を足もとに落とした。

　やがて、その場から歩み始める。

　表通りに背を向けて、人目から逃れるように。

　ロキやアイズ達に何も話さないまま、暗い路地裏の奥へ奥へ。

「また、前みたいに……」

　路地裏の形に切り取られた空を見上げながら、ティオナはぽつりと呟いた。

「二人ぼっちに、戻ったみたいだね」

　背中を叩たたくその言葉に。

　ティオネは、何も言えなかった。
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　太陽はとうに頭上から消え、西の空へ吸い寄せられていた。

「アイズ、ティオナ達は見つかったか？」

「ううん、見つからない……」

　夕刻が迫りつつある中、メレンの中を奔走していたアイズは一度いちど拠点の宿に戻ってきた。

　団員達が慌ただしく動き回っている宿の一階、ロキとリヴェリアのもとへ足を運ぶ。

「ごめん、ロキ、リヴェリア。私、ティオナと一緒にいたのに……」

「いや、それを言うなら私に非がある。ラクタ達のもとへ急ぐことにかまけて、ティオネの様子を見ていなかった……ティオナを連れていったのも、あの娘こだろう」

　謝るアイズにリヴェリアは目を瞑りながら頭かぶりを振った。全すべて自分の落ち度だと。

　忸怩たるものを僅かに歪ゆがめた眉目から滲にじませるリヴェリアは、「今それを言うのは詮のないことだ」と告げた。

　既に意識を切り替えている彼女に倣い、アイズもそれ以上の謝罪と後悔は止める。

「ラクタ達は？」

「リーネ達がもう治療を済ませてある。すぐに、というのは難しいだろうが、しばらくすれば動けるようになる筈だ」

　仲間の無事に内心で安堵しながら、アイズは続けざま尋ねた。

「【カーリー・ファミリア】の方は、見つかった？」

　ティオナ達がアイズ達のもとから去ったように、【カーリー・ファミリア】も霧散する霧のようにその行方ゆくえをくらませていた。レフィーヤ達が襲撃された騒動の後、街の住人も全く彼女達アマゾネスの姿を見た者はいないと言っている。

「アキ達が手分けして探っとる。っと、ちょうど帰ってきたみたいや」

　テーブルに腰かけ、組んだ足を揺らしていたロキの言葉通り、開け放たれている玄関からアキとアリシアがやって来た。

「だめ、今日まで泊まってたらしい宿はもぬけの殻。忍び込んでみたけど、手がかりらしいものもなし」

「メレンに乗って来たガレオン船は残っていますが、やはり誰もいませんでした……」

　顔をしかめる第二級冒険者達の報告に、ロキはふぅむと指で己の顎を撫なでる

「訪れたばっかの土地で上手うまく隠れんぼできるわけあらへん……やっぱり、連中には協力者がおるな」

　ロキの推察に、アイズ達の間で緊張が走った。

　そんな中、エルフのアリシアが挙手をする。

「まず、相手の狙ねらいをはっきりさせておきたいのですが……」

「まぁ十中八九ティオネとティオナ……闘国テルスキュラの『儀式』とかいうのをやろうって腹やろ。あの童女神クソチビも含めて生粋きっすいの戦闘中毒者バトル・ジャンキーみたいやしな。そんで、ティオネ達もその誘いに乗った」

「ラクタ達を襲われた挙句、レフィーヤを攫われたのがティオネ達に火をつけたか」

「レフィーヤ……」

　ロキやリヴェリア達の会話の中で上がったエルフの少女の名を聞き、アイズの中で心配が募る。ティオナ達もそうだが、連れ去られたレフィーヤのことも気がかりだった。

「ティオネ達の捜索は続けるとして……連中は見つけ次第ブッ潰す。アイズたん斬りまくってええでー。リヴェリアも砲撃まほうブッ放してやりー」

「この街中でできるわけないだろう……」

「そもそも、攫われているレフィーヤはどうするのよ……」

　アイズの目から見て、ロキの怒りは未いまだに収まっていなかった。

　さらっと冗談のように言っているが、うっすらと開いている双眸そうぼうはちっとも笑っていない、

　頭に片手を添えるリヴェリアと半眼のアキの突っ込みに、ロキは問題ないとばかりに片手を振った。

「こう言っちゃあれやけど、レフィーヤにはティオネ達を釣る『餌』以上の価値はない。人質に取られるなんてまずありえん。まぁ、土壇場になったら何をやらかすかわからんけどなぁ」

「その根拠は敵の求めているものが『闘争』そのものであるから、という解釈でいいんだな？」

「そーいうことや。全力で殺し合うには人質なんて雑音にしかならへんやろ。あっちはうちらが水を差すのを何とか足止めしようとしてくる筈や。だから、思いっ切りはっ倒してやりぃ」

　聞かずとも理解しているリヴェリアに頷き、ロキは唇をつり上げる。

　アイズにはその主神の笑みが、女神カーリーはレフィーヤの命を奪わないことを本質的に見抜いているようにも見えた。

「なぁアイズたん、連中と戦ったのは自分しかおらんのやけど、あのボインボイン姉妹抜ぬいたら、敵の強さってどんくらいやと思う？」

「……私が戦ったアマゾネスは、Ｌｖ．３から、４」

　昨日目抜き通りで交えた一戦を思い出しながら、アイズは自分の感想を語った。

　ティオナやティオネと同様、種族独自の体術が厄介だ。何より自分の命など度外視して深く間合いに踏み込んでくる思い切りの良さ、命の奪い合いに慣れ切った者達の戦術。殺生に踏み切れない者ならばまず手の動きが鈍る。アイズもそうだった。

【剣姫けんき】の率直な説明に、アキやアリシアは難しい表情を浮かべた。

「幹部はともかく、敵の中堅はこっちより手強そうね」

「ええ、悔しいですが……」

「私やアイズを含め、武器を整備に出しているのも痛いな」

　リヴェリアの言葉を横で聞きながら、ふーむ、とロキは軽く天井てんじょうを見上げる。

　そこでアイズは、唐突に「あ」と思い出した。

　騒ぎのせいで渡し損ねていたものがあったのだ。

「ロキ」

「ん？　なんやこれ、アイズたん？」

　防具である腰具の下に繫つないでおいた、小袋をロキに手渡す。

　それはティオナとともに潜入した街長マードックの家で手に入れた、『収穫』であった。

　顔を寄せて説明すると、耳を傾けていたロキは見る見るうちに笑みを浮かべた。

「でかした、アイズ」

　そう言って、ロキは座っていたテーブルから下りる。

　宿の者から羽根ペンと羊皮紙を借り、手早く文章を綴った。

「アキ、ちょっとお使い頼まれてくれへん？」

「別にいいけど……今から？」

「ああ、至急や。やることは全部そこに書いといた」

　羊皮紙は二枚あった。手渡されたメモ書きに視線を落としたアキは頷きを返し、まさに猫のように素早く宿から出ていく。

　それをアイズ達と一緒に見送ったロキは、茜色に染まりつつある窓の外を見やった

「さて、あとはティオネ達の方やな……」
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　今になってこんなことを思い出すのは、今だからこそ、なのだろう。




　大切な者を殺し、その瞳が荒野のように掠れていくティオネの前に一人のアマゾネスが現れた。そしてその日から、これまで以上の地獄は始まった。

　アルガナ・カリフ。闘国テルスキュラの中でも頂点に君臨する頭領候補筆頭。

　誰よりも女神カーリーと本質が近かったアマゾネスとの鍛練は、凄惨の一言であった。

　初めて会った日、アルガナは幼いティオネを徹底的に『壊した』。何か意図するところがあったのではない。『闘争』にしか興味を示さない女戦士には戦場アリーナでの殺し合いも、暗い石部屋で行われる鍛練も同義だったのである。

　血まみれの肉と化したティオネがアルガナに抱いたのは、実妹ティオナがバーチェに抱いたように途方もない恐怖であり、そしてそれ以上の怒りであった。

　灼熱の激痛と朦朧とする意識の中で、ティオネには目の前の女戦士こそ闘国テルスキュラの象徴のように見えたのだ。自分に姉貴分セルダスを殺させた国の慣習そのものに。

『……いいぞ、お前』

　怒りと戦意を失わなかったティオネを、心身が『壊れなかった』少女を、アルガナは気に入った。倒れながら殺意の眼差しを向けるティオネの前で、彼女は浴びた返り血をその長い舌で美味うまそうに舐なめ取った。

　アルガナの戦い振りと蛮行は闘国テルスキュラの中でも轟いていた。彼女は対戦相手の血を『啜すする』。蛇のように尖とがった歯で相手の皮膚に食らいつき、絶叫が散ろうが泣き叫ぶ声が響き渡ろうが、生き血を吸うのだ。極上の美酒に酔いしれるように、強者の血肉を取り込むように。

　迷宮都市オラリオのように二つ名という習わしがない──『儀式』で勝ち残るアマゾネスはみな『真の戦士』と呼ばれ称えられた──闘国テルスキュラの中で、彼女はただ一人【女神の分身カーリマー】の異名を持っていた。主神さえも認めた凶戦士である。

　己を蹂躙し、己の返り血を舐め取るアルガナに唾棄と嫌悪は抱かない日はなかった。哄笑を上げ虐げるアマゾネスに憤激を覚えない時はなかった。皮肉にも、ティオネの怒りに基づく二種の『スキル』──強力な武器はアルガナの鍛練の中で発現することとなる。

　アルガナへの反感を決定的にしたのが、彼女がＬｖ．５に至った時のことだった。

　その日、激戦を経て帰ってきたアルガナに、ティオネは問うていた。

『……あんたは、何も思わないの？』

　同じ釜の飯を食べて同じ石部屋で育った、まさにセルダスとティオネのような間柄の同胞を、アルガナは殺めた。いつものように血を啜り、嘆きの声に構わず惨殺してみせた。

　全身に重傷を負い、自分のものとも相手のもとも知れない鮮血を滴らせるアルガナは、心底不思議そうに首を傾かしげた。

『私はあいつを喰らって強くなった。それだけだ。何を思う必要がある？』

　闘国テルスキュラの絡繰り。拍子抜けするほど簡単な、強さの秘訣ひけつ。

　Ｌｖ．４の戦士を生み出すために、Ｌｖ．３の戦士同士を殺し合わせる。

　Ｌｖ．５を誕生させるために、Ｌｖ．４の戦士達を共食いさせる。犠牲にする。

　まさに蠱毒こどくの壷であった。闘国テルスキュラは、そんな世界であった。

　同時にティオネは自分の直感が正しかったことを悟った。目の前に立つ女は、まさに闘国テルスキュラが生み出した蠱毒の蛇バケモノなのだと。

『お前もいつまで敗者セルダスのことを引きずっている？　ただの供物くもつに、悲しむ振りなんてするな』

　逆上して飛びかかったティオネだったが、結局けっきょく満身創痍のアルガナにも敵わず、返り討ちにあった。

　怒りと恥辱にまみれるアルガナとの鍛練、そして生き残るために同胞を殺していく『儀式』を送る中で、ティオネの瞳と心は加速度的に擦り切れていった。死んでしまえば楽になるのでは──そんな考えが過よぎったことはあったが、死ぬことは自分が恨むあらゆる事柄に屈し負けたことのように思え、怒りの源泉たる少女の本能が許さなかった。

　一方、そんなティオネとは対照的に、ティオナは明るくなっていった。

　原因はわかっていた。『英雄譚』だ。

　あの物語の数々に触れたことで、愚妹の能天気さには磨きがかかった。一度死しんだ魚の目で頁ページをめくってみたが読めなかった上に、ティオナの口から教えられても全く楽しさなど理解できなかった。

　妹は年長の同胞から異質なものを見るような目を向けられていたし、気味悪がられていた。

　ティオネは、苛立っていた。

　憎んでいたのかもしれない。

『私は苦しんでいるのに、何であんたは──』

　そんな言葉が何度口くちから出かかったか、わからなかった。




　ティオネとティオナは変り種のアマゾネスに違いなかった。

　同世代の者が望むと望まざるにかかわらず闘国テルスキュラという環境に順応していく傍ら、ティオネは怒いかり、ティオナは笑った。

　ティオネは常に反抗的で、主神にさえ罵倒を吐いた。女神カーリーはそんなティオネも愛しい子を見るような目で楽しそうに聞き流していたが。

　ティオナは無邪気な言動で、自分自身だけでなく主神をよく笑わせた。女神カーリーがそんなティオナを気紛れに神室しんしつへ呼び出す機会はざらにあった。

　周囲の者にとって、ティオネ達たちは唯一の神に暴言を吐く狼藉者であり、神の寵愛を受ける嫉妬の対象だった。同胞達が姉妹同士の『儀式』を望むのも当然の成り行きであった。

　Ｌｖ．２の昇格ランクアップから二年。アルガナとバーチェの容赦ない鍛練を経て急激に能力ステイタスが成長し、Ｌｖ．３昇華の機運が熟しつつあった七歳の誕生日直前。妹との闘争が近付いてくるのを、ティオネは肌で感じ取っていた。

　そして、柄にもなく繰り返していたティオネの数え切れない葛藤は──ある日のティオナの発言により、無駄なものへと成り果てた。

『カーリー。あたし、ティオネと戦いたくない』

　その日の『儀式』を終え、神の称賛のため勝者が召喚されていた広間の中で。

　ティオネの愚妹は、前触れなく願ったのだ。

『二人で、この国から出たい』

　他のアマゾネス達はもとより、バーチェ、アルガナでさえも啞然あぜんとした視線をティオナに送った。童女の女神は仮面の奥で目を細めるのみであった。

　あの時、他の者と同様に立ちつくしていた自分が何を感じていたのか、ティオネはもう思い出せない。

　ただ一度保留ほりゅうとなったその願いは、後日、叶えられることとなった。

　神の気紛れか。ティオネとティオナは石の闘技場を抜け出し、広大な半島から出国することを許されたのである。

　──何よ、それ。

　妹は女神カーリーのお気に入り。褒美に『英雄譚』を与え、可愛かわいがられているのは知っていた。

　今までの日々は何だったのだ。今日までの苦悩は何だったのか。あの馬鹿な妹が笑えばこうも簡単に解放されるものであったのか。そんなものであって、よかったのか。

　今まで目にすることのなかった青い海、峻厳な山脈、清らかな風、美しい外界の光景に感激しはしゃぎ回るティオナの隣で、ティオネは涙を流した。それが感動などと一言で済ませられる単純な情動だけでは決してないことを、まだ七歳の少女は理解していた。

　姉と妹、夜と朝、闇やみと光、怒りと無垢むく。

　同じ血を分けた双子だというのに、何故なぜこうも違うのか。一体どうして？

　その時のティオネは、ティオナに対するあらゆる感情が募るのを止められなかった。大声で、無我夢中で叫び散らさなければ、妹の首に手をかけてしまったかもしれない。

　様々な感情の中から見つけ出したものは、自分にはないものを持つ妹への『羨望』だった。

　それがわかってしまったティオネは、初めて自分を殺したくなった。







「……」

　ぎりっ、と。

　過去の記憶の中に追いやられていたティオネは、歯を嚙んで、鳴らす。

　うつむき加減になった彼女の横顔を、茜色の光が焼いていた。

「へぇー、こんなとこあったんだー」

　記憶のものより成長した妹の暢気な声が、広い空間の中に響き渡る。

　ティオネとティオナがいるのは街外れに存在する廃工場だった。錆び付いた鉄鋼や船の器材が辺りに積み重ねられ、床では雑草が自由に伸びている。穴が空いた天井や壊れた鎧戸からは暮れなずむ空の光が差し込んでいた。

「ここで夜まで待ってればいいの、ティオネー？」

　アイズ達と別れたティオネとティオナは、人気のない場所を求めてこの廃工場に辿たどり着いていた。

　建物の外が夕暮れの景色に包まれる中、既にお気楽に振舞っている妹を、ティオネは鋭い眼差しで見据えた。

「ティオナ」

「なに？」

「組み手、するわよ」

　突拍子もないティオネの言葉に、ティオナは瞬きを繰り返した。

「……今、する必要があるの？」

「あるのよ」

　暇な時があれば本拠ホームの中庭で組手を行う二人だが、今は平時と状況がまるで違う。

　ティオナのもっともな疑問に対し、ティオネは片足を引き、構えた。

「本気よ。本気でするの。じゃなきゃ、意味がない」

　有無を言わせない雰囲気を悟ってか、ティオナもゆっくりと構える。

　廃工場の中央で、二人は向かい合った。

「──」

　先に仕掛けたのは、ティオネである。

　踏み込むと同時、本気で拳を繰り出した。

　文字通り手加減はなく、怒りの感情を乗せて放った。

　虚をつかれたティオナは何とか腕で防いだものの、あまりの威力に大きく後退する。

「痛ったぁー!?　ちょ、ティオネー!?」

「本気でやれっつっただろ!!」

　悲鳴を上げるティオナに、ティオネは叫び返した。闘国テルスキュラにいた頃と同じ口調で。

　姉のそのただならぬ眼力を受け、ティオナも致し方なく全力で応戦した。

　激しい殴打の音が穴だらけの工場の壁と廃材をびりびりと鳴らす。躱かわし切れず、防ぎ切れない互いの拳と蹴りは相手の肌を容易たやすく傷付けた。攻撃が掠めたティオナの唇から血が滴り、回し蹴りを防いだティオネの腕が青く腫れ上がる。人目を忍ぶという当初の目的など姉妹の頭からとうに抜け落ちていた。


「ッ……！」



　拳を交わすうちに、ティオネの視界は白く燃えていった。

　次第に色々な感情が、幼い頃に置き忘れてきた沢山の言葉が口もとまでせり上がってくる。

　力という形で己の激情を吐露していたティオネは、とうとうそれを声に出した。

「ねぇ、知ってる？　私、あんたのこと大っ嫌いだったわ」

　それを聞いて──ティオナは笑っていた。

「知ってるよ！　聞かなくてもわかった！」

「今も嫌い」

「そっか！」

　あの頃と何も変わらず、唇を曲げている。

　凄すさまじい肉弾戦を繰り広げながら、顔に笑みを湛えている。

　その笑顔に、ティオネの苛立ちに拍車がかかった。

「いつもいつもヘラヘラ笑いやがって！　あんたはちっとも変わらない!!」

　堪らず怒声とともに強烈な上段蹴りをブチ当てると、ティオナはすぐに言い返した。

「ティオネは、変わったよね！」


「────」



　ティオネの双眸が見開かれる。

「ロキ達と会って、フィンのことを好きになって、ティオネ、変わったよ！」

　攻撃の激しさはとどまることを知らない。

　繰り出す鉄拳に己の想おもいを乗せながら、ティオナは笑みを弾けさせる。

「あたし、それが嬉しかった！」


「っっ……そーいうところがっ」



　揺らいだ瞳を無理矢理逆立てたティオネは、猛りながら渾身の一撃を見舞う。

「腹立つって言ってんのよ!!」

「え、なに？　聞こえなーい！」

「てめぇ!?」

　ぐらぁ!!　と叫び散らすが、ティオナはどこ吹く風だった。

　無邪気に笑い、天真爛漫に闘い、喜んで舞うように技を交わす。

　──変わらない。この馬鹿はどんな時だって変わらない。

　──この笑みを見て、色々考えることがいつもくだらなくなるのも、変わらない。

　苛烈さがどんどんと増していく中で、互いの闘舞はいつしか嚙み合うようになり、ティオネの唇もまるでその笑みに引き寄せられるように綻んでいく。

　気付けば、双子の姉妹は笑い合っていた。

　ティオネは本来の目的も忘れ、ティオナとの殴り合いを楽しんでいた。







[image: ]







　そして。

「「おぐぅ!?」」

　互いの拳が、互いの頰にめり込んだ。

　彫像のように固まっていたティオネとティオナは、ぐらりと体勢を崩し、二人揃そろって仰向あおむけに倒れ込む。

　伸び放題の草花が、姉妹の体を受け止めた。

「はぁ～。これでまた引き分け」

「そうね」

「あたしの勝ち越しのままだね～」

「はぁ？　違うわよ、負け越してるのはあんた。私の方が勝ち星は上」

「違わないよ」

「違うわ」

「違わないっ」

「違うっ」

　手足を投げ出し、大の字になって言い争っていたティオネとティオナは、やがて笑声を漏もらした。

　けたけたという子供のような笑い声が、忘れ去られた廃屋の中に反響する。

「ねぇ、何でこんなことしてたんだっけ？」

「さぁ……もうどうでもよくなっちゃったわ」

　見ずともティオナがうっすらと笑っているのがティオネにはわかった。今の自分の顔も穏やかになっているだろうことも。

　二人寝転がって見上げる視界が眩まぶしい。穴の空いた天井から降ってくる朱色の光が、ティオネ達の顔を照らしている。

　穴の先に見える綺麗きれいな空に目を細めながら、前にもこんな会話をしたな、とティオネは思い返した。

　あれは、そう、闘国テルスキュラにいた時、ティオナへの顰蹙ひんしゅくが高まっていた頃だ。

　ティオナは女神カーリーのお気に入りだったから、周囲の目につくのは当然だった。出る杭は打たれる。主神を敬う一部のアマゾネス達は嫉妬か、怒りか、妹を闇討ちしようと企くわだてていた。それを未然に防いだのが、どういうわけか自分だった。

　当時のティオネにとってヘラヘラ笑って付き纏ってくる妹は目障りで、しょっちゅう苛いらついていた。無邪気に女神カーリーと話をする彼女を口汚く罵ったことだってある。こんな場所に閉じ込めるろくでもない神と慣れ親しむなと。ティオネだってティオナが気に食わなかった筈なのだ。

　だが、やはり家族だった。あの冷たい闘技場の世界の中で、唯一の絆きずなだった。残されていた寄る辺だった。だから、きっと守ったのだ。考えてのことではなく。

　闇討ちしようとしていたアマゾネスを真夜中の廊下で待ち伏せ、迎え撃ち、叩き伏せた。中には己より格上の戦士も交ざっていて、盛大な罵り合いと命懸けの追いかけっこを繰り広げた。

　そしてボロボロになって石部屋に帰ってくると、ティオナは本に囲まれながら、ぐーすかと眠りこけていた。腹が立ってしまったティオネはその顔に蹴りを入れた。そこからは当然のように大喧嘩。憤慨する妹と日が昇るまで殴り合った。

『なんで喧嘩してたんだっけ……？』

『……忘れた』

　力つきて大の字に転がる互いの体。鉄格子が取り付けられた小さな窓から差し込む朝日。

　その光を浴びて、けらけら笑う妹は、その時のティオネには何かかけがえのないものとして映った。口が裂けても面と向かって言うことはなかったが。

　様々な感情が情景とともに呼び起こされる。

　辛い世界の中で妹に抱いていたものは怒りと殺意、そして情も確かに存在していたのだと。

　ティオネはそれを懐かしく思うと同時に、胸の中のわだかまりが薄らいでいくのを感じた。

「ねぇ、ティオネ」

　名を呼ぶ声が、回想に耽っていたティオネの意識を引き上げる。

　上体を起こすと、ティオナも同じように体を起こした。

「もしさ。カーリー達のところに行って、二人で戦えって言われたら、どうする？」

　座った姿勢のまま視線を交わし、ティオナは尋ねてきた。

　過去、未遂に終わった『儀式』を再現させようと姉妹同士の闘争を強要されたら、と。

「戦うわ。そんで、あんたを殺す」

　妹の問いに、ティオネはあっさりと答えた。

「少なくともそのつもりで行く。じゃないと、私があんたに殺されるもの」

　表情を変えず、ティオネは淡々と告げる。

　ティオナも神妙な顔で見返してきた。

「でも、そんなことは起きないわね。間違いなく」

「えっ、どうして？」

「アルガナは私、そしてバーチェはあんたに執着してる。私達を殺すなら自分の手で……そう考えているわ。絶対にね」

　だから今も、【ロキ・ファミリア】との抗争という危険性リスクを犯してまでレフィーヤ達を襲い、人質まで手もとに置いているのだ。アルガナの爛々とした殺気を思い返すティオネは自身の予想は間違っていないと確信していた。

　ティオネはややあって、腰の小鞄ポーチからあらかじめ用意しておいた高等回復薬ハイ・ポーションを取り出しティオナに投げた。危うげなく取る彼女の前で、自分の分も一気にあおる。

「ティオナ、体は？」

「えっ？　治ったけど……」

　回復薬ポーションを飲み干したティオナは小首を傾げていたが、やがてようやく得心がいったように自分の両手を見下ろした。握って開いて、それを繰り返した後、ティオネに頷きを返す。

「ティオネ、これからは？」

「夜までやることなんてないでしょ。休むなりなんなりしてなさい」

　ティオネはそう言い返して立ち上がろうとしたが、ティオナが胡座をかいたまま器用に前進してきた。

　何よ、と嫌そうな顔を浮かべていると、案の定笑わらいかけてくる。

「ねぇ、久しぶりに一緒に寝ない!?」

「……はぁ？」

「夜まで英気を養わなきゃ！」

　英気なんて言葉よく知ってたわね、というティオネの指摘は、ティオナが立て続けに喋しゃべったことで出番を失った。

「それに前はいつも一緒に寝てたじゃん！」

「……旅の時でしょ。野宿だったから仕方なくよ。あんたはただの湯たんぽ代わり」

「えー」

　口を尖らせるティオナに、当時のことを根に持つティオネは眉をつり上げる。

「あんた、寝相が悪くて最悪だったんだから。何度顔かおを殴られたことか」

「あたしだって殴られたもん！」

「当たり前でしょ!?　やり返すわよ！」

　ギャーギャー言い合いを続けていた二人だったが、結局ティオナに押し切られ、ティオネは夜までともに寝ることになった。げんなりしているとティオナは工場の隅から埃ほこりを被かぶった布切れを見つけてきて、嬉しそうにティオネとともにくるまった。

「おやすみー」

「あんた、絶対夜よるには起きなさいよ……」

　廃材の山に背をあずけた格好で、何でこんなことに、と溜息ためいきを堪こらえていると、妹の頭が肩に寄りかかってきて、結局嘆息たんそくを吐き出した。

　ティオナはすぐに寝息を立て始めた。イラッとしたが、耐えた。

　闘国テルスキュラを出た後、国や街を転々としながら旅をしていた時も同じだった。

　屋根もない寒空の下で、荒野の岩陰や森の中での野宿。先に寝るのはいつもティオナで、ティオネは後。

　──きっと、妹ティオナも同じ夢を見るのだろう。

　ティオネはそう予感しながら、自らも瞼を閉じた。
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　闘国テルスキュラから旅立ったティオネ達を待っていたのは、美しい大自然の景観だった。

　海と山があった。森と谷があった。丘と花畑があった。あの石の闘技場で目にすることはかなわなかった、初めて見る外の世界であった。

　感動した。打ち震えた。

　世界はこんなにも広いのだと初めて知った。

　青い空がこんなにも綺麗であることに初めて気が付いた。

　戦場アリーナの形に切り取られた空は、何もかも憎かったから。

　当初こそ闘国テルスキュラから出たことに困惑頻りだったティオネも、その掠れていた瞳と荒んでいた心に色を取り戻していった。枯れていた野花が水を吸い、潤うように。

　いつも能天気に笑う妹と並んで、少しだけ、本当に少しだけ、笑えるようになった。

　ティオナはそれを見る度に、とても嬉しそうに破顔していた。

　女神カーリーは出国を認めた他にも、ティオネとティオナに情けを寄こした。己との契りを解除しつつも【ステイタス】を封印しなかったのである。再契約可能、いわゆる他神との『改宗コンバージョン待ち』の状態である。これのおかげで強化された能力ステイタスの力を残しながら、幼い少女二人だけでも旅を続けることができた。女神カーリー曰く『可愛い娘むすめ達への餞別じゃ』とのことだが、ティオネから言わせれば、何を今更、クソくらえ、であった。

　闘技場の中で地獄を見てきたティオネ達は大抵の事柄は乗り越えることができたが、しかし戦うこと以外は無知であった二人だ、戸惑う場面はあった。金銭は勿論のこと、対人関係は特に最悪で、行きずりの行商にティオナが何度も騙だまされ、盗賊にだって数え切れないほど襲われた。全て逆襲してやったが。自給自足サバイバル方面は敵なしだったので、まさに当時のティオネ達は野生児と言って差し支えなかっただろう──ちなみに共通語コイネーは屈辱であったが妹ティオナに教えてもらい何とか扱えるようになった──。

　ティオネとティオナが初めて訪れた他種族の共同体は、港街メレンに似た海辺の漁村だった。食い扶持を稼ぐために怪魚モンスター退治を引き受けてみると思いの他ほか上手くいかず、怒り狂ったティオネは不承不承ながら村に在籍する【ファミリア】に臨時加入することにした。能力スタイタスが更新可能となり、ティオナともどもＬｖ．３に昇格ランクアップしたのもこの漁村でのことである。

　だがティオネは、不真面目まじめで娯楽好きな神々に決して心を許さなかった。それは団員達にも同じだった。新しく改宗コンバージョンするには一年の時を置くという【ファミリア】の規則ルールを踏まえ、自分達が派閥に身を置くのは一年間、期間中は用心棒や労力として働く代わりにその後は契約を解除して解放することを、入団前に必ず約束させた。

　以降、どの国やどの都市に訪れた際もその条件を徹底させた。ティオネ達の戦力を惜しみ引き止める神々や団員達は後を絶たなかったが、ティオネは耳を貸さなかった。生意気な態度のせいで既団員と衝突し、喧嘩別れすることもざらだった。

　ティオネが唯一側にいることを許したのは、ティオナだけだった。

　まず強くなければ相手のことは決して認めず、それを抜きにしても己の懐から妹以外の者は排斥した。闘国テルスキュラでの経験トラウマが原因だったのか、死ぬことのなかった妹いもうとを除き、他者との接触を頑かたくなに拒んだのである。何かを恐れるように。

　様々な世界を覗のぞく度に、色々な発見があった。

　だが終始、ティオネとティオナは二人ぼっちだった。

　闘国テルスキュラの頃から何も変わらない。己の半身、片割れにしか心を開かない。どんなに広い下界の大地を旅して回っても、ティオネ達は二人ぼっちの世界で生き続けた。

　人懐こいティオナがティオネの姿勢スタンスをどう思っていたかはわからない。だが彼女はずっと付いてきた。ティオネと同じく、寄る辺が彼女しかいないことを本質的に理解しているように。

　ティオナは決してティオネの手を手放しはしなかった。

『ティオネー。あとちょっとしたら、また【ファミリア】を出ていくの？』

『そうよ。嫌なの？』

『んー、ここは神様も他の人達も優しいし、寂しいけど……』

　ある日、ふと尋ねてきたティオナは、いつものように笑った。

『でも、やっぱりティオネがいてくれるだけでいいや』

　安堵したのと同時に、世界から弾き出された感覚を覚えたのは、決して気のせいではなかっただろう。




　ティオナは太陽だった。

　燦々と輝いて煩わずらわしいことこの上ない。彼女が馬鹿みたいに笑っていると最初は途方もなく苛つくのだが、その笑顔を見続けているうちに、握り締めていた拳を下ろしてしまう。

　認めよう。救われていたのだろう。

　些細なことで喧嘩し、何事もなかったように飯を食い、にこにこと笑う彼女の隣でたまに自分が微笑する。それだけでいい。この馬鹿な妹さえいればいい。他者との絆を知らない当時のティオネは、ティオナのおかげで二人ぼっちの世界も受け入れていた。

　目的のない旅は続いていく。

　二人ぼっちで構わないと思っていながら居場所を探し求める矛盾の旅路。決して奪われることがないように【ファミリア】に身を置きながら、『器』と強さを磨き、巡り会った者達に背を向ける。何かを期待しながら、出会いを求めない二人の行路は延々と続いた。

　そして、五年前のこと。

　ティオネとティオナは無断でとある船に密航し、『世界の中心』──迷宮都市へと辿り着いたのだ。
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「じゃからぁ、暇潰しにちょこっと話を聞かせてもらうだけでいいのじゃ」

「……」

　口を尖らせてぶーたれる童女の女神を前に、レフィーヤは、図り損ねている表情で口を閉ざしていた。

　子供に変装した女神カーリーとバーチェに誘拐されたレフィーヤは、つい先程目めを覚ました。

　今いる場所は岩窟のような空洞で、広さは場末の酒場程度といったところである。黒い岩肌で形成されており、無論レフィーヤにはここがどこであるのかわからなかった。

（空気が湿ってる……汽水湖、ううん、海の近く？）

　気取られないように唇を小さく舐めるレフィーヤは、周囲の情報から状況を整理する。

　時間はわからないが、凝り固まっている体を顧みるに五時間以上は経過しているだろう。ダンジョンの小部屋ルームで休憩レストを取った時と状況がよく似ている。夜が近いか。

　空洞の中にいるのは自分を除けば、目の前で胡座をかいているカーリー、他は見張りのアマゾネスが四名。Ｌｖ．は恐らくこちらと同等か上。自分の両手には鎖が雑に巻かれている。

（『ミスリル』や別の精製金属インゴットでもない、ただの鎖みたいですし……千切ろうと思えば千切れそうですけど……）

　完璧かんぺきに身動きが封じられているわけでもない。拘束だけならば抜け出せると判断するレフィーヤだが、

「止めておけ。お主もわかっているじゃろう？　不用意に動けばここにおる者が一斉に取り押さえる」

「……」

「小声で詠唱を口ずさもう、などという腹積もりもお勧めせん」

　仮面を被るカーリーが、思考を見抜いているように笑みと一緒に忠告してくる。

　黙りこくるレフィーヤに向けて、更に言葉を重ねた。

「こやつらも闘国テルスキュラでは一端の戦士じゃ。鼠の足音にも気付くし、詠唱は潰し慣れておる。全てが終わるまでの間喉のどを潰され、血に溺れながら碌に呼吸できないのも嫌じゃろう？」

「……っ!?」

　語られる内容にぞっとする。

　闘技場で日々殺し合うアマゾネス達は、対戦相手の魔法詠唱を封じる手立てを心得ているのだ。それこそ一切の躊躇ちゅうちょもない、残酷のやり方で。

　顔色を青くさせるレフィーヤに、カーリーはうむうむと頷いた。

「なに、大人しくしていれば危害は加えん。ことが済んだら、解放してやろう」

「私は、アイズさん達……ティオナさんとティオネさんを釣るための『餌』ってことですか？」

「さて、どうじゃろうなぁ」

　Ｌｖ．４への資格を手に入れたと思っていたらこれだ。敵の手の内に捕まった己の不甲斐ふがいなさを心底悔くやむレフィーヤは【ファミリア】の仲間に謝罪しながら、目の前にいるカーリーを睨んだ。女神は言及をのらりくらりと躱し、取り合おうとしない。

「お主がティオネやティオナの話を聞かせてくれるなら、教えてやらんでもないぞ？」

「……だから、それは」

「別に弱点を探ろうだとかそういうつもりではないと言っているだろうに。妾わらわのもとを離れた後の二人の話を聞きたいだけじゃ」

　そう言って、小さな右手でぺちぺちとレフィーヤの頰を叩く。

　あうあう、と身をよじって呻うめくエルフの少女に、カーリーは微笑んだ。

「巣立っていた娘むすめのことを知りたい、親の心境というやつじゃのぅ」

　慈愛の眼差しを浮かべる幼い女神に、レフィーヤは声に詰まり、うろたえた。

　散々悩んだ後、じっと見つめてくる女神の視線に耐えられず、口を開く。

「大した話なんて、できませんけど……」

「よいよい。大したことのない話を聞きたいのじゃ」

　カーリーに促され、レフィーヤはぽつぽつと語り始める。

　レフィーヤが羨うらやましいと思ってしまうほどティオナはアイズとの仲が良かったり、ティオネは団長のフィンに求婚を繰り返すほど夢中になっていたり……取りとめのない話ばかりだ。

「あっはははははははははは!!　あのティオネが、恋する乙女おとめ!?　噓じゃろう、傑作じゃー！　だははははははははははははっ！」

「わ、笑い過ぎじゃあ……」

　両手を地面に突きながら、下着が見えるのもはばからず、まるで拍手するように両の足裏をパンパンと何度も叩く。

　出会った最初から恋する乙女であったティオネしか知らないレフィーヤは、仮面の奥の目尻に涙を溜ためるカーリーに汗を流した。

　腹を抱え笑い転げていた童女の女神は痙攣けいれんが収まった頃、ようやく体を起こした。

「そうか、そうか、あのやさぐれた娘むすめが恋か……。なるほど、変わってしまうものじゃのぅ。あやつは一生鋭するどいままだと思っていたが、やはり不変の神々わらわたちとは違うということか」

　並べられる言葉には、感慨があった。先程レフィーヤが女神から感じた慈愛に近いものだ。

　主神であるカーリーを説得できれば、彼女の情に訴えれば、不毛な戦いも止められるのではないか。眷族達に抱く彼女の愛は、きっと本物だ。

　そう思ったレフィーヤは、カーリーに懇願していた。

「あの、戦いを止められませんか？　ティオナさんもティオネさんも、きっと戦いたくないと思っています。カーリー様が、慈悲を恵んでくだされば……」

　レフィーヤのその説得に対し。

　穏やかな顔付きだったカーリーは──悪鬼の仮面の下で、薄い笑みを浮かべた。

「できぬ」

　愕然とするレフィーヤに向けて、断言する。

「妾わらわは闘争と殺戮を求めてこの下界に降りてきた。確かに子は愛しい、じゃが唯一無二の娯楽を手放すなど嫌じゃ。御免蒙こうむる」


「……っ！」



　非常に自分本意な発言に、レフィーヤの体に熱が宿る。

　今の状況も忘れ、彼女の喉は声を張り上げていた。

「主神かみ様がそんなだから、闘国テルスキュラは殺し合いが絶えないんじゃないですか!?　沢山の人が死んでしまうんじゃないんですか!?」

「これこれ、勘違いするでない。闘国テルスキュラは妾わらわが訪れる前からああいった国じゃった。こちらの我儘わがままで国の歴史と文化をねじ曲げようなど……それこそ神の暴挙、下界への冒瀆じゃ。子供達からすれば業腹ものではないか？」

　事実だけを述べるカーリーに、レフィーヤの荒らげた声が勢いをなくす。

「それ、は……」

「妾わらわは、子等こらに『恩恵』を恵んでいるに過ぎん」

　堪らずレフィーヤが視線を移せば、アマゾネス達は何も意見することなく周囲にたたずんでいた。それは忠誠を誓う主神への無言の肯定であある。

「ロキの子よ。何故、妾わらわがティオナ達を国から出したか、わかるか？」

「……？」

「あやつ等が初めてじゃったからじゃ。闘国テルスキュラから出たいと具申してきたのは」

「！」

「来る者は拒まず、去る者は追わず……出たいというのなら妾わらわは解放してやるとも。無論、『恩恵』を授けてまで育てやった恩……手放す見返りは頂くがのう」

　だがどうじゃ、とカーリーは言う。

　後にも先にも闘国テルスキュラを出たいと言ったのはティオナ達だけ。他のアマゾネスは国に残り闘争の日々を続けている。望んでも叶いはしないと最初から諦あきらめている意志薄弱であるのなら、もとより救済する価値もない、と。

　全ては子供達の意志次第。闘国テルスキュラは女戦士アマゾネスの聖地としてなるべくして成り立っていると、カーリーは告げる。

「妾わらわが慈悲深い女神だと勘違いしたのか、ロキの子よ？」

「っ……」

「子を救う久遠くおんの灯火ともしびなど炉の女神にでも任せておけばいい。妾わらわは他の神々と何も変わらん。下界に『未知』と興奮を求める、快楽主義者よ」

　酷薄な笑みを浮かべながらカーリーは立ち上がった。

　レフィーヤの監視をアマゾネス達に任せ、この場を後にしようとする。

「待ってください！　……貴方の目的は、何なんですか？」

　説得が不可能だと悟ったレフィーヤは、去ろうとする背中を反射的に呼び止め、そのように尋ねていた。

「目的か。多々あるが、そうじゃのう。今は……」

　足を止めた童女の女神は、紅の髪を揺らして振り向く。

「闘争の行く末。殺戮の果てに生まれる『最強の戦士』とはいかほどのものか……それを見てみたい」

　目を見張るレフィーヤに向けて、カーリーは口角を引き裂いた。
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　空が蒼然とした闇に染まっている。

　港街メレンには夜が訪れていた。流れゆく雲が星の輝きと月の輪郭を隠し、絶え間なく移ろっている。時折切きれ間から覗く月の相は金色の光に満ち溢あふれていた。

「そろそろね……ティオナ、準備しときなさい」

「わかった」

　仮眠を終えたティオネとティオナは、廃工場から暗くなった空と街を眺めていた。

　アルガナに伝えられた刻限はもう迫っていると見ていいだろう。今日で過去を清算するため、二人はカーリー達のもとへ乗り込む用意をする。

「ねぇ、ティオネ」

「なに？」

「昨日、ロキと何を話してたの？」

　全く意外なところから来た質問に、ティオネは一瞬、動きを止めてしまった。

「……今それを聞くの？」

「何となく気になってさー」

　本当に何となく聞いたのがわかり、ティオネは吐息をついた。

　気紛れな猫のような妹に、いい加減に片手を振る。

「本当にどうでもいいことよ。聞くだけ無駄」

「そっか」

「私、ちょっと港までの道を確認してくるわ」

　平然としながらティオネは廃工場を出る。

　だが、告げたような確認はせず、小径に入ったところで足を止め、壁に寄りかかりながら夜空を仰いだ。

「──なぁ、ティオネ。酒、一緒に飲まん？」

　アルガナに惨敗を喫した日の夜、つまり昨夜。

　居た堪れずアイズとティオナのもとを飛び出し、一人でバルコニーにいたところ、ティオネは酒場から戻ってきたロキに捕まった。

「……やめて。そういう気分じゃないの」

「んー。なぁティオネ、悩みがあるんだったら……」

「いつでも頼りなさい、って？　余計なお世話よ、こういう時だけ主神面づらしないで」

　アルガナに打ち負かされた屈辱とやり切れなさで心が荒れていたティオネは、いつにない悪態をロキについてしまった。

　そんなティオネに、ロキは気にした素振りも見せず言った。

「いーや。うちじゃなくて、フィンのこと思い出したらええ」

　その名前を聞き、ぴくっ、とティオネは肩を揺らした。

「今のティオネ、初めて会った時と似とるわ。そん時よりも、もうちょっとピリピリしとるなー」

「……っ」

「だから、フィンと出会った時のこと、思い出したらええ」

　表情が保てないティオネに向かって、ロキは笑いかけた。

「丸くなって、めっちゃ可愛くなったティオネの方が、うちは好きやなー」

　──好き放題いいやがって。

　その言葉をとうとう口にすることはできず、ティオネは足を引きずって主神の前から去った。

「……団長ぉ」

　昨夜のことを振り返るティオネは、消え入りそうな声で呟いた。

　今、自分の立っている場所が揺らいでいることに危機感を覚える。駄目だ、後戻りはしてはいけないのだ、と必死に自分に言い聞かせた。

「……」

　そんな姉の切ない呟きを、ティオナは聞いていた。

　気付かれないようその場を離れ、廃工場に戻りながら、ティオネと同じように空を仰ぐ。

　オラリオにやって来て、二人ぼっちではなくなった日のことが、遠い昔のように感じられた。







　白亜の巨塔のみならず、目の前で見上げた都市の巨大市壁に圧倒されたことは、今でも覚えている。

　オラリオに入るには数日以上もの時間を要した。ティオネは苛立ちに苛立ち、流石の自分も辟易してしまったほどだ。何でも都市外の恩恵持ちは他国他都市の密偵を防ぐため厳しく取り締まられているらしく、それは無所属フリーの者でも例外ではなかったそうだ。確かにＬｖ．３──第二級冒険者に相当する双子姉妹が、主神と【ファミリア】もなしに現れてはオラリオといえど面食らうだろう。

　都市に入るに当たって、ギルドは条件を提示した。それは必ず都市内の【ファミリア】に入団すること。Ｌｖ．３の戦力を見す見す逃すことを嫌い、首輪を嵌はめようという魂胆だった。『中に入るのは容易く外に出るのは困難を極める』。そのように説明されたティオナが、オラリオに抱いた最初の印象は『面倒で窮屈な場所』だった。きっとティオネもそうだったろう。しかし、オラリオはティオナ達を退屈だけにはさせなかった。

　ようやく都市に入った次の日、大勢の者がティオナ達のもとに押しかけてきた。無所属フリーのＬｖ．３が都市門をくぐった情報があっという間に広がり、屈強なアマゾネス姉妹──容姿も整っている美少女姉妹──を獲得しようと、多くの探索ダンジョン系の【ファミリア】と神々が躍起になったのだ。

　ティオナ達がオラリオに興味を持ったのは無論、ダンジョンの存在だ。女戦士アマゾネスの血が騒ぎ、腕試しをしたくなったのである。しかし迷宮にもぐるには──正確には冒険者登録を経てギルドの万全な支援サポートや換金制度を受けるには──派閥入団が不可欠であった。

　これまでなら適当に見繕った【ファミリア】に仮入団するところだが、勧誘かんゆうにきた派閥の数は半端はんぱではなく、安宿の前に何重もの人垣ができる有り様だった。自分の派閥こそティオナ達を手に入れると殺気立ち、諍いも起きていた。

　かまびすしい勧誘スカウトの喧騒にティオネがあからさまに苛立っていた中、ティオナは多くの冒険者達の前で、叫んだ。

『じゃあ、勝負しよう！』

　自分達に勝った者の【ファミリア】に入ると、手っ取り早く提案したのである。

　その場にいた冒険者達はこぞって参加し──そして全滅した。連戦による疲弊を見越して漁夫の利を狙った【ファミリア】の目論見も木っ端微塵に粉砕された。闘国テルスキュラの生活で戦い慣れすぎていた二人のアマゾネスは、オラリオの上級冒険者も撃退してしまったのである。

　それからも連日ティオナ達のもとへ押しかける冒険者は後を絶たなかったが、全て返り討ちにあった──当時の騒動は『げえっ、【大切断アマゾン】!?』と恐れられる武勇伝として五年経った現在でも語り継がれている──。

　ティオナ達の目に適う【ファミリア】は中々現れなかった。

　そして、オラリオの冒険者といえどこんなものなのか、と失望を抱きかけていた時──彼等【ロキ・ファミリア】はやって来た。




　ティオネが、ロキ達を見て最初に思った感想は、『いけ好かない連中』。

　露出の激しい自分達の衣装に鼻息荒く興奮する女神、苦笑する軟弱そうな小人族パルゥム、片目を瞑り見つめてくる絶世の美貌のエルフ、面白おもしろそうに髭ひげをさするドワーフ。今までの冒険者達とは違い、はっきりと値踏みしてくるその視線が気に食わなかった。

『私達、数え切れないくらい同胞みうちを殺してるけど、それでも勧誘かんゆうするわけ？』

　活きのいいアマゾネスがいると聞いて会いに来た、と言う彼等に、ティオネが試しにそう脅してやると、

『君達が同じ過ちを繰り返した時は、それは僕達の見る目がなかっただけということさ。まぁ、その心配はなさそうだけどね』

　小人族パルゥムの首領──フィンはわかった風な口で返答してきた。

　──何よ、こいつ。

　その言いようにティオネの神経は逆撫でされ、悪感情が募っていった。フィンの第一印象はティオネにとって最悪も最悪であった。

　勝負に勝てば入団する条件を確認し、ドワーフの仲間に声をかけるフィンに、ティオネは言ってやった。

『あんたが頭かしらなんでしょ？　なら人に任せてないで、自分てめぇで戦えよ。それともやっぱり怖いのか、臆病者の小人族パルゥム』

　その挑発に一瞬きょとんとしていたフィンは、再び苦笑を浮かべた。

『ベートといい、最近の若いもんは生意気な連中が多いのかのぅ』

『最初に出会った頃のお前もそうだっただろう、ガレス』

　ガレスとリヴェリアの会話を他所よそに、フィンは了承してティオネと戦うことになった。張り切っているティオナはそのままガレスと。

　当時のティオネは貧弱な小人族パルゥムを馬鹿にしていた。自分より小さいこんな種族に負ける筈がないと思っていた。また、旅の中で自分より強い者には何度も会ったが、アルガナやバーチェのような化物に会うことはついぞなく、それも偏見と油断を増長させていた。

　ましてや、オラリオの第一級冒険者の名声など無関心であった。

　小人族パルゥムの勇者の名を、ティオネは知らなかった。


『────』



　勝負は一瞬だった。小さな体に腕を取られ、ティオネは宙を舞っていった。

　激昂して再度襲いかかっても結果は同じ。完膚なきまでにティオネは敗北した。ティオナはというとガレスにブッ飛ばされ目を回していた。

　石畳の上に座り込み啞然とするティオネに、小人族パルゥムの勇者は告げた。

『約束だ。僕達の【ファミリア】に入ってもらう』

　悠然と自分を見下ろしてくる雄おすの瞳に、ティオネは生まれて初めて味わう感覚──胸の高鳴りを感じてしまった。




　オラリオに来て、ティオネは変わった。

　フィンに出会えて、少女は変われた。

　蔑んでいた小人族パルゥムにこてんぱんに負けた時、胸を打ち抜かれた。『恋』であった。

　武力を誇る己を負かした男に、強い雄に、多くのアマゾネスは心を奪われる。その雄の子を産みたいと思う。ティオネも同じだった。

　一抹の不満があるとすれば、フィンは理知的であり荒々しい雄ではない──などという思いもあっさりと裏切られた。一度ひとたび『魔法』を使えばフィンはたちまち凶戦士と化す。フィンは獰猛たる戦士の顔を秘めていたのだ。

　やばい、運命の相手だ──!!

　ティオネの条件を次々と満たしていくフィンはまさに理想の雄、英雄であり勇者だった。

　知れば知るほど、側にいればいるほど、心を奪われていっていまう。彼は優しく、聡明で、強い。運命だ、運命なのだ！

　戦うことしか知らなかったアマゾネスの少女は、初心うぶであった。

　故に、誰よりも乙女になる可能性を秘めていたのだ。

『団長！　……団長の好みの女って、どんな人ですか？』

『ンー、まともな人格さえあればそれで十分だけど……あえて言うなら、お淑しとやかな人物が好ましいかな？』

　本入団した【ロキ・ファミリア】での生活を送っていく傍ら、ティオネは変わっていった。意識的に努力したところも、実妹に引かれるほど無意識な部分も引っくるめて、全て。全くの笑い種だが、フィンの好みに合わせようと必死になった。汚い口癖ぐせも物腰も矯正した。少しでも知的に見えるように中途半端な長さだった髪も腰まで伸ばした。フィンといつも一緒にいる、リヴェリアのように。

　恋する乙女を超えた愛に燃えるアマゾネスの爆誕である。だが満更ではなかった。明日を迎えるのが楽しくなった。ティオナは腹が立つくらいニヤニヤと嬉しそうに笑っていた。

　ダンジョンの戦いもティオネの血潮を燃やすのには十分だった。入団直後、同伴した『遠征』は早々にティオネ達をＬｖ．４へと押し上げるほどの『冒険』であった。一人は勿論のこと、ティオナと二人だけでは決して攻略できない地下迷宮は仲間との連帯感を、他者との絆を育んだ。

【ロキ・ファミリア】には不思議な少女もいた。

　アイズ・ヴァレンシュタイン。【剣姫】の二つ名を持つ、神にも劣らない美貌を持つ金髪金眼の冒険者。当時昇格ランクアップ最速の記録レコードを持っていると聞いた時はそれは驚いたものだ。Ｌｖ．２になった年齢こそ自分達の方が早いものの、こちとら生まれてから殺し合いを続けてきた戦闘部族だ。それにティオネ達は最初の昇格ランクアップに五年かけているが、あの金髪金眼の少女は一年。フィン達を含め、やはりオラリオの冒険者は頭がおかしいと驚嘆した──アイズという少女は特に異端だったわけだが。

　アイズは団員達と滅多に交流を持たなかった。本拠ホームで見かけるのは決まって中庭で取り憑かれたように剣を振る姿で、ふと気が付けば『遠征』でもないのにダンジョンにこもっていた。彼女と一分以上話せていられるのはロキとリヴェリア達だけだった。

　浮き世離れした少女にティオネは当初、別段近寄ろうとは思っていなかったが、彼女の妹は違った。

『アイズって子、昔のティオネと似てるよね』

『はぁ？』

　一体どこが、と訝いぶかしげな顔をすると、ティオナはいつものように笑った。

『うん、やっぱりあーいうの、あたし見過ごせない！　あの子と友達になってくる！』

　そこからはなし崩し的に三人で行動するようになった。ティオナの攻勢に最初はうろたえっ放しだったアイズも、時間をかけて小さな笑みを見せるようになった。後にアイズに憧あこがれて【ロキ・ファミリア】に入団したレフィーヤもここに加わった。

　愛する人ができた。

　仲間ができた。

　探し求めていた居場所が見つかった。

　この日のために悲しみと苦しみが、忌々いまいましい過去があった。

　そう自分に言い聞かせれば、過去と決別できるような気がした。事実、その通りとなっていた。

　でも、現在いまは──。

『二人ぼっちに、戻ったみたいだね』

　ティオナが呟いた言葉が、ティオネの脳裏に蘇よみがえった。







「……」

　オラリオでの日々を回顧していたティオネは、前を向いた。

　これ以上の迷いを封じ込め、廃工場へと戻る。

「行くわよ、ティオナ」

「わかった」

　因縁を断ち切るため、過去を清算するため、姉妹は出発した。




「アイズさん、港でアマゾネス達を見たっていう漁師がいました！」

　メレンの街中。

　引き続きティオネ達と【カーリー・ファミリア】の消息を追っていたアイズのもとに、第二級冒険者のナルヴィが情報を持って駆け付けてくる。

「……港の周辺で、見張ろう。何か見つけたら、閃光弾か『魔法』を空に撃って」

「わかりました！」

「相手を見つけても、私かリヴェリアが行くまで、仕掛けちゃ駄目」

　口数の少ない唇から何とか言葉をひねり出すアイズ。

　敵の頭領姉妹を警戒する【剣姫】の指示に、ナルヴィと他の少女達は頷いた。

　リヴェリアや他団員達に伝えるため、アイズの前から散っていく。

「レフィーヤ……ティオナ、ティオネ」

　頭上を見上げた後、アイズは喧騒に溢れる通りを走り出した。




「街壁の見張り役に聞いたが、ティオネ達らしき者の姿は見ていないそうだ。勿論、【カーリー・ファミリア】もな」

「となると、潜伏先はまだメレンの中か……外壁しきりのない汽水湖方面か」

　リヴェリアの報告を聞いてロキは呟いた。

　場所は拠点として利用している宿、街を展望できるバルコニーである。

「それと、アイズ達が情報を摑んだそうだ。港で動きがあるらしい」

「ん、決まりやな。わかった、うちもこれから漁港の方へ行く」

　手すりのもとでたたずんでいたロキは振り返り、頷く。

　部屋の中の光を背に浴びながら、リヴェリアは主神の側に歩み寄った。

「本来の目的である食人花の件も片付いていない。やることが山積みだな」

「あぁ、そっちはアイズたんのおかげで大体の絡繰りはわかった」

「なにっ？」

　あっさりと告げるロキにリヴェリアは顔を向ける。

　彼女に「あとで話すわー」と手を振りながら、視線を前に戻す。

「今回の事件に絡まっとる、『糸』の方はわからんけどなぁ……」

　ロキは鋭い眼差しで、街の夜景を見据えた。




「盤上の外から蟻どもを見下ろすというのも、悪くないな」

　港街の中で一番の高級宿。

　その最上階でイシュタルは豪奢の椅子いすに腰かけていた。

「ロキの幹部の一人でも減らせれば得というものだ。私怨を買ったとしても矛先はあの田舎者どもに向く……連中が使い物にならなくなった場合は、計画の実行は遅れるが、別の勢力を呼べばいい」

　当事者達から離れた安全地帯で悠々としている女神は美味そうに煙管キセルをくわえる。

　紫煙を吐き出しながら、窓の外に広がる湖と港を見下ろした。

「イシュタル様……」

「帰ったか、アイシャ。どうした？」

「言いつけ通り運んだけど、何だい、ありゃあ？」

　イシュタルのもとに現れたのは、長脚の悍婦だった。

　報告のため足を運んだ彼女は、その美貌を硬い表情に変えている。

「ああ、お前達は初めて見るのか……。私もよく知らん、ただあれを使ってこそこそと動き回る連中と、繫がりがあるだけだ」

「……」

「何か言いたいことがあるのか、アイシャ？」

　妖しく細められた紫水晶アメジストのごとき美神の瞳に、悍婦は息を止める。

　間もなく彼女の右手は何かを思い出すように痙攣し出し、咄嗟とっさに視線を切った。

「……持ち場に、戻るよ」

「ああ、頼んだぞ」

　部屋から出ていく悍婦に薄い笑みを浮かべながら、イシュタルは再び煙管キセルに口付ける。

「レナァ、アタイの鎧は持ってきたかぁ～い？」

　──イシュタルのいる最上階から離れた、宿の大部屋。

　都市オラリオから戻ってきた少女のアマゾネスから、巨女のフリュネは武装を受け取っていた。

「こ、これ……斧も、一緒に」

「ったく遅いんだよぉ、不細工がぁ～。昨日のうちに出たくせにぎりぎりになりやがってぇ」

「商会伝手に、都市の検問をくぐり抜けるのに時間がかかって……ご、ごめん」

　まだ若い団員が怯おびえる中、フリュネは袋に詰められた装備を片手で奪い取る。

　口を開ければ、赤く染まった重厚な鎧が光沢を放った。

「ゲゲゲゲゲゲッ。今日こそブッ潰してやるよ、【剣姫】ぃ～」

　愉悦と怒りが交ざった醜悪な笑みを浮かべるフリュネは、大部屋の隅に視線を飛ばした。

「準備しなぁ、春姫ハルヒメェ！」


「…………はい」



　純白布を頭から被る少女が、消え入りそうな声で呟く。

　胸を片手で押さえ、ぐっとうつむいていた彼女は、粛然とした動きで巨女の後に従った。




「来い、来い……ティオネ」

　闇夜に身を隠しながら、アルガナはティオネの名を呼んでいた。

　結わえた砂色の髪を揺らし、蛇のごとき双眼を獰猛に輝かせる。

　彼女の背後では、多くのアマゾネスが潮風を浴びながらその時を待っていた。

「瞑想か、バーチェ？　珍しいのう」

「……」

　一方、アルガナがいる場所とは異なる、岩窟然とした空洞内。

　レフィーヤが囚われている場所より遥かに広い空間で、カーリーは地に座している砂色の髪のアマゾネスに声をかける。

「早くティオナと戦やりたいか？」

「……」

「ふふっ、聞くまでもなかったか」

　紗幕で口もとを覆う戦士は、無言のまま瞼を開ける。

　その瞳もまた、姉のものと同じく戦意に溢れていた。

「妾わらわも楽しみじゃ……宴が始まるぞ」

　カーリーは仮面の下で猛々しく笑う。

　女神の宣言が空洞内に響き渡り、溶けていった。




　汽水湖がわななくように震え、波を湖岸に打ちつける。

　長い夜が始まろうとしていた。


















　楕円を描く巨大な汽水湖、ロログ湖の形状に沿ってメレンの港は築かれている。

　中央から東側にかけては貿易港と漁港が建っており、メレンの中でも最も賑わいのある区画だ。対して西側はとある『巨大船』を停泊させる広大な船着場と、造船所となっている。

　船着場の方は件の船が入港していない際は貿易港から溢あふれた客船を止めるため解放され、今も多くの船が繫つながれていた。陸おかを抉えぐるようにして築かれた造船所はというと、修復途中の船や建造途中の商船が存在している。

　ダンジョンからモンスターが進出し、海でも被害が絶えない今の時代、船体──特に船底を頑丈な精製金属インゴット等とうで表面処理コーティングするのは主流となっている。無論、『ミスリル』を始めとした精製金属インゴットは高価なので、それを処理するのは富者個人の船か大型船に限られているが。

　迷宮都市オラリオはダンジョンの鉱石──硬度の高い『黒銀鋼ノスティール』などを売りつけここでも利益を上げている。『ドロップアイテム』の取り引きは商業系【ファミリア】や商人にも認められているので、彼等も冒険者達から買い取った鉱石を積極的に商談に出していた。

　船大工の姿はどこにも見えず、造船所は暗闇くらやみに包まれていた。魔石灯は全すべて停止しており、作りかけの木製の船がその歪いびつな輪郭を浮かび上がらせている。辺りに漂うのはオラリオに玄関口に似つかわしくないほどの不気味な静けさだ。

　そんな造船所の一角に、アルガナはいた。

「待ってたぞ、ティオネ、ティオナ」

　現れたティオネとティオナに、アルガナはアマゾネスの言語をもって迎える。彼女の背後には多くのアマゾネスがいた。

　笑みを浮かべる女に、ティオネは同じ言語で問いかける。

「ここ、夜遅くでも船大工が働いている筈なんだけど……どうしたの？」

「眠ってもらった」

　舌打ちを放つティオネの隣で、今度はティオナが口を開いた。

「レフィーヤは？」

「カーリーと、バーチェのところだ。ここにはいない」

　拙かった共通語コイネーとは反してアマゾネス語を喋しゃべる様は流暢で、淀みがない。

　アルガナは腕を伸ばし、街の外れを指で示した。

「この先へ行け、ティオナ。道はすぐにわかる。バーチェが、お前を待っている」

　その指示に、ティオネとティオナは一度顔かおを見合わせる。

　すぐに、こくり、と頷うなずき合った。

　互いを二分させ、連携を防ごうとする相手の要求を姉妹は呑のんだ。

「ティオナ、負けるんじゃないわよ」

　一瞬、雲の隙間から顔を出した月明かりを浴びながら、ティオネは口を開いた。

　前にいるアルガナを見据えたまま、背中越しに妹へ言葉を送る。

「……うん、ティオネも」

　短い言葉を交わし、ティオナは走り出す。

　姉と別れ、アルガナの示す方角へと向かった。

「ティオネ、お前はこっちだ」

「……」

　警戒を払いながら、ティオネは誘導に従った。

　多くのアマゾネスとともに闇に紛れて移動し、港に留められたとある大型船へと乗り込む。

「ここで戦やろうって言うの？　すぐにバレるわよ？」

　眉まゆをひそめながらティオネが指摘しても、アルガナは笑うのみだった。

　代わりに他ほかのアマゾネス達が素早く動き出し、船の中へと消える。

「見つかろうが問題ない。誰だれも来ることなどできないからな」

　彼女の言葉が引き金だったかのように、船はゆっくりと動き出した。

　ティオネが驚いていると、船腹から突き出た複数の櫂かいが漕がれ、見る見るうちに港から離れていく。

「即席の闘技場だ。私達の国のものより狭いが、な」

　櫂を操あやつるアマゾネス達によって船が湖面を切って進んでいく。

　震動を足もとから感じながら、考えたわね、とティオネは呟つぶやいた。

（沖まで出れば邪魔はまず入らない……どっちかがくたばるまで、勝負を続けられるわけね）

　船の動力──櫂の漕ぎ手は上級冒険者に匹敵ひってきする闘国テルスキュラの戦士達だ。たとえ同じ櫂船で追ったとしても速力の差によってまず接近できないだろう。

　誰も立ち入れない海上の闘技場リング。

　アルガナが望む『儀式』を行うにはまさに相応ふさわしい。

　カーリーの入れ知恵かとティオネは察するのだった。




「──見つけた」

　ティオネ達が船へと移動していた時、アイズの瞳ひとみは遥か距離のあるその光景を捉とらえていた。

　港付近の建物の上、ひそんでいた屋根から立ち上がり後方に声を投げる。

「ナルヴィ、みんなを呼んで」

「はい！」

　返事を聞くが早いか、アイズは発走した。

　他の団員達より先行する形で造船所の方角へ急行する。

（ティオネ……！）

　ティオネ達が乗り込んだ船が進み出すのを見て、アイズも敵の狙ねらいを察した。

　汽水湖を出る前に、湖峡こきょうから海へと出てしまう前に捕捉しなければ。

　金色の弾丸と見紛うアイズの疾走が更に加速する。

　だが、そこへ──。

『──オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォ!!』

「!?」

　破鐘われがねの咆哮が轟いた。

「あれって、食人花!?」

「こんな時に！」

　船から下ろした大量の積荷を置いておく蔵置区画を爆発させ出現したのは、合計七本の長軀。極彩色の花弁が花開き、醜悪な大顎が平和な港街を震撼させる。

　アイズから遅れて屋根の上を移動していた団員達が、驚愕きょうがくの声を上げた。

「う、うぁああああああああああああああああああああああ!?」

　食人花が現れたのは港中央、貿易港付近。空に伸びるその長軀を見上げ、港に残っている水夫達が悲鳴を上げて逃げ出す。

　何で、どうして今、本当に偶然──？

　刹那のうちに無数の疑問が脳裏を走り抜けていくアイズは思索する暇も許されず、決断を迫られた。

　己おのれの前方、ティオネを乗せた船が離れていく。

　自身の後方、振り下ろされる食人花の触手によって停泊している客船が砕かれていく。

　貿易港から瞬く間に悲鳴が拡散していく中、瞠目していたアイズは、苦悩を封じ込める思いで叫んだ。


「っっ──先に食人花モンスターを!!」



　足場に着地するともに制止ブレーキをかけ、引き返す。

　仲間ティオネを乗せた船に背を向け、アイズは一般人の人命を優先させた。

「食人花!?」

　アイズと団員達が食人花を攻撃するその光景を、ティオネも捉えていた。

　ぐんぐんと加速していく船の上で啞然あぜんとしていると、アルガナが声をかける。

「あれはただの足止めだ。それ以上でも以下でもない。気にするな」

「……あの食人花モンスター、結局あんた達も絡からんでたってわけ？」

「何を言っているのかわからん。私達も、足止めの方法は聞いていなかったからなぁ」

　こちらの険しい視線に対し、アルガナは嚙かみ合っていない会話をするだけだった。

　ティオネが苛いらついているうちに船は汽水湖から湖峡こきょうを越え、とうとう海へと出る。港街メレンが視界の奥で小さくなり、岸も遠ざかっていく。

「そんなことはどうでもいい。さぁ──戦やるぞ」

　時は満ちたと、アルガナはこれまでにない喜びの笑みを作る。

　ティオネは口を閉ざしたまま振り向き、応じるように『儀式』の相手と対峙たいじした。




「……」

　視線の先で、金髪金眼の冒険者達がモンスターを迎撃している。

　振り下ろされた触手によって真っ二つに折れ、転覆する船。貿易港から逃げてくる水夫に商人、指を差して固まる漁師達。女子供の甲高い悲鳴が街の方角からも聞こえてくる。

　視界に映る全ての光景を前に、その人物は、逃げ惑う亜人デミ・ヒューマン達の波に逆らうようにその場から離れた。

「──リヴェリア」

　その人物の動きを、ロキは見逃さなかった。

　場所は引っくり返したような騒ぎに包まれる漁港である。貿易港の方向から次々と押し寄せてくる人々を、漁師達も混乱しながら高台に位置する街の奥へ向かうよう誘導している。

　アイズ達と連携して港一帯に網を張り、少数の団員とともに漁港区画に待機していたリヴェリアは、すぐさま救援に行こうとしていたところをロキに呼び止められた。

「なんだ、ロキ。こんな時に」

「ここを離れるで。食人花を湖に放っとる黒幕……犯人を追い詰めたる。探偵ごっこや」

　冗談めかしながらも真剣な眼差まなざしで語るロキに、他の団員ともどもリヴェリアは一驚した。

「私達も、か？　あのモンスターは？」

「あの数ならアイズたん達だけでも大丈夫やろ。ちゅうか、あそこにみんな集まったら敵の思う壷やと思うで」

　出来すぎた時機タイミングに食人花の群れが『足止め』の役割でしかないことを見抜くロキは、「気付いとるやろ？」と黙りこくるリヴェリアを一瞥いちべつする。

「ちょっと、相手にとっても予想外のことが起きているみたいや……多分、尻尾しっぽを出す」

「今が、好機だと？」

「ああ、言い逃れできん証拠を、現場を押さえたる」

　ロキは先程の人物が消えた方向を見据えていた。

　他団員が理解の追い付かない表情を浮かべる中、現在の港街メレンを取り巻く『絡繰り』を既に聞いているリヴェリアは、一瞬の沈黙を経て問うた。

「……食人花モンスターの方はお前の言う通り、アイズ達だけでどうにかなるだろう。だが、ティオネ達はどうする？」

　リヴェリアが罠わなの香りを嗅ぎ取りつつも食人花の即殲滅を選択したのは、アイズか自分のどちらかが、ティオネ達の後を追うためだ。

　目的のためにあの娘むすめ達を放っておくのかという派閥副団長の懸念に、ロキはというと、全く悲観していない素振りで返答した。

「うちは、うちの眷族達こらを信じとる。なーんも問題ない」

　その言葉に、リヴェリアは何も言い返さなかった。

　代わりに主神への信用を吐息に変えて、唇から漏もらす。

「それに街で『魔法』をブッ放して火の海にするわけにもいかんやろ？　できへ～んと自分も言っとったやん。街の戦闘ドンパチはアイズたん達に任せようや」

「……致し方ないか。わかった」

「んじゃ、リヴェリアはあっちの方を頼むな」

「ああ。アリシア、来い！」

「は、はい!!　……私、ですか？」

　エルフのアリシアを呼ぶリヴェリアは、素早く彼女の細長い耳に口を寄せた。

　何事かを囁ささやかれたアリシアは驚きの表情を見せた後、すぐに頷く。

　魔法組であるエルフ達が駆け出していく中、ロキは残っている団員を呼んだ。

「怪我けがが治ったばかりでわるいけど、ラクタとエルフィは付いてきてな～。うちのお守りや。治療師リーネ達は怪我人のためにここに残っといて」

「わ、わかりました！」

　素早く指示を出したロキも、慌あわてる兎人ヒュームバニーの少女達を従えて動き出す。

「さぁて……ここらが詰めやな」
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　ティオナは、アルガナが示した方角を真まっ直すぐ走っていた。

　造船所の裏手、雑多な部品群が置かれた一角を越えて、湖岸が近い雑木林の中に入る。

『道はすぐにわかる』、とアルガナは言っていた。どういうことだろうと思いつつ木々の間を進んでいくと──ある臭いがティオナの鼻を撫なでてきた。

「この臭い……」

　知ってる臭いだ、と。

　くん、くん、と犬のように鼻を鳴らすティオナは、それが何であるか瞬時にわかった。

　カビの臭いの中に交じる強い鉄の異臭。

　あの石部屋で、闘技場の中で嗅ぎ慣れた──闘国テルスキュラの臭い。

　恐らく錆びた武器でわざと肌を切り、体液を導しるべのように滴らせたのだろう。アルガナの真意を理解したティオナは、忘れられない血の香りに沿って林の中を駆け抜けていった。

「ここは……」

　林を抜けた先の眼下に現れたのは、先日ティオナ達が湖水浴を楽しんだ場所と似た、入り江だった。

　あちらより幅が狭い分ぶん人目につきにくく、いっそ深い渓谷と言ってもいいほどだ。一番の相違は浜が存在せず、湖水ではなく海から流れる塩水が波となって岩壁を浸蝕していることだ。

「海蝕洞かいしょくどう……？」

　波に抉られた岩壁は何人もの人が優に通れるほどの穴を開けている。

　崖から下りて目の前までやって来ると、穴はずっと先まで続いていた。黒い岩肌がまるで岩窟のように隧道の形状を描いている。たたずんで観察していたティオナは、海蝕洞かいしょくどうの中に足を踏み入れた。

　潮の関係か海水は膝ひざ下程度しかない。しばらく進むと岸辺に似た段差にぶつかり海水は途切れた。黒い岩場を素足でぺたぺたと鳴らしていると、まるで蟻の巣のような複雑な別れ道が現れるようになる。

「なんかダンジョンみたい」

　これならば見つからない筈だ。たとえ海蝕洞かいしょくどうを発見したとしても奥に隠れた者を見つけ出すことは至難だろう。レフィーヤを誘拐したカーリー達はここに潜伏していたのだ。

（自然にできたものに……手を加えて掘ったのかな）

　僅わずかに存在する天井てんじょうの割れ目から薄い月明かりが差し込む中、暗い海蝕洞かいしょくどうの壁には魔石灯がぶら下げられていた。血の導しるべが続く道の一つに入り、時には坂を下りながら、ティオナは長大な洞窟を走って進む。

　やがて、

「来たのぅ、ティオナ」

「！」

　開けた空洞に辿たどり着いた。

　頭上が高い筒状でありながら、広い。黒い岩肌は無論ここでも剝むき出しで、まるで立てられた巨大な石棺の中のようだ。

　周囲で折り重なる岩の上には闘国テルスキュラの戦士達がおり、最も高い場所では歓迎の言葉を送ってくるカーリーが胡座をかいている。

　そしてティオナの正面。

　無言で彼女を待っていたのは、黒紗で口もとを覆い隠した、砂色の髪のアマゾネス。

「バーチェ……」

「……」

　視線を飛ばすティオナの言葉に反応しない代わりに、バーチェは見つめ返した。

　砂色の前髪の下で、双眸そうぼうが鋭い眼光を宿している。

「……カーリー、レフィーヤは？」

「こことはまた別の空洞に捕えておる。心配せずとも解放してやる。……『儀式』の決着がついた後でな」

　女神は失った宝を見つけた子供のように、血のように紅い目を細める。

「こんな日が来るとは思わなんだ……師弟同士、ここまで互いが成長した姿で闘争を迎える時など、な」

　熱のこもった言葉をしみじみと呟いたのも束つかの間ま。

　ちらりとティオナの体のある部分を見て、カーリーは哀れみの眼差しを向ける。

「まぁ、片方の胸はあまり成長しておらんが……」

「だからっ、体の話はするなぁー!!」

　本当に残念そうに論評ろんぴょうする元主神に、ティオナは両手を振り回して喚いた。

　ちなみに、アルガナもティオネ並みの胸囲があり、更にバーチェは二人を凌ぐほどの双丘を有している。妹同士の胸囲対決は完敗であった。

「──構えろ、ティオナ」

　真まっ赤かになって怒るティオナを前に、バーチェがここで初めて口を開く。

　茶番の終わりを告げるように、紗幕の下から抑揚のない声を放った。

「死合しあえ」

　簡潔かつ明快な一声をもって、右腕を軽く突き出す構えを取る。

「……戦わなきゃ、駄目？」

「何を今更抜ぬかしておる、ティオナ」

「あたし、バーチェと殺し合い、したくないよ……」

　上から降ってくるカーリーの声に目を向けず、眼前に立つ女戦士を直視する。

　姉ティオネと戦いたくないと言った昔日と同じように、己の本心を告げる。


「お前に本を読み聞かせたのは…………間違いだったな」



　バーチェは身動ぎ一つせず、冷え冷えとした口調で二人の過去を否定した。

　ティオナは顔を歪ゆがめると同時に、気付かざるをえなかった。

　最後に別れた時、十年前より更にバーチェの纏まとう空気は鋭くなり、寒気を催すほど研ぎ覚まされていることを。

　己の想像の域を優に超えるほど強く、冷酷になっていることを。

『真の戦士』に近付いていることを。

「バーチェ……エルネアを、殺したの？」

「ああ。アルガナはベルナスを……そして私達はＬｖ．６になった」

　それはバーチェ達と同じ、【ファミリア】の頭領候補筆頭であった戦士達の名。当時のティオナが戦慄せんりつを催すほど強大だったＬｖ．５のアマゾネス。彼女達を殺して成しえた試練──『偉業』を遂げてバーチェはＬｖ．６に至った。

　アルガナと同じ。

　彼女もまた蠱毒の壷で共食いを経て、生き残った闘国テルスキュラの化物。

「戦わざるをえなくしてやる」

　そして、アルガナが『蛇』だとするのならば。

　今、凄すさまじい殺気を解放する目の前の戦士は──。

「──【食い殺せディ・アスラ】」

　超短文詠唱。

　アイズと同等の詠唱量から発動する、バーチェ唯一無二の【魔法】。

「【ヴェルグス】」

　突き出されていたバーチェの右手を、黒紫の光膜が覆う。

　華々しい想像イメージを持たれがちの『魔法』の心象を覆すほどに、その光の膜は粘度に富み、蠕動を繰り返し、禍々まがまがしかった。

【ヴェルグス】。バーチェの右手に付与される付与魔法エンチャント。

　属性は──『猛毒』。

『儀式』の中で多くの同胞を葬ってきた、防御不可能の毒牙である。

　そう、アルガナが『蛇』だとするならば、バーチェは──『毒蟲むし』。

　彼女の『魔法』こそ、『蠱毒の王』を名乗るに相応しい武器だ。


『────────────────────────────ッッ!!』



『魔法』の発動を契機とするように、周囲を取り巻くアマゾネス達が一斉に足を踏み鳴らす。

　震動と叫喚。興奮と雄叫び。闘技場で行われる『儀式』を再現するように、熱狂が石棺の中で渦をなす。


「……っ！」



　バーチェの『魔法』は必毒であり必殺。

　抵抗しなければ瞬く間に死に至らしめられる。己の命を見据えてくるかつての師に──あるいはもう一人の姉に──ティオナは拳こぶしを構えるしかなかった。

　闘技場で言うならば戦場アリーナに位置する空洞の中央帯で、互いに睨にらみ合う。

「ふははっ。さぁ、始まりじゃ」

　唇をつり上げる女神の眼下で──ティオナとバーチェは、衝突した。
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「──春姫ハルヒメ、やりなぁ」

　厚い雲が月を隠す夜天の下。

　その少女は諦めたように、はい、と答えた。

「【──大きくなれ】」

　始まる詩、口ずさまれる歌声。

「【其その力に其その器。数多あまたの財に数多あまたの願い】」

　儚く紡がれるか細い声音に反して、生じるのは強い『魔力』。

「【鐘の音ねが告げるその時まで、どうか栄華えいがと幻想げんそうを】」

　彼方より響き渡る破鐘われがねの吠声と冒険者達のかけ声の陰で、誰にも気付かれることなく『詠唱』が進められる。

「【──大きくなれ】」

　奏でられていた玉音の歌声はやがて金色こんじきの光をも生んだ。

　薄い霧状の『魔力』が光雲をなし、幻想的な光の粒を舞い上げる。

　顔を隠す被衣かずきが、ふわり、と浮いた。

「【神饌かみを食らいしこの体。神かみに賜たまいしこの金光こんこう】」

　少女はこの歌が嫌いだった。

　この歌は誰かを傷付けることはあっても、誰かを救うことはなかったから。

「【槌つちへと至り土へと還かえり、どうか貴方へ祝福を】」

　定めに抗あらがおうとしない愚かな自分に救済はない。それを望むのは恥ずべきことだ。

　けれど、この『光』だけは、いつか祝福の光になりえるだろうか。

　愚かな自分は救われずとも、誰かを救う一筋の希望になってくれるだろうか。

　そんな瞬間が訪れるなら、己の身も心も、この『光』も誰かに捧げたいと思った。

　あらわになる美しい翠の瞳を伏せながら、少女はその歌を、『光』を解き放つ。

「【──大きくなぁれ】」

　光輝が、『力』となった。
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『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオォ!?』

　破鐘の咆哮が断末魔に成り果て、天へと打ち上がる。

　弧を描いたアイズの剣が花頭を切断し、最後の食人花が撃破された。

「モンスター全滅しました！」

「被害は!?」

「怪我人は今のところ誰も……街の人達は避難させてあります！」

　ナルヴィを中心にした団員達の声が矢継ぎ早に積荷の蔵置区画を行き交う。

　食人花との交戦は実は今回が初めての者が多いものの、アイズ達が収集した個体情報をもとに危うげなく駆逐してのけていた。Ｌｖ．２、Ｌｖ．３の団員が大半とはいえ歴とした【ロキ・ファミリア】の構成員、紛れもなく非凡である。

　モンスターが出現してから五分も経たないうちの出来事であった。

（辺りの光が消えてる……戦闘のせい？）

　七体のうち四体もの食人花を屠ったアイズは、魔石灯の光がほどんど失われている貿易港に小さな違和感を覚えていた。食人花は確かに暴れ回ってくれたが、全ての光源が奪われるほどであったかと。

「……！」

　しかしそれも一瞬のこと。

　ティオナ達の顔を思い浮かべるアイズは、直ちにこの場を後にしようとした。




　──やらせないよォ。




　だが不意に、蛙の嘲笑を、聞いたような気がした。

　次の瞬間。

「やりな、お前達!!」

「!?」

　凛々しい女傑の声が飛び、無数の影が空中に躍り出た。

「なっっ!?」

「【カーリー・ファミリア】!?」

　周囲にひそんでいたのか、謎なぞの影達は驚愕する【ロキ・ファミリア】の団員に得物を振り下ろした。倉庫の屋上から、乱雑に置かれた積荷の影から、跳躍を経て頭上より急迫してくる得物の数々を少女達は弾はじき飛ばすか、回避する。

　アイズ含め十名の味方に対し、敵は二十以上。

　完璧に包囲された形で、アイズ達は強襲された。

「みんな!?」

　敵は全て帯布ターバンを顔に巻き付けて容貌を隠していた。首から下の露出している肌は褐色、衣装は各々防具を最低限にした身軽さ重視の戦衣。まず間違いなくアマゾネスだろう。

　覆面の襲撃者達に二人以上で攻められる第二級冒険者ナルヴィ以下仲間の姿に、奇襲を免れたアイズは援護に向かおうとするが、

「お前はアタイさぁ～」

「──」

　背後に現れた巨大な影が、アイズの体を覆った。

「ぬらァ!!」

「っ!!」

　凄まじい縦断の一撃を、神速の反応速度をもって回避する。

　舗装された港の地面が木片のように撃砕され、大量の煙と破片が舞う中、アイズは間合いを取ると同時に反転して相手を視界正面に置く。

　油断なく剣の切っ先を構えていると……砂塵の奥で巨大な影シルエットが揺らめいた。

「……！」

「ゲゲゲゲゲゲッ、やっぱりやるねぇ～」

　驚きに染まる金の瞳に映るのは、きらめきを放つ金属光だった。

　二Ｍメドルを超える装備者の巨軀を覆いつくす、全身型鎧フルプレート。

　色は悪趣味と言わざるをえない不気味な赤で、両の篭手ガントレットが握っているのは二振りの大戦斧だ。装靴グリーブから兜ヘルムまで一切いっさいの隙間すきまがない完全防護仕様であり、光輝く精製金属インゴットの材質を見てもその堅強さが窺うかがえる。きっと第一等級武装に違いない。しかし同時に、その、なんというか、色々な意味で形がすごい。使い手の体型にぴったり合わせた専用装備オーダーメイドなのだろうが……。

　アイズの脳裏に喚起されるのは、名剣つるぎをあさっていた古物商で見かけた極東きょくとうの『土偶どぐう』と呼ばれる土製人形で、目の前の鎧の人物はそれを更に横に肥大化させたという印象であった。

（あのモンスターみたいな体型は──じゃなくてっ──今の声は……）

　少々失礼な感想を頭から追い出すアイズは、相手の声に記憶をくすぐられ、その名を呟いていた。

「フリュネ・ジャミール……？」

　鎧の人物はその太い巨軀をねじり、嘆く仕草しぐさを行う。

「ありゃあァ、バレちまったかぁい？　鎧越ごしでもわかっちまうなんて……美しいっていうのは罪なものさァ～」

　言動から見ても間違いないと判断したアイズは、己の柳眉を引き締めてしまう。

【男殺しアンドロクトノス】フリュネ・ジャミールは【イシュタル・ファミリア】の団長である。

　──襲撃者は【カーリー・ファミリア】ではなく、【イシュタル・ファミリア】？

　ということは他の襲撃者は戦闘娼婦バーベラか。一体、どうして、とアイズの胸中に焦あせりを伴う疑問が絶えない。都市の大派閥にまで邪魔されればティオナ達の救援が遠のく。

　そんなアイズの心中など露知らず、対峙するフリュネは兜ヘルムのバイザーをガシャッと押し上げ、その蛙のごとき相貌をあらわにした。

「まァ、構いやしないよォ～。ここでおっ死んじまえば、結局誰にも知られないんだからねぇ～」

【剣姫けんき】アイズ・ヴァレンシュタインと【男殺しアンドロクトノス】フリュネ・ジャミールには因縁がある──といってもフリュネの敵対視から来る一方的なもので、アイズには身に覚えがなかった──。

　過去三回、彼女達は激しい戦いを繰り広げている。

　一度目はアイズがやっかみと羨望を買うＬｖ．２の新人ルーキーであった頃ころ。

　二度目はそれから二年後のダンジョン内での遭遇時。

　三度目はアイズのＬｖ．５昇格直後。

　一度目の勝負は敗北必至のところをリヴェリア達の介入によって有耶無耶に、二度目は引分ドロー、そして三度目は事実上アイズの完勝であった。

「どうして今、私達を襲うの？」

「口が利きけなくなる不細工に、教える必要がどこにあるんだよォ？」

　全ての交戦の理由は、フリュネの『気に食わない』という感情に端を発している。最初は最速記録レコードを持つ生意気な小娘に冒険者の『洗礼』を与えてやろうとしただけだった。ところがその小娘は尋常ならざる速度で強くなっていき、挙句の果てには地位も名誉も実力でさえも、フリュネを追い抜かしてしまったのだ。

『自分フリュネより強く、自分フリュネより美しい』。

　フリュネは決して認めようとしなかったが、他者の評価は違った。許せるものではなかった。

　破竹の勢いで第一級冒険者に上り詰めた麗しの少女を、フリュネは憎悪しているのである。ちょうど美神フレイヤを憎む主神イシュタルと同じように。

　開放されたバイザーの奥で、フリュネの大きな瞳は血走っていた。

　傍はたから見ても漲っている殺意と憤激、更に過去の経歴から戦闘は不可避であろうことをアイズは悟る。

（──光の、粒？）

　そこで、アイズはあることに気付いた。

　押し上げられたバイザーの奥、外気に触れているフリュネの顔から──光粒が立ち上っていることに。

「今日こそブッ潰つぶしてやるよォ、【剣姫】ィ!!」

　激しい音を立ててバイザーが引き下げられ、立ち上っていた光粒も遮断される。

　直後、巨女は両手に持った大戦斧を振り上げ、突進した。


「────」



　その肉薄は。

　アイズの予想を容易に裏切るほど速く、圧倒的で、紛ごうことなき『脅威』であった。

「っっ!?」

　数瞬前までアイズが立っていた地面が、先程の光景を巻き戻したかのように爆砕する。

　右の大戦斧を振り下ろしたフリュネは、間一髪躱かわしたアイズを左の大戦斧で追撃した。

　今度は防いでみせた【剣姫】の得物が、あまりの衝撃にびりびりと剣身を震わせる。

　──重い!!

　アイズの驚愕は止まらない。

　Ｌｖ．５である筈のフリュネ・ジャミールは、Ｌｖ．６の【剣姫】と互角に及ぼうかという力と速度で接戦を繰り広げてみせた。


「ゲゲゲゲゲゲッ、どうした【剣姫】ィ～～～～!?」



「……っ!?」

　縦横無尽に振り回される双刃を一振りの剣が全力迎撃する。

　周囲で争う団員とアマゾネス達が息を呑むほどの激しい戦闘。ぶつかり合う刃と刃が夥しい火花と衝撃音を貿易港に散らしていった。

（【ランクアップ】？　この人もＬｖ．６に……!?）

　攻撃の威力、動作の速度、知覚範囲、全ての要素を顧みて敵の能力ステイタスはＬｖ．５のものではないとアイズの感覚が叫んでいた。

　ギルドに報告していない、もしくは公式情報が更新されていない──フリュネの昇格ランクアップが公おおやけになっていない理由などそれらしき候補はいくらでも挙げられる。本当に彼女はＬｖ．６に至ったのかもしれない。

　だが、しかし、この違和感は何だ。

　相手から伝わってくる、まるで天上の甘露に酔いしれるかのような全能感は──。

「アイズさん!?」

　一進一退の戦闘を続けるアイズとフリュネを受け、仲間の団員が銘々に叫ぶ。

　二人のアマゾネスを同時に相手取っている第二級冒険者ナルヴィや、他の少女達が【剣姫】の思わぬ苦戦に声を上げると、

「やかましい、囀るんじゃないよォ！」

　耳障りだとばかりにフリュネが片方の斧を投擲した。

　狙われたのはナルヴィ。

　彼女と戦う味方アマゾネスを巻き込むことに頓着せず放たれた暴虐の一投は、少女達をまとめて木っ端微塵にしてのける威力をありありと帯びていた。

　急迫する大戦斧に、戦闘中であるナルヴィはアマゾネス達とともに凍りつく。

「っ!?」

　一度フリュネから間合いを離していたアイズは、疾走した。

　射線上に割り込み、高速回転する大刃カッターを剣で打ち払う。

「ゲゲゲゲゲッ、間抜けェ！」

　身を挺してナルヴィ達を守ったアイズを、フリュネは嘲弄ちょうろうしてここぞとばかりに追い込む。

　大刃カッターの途方もない威力によって体勢が揺らぐアイズ目がけ、残った大戦斧を振り下ろした。

「ぐっっ!?」

　真正面から剣で受け止める格好となったアイズの膝が沈み、地面に亀裂が走る。

　まさに縫い止められた蝶となる少女に、唇を裂いたフリュネは続けて大音声を放った。

「今だよォ！　シャレイ、やりなぁ!!」

　声が向かった先は、戦場の外だった。

　襲撃に加わらず建物の屋上にひそんでいたアマゾネスが、予定調和のごとく祭杖をアイズ達に向け、何事かを唱えた。


「～～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　直後、アイズとフリュネのもとを甲高い高周波が襲う。

　胸を撃ち抜くような不快音にアイズは堪らず受け止めている斧を振り払い、転げるようにしてその場から離脱した。

「今、のは……？」

　鼓膜の奥で続く耳鳴りに眉を歪めるも、体に傷はない。異常も見受けられなかった。

　そもそも先程の超音波はフリュネを巻き込んで直撃している。視線を飛ばせば鎧を纏った巨女にも何ら変化はなかった。ただ追撃もせず、何やら面白おもしろそうにこちらを窺っている。

　不審な感情を覚えていたアイズが、それに気付いたのは、直感と言うより他なかった。

　──まさか。

　嫌な予感に押されるように、唇を開く。

「……【目覚めよテンペスト】」

　超短文詠唱を引き金に展開される筈の『風』の付与魔法エンチャントは、アイズの呼びかけに応こたえることなく沈黙した。

「……!?」

「ゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲゲッ、成功したようだねェ～!!」

　発動しないアイズの【エアリエル】を見て、フリュネが今日一番の哄笑を上げる。

　そのフリュネの歓喜と己の身に起こっている事態に、アイズは答えを探り当てた。

「『呪詛カース』……！」


「その通りだよォ～～～～！」



　それは純粋な『魔法』とは異なり、字のごとく標的を呪のろう力だ。

　発動者に代償ペナルティを与える代わりに、『魔法』にはない呪術的な効果を発揮する。『耐異常アビリティ』の類も無意味であり、限られた方法でなければ防御も解呪もできない。

　恐らく今回使用されたものは『魔法封じ』。

『呪詛カース』を食らった対象の『魔法』を封印する力だ。

（あの人は、もとから『魔法』を持っていない……！）

『魔法』を発現させていないフリュネにとっては呪われようが何ら痛くも痒くもないものだ。恐らく元々フリュネがアイズを押さえ付けて『呪詛カース』を見舞う計画だったのだろう。

　対人戦で【エアリエル】の使用を避けていたのが仇となってしまった。

　アイズの切り札が、封じられた。

「【猛者オッタル】のために準備していた異常魔法アンチ・ステイタスや呪詛カースだが……ゲゲゲゲゲッ、ちょうどいい実験になったじゃないか」

　一人呟くフリュネは『魔法』が使えなくなったアイズを見据え、兜ヘルムの中で舌舐なめずりをした。

「【九魔姫ナイン・ヘル】も一緒に無力化してやろうと思ったんだけどねぇ！　中々鼻が利くじゃないか！」

「……！」

「『魔法』が使えないエルフなんて糞の役にも立たないからね～！」

　リヴェリアへの侮辱に『そんなことない！』と叫び返そうとしたアイズだったが、突撃から振り下ろされたフリュネの斧に阻まれる。

　凄まじい剛撃に防御した剣が甲高い響きを散らした。

「『風』を出せないお前だって同じさァ！　今のアタイの敵じゃないよおおおおおおおおォ!!」


「っっ……！」



　術者を倒すことでこの手の『呪詛カース』は解呪することが可能だが、『魔法封じ』を放ったフリュネの仲間は既に姿をくらませていた。もはやこの状況で追うことはできないだろう。

『呪詛カース』の制限時間を期待するのも下策だ。そもそもティオナ達を追わなければならないアイズには時間がないのだから。

　依然としてＬｖ．６級の力を振るう巨女に、アイズは眦を決し、剣士の能力のみで立ち向かった。




　──まるで童話の英雄のように。

　勇敢に戦う【剣姫】の姿を、その獣人の少女は倉庫の陰から見つめていた。

「っ……」

　長脚の悍婦を始め護衛のアマゾネスに囲まれる中、翠の瞳に様々な感情が去来する。

　頭から被かぶる被衣の下で、アイズと同じ金の長髪が、恥じ入るように揺らめいた。
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　ティオネとアルガナ達を乗せた大型船は、既に沖に出ていた。

　陸地から離れ、彼女達のもとに届くのは岸に建つ灯台の光のみである。

　近付く者のいない船上では、ティオナが戦う海蝕洞かいしょくどうと同様にアマゾネス達が熱狂するとともに、激しい殴打の音が鳴り響いていた。

「シッッ！」

　ティオネの上段蹴げりがアルガナを捉える。

　それを腕で防御し飛び退ったアルガナは、不思議そうに小首を傾かしげた。

「昨日戦たたかった時より動けているな、ティオネ？　……何故だ？」

　ティオネの動きの精度は上がっていた。素早く的確なそれは、事実アルガナと互角の攻防を繰り広げることに成功している。

「あんたがとろくなってるんじゃないの？」

　言うか、とティオネは内心で舌を出した。

　ティオネとティオナはメレン入りする一日前にＬｖ．６に昇格ランクアップしたばかり。激上した能力にまだ感覚がついていってなかったのである。いわゆる肉体と精神のズレは僅かに過ぎないものだが、第一級冒険者同士の戦闘の中ではそれも致命的だ。

　戦いに臨む前、ティオナと組み手をしたのはこのためであった。ちょうどアイズがＬｖ．６到達直後モンスターの大群相手に体を慣らしたように、実践さながらの模擬戦の中で心身の調整を行なったのだ。

　今のティオネは肉体という悍馬かんばにしっかりと手綱を繫いで御している。先日のように遅れは取らない。ティオナもバーチェに終始押おされることはないだろう。

（っていっても、『力』なんかはあっちの方が上よね……）

　Ｌｖ．６に昇格ランクアップしたのは近年だと聞いているが、とにかくアルガナ達の方が一日の長がある。能力値アビリティだけ見ればあちらの方が上だ。

　だがフィン達ほど大きな開きはないと、先日の衝突でティオネは察してもいた。

　あとは『技』と『駆け引き』次第。より勝利に飢えた者が勝つ。

「あぁそうか、私がとろくなっていたか！」

　ティオネの悪態もアルガナは笑って受け止める。

　殺し合いの中であればどんな物事であろうと、とことん楽しむ女戦士は、凶笑を作った。

「では、もっと速く……強くならなくては」

「っ！」

　戦意と殺意が膨れ上がるとともにアルガナは疾走した。ティオネはこれを迎撃する。

　真正面からの突撃に対し牽制の蹴撃。往なすアルガナが両手を鎌のように振って、左右から連撃を加える。

　アルガナの爪つめは怪物モンスターのように尖とがっていた。握り締められた鉄拳でなければ攻撃はまさに鋭い蛇の牙きばと化す。ティオネは屈んでそれを回避し、超近距離からの肉弾戦に打って出る。

「ハハハハハハハッ!!　いいぞティオネ、昔に戻ったみたいだ！」

「うるせぇ、喋るんじゃねえ!!」

　数え切れない戦士を殺してきたアルガナの前で守勢に回るなど下策の下策だ。好戦欲の塊である彼女の烈火のごとき攻勢に耐えられた者は誰もいない。こちらから仕掛けなければ。

　怒濤の乱打がティオネとアルガナの体、両者の体を打ち据えた。敵に一発殴られたなら二発殴り返す、まるで荒れ狂う猛牛同士のごとき乱打戦ブルファイト。過去繰くり返された命懸けの鍛練がより凄烈な闘争に成り果てて、現在に復活する。

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!』

　鋭い『技』と息を呑むほどの『駆け引き』が織り交ぜられながらも、原始の戦いを彷彿させるその光景に、甲板の周囲に立つアマゾネス達は哮った。高まる雄叫びは力の波と代わり、船に寄り付こうとするモンスターは恐れをなして逃げ出していく。

　船に取り付けられた魔石灯が、ぐらぐらと光を揺らした。

「くっ!?」

　アルガナの爪がティオネの頰ほおを掠かすめ、血を散らした。

　返り血を浴びたアルガナは、長い舌で己の頰に付着したティオネの血を舐め取る。


「っっ……この蛇女ァ!?」



　怒りと激痛にまみれた幼少の記憶がたちまち蘇よみがえり、ティオネの頭に血が昇る。

【噴化招乱スキル】が己に『力』を付与していくのを他所よそに、幼き日の屈辱を拳へと乗せた。

「やはりお前の血は美味うまいなぁ、ティオネ？」

「このっ……!!」

「ずっと、ずっとお前の血を最後まで啜りたかった」

　攻撃を躱しながら、アルガナの瞳が恋する女のように熱を孕む。

　爬虫類を連想させる蛇の眼まなこにティオネが忌避感を全開にしていると、再び敵の爪が二の腕を切り裂き、アルガナの紅い舌が血を吸った。

「──っ」

　ティオネは、そこで違和感を覚えた。

　些細ささいに過ぎないと思っていたその変化は、やがてティオネの傷をより増やしていき、血を滲にじませ、蛇の舌を喜ばせていく。

　すれ違いざま頰の傷口を舐められ怒りの肘鉄を繰り出すと、敵の体は既にそこから消えていた。

　攻撃の空振りが、多くなっている。

　──ちょっと待て。

【噴化招乱スキル】でティオネの『力』が上がっているように、相手の動きもまた──。

「とろいぞ、ティオネ」


「────」



　突き出された拳が往なされ、視界からアルガナの姿がかき消える。

　蛇行のようにティオネの伸ばされた腕へ、体へ己の四肢を滑らせ、アルガナは巻き付くがごとく少女の背後を取った。

　耳もとで声が囁かれるとともに、女の犬歯がティオネの首筋に突き立てられる。

「──がぁああああああああああああああああああああああああっ!?」

　肉と皮を突き破られる激痛、予告通りじゅるじゅると己の血を啜られる音。

　体内を舌で蹂躙される感覚は百足ムカデに寄生されたかのような錯覚に相当し、猛烈な嫌悪感が全身の肌を粟立あわだたせる。ティオネはなり振り構わず己ごとアルガナを投げ飛ばした。

　甲板に転がるティオネに対し、受身を立ったアルガナは素早く立ち上がる。

「て、めぇ……!?」

　出血が止まらない首を押さえ、ティオネはよろめきながら立ち上がった。

　唇を血化粧するアルガナは目を細め、ここでも美味うまそうに血を舌で舐め取った。

　闘国テルスキュラで幾度となく見た光景。

　対戦者の悲鳴もお構いなしに血を啜る、常軌を逸した女戦士。

　怒りと痛みで体を震わしながら、ティオネは確信をもって口を開いた。

「血を啜って、強くなってんだろ……!?」

　ティオネの指摘に、にやり、と。

　アルガナは唇を吊り上げた。

「気付いたか」

「バーチェと同じ、『魔法』か……!?」

「私のは『呪詛カース』だ」

　露出した己の肌を手で撫でながら、アルガナは言った。

「『呪詛カース』の名は、【カーリマー】。お前の言う通り、『恩恵ファルナ』を得た者の血を吸った分だけ私の能力値アビリティは上昇する」

「……っ!?」

「カーリーが言うには『血潮吸収ブラッドドレイン』、だそうだ。知っていたのは主神カーリーと妹バーチェだけ……お前の鍛練の時は切っていたからなぁ、気付かなかったのも無理はない」

【カーリマー】、『呪詛カース』、『血潮吸収ブラッドドレイン』。

　アルガナの口から告げられる単語を聞いて、ティオネの記憶の残滓が一つの線で全て繫がる。

　アルガナの吸血行為は対戦者を恐れさせる示威行動デモンストレーション、もしくは自己暗示の類だと思っていた。だが違ったのだ、全てには意味があった。その忌々いまいましき呪詛カースの名が恐怖の異名として扱われていたことも含め、全て。

　あまりの衝撃に我を忘れるティオネは、荒々しい生来の口調で吐き捨てた。

「血を啜れば際限なく強くなるってのか……!?　反則じゃねえか！」

「そうでもない。『呪詛カース』を解除すれば能力値アビリティはもとに戻るし、ちょっと吸ったところで得られる強さはたかが知れている。さっきみたいに、直接大量の血を啜らない限りは、な」

「……『呪詛カース』の代償はっ」

「能力値アビリティの中で『耐久まもり』だけが激減する」

　ぺらぺらバラしてんじゃねえっ、と心中で罵りながらもティオネは慄然とする。

　条件を満たせば『耐久』を著しく失いつつも能力ステイタスに天井知らずの増幅ブーストをかける秘技。

『魔法』の使い手以上に稀な『呪詛カース』の中でも間違いなく『稀少呪詛レアカース』。

　血を生贄に捧げることで力を得る、強さとおぞましさを兼ね備えたアルガナだけの能力である。

「ティオネ、お前は前に聞いたな？　同胞達を殺して何も思わないのか？　と」

　呼吸を乱すティオネに向かって、アルガナは過去の話を振り返る。

「私は敗者どもの血肉を喰くらい、強くなる。奴やつ等は消えない、死は消えない！　私の中で強さの糧となり、いずれともに『最強の戦士』へと到る！」

　今まで喰らってきた同胞の血肉に感謝と祈りを捧げるように、闘国テルスキュラが生んだ怪物は歓喜を叫んだ。

「何も寂さびしくない！　私達の血は溶け合い、ずっと一緒なのだから!!」

　蛇が笑う。子供のように喜ぶ。

　敗者の血を啜り、己とともに身を打ち震わせることが救済であると信じている凶戦士は、その双眼を爛々と輝かせた。

「女神カーリーも待ち望んでいる。私達が『最強の戦士』になることを。だから、ティオネ……お前の血肉も喰らってやる」

「クソッタレ……!!」

　周囲のアマゾネス達も息を呑む中、ティオネは歯を食い縛った。




「湖でお前の顔を見た時……運命を信じた」

　海蝕洞かいしょくどうで激しい戦闘が行われる。

　女神カーリーとアマゾネス達の眼下、黒岩の戦場アリーナではティオナとバーチェが肉弾戦を繰り広げていた。ティオネとアルガナ同様、徒手空拳の格闘戦である。

　バーチェはティオナにはない武器、【ヴェルグス】を起点に攻撃を見舞う。右手を包み込む黒紫の光膜は『猛毒』の結晶であり、振り下ろされた地面はジュウウウッと音と煙を上げて同色に変色していく。

　防御できないバーチェの『魔法』に、ティオナは慌てて回避することしかできない。

「お前達を逃がした主神カーリーを、一度は呪った。お前は私の手で殺すと……そう決めていたのに」


「……っ！」



「アルガナも同じだ」

　無表情で抑揚なく告げられる言葉に反して、その攻撃は苛烈そのものであった。ティオナが必死に盗んだ切れのある体術を駆使し、毒拳ヴェルグスという必殺をこちらの胴体に叩たたき込もうとする。

「こうして殺し合うのは……私とお前の宿命だ」

「バーチェっ、そんなに喋れたんだねっ」

「ああ。私は興奮すれば饒舌になるタチなんだ」

　全く変わらない表情で返答するバーチェを前に、ここにレフィーヤがいなくて良かった、とティオナは思った。

　今バーチェが扱うアマゾネスの言語と共通語コイネーが交互に飛び交っていたら、今頃いまごろ馬鹿ばかな自分の頭は爆発パンクしていただろう。そして、既にやられてしまっていた。それほどまでに相手の攻撃は激しいものだった。

（ティオネと組み手をしたおかげで体は思うように動くんだけど……やっぱりバーチェの『魔法』がなぁ～！）

　あれが敵の懐ふところに入らせてくれない。ティオナは過去、バーチェの対戦相手が毒拳ヴェルグスを掠めただけでのたうち回るところを目にしている。そのまま冷徹に屠る彼女の戦いぶりは、幼少時代のティオナにとって中々の心傷トラウマだった。

（あ～っ、もう何か色々考えんの無理っ！　そういうのはティオネ達がいないと！）

　迷宮の中でいかなる時も打開策を講じなければいけない冒険者にあるまじきことを思いつつ、ティオナはごちゃごちゃと考えるのを止め、前に出た。

「私はさぁ！　バーチェに本を読んでもらったり、たまに体を拭いてくれたりするのが、嬉うれしかったんだけどなぁ！」

「……ただの、気紛れだ」

　毒拳ヴェルグスの脅威に晒さらされながらティオナは攻勢に乗り出す。凄まじい『技』の練度を誇るバーチェの全ての攻撃を近距離で回避するなどできる筈もなく、彼女の『魔法』はティオナの体を掠めていった。

　肌が瞬く間に痛み出し、異臭と煙を放つようになる。

　その分、バーチェの防御の回数も多くなった。

「ッ!!」


「～～～～～～～～～～っ!?」



　眼差しを鋭くするバーチェの攻撃が、ティオナを真芯しんに捉えた。

　腕を振り上げ直撃こそ防ぐものの、毒拳ヴェルグスを受け止めた左腕が凄まじい悲鳴を散らす。肌が焼けて痛みに侵されるティオナは、長期戦はやはり不利であることを悟り加速した。

　毒拳ヴェルグスを頂戴しながらも果敢に攻めかかるティオナを、カーリーは興味深そう眺めながら薄い笑みを落とした。

「ほう、『耐異常』か。迷宮都市オラリオで身に付けたようじゃな。だがいつまで持つか。そこいらのモンスターの毒と、バーチェの牙はわけが違うぞ」

　バーチェは鍛練時代、どんなに痛めつけても『魔法』だけはティオナに使わなかった。

　彼女の優しさ──などではない。バーチェが己の『魔法』を発動させる時は対戦相手を、獲物を必ず仕留める時のみ。対抗策など講じさせないのは勿論もちろんのこと、『耐異常アビリティ』を発現させる機会など彼女は絶対に与えなかった。

　故に必毒であり、必殺。

　──本当に毒妖蛆ポイズン・ウェルミスの『劇毒』より、キツイかもっ。

　ダンジョンで蠢く怪物モンスター以上の蠱毒に寒気を催す。

　一方で、ティオナは自分の体が内から熱くなるのを感じた。

　姉ティオネと同等のスキル【狂化招乱バーサーク】。損傷ダメージを負う度に攻撃力が上昇する。

　漲る力を感じながら、ティオナは小細工なし、真正面からの突貫を敢行した。

「!!」

　まさかの突撃にバーチェの瞳が初めて見開かれた。

　決河の勢いで急迫するこちらに毒拳ヴェルグスを見舞ってくるが、ティオナはそれを無視。

　肩を抉られながら体当たり──【狂化招乱スキル】の力を上乗せした頭突きを食らわせた。

「うっっ!?」

　無茶苦茶な攻撃をふくよかな胸部にもらったバーチェの体勢が、崩れる。

　肩を焼く激痛に歯を嚙み締めながら、ティオナはそこから左足を軸に勢いよく回転、右足を振り上げた。

（ティオネが好きなやつ──!!）

『肉を切らせて骨を断つ』。

　ティオナは渾身の回し蹴りをバーチェの顔面に見舞った。

　次の瞬間、ドンッッ!!　と。

　肉と骨を打つ凄まじい鈍重音が鳴り響き、アマゾネス達の歓声がぴたりと止まった。

　空洞全体が静けさに包まれる。女神カーリーが胡座をかいたまま、黙って二人の戦士を見下ろす。

　静寂が鼓膜を貫いてくる最中さなか。

　ティオナは、双眸を驚愕一色に染めていた。

　間一髪顔かおの横に左腕を構え、回し蹴りを防いで踏みとどまったバーチェに、ではない。

　彼女の左腕を、全身を包み込む黒紫の光膜に対してだ。


「えっ……？」



　じゅうううぅ、という音を自分の右足が奏でるのを聞きながら、ティオナは呟いていた。

　なにそれ、と。

「お主は知らんだろうが……」

　冷え冷えとした瞳でこちらを見返すのみのバーチェの代わりに、カーリーが言う。

「Ｌｖ．６に至って、バーチェの『魔法ヴェルグス』も強まった。威力も、範囲も、な」

【ランクアップ】の恩恵。他の能力値アビリティと同じく『魔力』の激上。

　右手にしか付与できなかったバーチェの付与魔法エンチャントは、アイズの『風』同様に、全身に張り巡らせることが可能となっていた。

　今や女の妖艶ようえんな褐色の体は、おどろおどろしい黒と紫の光膜に包まれ、まさに毒蟲むしのごとき色彩を呈していた。


「あっっっ、つぅ～～～～～～～～!?」



　止まった時が動き出し、ティオナは悲鳴を上げて堪らず後退する。

　変色した右足に碌に力が入らない中、バーチェは容赦なく追撃した。

「鎧、とまではいかないが、私の『魔法』は相手に痛みと苦しみを強いる」

「あがっ!?　うぎっ!?」

「攻撃を仕掛けず突っ立っているようなら、勿論私わたしが殺す」

　不気味な光を宿したバーチェの四肢が、蹈鞴を踏むティオナの全身を連続で叩いた。

　もともとのバーチェの甚だしい膂力でさえ体を壊すのに十分だというのに、そこへ全身に付与された毒撃ヴェルグスが加われば、第一級冒険者の頑丈な肉体であろうとあっという間に朽ち果てる。

　骨に罅ひびが生じ、肌が焼き爛れ、口から吐血が続く。

　──え、ちょっと待って。どうやって倒すの？

　攻撃を食らっても駄目。攻撃をしても駄目。

　それは、つまり、確実に、相手が倒れるより先に己の方が死ぬということでは──。

　連撃を浴びせられ霞む視界の中で、ティオナの心を絶望という毒が蝕むしばむ。

「心が折れたか、ティオナ？」


「ぅ──ぁああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」



　バーチェの右手がティオナの顔を鷲わし摑づかみにし、そのまま宙へと持ち上げた。

　顔を猛毒で焼かれ、大量の煙を吐きながら、ティオナは絶叫した。相手の手首を摑んで顔に食い込む五指を必死に引き剝はがそうとするが、バーチェの怪力はティオナの腕力をもってしても振り解けない。

　逆に、顔を果実のように潰さんと圧迫してくる。

「ティオナ……私がお前をああまで大切に鍛えていた理由が、わかるか？」

「……、……!!」

　視界が、黒と紫に蠢く毒の光に埋めつくされている中、バーチェの冷たい声が響いてくる。

「この日のためだ。強くなったお前を、私の『餌』にするためだ」

「っ!?」

「確信していた、出会った時から。お前は強くなると。……そして強くなったお前を殺し、私は更なる高みに上り詰めることができると」

【ランクアップ】。下界の住人の『器』を高次の段階へ移すための儀式。

　力を開花させた少女ティオナを打倒──喰らうことで『偉業』を成し遂げるのが目的であったと、バーチェはそう打ち明けた。

「私はアルガナを姉だと思ったことは一度もない。あれは化物バケモノで、捕食者だ」

　冷め切っている瞳が一瞬、その奥に恐怖の光を帯びる。

「私はあれに喰われたくない。……死にたくない」

　ティオナとティオネの境遇と同じように。

　バーチェの側にも生まれた時から、姉アルガナが──化物バケモノがいた。

　彼女が口を閉ざすようになったのも、表情を消していったのも他でもない。一度ひとたび吐き出せば全身を蝕む恐怖を解き放たないようにするためだ。

　バーチェはわかっていた。才能も能力も分けた双子の自分は、たとえ闘国テルスキュラから逃げ出したとしても、強者に飢えるアルガナに地の果てまで追われる運命であると。忌々しき血の絆きずなが必ず二人を引き寄せると。

　過去、実姉に殺されかけ、女神カーリーの制止で一命を取りとめた時、バーチェは縋すがるべき真理を悟った。

「強さだ。強さが必要だ。何も奪われることのない、力が」

　内に封じ込めた死の恐怖と生の渇望を混ぜ合わせ、バーチェはそれを闘争心に昇華させた。

　生存本能と闘争本能に支配される、ある意味最もっとも純粋な戦士が誕生したのである。

　冷酷で残忍な、強さをひたすら貪り喰う戦士が。

「私はお前達と、アルガナを殺し、『最強の戦士』になる」

　蠱毒こどくの王にならんとするバーチェを、カーリーはとても面白そうに、愛しそうに見下ろしていた。

「っ!!」

　顔を毒に焼かれるティオナは歯を食い縛りながら、力を振り絞って蹴りを放った。

　バーチェの体を蹴りつけ、何とか拘束から脱する。蹴った左足も毒に焼かれながらティオナは何度も転がり、惨めに距離を離した。

「ぁ、あぁ……!?」

　激痛と酩酊感に似た感覚が顔全体を苛さいなんでいた。強力な毒素によるものだ。不自然に発熱する全身に、異常なまでの発汗。口から吐き出される血の塊がどす黒く濁にごっている。

　震える手で四つん這ばいになるティオナの瞳から、あまりの苦痛に一滴の涙がこぼれ落ちる。もう一人の姉だと思っていた人物から告げられた残酷な告白もまた、少女の心に罅を入れていた。

　痛い。

　痛い、痛い、痛い！

　苦しい苦しい苦しい!!

「ティ……オ、ネ……」

　ティオネ──ティオネ!!

　助けてティオネ!!

　痛いよ、苦しいよ、もう戦いたくないよ！

　もう、戦いたくなんか──。

　体を毒に蝕まれ、心に亀裂が入り、ティオナの意識が現実いまと過去の境界を失う。

　暗い心の底、幼き日のティオナが泣いている。

　もう戦いたくないと、泣き喚いている。


『────────────────────────ッッ!!』



　胸を上下させながら動かなくなるティオナに、戦士達は吠えかかった。

『立て、戦え！』と。『殺し合え！』と。

　バーチェは冷めた眼差しのまま、ゴキッ、と光が蠢く己の右手を鳴らした。

　カーリーの視線の下、女は少女のもとへゆっくりと歩み寄っていく。




「ぐ、ぁ……!?」

　激しい音を立てて、ティオネの背中が樽を破壊し、甲板の壁に衝突する。

　その体は血だらけとなっていた。裂かれた傷から、口から血を流し、肌には数え切れない打撲の跡がある。

　ティオネを殴り飛ばしたアルガナは、同胞達の歓声に囲まれながら声を投げかけた。

「終わりか、ティオネ？」


「っ……！」



　頰を腕で拭ぬぐい、自分のものとティオネのものが混ざった血を舐めとる。

　激闘のほどを物語るようにアルガナの体も傷付いていた。その衣装も、腰に巻かれた竜の鱗皮もぼろぼろになっている。

「お前は戦士ではなくなったが……ここまでやるとは思わなかった。認めてやる、お前は本当に強くなった。屑のように小さかったあの頃より、ずっと」

　アルガナの声が遠い。耳鳴りがする。

　畜生、糞が、とティオネは心の中で盛んに罵声を吐く。血を流し過ぎた、頭が朦朧としている、まるで意識に薄い膜がかかっているかのようだ。

　壁に背中を埋めながら、甲板に腰を落とすティオネの首が、今にもがくりと折れようとしていた。

「冒険者か……あまり期待していなかったが、楽しみになってきた。例の猪人ボアズはどれほど強いんだろうなぁ」

　アルガナが何かを言っている。

　何かを、ほざいている。

「あぁ、まだその前に馳走があったな。ティオネ、お前はここで私に喰われるが……」

　アルガナが、何かを──。

「もし、バーチェが負けていたら……ははっ、ティオナも私が殺してやるぞ」

　──その瞬間、ブチッッ、と。

　ティオネは自分の中でかつてない切れる音を聞き、視界が真っ赤に燃え上がるのを見た。

　折れかかっていた首が振り上げられ、全身の隅々が爆熱し──次の瞬間、疾駆した。


「──────」



　アルガナは、それに反応できなかった。

　振り抜かれた拳は、回避を許さなかった。

　ティオネの踏みしめられた足が甲板を砕き、繰り出された拳撃が、女の頰骨を捉えた。

「なっっ!?」

　アルガナの体が殴り飛ばされる。

　今度は彼女が樽を粉砕し、木の壁に叩きつけられることとなった。

　口から血を流すアルガナは呆然ぼうぜんとしながら、紅く染まった【怒蛇へび】の姿を見る。

「ブッ殺す……!!」

　全身を己の血で染めながら、ティオネは拳を握り締めていた。

　それは『怒り』だった。

　攻撃を浴びた時より、血を吸われ記憶トラウマとともに屈辱に身を焼かれた時よりも、いかなる時の怒気を凌ぐほどの、純然たる『憤激』であった。

　駆け巡る感情に全身を発火させながら、ティオネは吠えた。

「あいつを殺しやがったら、てめえを絶対にブチ殺す!!」

「……!!」

　アルガナやアマゾネス達が息を止めるほどの激怒がそこにはあった。

　ティオネ自身、わけのわからない怒りであった。

　今まで感じたことのない瞋恚の炎だった。

　何故こうも自分が怒っているのか理解できないまま、口を衝いて出る言葉だけが暴走する。

「あの馬鹿に指一本触ふれてみろ！　あの馬鹿の笑顔を、奪ってみろ!!　てめえを絶対ぜってえに許さねえ!!」

　言葉が吐露されていく度に、ティオネは己の感情に気付かされていく。

　あの笑顔を憎んだ。

　そして、あの笑顔に救われた。

　いつからだ。どうでもいい。やることは決まっている。そうだろう。

　あれは自分の半身で──たった一人の妹なのだから。

「てめえに、あいつを殺させるかッ!!」

　守るのだ。ティオネが、ティオナを。

　二人ぼっちの妹を、守らなくてはいけないのだ。

　闘技場で同胞に狙われた妹を守ってきた、いつも先に眠る妹を側で守ってきた。

　太陽のように自分を照らしてくれたティオナを、ティオネは静かに守ってきたのだ。

　そして、これからも。

「……本当にお前等は、変り種のアマゾネスだ」

　まるで自分達と比べるように、アルガナはティオネとティオナを評した。

　共食いで成り立つ闘国テルスキュラの中で、姉妹の絆を失わなかったちっぽけな奇跡に、笑みを見せる。

「愛し合っているなぁ、お前等は」

「あァ!?」

「お前は何も知らないだろうから、教えてやる。せっかくだからな」

　立ち上がりながら、アルガナは余興とばかりに告げた。

「お前は、ティオナに守られていた」
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　──ティオネ、ティオネ。

　幼い自分が、暗闇の中で姉の名前を頻りに呼んでいる。

　泣き叫ぶその小さな背中を、ティオナは一歩後ろから見つめていた。

　少女は、幼き日の自分は『戦士』たりえなかった。

　自分は『戦士』の道を踏み外した。

　誰よりも単純なティオナが、『戦士』にならなかった原因は何か。

　簡単だ。ティオネである。

　姉が涙を見せたあの日から、セルダスを殺してティオネが泣き崩れたあの時から、ティオナの胸にある感情が芽生えるようになった。

　──守らなければ。

　同情したわけではない。ただ当然のことだった。彼女は己の半身なのだから。自分が自分を守ることに理由は要らない。それくらい当然だった。

　ティオナはその日から、同じ石部屋の住人達を殺した。正確には『儀式』に自ら名乗り出た。住人とティオネが組み合わされてしまった時、女神カーリーに頼んで自分と姉を入れ替えてもらったのだ。アルガナとの修練でボロボロとなっていたティオネの心を守るために。

　ティオネが自分との『儀式』が近付くにつれ、悩んでいるのがわかった。ティオナも嫌だった。だから女神カーリーに具申した。願いを叶かなえてもらう見返りは主神の提示する条件を呑むこと。一夜のうちに行われる連続の『儀式』。何人もの同胞の鏖殺。ティオナはこれも達成した。ティオネに気付かれないまま。

　たった一つの絆があったからティオナは『戦士』ではなくティオナ・ヒリュテでいられた。

　あの泣き崩れたティオネを見ていなければ、ティオナもあちら側にいたかもしれない。

　胸の空虚を埋めるために戦うアマゾネスになっていたかもしれない。

　邪気のない笑みを浮かべながら返り血を浴び、殺戮を行う、無垢むくな狂戦士バーサーカーに。

　ティオナはそれがわかった。紙一重だったと。馬鹿な自分を繫ぎ止めたのは姉の存在だった。

　ティオネは月だった。

　どこへ行けばいいかわからず闇の中で立ちつくしていたティオナに、月明かりのように道を示してくれた。眠る時、月のような静謐さで寄り添ってくれた。ティオナは夜のティオネが好きだった。昼間は怒りっぽくって素直になれない彼女が、素直になれる時間。優しく寄り添ってくれる時間。月の揺りかご。

　ティオナは、ティオネの側でだけは安らかに眠ることができた。

　──ティオネ、ティオネ。

　幼い自分が泣いている。もう立てないと言っている。

　戦うのは好きだ。でも殺すのは嫌いだ。最後の石部屋の住人を『儀式』で殺した時、幼き日の自分は仮面の下で泣いていた。辛つらかった。体が、心が痛かった。

　──ティオネ、助けて。

　いつものように頭を引っぱたいて、罵りながら、手を引っ張ってほしい。

　暗闇の中で、心の淵で昔日の自分を見せられるティオナは、そっと胸をさする。

　瞑目し、瞼を開けた彼女が顔を上げると──視線の先にはティオネが立っていた。

　──負けるんじゃないわよ、ティオナ。

　ちょっと前に別れたばっかりの、姉の言葉を思い出す。

　月の光に濡ぬれた、あの後ろ姿を思い出す。

　幼い自分の背後に立つティオナは、足もとに落ちている一冊の『本』を拾う。

　泣き疲れた彼女に、その『本』を差し出した。

　──もうちょっと、頑張ってみよう？

　──ティオネも、頑張ってる。

　ティオナは笑った。太陽のように。

　幼い自分は瞬きを繰り返し、『本』を受け取って、表紙に手をかけた。

　物語の頁がぱらぱらと音を立て、幾百幾千もの頁がめくられ、そして『英雄譚』の住人に出会った幼い自分は──笑った。

　にっ、と過去の自分と現在いまの自分が笑みを交わし、手を繫いだ。





「────っっ!!」






　ティオナの瞳が力強く見開かれる。

　混濁していた意識が光を取り戻し、ティオナはばっと素早く立ち上がった。

「！」

　近寄っていたバーチェは驚愕し、地を蹴って間合いを取る。

　再起したティオナに彼女は警戒し、他のアマゾネス達は大きな声で称賛をぶつけた。

「ほう、立ったか」

　そんな中、カーリーは仮面の下で笑みを浮かべる。

「じゃが、どうする？　形勢は変わっとらん、お主は不利のままじゃ」

　ティオナの体は今も毒撃ヴェルグスに焼かれ煙を上げていた。

　女神の声が耳に届いたのか、ティオナは毒にまみれた顔をごしごしと拭った後──両拳を腰につけ、大声でのたまった。




「全ぜんっ然ぜんっ、痛くない!!」




　バーチェは、目を丸くした。

「全っ然っ、苦しくない!!」

　カーリーは、口を半開きにした。

「まだまだ、いけるいける!!」

　周囲のアマゾネス達は、石像のように動きを止めた。

「あたし、負けないもんね!!」

　そしてティオナは、更に笑みを深めた。

　毒に侵される皮膚など屁でもないと言わんばかりに、ぎゅっと拳を握り、荒々しく構える。

　ティオナが出したバーチェの毒撃ヴェルグスの対抗策。

　全面無視──やせ我慢。

　自他ともに考えるのが苦手と称する少女の、馬鹿の極致であった。


「ぶっっ──だっはははははははははははははははははははははははははははは!?」



　ぽかーん、と固まっていた童女の女神は、小さく噴き出した瞬間、堰が破れたかのように呵々大笑する。両手で腹を抱え、ばたばたと両足を振り、その場を盛大に笑い転げ始めた。

　頭上から響き渡るカーリーの盛大な笑い声を聞くバーチェは、表情を崩すことなく、両の目を険しく細めた。

「……私の毒撃ヴェルグスは威勢だけではねのけられるものではない」

「うん。ホントはすごく痛いし、すっごく苦しい」

「それなら」

　バーチェの言葉を遮さえぎって、ティオナは言った。

「でもあたし、笑えるよ」

　バーチェは、目を見開いた。

「どんなに痛くても、苦しくても、悲しくても──あたし、笑えるよ！」

　言葉通り、ティオナの顔には笑みが浮かんでいた。

　劣勢に相応しくないほどの満面の笑みが。

　──闘国テルスキュラの中で、何がティオナとティオネの明暗を分けたのかと言えば、そう、それは『英雄譚』との出会いに違いなかったのだ。

　バーチェの声が読み上げる物語の詩に、聞き入ったことを覚えている。

　主人公のおかしな台詞せりふに、久々に笑いが止まらなかったことを覚えている。

　英雄の言葉に、勇気をもらったことを今でも思い出せる。

「あたし、馬鹿だから……こんなことしかできないけど！」

　それは辛い日々に挫け、美しい物語に逃げ込んでいただけなのかもしれない。

　お伽噺の『英雄譚』で、自分を慰めていたのかもしれない。

　でも確かにティオナは物語の数々に沢山のものを──笑顔をもらった。

「それでもいっぱい、笑うんだ!!」

　自分が笑えば、いつかティオネが笑ってくれる気がした。

　自分くらいが笑わなければ、あの色褪せた血と灰の世界は何も変わらない気がした。

　だから笑った。

『英雄譚』に救われたティオナは、二人ぼっちの世界でも明るく笑い飛ばしてやった。

　そしてティオネも──あの日、笑ってくれた。

「笑って、辛いことなんて吹き飛ばしちゃうんだ！」

　ティオナには好きな『英雄譚』がある。

『アルゴノゥト』。

　英雄になりたいと願うただの青年の物語。

　涙が出るほどティオナを笑わせた、滑稽な英雄譚。




『僕は笑うよ。

　どんなに馬鹿にされたって、どんなに笑われたって、唇を曲げてやるんだ。

　じゃなきゃ精霊だって、運命の女神様だって、微笑ほほえんじゃくれないよ』




　──笑おう。

　励ましてくれたお伽噺の英雄のように。

　美しい物語の住人達のように。

　どんなに痛くても、辛くても、瘦せ我慢でも。

　誰かの分まで。

　気持ちのいい明日を迎えるために、笑うんだ。

　悲壮感でも何でもない──単純で、考えることが苦手なあたしには、それくらいがちょうどいい!!

「笑えない誰かの分まで、あたし、笑っちゃうから！」

　そう言ってティオナは、満面の笑みを弾けさせた。

「嬉しそうに笑ってくれるまで──あたし、笑うよ！」




「ふざけやがって……！」

　アルガナの口からティオナが自分以上に同胞を屠っていたことを知ったティオネは、胸に迫る感情を誤魔化ごまかすため、ぎゅっと拳を握り締めた。

　全てを悟る。

　瞳と心を擦り切らせるティオネの代わりに、ティオナは笑っていたのだ。

　──『アイズって子、昔のティオネと似てるよね』

　そして今はアイズ。昔のティオネと同じように、笑うことが苦手な少女のために。

　自分を陰から守っていたあの愚妹の笑顔の意味を、ティオネはようやく察した。

「てめえは、私の英雄のつもりかっ……!!」

　物語に憧あこがれても、妹ティオナは誰かを待つことはしなかった。

　守らなければいけない片割れがいたからだ。単純な妹ティオナは明るく笑い続けた。

　ティオネが、笑うまで。

　支えているようで、支えられていた。守っているようで、守られていた。

　どちらも一緒だ。

　ティオネとティオナは、背中合わせでお互いを守っていたのである。

「私はっ、英雄を待つ王女なんて気取るか!!　糞喰らえだ!!」

　ティオナは来ない。来たとしてもブン殴って追い返す。

　目の前の敵は自分が討つ。

　自分が討って、ティオナを守る。

「アルガナ──てめえを殺す」

「いい眼だ……『戦士』に戻ったようだぞ、ティオネ」

　自分を穿うがつティオネの眼差しに、アルガナは背筋をぞくぞくと震わせる。

　そんな彼女を他所に、ティオネは口からゆっくりと──紅く染まった息吹を吐き出した。




「……変わらないな、ティオナ」

　目の前で笑うティオナを前に、バーチェは呟いた。

「お前は闘国テルスキュラの中で一番の馬鹿で……一番の猛獣だった」

　ティオナはどんな窮地に立たされた時も、どんなに追い込まれても、その唇から笑みを失わなかった。いかなる状況でも笑ってみせた。

　爛漫で、無垢で、猛々しい笑みを浮かべ、勝利をもぎ取ってきた。

　少女はその笑顔一つで、全てを乗り越えてきたのである。

「その通りじゃあ！　全く変わっておらぬ!!　実の姉さえも変わったというのに、こやつは馬鹿のまんまじゃあ!!」

　ひぃひぃ言いながらバーチェの言葉を肯定するカーリーは、ぴたり、と発作を止めた。

　ゆらりと体を起こし、少女を見下ろしながら、唇をつり上げる。

「──面白い。やはり妾わらわはティオネよりお主の方が好きじゃ」

　不変の神々との共感を見出すように、カーリーは告げる。

　ティオナは、にっと笑った。

　痛くないと吠え自らを鼓舞する少女は、やがて薄く開いた唇から息を吐き出す。

　その呼気は、赤い。

　──ここからだ。

　それを見てバーチェは表情を引き締める。

　ティオナの吐き出す息が赤い。比喩ではなく、彼女の息には赤く変色するほどの熱が宿っているのだ。

【大熱闘インテンスヒート】。ティオナの『レアスキル』。

【狂化招乱バーサーク】を経た先に発動されるその効果は、瀕死時における全能力値アビリティ高補正。姉のティオネが発現させているのは全く同じ発動条件を持つ攻撃力特化の【大反攻バックドラフト】。つまり窮地に追いやられる度、追い込めば追い込むほど、ティオナとティオネの戦闘能力は上昇する。




　ヒリュテ姉妹は追い詰められてからが、最も強かった。




　船の上で。

　海蝕洞かいしょくどうで。

『儀式』が佳境を迎える。

　彼女達を取り巻くアマゾネスは一斉に足を踏み鳴らし、一層の勢いを伴って雄叫びと歓呼を重ねた。

「闘争の行く末……さぁ、どうなる」

　女神の呟きが闇に溶ける中、決戦の火蓋が切られた。





[image: ]






　影は、急いでいた。

　あの食人花モンスターが港に出現したのを見て、ずっと走り続けていた。

　確かめなくてはならないことがあった。街の悲鳴と混乱に背を向けて、こんな街の外れまでやって来た。

　影が辿り着いたのはティオナがくぐったものと同じ、海蝕洞かいしょくどう。

　慎重に中を窺ってからするりと身を滑らせる。音を立てないよう気を付け、己の息も殺し、蟻の巣のごとく張り巡らされた別れ道を迷うことなく進んでいく。灯りもつけず壁に手をつけながら、闇と同化する影はとにかく先へと先へと進んだ。

「──っ」

　そして、影は見てしまった。

　複数置おいてある黒檻おりの中で蕾を閉じてとぐろを巻いている小型の食人花モンスター、更に地面にいくつも刻まれた轍わだち──都合七つの檻が外に運び出されたのだろうその跡を。

「ほい、点灯、っと」

「!?」

　呆然と立ちつくす影の後方で──ロキは魔石灯を作動させる。

　団員の力も借りて気取られぬよう尾行をしていた女神は、影の正体を光のもとに暴いた。

　ロキの護衛として付いてきた少女達は、驚愕によって声を失う。

「意外な顔やなぁ」

　影は、いや彼は二Ｍメドルに迫ろうかという体格の持ち主だった。

　黒い髪に黒い瞳。

　よく日焼けした肌は筋肉質であり、漁師としての精悍さが窺える。

　男は、ヒューマンであった。

「確か、ロッド、っつったか？」

「女神、様……」

　名を呼ばれた後も、【ニョルズ・ファミリア】団長ロッドは、呆然としていた。

　魔石灯を掲げるロキ、その背後に控える少女達を見て、ぐっと声を詰まらせる。まんまと追跡されていたことを悟ったのだ。

　最後に小さく食人花を一瞥した彼は、引きつった声を絞り出す。

「ま、参ったなぁ。いつからつけていたんですかい……は、ははっ、急ぐことにかまけて気付きもしなかった……あぁ、畜生」

　取り繕うとしているのか、ロッドは下手糞な空笑いを必死に浮かべていた。

　じっと凝視するロキの側で、兎人ヒュームバニーのラクタが耐え切れないように詰問する。

「あ、あんたがこの食人花を湖に放していたのか!?」

「──ああ、そうだ！　全部オレの仕業だ!!」

　とうとう自暴自棄になったかのように、不安定な情緒を爆発させる。

　ロッドは眦を裂いて怒鳴り散らした。

「オレがやったんだっ、オレがこのモンスターを──!!」

「あぁ、もうそういうのはええから」

　ロッドの言葉を途中で遮るロキ。

　片手をいい加減に振られ男が固まる中、ロキは朱色の目をうっすらと開け、告げた。




「まだ子供にこんな真似まねさせるつもりか、ニョルズ」




　静寂が洞窟の中を満たした。

　ロキの声が奥へと反響してき、痛いほどの沈黙が続いた後、物陰から姿を現す者がいた。

　頭の後ろにひっつめた茶色の髪を揺らし、靴サンダルをはいた美脚で地面を鳴らす。

　沈痛な表情で口を噤んだ男神、ニョルズである。

「ニョルズ、様……！」

「えっ、えっ、どういうこと？」

「図らずとも二重尾行になっとった、ってことや」

　ロッドが顔をくしゃくしゃにし、ラクタ達が困惑顔を男と神の間で振る。

　食人花が港に出現した時、ロキが見つけた怪しい人物、もとい神物じんぶつは、ニョルズであった。

　そして彼女以外にも気付く者がいた。それがロッドだったのである。

　こんな騒ぎの中で街外れに向かう主神を無視できず、眷族が尾行し、更にその背後をロキ達が追う形となったのだ。

「じゃあ、さっきの告白は……」

「主神おやを庇かばうためや……いい子供を持ったなぁ、ニョルズ？」

　ニョルズがこの食人花が貯蔵されている場所までやって来た時、尾行していたロッドの衝撃はいかほどのものだっただろうか。ロキ達が現れニョルズが姿を隠す中、主神を咄嗟とっさに庇ったのも彼の信頼と敬愛の念がそうさせてしまったのだ。

　眷族こどもに罪を押し付けかけたニョルズの渋面は、後悔と忸怩たる思いに染まっていた。

「ニョルズ様っ、噓うそでしょう!?　こんな化物を湖に放してたなんて……！」

「いや、何も間違ってはねえよ、ロッド」

「なんでっ、どうしてですか、ニョルズ様!?」

「……俺おれはお前達が思ってるほど、立派な神様じゃねえってことさ」

　何も否定しない主神にロッドの顔が泣き出す子供のように歪む。

　彼と視線を合わせられないニョルズは、ロキの方を見やった。

「ロキ、これは俺が……」

「もうネタはあがっとるで、ニョルズ。しらばっくれるのはなしや」

　そう言って、ロキは腰から取り出した小袋をニョルズの足もとに投げる。

　袋の口から飛び出るのは様々な色合いが混ざった粉末。

　ロッドがモンスターを寄せ付けないと豪語していた『魔法の粉』だ。

　ニョルズの端整な眉目が皺を刻む。

　アイズから渡された小袋を投げつけたロキは、止めとばかりに告げた。

「ギルド支部、それと街の長おさのところにもうちの子を行かせとる。今頃、証拠を押さえとる筈や」

「……！」

　顔色を変え、ニョルズは参ったように片手を頭に添える。

　彼の代わりに驚きの声を上げたのはロッドだった。

「ボルグの親父に、ギルド……!?　ど、どういうことなんです、女神様!?」

　うろたえるロッドに、ロキは答えた。

「まぁ、つまり──」




「──お前達の誰かが黒幕ではない。お前達全員、共犯者だ」

　ギルド支部裏手付近、無人倉庫。

　青ざめる支部長ルバートを前に、リヴェリアは告げた。

「な、何を言って……!?　言いがかりはギルドの侮辱として──！」

「ならば、お前が抱えているその器材は何だ」

　港街メレンの混乱に、背後に建つギルド支部もまた引っくり返したような騒ぎに包まれる中、支部長である男は一人抜け出し、あるものを運び出そうとしていた。

　指摘されたルバートの細面が痙攣けいれんし、その拍子に彼の両腕が抱えているものが一つ、落ちる。それはとある魔石製品だった。

「港街メレンに有事があった際、すぐさま冒険者を派遣する筈のオラリオが、この現状でなお動き出そうとしていない……お前が全ての信号器を持ち出したせいだ」

　ルバートが今もみっともなく両腕に抱えているのは、望遠鏡の形状に似た信号器。この魔石製品の燐光を連続で灯し市壁詰所に信号を送ることで、メレンは数Ｋキルロ先にある迷宮都市オラリオに一瞬で緊急事態を伝えることができるのだ。

「今、冒険者とギルド本部の者にメレンに入られたら、自分の犯している後ろ暗いことが明るみになる。例えば食人花の一件……つまり、そういうことだろう？」

「ッ……!?」

　片目を瞑り、全てを見抜いてくるリヴェリアの眼差しに、ルバートの顔はとうとう色を失った。

「仲が悪い振りを続けていたのも、共犯関係を悟られないようにするためだったのですね……」

「【ロキ・ファミリア】……！」

　街長マードックの屋敷では、エルフのアリシアがリヴェリアと同じようにボルグを問い詰めていた。

　ボルグが持つのは大きな麻袋。件の『魔法の粉』が詰められているのは明らかであった。急いで袋を隠そうとしていたボルグは、観念したようにその場に座り込む。




「みんな、この食人花に関わってたって、どういう……？」

　己の眷族が混乱しながら尋ねてくるのを肩で聞きながら、ロキは黒檻の中で眠ったように動かない食人花、次にニョルズの足もとで散らばった粉末に視線を落とす。

「その粉に混ざっとるの……『魔石』やろ」

「……そうだ」

　ロキの指摘を、ニョルズは諦あきらめたように肯定した。

　ロッドや団員達の驚愕を他所に、ロキは話を進める。

「誰にも気付かれんように、粉末状にまでした『魔石』に、更に魚粉だか何かの生物いきものやらを混ぜ合わせる……レシピはこれで合っとるか？」

「ああ、よく気付いたな。神にもわからねえように俺が結構細工さいくを加えたんだが……」

「アイズたんが天然直感センサー作動させて、わざわざ街長マードックの屋敷に潜入してきてくれたわ。そんで地下室にあった『魔石』を見つけた」

　自嘲の笑みを浮かべるニョルズ。

　その間にもずっと混乱していたロッドが、ロキ達の会話に口を挟んだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれよ、女神様！　『魔石』ってあれだろう、モンスターが胸の中に持ってる……何でそれを混ぜた粉が、モンスターを寄せ付けない『魔法の粉』になるんだよ!?」

「あぁ、自分は知らんかったなぁ。そこにおる食人花は、人間よりモンスター──正確には『魔石』を率先して狙う」

　そこまで言ったロキの説明を聞いて、眷族のラクタ達ははっとした。

　アイズ達が収集した食人花の個体情報。『穢れた精霊』の触手である極彩色のモンスターは、人類より『魔石』を狙う性質を持っている。

「その『魔石』が混ざった粉を海にばら撒まいとけば、食人花は夢中になって、船は襲われんちゅうことや」

　先日ティオナが『魔法の粉』について示した『撒き餌』という見解はまさに正鵠を射ていたのだ。

　この『魔法の粉』は食人花専用の道具アイテムだったのである。

「ち、ちっともわからねえ……どうしてそれで、他のモンスターが船を襲わなくなるんだ!?」

「人よりモンスターを率先して狙うとも言ったやろ」

　唸うなるロッドに、ロキは溜息ためいき交じりに、核心をついた。

「湖に放された食人花は、湖に繁殖しとるモンスターを食いまくる……ここ最近、船は襲われなくなって、メレンの近海は平和になっとるんやろ？」

　目を大きく見開いたロッド、ラクタ達、そしてロキの視線が、全て男神のもとに集まった。

「もう大体わかっとるが……聞いといたる。何でこんなことした？」

　ロキの問いに対し、ニョルズはその場から歩み、奥に存在した泉に手を突っ込んだ。

　彼が器用に捕獲したのは、一匹の魚である。

「……見ろよ、ロキ。この巨黒魚ドドバスを」

　それは巨黒魚ドドバスの子魚だった。子供でありながら体長は並の魚ほどあり、歪いびつかつ強固な鱗も生え変わろうとしている。

「鱗がありえないくらい発達してる。これ全部、モンスターから身を守るための進化の過程なんだぜ？」

「知っとるわ。モンスターが地上に溢れて以来、生態系が狂ったところはいくつもある」

「そうだな、そうだよな……。でもこの巨黒魚ドドバスはマシなもんなんだ。何とか生き残れるし、子供達だって口にして食える。だが他の魚は……そうはいかない」

「それが、理由か？　食人花を放った？」

　暗然とした面持ちで、ニョルズは頷いた。

　驚いているロッド達に苦笑を見せながら、言葉を続ける。

「下界の海は最悪だ。ここ五百年で、モンスターが増え過ぎた」

「そうやろうなぁ。陸おかはまだ何とかなるが、海ん中ともなるとモンスターを退治できる者は限られてくる」

「ああ、ポセイドン達が頑張ってくれちゃいるが、それも焼け石に水だ。このままじゃあ漁ができなくなる……世界中の海でも、メレンでも。俺には、それがどうしても許せなかった」

　漁を司る神、ニョルズ。

　彼は下界から海の恵みが消え失せることを恐れていた、神の一柱であった。

　ニョルズの告白に、漁師であるロッドは立ちつくす。

「前までメレンの漁の収穫はやばいとこまで落ちていた。魚が怪物モンスターに食われまくってな。都市オラリオは金にものを言わせて他国から輸入もできるが、俺達の派閥ところはそういうわけにもいかない」

「……」

「金を稼ぐには漁をする必要がある、漁をするには海原に出るしかない、そして海原に出るたびに……俺の眷族は死んでいく。ロッドの親父も、祖父じいさんもそうだった」

　ニョルズは寂しそうに、無言になるロキに笑いかけた。

「子供達に『恩恵』を授さずけても、やっぱり殺されちまうんだ、モンスターに」

「ニョルズ様っ……」

　ロッドが泣きそうな声を出す。

「いっそ俺の派閥もポセイドンのとこみたいに武闘派に……そんなことを考えたこともあったが、漁師達はぶったまげるだろうし、叶ったとしてもさっき言ったように焼け石に水だ。どうすりゃあいいって考えてた時に……俺はこの食人花モンスターの存在を知っちまった」

　ニョルズはそこで、食人花を見た。

「いつや？　どうやって知った？」

「七年……いや六年前か？　オラリオの排水路から流れ着いたらしくてな、ロログ湖から飛び出してきた」

　当時は被害を出しつつも、その場に居合わせた旅の【ファミリア】が殲滅したと言う。まさに食人花が他のモンスターを狙った隙すきをついて、だ。

　食人花の『魔石』を狙う性質に気付いてしまったニョルズは、モンスターの出どころである上流、オラリオの排水路に侵入した。

　怪魚レイダーフィッシュが汽水湖から遡っていた逆も然り、食人花も都市から下ってきたのだ。

　精製金属ミスリルの柵で修復される前の話である。

「無断で都市の地下水路をさまよってたら……そこで変なヒューマンに会った」

「どんなやつや？」

「そうだなぁ、前髪で目を隠してて、日の光を全く浴びてないみたいに白くて不健康そうで……」

　その男はニョルズが正直に訪れた理由を話すと、交渉を持ちかけてきたそうだ。

『こちらの条件を呑むのなら、あの食人花モンスターを貸してやってもいい。神よ』

　それから男とニョルズの密約は始まったのである。

　ニョルズは食人花を湖やメレン近海に放してもらう代わりに、男が提示する荷物──港街からの密輸の融通を図ったのだ。

「そんで、ギルド支部と街の長を巻き込んだっちゅうわけか……」

「ああ、その通りだ」

　はぁ～っ、と深い溜息を吐くロキにニョルズは肩を竦すくめる。

　この港街メレンで密輸を行うとすればギルド支部とマードック家を抱え込むのが最も手っ取り早い。メレン近海の平和と漁の安全を願うニョルズの計画にボルグは賛同したと言う。

　ギルド支部──正確にはルバートは、金の問題で抱きかかえることに成功した。

「もともと例の粉を作るには、『魔石』をちょろまかせるギルドの協力が不可欠やしなぁ……」

　本部から『魔石』を得て横流しするルバート。

　屋敷の地下室で直接粉こなを製造するボルグ。

　そして素知らぬ顔でモンスターが減っていく湖と海で漁を続けるニョルズ。

　この三人の共犯関係はなるべくしてなったのだ。

　メレンに出入りする船にボルグ経由で粉を渡し、安全性を確保しつつ、彼等はこれらの行いを数年間も続けてきたのである。

「粉を持っとらん連中が、食人花にやられるかもしれん……その可能性は考えんかったのか？」

「海からモンスターが減らなけりゃあ、もっと子供達が死ぬ……そう考えちまったな」

　小さく笑うニョルズに、ロキはもう一度、溜息をついた。

　漁と海、そしてそこに関わる下界の住人を愛し過ぎた男神ニョルズ。

　自分達にも快く力を貸してくれた善良な神の末路に、「アホやなあ……」と、ロキはそれだけを告げた。

　ロッドは主神の行いに何も言えず、ただただ項垂れた。

「一応確認しとくけど、主に取り引き相手なだけで、闇派閥イヴィルスの残党やら怪人クリーチャーやらとは関係ないっちゅうことやな？」

「何を言っているかわからねえけど……そうだと思うぞ？」

　ロキ達が追う敵の本命とは、港街メレンの食人花騒動は関わりがなかったということだ。

　ここに来てどっと徒労感が押し寄せつつも、ロキは尋ねることは尋ねておいた。

「都市から食人花を運んどった連中もおるんやろ？　見たところ、ここに運び込んどいて湖に放しとったみたいやけど。誰や？」

「えー、あー……」

「言え」

「……【イシュタル・ファミリア】だ」

　観念するニョルズは正直に白状した。

「下水道の連中と俺達の窓口っていうか、仲介っていうか、まぁ何か困ったらよく頼ってた。商会とグルで都市を出入りしているみたいだし、強くなり過ぎた食人花モンスターの始末とか……」

「うちらを釣り上げる餌みたく食人花を港に放ったのも……」

「……あいつら、だろうな」

　出現した食人花に目を疑ってニョルズ自身がここまで来る原因にもなった【イシュタル・ファミリア】。ロキはその派閥の名を口の中で転がした。

　手がかりになるものはこれくらいだろう。情報を引き出したロキはニョルズと面と向かう。

「自分がやってきたことについては、うちは何も言わん。メレンが平和になってたっちゅうのも本当みたいやしな。ただ、ギルドにはこのことを言っておく。食人花ももう使わせん」

「ああ……」

「あと、迷惑料込みでこっから馬車馬のようにこき使うから、覚悟しとけよ？　まだ聞きたいこともあるし」

「……あいよ」

　最後はがっくりと首を折って、ニョルズは了承した。

　ロキはぐるっと辺りを見回す。

「ここが、クソチビ……カーリーんとこが根城にしとるところで間違いないな？」

「ああ。イシュタルと何か関係があるみたいだしな」

「レフィーヤと……あとはティオナもここにおるか？」

　ふむ、と頷いてロキは連れてきた団員達に振り返る。

「ラクタ、エルフィ。ここにレフィーヤ達がおるって、みんなに伝えて連れてきてくれへん？」

「みんな、ですか？」

「それってアイズさんや、リヴェリアさん達のこと……？」

　問い返してくる少女達に。

　ロキはにっと口をつり上げ、笑った。

「みんなや」
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　時は前まえに遡る。

　メレンからは、正確には港からは光が消えていた。アイズ達の奇襲を狙った【イシュタル・ファミリア】の仕業である。食人花が撃退されたと思えば突如として港の真ん中で激しい戦闘──派閥の抗争なのではと震え上がるほどの交戦──が巻き起こり、街の人々の混乱を極まっていた。

「おいっ、信号器どうしたんだよ!?　どうしてギルドは動かねえんだ！」

「わかんねえよ！　信号器がなくなっただとか支部長がいなくなっただとか、あっちも騒ぎまくってて……！」

　形ばかりの低い街壁では男達が言い争っていた。

　ギルド支部から放たれる筈の信号は送られず、物見台の上で門が閉ざされ何も動きのないオラリオの巨大市壁を絶望の眼差しで見つめている。

「ちくしょう、こうなったら走っていくしかっ──」

　市壁に向けた望遠鏡を覗のぞき込んだ獣人の男性は、ぴたりと動きを止めた。

「あ……」

「おい、なんだよ!?　今度はなんなんだよ!!」

　ヒューマンの男がひったくるように望遠鏡を奪い、同じ方角を見る。

　例に倣うように「あ……」とその相棒も固まった

　彼等が見つめた方角はオラリオの巨大市壁、その天辺。

　胸壁の先に見えたものを、獣人の男は呆然と呟いていた。

「……道化師の、エンブレム」

　最強を告げる団旗が、風にあおられていた。



















「やっぱり、女どもには任せておけねえ……」

　迷宮都市オラリオ都市南西部、市壁上。

　巨大な市壁の上に、狼人ウェアウルフの青年は立っていた。

「てめえら、いつまでも女どもにいい顔させてんじゃねえ──やるぞ」

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ!!』

　ベートの鋭い眼差しと言葉に──男の団員達が鬨の声を上げる。

　それぞれの得物を頭上に振り上げ猛り狂う男達の姿に、側にいた猫人キャットピープルのアキが頭上の耳を両手で押さえ込んだ。

　彼等が遠方より見つめるのは光が消えたメレンの貿易港区画。そこで火花のように連続して輝く光の飛沫──交戦の証左である、いくつもの剣戟の輝きだ。

「はははっ、ベートもいい発破をかけるようになったじゃないか」

「しかし妙に苛立いらだっとるのぅ……おいラウル、何があった？」

「そ、それが、さっきまでいた焰蜂亭さかばで、例の【リトル・ルーキー】に会っちゃって……」

　笑みを漏らすフィンの隣でガレスとラウルが会話をする。

　彼等の姿は、得物を携え防具を身に纏った完全装備であった。

「アキ、あそこにいるのはあの【カーリー・ファミリア】で間違いないんだね？」

「は、はい！　きっと、ティオネ達も……」

　男性団員の気炎に圧倒されていたアキが、慌ててフィンに答える。

　都市に残っていたフィン達のもとに、アキが駆け付けてきたのは先程のことだった。ロキの使いで彼女が伝えてきたことは三つ。

【カーリー・ファミリア】が引き起こしたことの簡潔な経緯と状況。

　アイズ達の得物を含めて装備を揃そろえる指示。

　そして全団員を集結させ、メレンに殴り込みに来いという伝令。

「全員揃ったか？」

「はい、集まっています！」

　アキから伝言を受け取ったフィンは、素早く市壁上部に侵入し【ファミリア】の団旗を立てるよう命令を出した。全団員が旗の下に集うよう、目印として。

　道化師トリックスターの団旗が滑稽な笑みを浮かべながら、揃った冒険者達を見下ろしている。

「何やら他の者達もわらわら集まってきているようじゃが、大丈夫か？」

「【ガネーシャ・ファミリア】が動こうとしていない。大丈夫さ。『魔法の手紙』をギルドに出したんだろう、アキ？」

「はい、しっかり……」

　道化師トリックスターの団旗は団員以外にも他の者達も呼んでいた。街側、市壁の遥か下では彼の【ロキ・ファミリア】を指差して『何だ何だ』と神々や一般人が物見に集まっている。

　ロキが書いた『魔法の手紙』──主神ウラノスに宛てられた港街メレンの現状と、ギルド支部の黒い行いを示唆する内容、更にそれをネタにした脅し文句が延々と綴られたメモ書き──を提出したアキは、主神の思惑通りトントン拍子に運んでいく現況に疲れたように溜息をつく。

「アイズやリヴェリア達の武器は？」

「集めてきたぞ。遠征中に椿ツバキがこまめに整備しとったおかげで、早く仕上がっておった」

「アイズの剣は俺が持ってく」

「えっ、じ、自分がティオネさんとティオナさんの得物運はこぶんすか!?」

　既にかき集められたアイズ達の得物が団員達に渡されていく。

　アイズの剣はベートが、リヴェリアの杖つえはフィンが、ティオナの大重量の大双刃ウルガは貧乏くじでラウルが。

　準備を終えた団員達の前で、フィンは振り向いた。

「さて、みんな。これからお騒がせな姉妹を迎えにいく。たったそれだけだけど……こんなに厄介な冒険クエストはない」

「こえー!?」

「自分、ティオネさんにブッ飛ばされるかもしれないっす！」

　肩を竦めるフィンの声に、ラウル達も冗談交じりに笑声と悲鳴を飛ばす。

　だが、彼等の顔には仲間に手を出した者達に怒りを抱く獰猛な笑みが広がっていた。

「ロキからの言いつけだ。ふざけた真似をしてくれた連中に──焼きを入れる」

　その指示を聞き、団員達の眉が吊り上げる。

　フィンは笑みを消し、開戦を告げる号令を放った。

「総員、行くぞ!!」

　何の躊躇ちゅうちょもなしに駆け出し、フィン達は巨大市壁を飛び降りる。

　壁を蹴って着地を決める軍勢が目指すのは、闇に沈むメレン。

　強過ぎる援軍が、オラリオを発った。


















「く、くそっ、あのエルフめ……！」

　薄闇うすやみに包まれた屋内を、窓から差し込む月明かりが照らしている。

　ギルド裏手の無人倉庫で、ルバートは柱に縄で縛られていた。

　言わずもがなリヴェリアの仕業である。先程この場を去ったばかりの彼女は、

『ギルドの使者がいずれやって来る。そこで自らの罪を懺悔しろ』

　と言い残していった。ご丁寧にルバートが急いで隠そうとした発信器の山や着服資料──ニョルズからの報酬やあまつさえ個人で密輸に関わったもの──の数々も側に放置して、だ。

　遠からず本部の調査が入ることを恐れたルバートの行動が、全すべて裏目に出ていた。


「おのれっ、この紐ひもさえ解ければぁ～～～～～っ!?」



　目を血走らせながら面長の男は体を左右に揺する。が、森の民ハイエルフ秘伝の早縄が駆使された結び目は常人がどう足搔あがいても抜け出せるものではなかった。

　顔を真まっ赤かにしてもがき苦しむルバートであったが、不意に。

『ルバート・ライアン──本当に密輸に関わっていたとは、嘆かわしい』

「……!?　だ、誰だれだ!?」

　暗闇に包まれている倉庫に、得体の知れない声が響き渡った。

　ルバートは顔を左右に振っても人影は存在しない。

　不気味な闇だけが彼を取り巻いている。

『君は野心家な反面、優秀でもあった。支部に行ってもらってもいつか返り咲こうと結果を残してくれると、ウラノスとも話し合ったんだが……むしろ堕落してしまったか』

「誰だっ、誰なんだ!?」

　男とも女とも知れない、どこか現実感のない声音にルバートは震え上がった。

　そして。

「メレン近海の平和を守るため、という大義があるのなら酌量の余地もあったが──」

　闇を払い、彼の目の前に不気味な黒衣が姿を現した。

「ごっっ、『幽霊ゴースト』ォ!?」

　ギルド本部内で実しやかに囁ささやかれているという亡霊の噂と目の前の存在が合致し、ルバートは発狂せんばかりに絶叫していた。

「──私腹を肥やしていたというのなら話は別だ。君には追って処分を下す、ルバート」

　直後、黒衣の袖そでから緑の粒子がふわりと放出される。

　青ざめていたルバートがそれを吸った瞬間、白目を剝むいたままがくりと意識を失った。

「やれやれ、まさかこんなところまで出張とは……」

『幽霊ゴースト』──フェルズは、眠らせたルバートを見下ろしながら愛嬌のある仕草しぐさで肩を竦すくめる。

　ギルドの主神、ウラノスの右腕である黒衣の魔術師メイジは、闇に閉ざされたフードの奥からぼやきを落とした。

「【ロキ・ファミリア】も人使いが荒い」

　人のことは言えないがね、とフェルズは付け加えながら、頭上の窓──にわかに騒がしくなる倉庫の外を仰ぐ。

「おやおや、私の方が早く出た筈なんだが……もうご到着のようだ」

　凄すさまじい喚声が、進撃の旋律となって轟いていた。
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「な、なんだ……？」

　メレン奥、貿易港区画。

　アイズ達とフリュネ達が争う主戦場の外で、見張り役のアマゾネス達は背後を振り向く。

　無関係な者を立ち入らせない役を仰せ付けられている彼女達は、街の喧騒が変わったことに敏感に気付いていた。先程まで恐怖と混乱を帯びた浮き足だったものであったが、今は沸きに沸いているような……そう、言うならば『歓声』。

　蒼い闇夜に包まれる中、怪訝けげんな眼差まなざしを背後に送っていると──彼女達の視界に、恐ろしい勢いを纏まとう軍勢が押し寄せてきた。

「なっ!?」

「ロ、【ロキ・ファミリア】!?」

　道化師の団旗を掲げがら突っ込んでくるのは男の冒険者達だった。メレンのド真ん中を一直線に突っ切ってきた【ロキ・ファミリア】である。

　野太い喊声を引き連れる突撃になす術もなく、見張り役のアマゾネス達は一瞬でけちらされた。

「フィン、来てくれたか！」

「すまない、リヴェリア。遅くなった。状況は？」

「アイズ達がこの先で足止めを……そしてティオネとティオナが」

　オラリオからの使者が来たと勘違いしている街の住人達から声援を浴びながら、建物の屋根の上に躍り出たフィンとリヴェリアが合流する。

　素早く現状を聞いたフィンは、彼女と並走しながら指示を飛ばした。

「ガレス、ラウル達を連れて街の外れに行ってくれ！　西の方角だ！」

「西？　そこに何があるんじゃ！」

「ティオナとロキ達が向かったらしい。ベートは？」

「あやつならもう港に突っ込んでしまったぞ！」

「いや、いい！　あっちはベートに任す！」

「お主等はどうする！」

　屋根の上と通りの間でガレスと声を交わしながら、フィンは隣を見上げる。

　彼から白銀の長杖《マグナ・アルヴス》を受け取ったリヴェリアは、小さく頷うなずいた。

「僕達は──」
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「ぬぅうおおおおおおおおおおおっ！」

「ッッ!!」

　銀の剣と双頭の大戦斧が凄まじい戦舞を繰り広げていた。

　フリュネの剛撃のことごとくを弾はじき返すアイズは、返す剣で斬閃の乱打を見舞う。全角度から殺到する恐ろしい量の斬撃を全身型鎧フルプレートの巨女はかろうじて防いでいた。

　バイザーの奥、フリュネの顔が痙攣けいれんする。終始攻勢に回るのは大戦斧ではなくたった一振りの剣。自慢の全身型鎧フルプレートは既に斬り傷だらけ。戦闘の趨勢はアイズに傾きつつあった。

　Ｌｖ．が並ばれようと、『風』を封じられようと、少女は【剣姫けんき】であった。

　執念をもって鍛えられてきた剣技がフリュネの『仮初の力』ごと攻撃を押し返す。圧倒的な『技と駆け引き』は巨女の技量を確実に上回っていた。


「このっっ、不細工ゥゥッ──!!」



　激昂したフリュネ渾身の袈裟斬り。

　激怒に任せた超威力の一撃を、アイズは霞む速度で往なす。

　時を止めるフリュネの知覚速度を超えて放たれるのは、『技』を伴った神速の回転斬り。

「う──ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

　旋風のごとく放たれた横一閃の斬撃がフリュネの鎧腹部を捉とらえ、盛大な火花を散らしながら斬り裂いた。


「がぁっ……!?　くそっ、このっ、アタイの自慢の鎧がぁああああああああああああ!?」



　──浅い!!

　鎧に傷跡を刻むにとどまった己おのれの一撃に、アイズの眉まゆを歪ゆがめて苦渋を表す。

　会心の一撃にもかかわらず仕留め損なってしまった。フリュネの後退の反応が早かったのではない。ここまでの戦闘の中でも好機を逃してしまっている要因、武装の差だ。

　アイズが扱っているのは代剣であり、本来の得物ではない。加えて相手の全身型鎧フルプレートは第一等級武装。彼我の差は第一級冒険者同士の戦闘の中で容易に埋められるものではない。

　既にぼろぼろになっている剣身を見下ろす。相手の剛撃もあってあとどれほど耐えられるか。

　横一線に切り裂かれた全身型鎧フルプレートの傷口から多くの血液と美しい光の粒が溢あふれる中、アイズは焦あせりの色を滲にじませながら怒いかれるフリュネと睨にらみ合った。

　その時。


『──────────────────ッッ!!』



「！」

　援軍が到着した。

　咆哮を上げる【ロキ・ファミリア】の団員達が周囲のアマゾネス達にたちまち襲いかかる。今まで苦戦を強いられていたナルヴィ以下少女達は、すぐ目の前で繰り広げられる男達の蹂躙劇に啞然あぜんとした。

　彼等の連携によって、あちこちで戦闘娼婦バーベラが倒れていく。

「なんだァい!?　何が起こって──」

　そして、驚愕きょうがくするフリュネのもとにも影が肉薄する。

　灰髪をなびかせる狼人ウェアウルフが、まさに餓狼のように飛びかかった。


「ぎッッ～～～～～～～～～～～～～～～!?」



　金属靴メタルブーツの輝きとともに繰り出された飛び蹴げり。

　かろうじて斧の腹を滑り込ませ防御するフリュネだったが、突撃の勢いの乗ったその攻撃に地面を削りながら後退を余儀なくされた。

「おい、アイズ」

「ベートさん……！」

　着地したベートは、驚くアイズに怪訝な顔を向けた。

「相手はカーリーとか言う連中じゃねえのか。あいつ、イシュタルの化物蛙だろ」

　ロキが呼んだ救援が来たのだと速やかに状況を理解するアイズは、辟易したように顎をしゃくるベートに説明する。

「何もわからない、んですけど……でも邪魔されて、ティオナ達のところに行けなくて……！」

　感情が乏しい筈の少女が、必死に言葉を連ねるその様子に。

　黙って話を聞いていたベートは、表情を変えず口を開いた。

「行けよ、アイズ」

「えっ？」

「あの馬鹿ばかアマゾネスどもの話は聞いた。俺おれが行くより、お前が行った方があいつらも調子を取り戻すだろ」

　目を見張るアイズを他所よそに、ベートはさもかったるそうに告げる。

「ここは、俺がやってやる」

　その琥珀色の瞳ひとみで、赤い鎧の巨女を睨みつけた。

「でも、あの人、Ｌｖ．６の力を持ってて、私も『魔法』を封じられて、一人じゃあ……！」

「舐なめんな」

　心底苛立いらだった口振りで、Ｌｖ．６に到達した狼人ウェアウルフは少女の言葉を遮さえぎる。

「あと少しもすりゃあ……」

　静かに、上空を見上げた。

「風を使えない今のお前より、俺の方がよっぽど強くなる」

「！」

　はっとアイズも頭上の夜空を振り仰ぐ。

　蒼然と闇夜に浮かぶのは流れる雲、そして今にも雲から顔を出そうとする月の光。

　主武装《デスペレート》をベートに押し付けられたアイズは、彼に頷きを返した。

　その場から全力で駆け出す。

「待ちなァ、【剣姫】ィ!?」

「待つのはてめーだ」

「っ!?」

　港の戦場から離脱するアイズを怒り狂って追おうとするフリュネだったが、肉薄するベートに阻まれる。大戦斧で蹴撃を防ぎ、盛大な舌打ちを放った。

「邪魔するんじゃないよォ【凶狼ヴァナルガンド】!?　アタイの美しさに尻尾しっぽを振りたくなるのもわかるけどねぇ、今はあんたに構ってる暇なんてないんだよォ～!!」

「頭がわいてんのか、ヒキガエル」

　気色悪い赤色で統一された全身型鎧フルプレートの巨女に、ベートはあからさまに不愉快な表情を作る。

　怒りを溜ため込む彼の心境を知ってか知らずか、フリュネは大声で嘲笑した。

「ゲゲゲゲゲゲッ!!　【剣姫】の青臭い尻しりに追い縋すがるのが精一杯の癖くせに、強がるんじゃないよォ～！　【ランクアップ】したようだが負け犬の能力ちからなんてたかが知れてるもんさぁ～！」

　直後、ベートの雰囲気が張り詰めたものに変わる。

「どいつもこいつも……」

　双眼に剣呑けんのんな光が宿った。

　間もなく、彼の怒りに呼応するように雲が去り、上空に月が姿を現した。


「ゲゲゲゲゲ、ゲ…………？」



　響き渡っていたフリュネの哄笑が、止まる。

　彼女がバイザーの奥から見つめる光景に変化が生じていた。

　闇に沈む港を照らす金の月明かり、静かな震動を繰り返すベートの体、地面に伸びた彼の長い影がざわざわと揺れている。

　琥珀色の瞳が、その瞳孔が、獣のごとく縦に割れる。

「ま、まさか……」

　月の光を背に、鋭くなる犬歯、逆立つ灰の毛並み。

　フリュネが蒼白になる中、地面に伸びる影は禍々まがまがしい【凶狼】のそれに変わっていた。
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「ナグ・ロイ！　コル・ジ・ルージェ！」

「ネグルブ・フゥ・カーリィー!?」

（な、何を言っているか全然わからない……）

　蟻の巣のように道が張り巡らされた海蝕洞かいしょくどうの一角にある、とある空洞。

　捕えられているレフィーヤは飛び交うアマゾネスの言語に汗をかきつつ、先程から騒がしくなっている彼女達を見て察するものがあった。

（侵入者とか、誰かが乗り込んできた……とか、そんな感じ、ですよね？　あの慌あわてぶりからして）

　ということはつまり、アイズ達がもう近くまで来ているのかもしれない。

　レフィーヤは、ごくっ、と喉のどを鳴らす。

（このまま何もしないでいるなんて駄目っ、せめて私がいる場所だけでも知らせないと……！）

　問題は知らせる方法と、どうやってこの屈強な見張りの目を盗むかだ。

　慌ただしいとはいえ、四名のアマゾネスはレフィーヤの動向に常に目を光らせている。こちらの特技など『魔法』全般しかないが、こっそり詠唱しようものならカーリーの言う通り、喉を容赦なくグシャっと潰つぶされて……。

　思い浮かべてしまった自分の怖い想像に、レフィーヤはぶんぶんと顔を振った。

「……？」

　ふと、レフィーヤは気付いた。

　顔を上に向けると、視界に飛び込んでくるのは岩の割れ目である。

　鼠も通れないような隙間すきまだが、確かに月夜の光が細く差し込んでいた。

　──光？　外に繫つながって──。

　そこで、レフィーヤは思い付いてしまった。自分の居場所を知らせる方法を。

　かなり無茶苦茶で、というかありえないほど博打で、断行するにはかなり勇気がいる。だがしかし、これくらいやらなければ本当に自分はお荷物でアイズ達に対して立つ瀬が──。

　鎖で両手を縛られたまま、ぶるっと震えたレフィーヤは、覚悟を決めた。

（私は馬鹿魔力、私は馬鹿魔力、私は馬鹿魔力……！）

　先日ロキが言っていた言葉を、勇気の呪文じゅもんとして心の中で繰り返し言い聞かせる。


　レフィーヤは覚悟を決め、すぅ～～～～～っ、と大きく息を吸った。



「……？」

　空洞内にいる全てのアマゾネス達から胡乱な視線を集めた、直後。

「──【解き放つ一条いちじょうの光、聖木せいぼくの弓幹ゆがら】!!」

「!?」

　詠唱した。

　大声で、隠しもせず、小細工なしで、全力で歌った。

　まさかの行為にアマゾネスが驚くのも束つかの間ま、レフィーヤが腰を落としている場を中心に、巨大な『魔法円マジックサークル』が展開した。

　次いで、猛烈な山吹色の光がアマゾネス達の瞳を焼く。

　──目眩めくらまし!!

　アマゾネス達は瞬時にそう思ったが、レフィーヤの目論見は別にあった。

　彼女の本命は、空洞を満たすほどの光輝が岩の割れ目を抜けて外に昇ること──。

「【汝、弓の──】！」

「ル・ムーナ!!」

「うっ!?」

　詠唱を続行するレフィーヤだったが、やらすかとばかりにアマゾネスの一人が飛びかかる。喉に向かって振り下ろされる短剣を、レフィーヤは両手を戒める鎖で何とか防御した。

　魔法円マジックサークルは消えない。消してたまるものか。山吹の光を空洞の外に放ち続けるレフィーヤは、この光をアイズ達が見つけてくれるのを祈った。


（アイズさんっ、アイズさんっ、アイズさんっっ──!!）



　他ほかのアマゾネス達も手を伸ばしてくる中、レフィーヤが心の中で憧憬の少女の名を呼んでいると──轟音。

「!?」

　天井てんじょうの岩が崩れ、降りしきる岩や破片とともに一人の冒険者が空洞内に着地する。レフィーヤの放つ信号を発見し、地上から岩盤を砕いてやって来たのだ。

　──アイズさん！

　レフィーヤが視線を向けると、そこにたたずんでいたのは細身で可憐な女剣士──ではなく、ガタイのいい筋肉質な髭ひげ面のドワーフ。

「無事か、レフィーヤ？」

　ガレスである。

　しゅん、と魔法円マジックサークルの光が消失した。

「……残念そうじゃのう」

「えっ!?　い、いえっっ、別に私はそそそそそそそそそそそそそんなことっっ、気のせいじゃないですか!?」

「悪かったのう、アイズじゃなくて」

　指摘されたレフィーヤは汗をどばっっと流しながら釈明するが、呆あきれ顔のガレスは真に受けない。ふぅ、と嘆息し岩盤を粉砕してのけた大戦斧を担ぎ直す。

「ガ、ガ・レーメ!?」

　まさかのガレスの登場に固まっていたアマゾネス達が、得物を構えて動き出した。

　張られた声に従って一人のアマゾネスが彼に飛びかかる。

　真っ向から突っ込んでくる相手に、ガレスは斧を持っていない太腕を持ち上げ──殴り飛ばした。


「────」



　どごおぉっ！　と物凄い音を立てて、返り討ちにあったアマゾネスが岩壁に激突する。再起不能である。

　再び時を止めるアマゾネスと同じく、レフィーヤは声を失った。

「ティオナ達と、最初に会った時のことを思い出す」

　そう言って、ガレスは担いでいた斧を放り捨てる。

　五年前、容赦なくブッ飛ばしティオナの目を回してやった時のことを思い出しながら、ドワーフの大戦士は立ちつくすアマゾネス達を見回した。

「お主等、よっぽど自分の体術に自信があるようじゃが──」

　握った両手から、骨を鳴らす鈍重な音を響かせる。

「──青いわ」

　ガレスは、不敵に笑った。


「～～～～～～～～～～～～～～っ!?」



　言葉は分からずとも、見下されていると理解した戦士達は激昂して一斉に襲いかかる。

　次の瞬間、ドワーフの老兵の拳こぶしが唸うなり──青ざめるエルフの目の前で、殴り飛ばされていくアマゾネス達が次々と壁に叩たたきつけられていった。
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　蒼い夜空の中で月は悠然と輝いていた。

　金の光を妨げる雲は既に姿を消し、その明かりは地上へとそそいでいる。

　そして月が見下ろすところ、メレンの貿易港区画では、激しい音が鳴っていた。

　金属が砕ける破砕音が、頻りに響いていた。


「がっ、あああぁあぁぁ……!?」



　苦悶の声を放つフリュネの顔が、夜気に晒さらされている。

　その太い腕も、短い足も、光の粒を帯びる胴体も暴かれていた。彼女の足もとに散らばるのは赤い輝きを放つ無数の金属片である。

　装甲の多くを脱落させた第一等級武装の全身型鎧フルプレート。

　今や彼女を守る自慢の鎧は大部分が破壊されていた。

　他ならない、彼女と対峙たいじする狼人ウェアウルフによって。

「ふっ、ふざけんじゃないよぉ……!?　こんなの、【剣姫】より……!?」

　血まみれとなり凄みの増した蛙の顔が焦燥を滲ませながら、ぎりぎりと歯を鳴らす。

　正面、月からの逆光を浴びる狼の黒影はくだらなそうに唾を吐いた。踏み出された足が鎧の破片を粉々に踏み潰す。

　白銀の金属靴メタルブーツの輝きが、巨女の大きな目玉を焼いた。

「うっ、うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!?」

　裂帛れっぱくの叫喚とともにフリュネは突進し、斧を振り下ろす。

　夥しい光粒を宿しながら放たれたその渾身の一撃を、恐ろしい速度で蹴り上げられた金属靴メタルブーツが、爆砕した。


「────」



　砕かれた鎧と全く同じ末路を辿たどる大戦斧。

　得物の欠片が凍りついた視界に飛び散る中、ほぼ同時に彼女の体に宿っていた美しい光の粒が消失する。

「なっ、時間切れぇ──!?」

　間髪入れず、フリュネに迫るのは金属靴メタルブーツの一撃。

　待て、という巨女の懇願を待たずして、風を唸らせる白銀の蹴撃は叩き込まれた。

「ぐぎゃあああああああああああああああああああああああああっ!?」

　その巨大な胴体に直撃し、フリュネの体は進路上にあった全ての障害物を破壊する。遥か後方、港の区画も越えてロログ湖まで吹き飛んだ。

　盛大な水飛沫が天高く打ち上がる光景を、まだ奮戦していた戦闘娼婦バーベラ達が愕然と見上げる。

「ア、アイシャ……!?」

「……！」

　倉庫の影から戦闘を見守っていたそのアマゾネス達も青ざめていた。

　アイシャと呼ばれた長脚の悍婦は、巻いている帯布ターバンの下で頰ほおを歪める。

「『獣化』かい……！」

　オラリオでは、狼人ウェアウルフは最も迷宮探索に向いていない種族と言われている。

　なぜならば彼かの獣人は、地下迷宮に存在しない月夜にこそ、その実力を発揮するからだ。

『獣化』。限られた獣人に確認されている現象であり、その獣性と力が解放される。簡潔に言えば『凶暴になって強くなる』のだ。そして狼人ウェアウルフの『獣化』の引き鉄は、月の光を浴びること──月下条件達成時である。

　狼人ウェアウルフならば誰もが発現する『スキル』属性として知られているが、あそこまでの圧倒的な身体能力上昇を、アマゾネス達は目にしたことがなかった。

「【凶狼ヴァナルガンド】……！」

　その速度と鋭い攻撃で敵を八つ裂きにし、あっという間に食い荒らす凶暴な戦い振り。

　長脚の悍婦は二つ名の由来を悟るようにおののく。
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「っ……!?」

　彼女の背後で、被衣で顔を覆う少女もまた怯おびえていた。

　今やその狼人ウェアウルフの姿は逆立った灰毛によって髪の長さが伸びたかのような錯覚を受ける。瞳孔が割れた琥珀色の瞳は未いまだに凶暴な輝きを秘めたまま。同じ獣人である少女の尾が、無意識のうちに震える。

「──そこか」

　くん、と鼻を鳴らした凶狼──ベートの眼差しが、隠れているアマゾネスと少女を射抜いた。

　呼吸を奪われる彼女達のもとに、彼は一気に接近する。

「ちぃッ!?」

　舌打ちを放つ長脚の悍婦が最初に動き出し、アマゾネス達が迎撃の構えを取るものの、無駄であった。

　大朴刀だいぼくとうを始めとした得物は掠かすりもせず、たった一撃で悍婦達は蹴り飛ばされる。

「このぉ!?」

「よしな、レナ!!」

　制止の声を聞かず若いアマゾネスの少女が背後より曲刀シミターを繰り出すが、ベートは腕の手甲を振って、ぞんざいに弾いた。

　空中で硬直するそんな少女へ、ベートは容赦なく、腹に拳を叩き込む。

「ふぐぇ!?」

　悲鳴を上げて飛んでいくアマゾネスに目もくれず、ベートは悍婦達に守られていた獣人の少女、その眼前に急迫した。

「──っ」

「てめえがあの光粒ひかりの絡から繰りか」

　アイズ同様、ベートはフリュネが誇っていたＬｖ．６相当の能力ステイタスに気付いていた。あの光の粒を失った途端、一気にその手応てごたえがなくなったことも。

　この戦場の中で異彩を放つ巫女みこのごとき少女に原因を見出し、ベートは件の『力』は野放しにできないと攻撃を加えようとした。

「ぁ──」

　だが。

　純白布の奥から覗のぞく、その震える翠の瞳を見て、ベートの手はぴたりと止まった。

「っっ!!」

　その隙すきを見逃さず、長脚の悍婦が横から少女を抱いて助け出す。

「あ、アイシャさ──」

「喋しゃべるんじゃない！　お前達、退ひくよ!!」

　少女の言葉を遮って、悍婦は戦場に指示を打った。

　負傷した体を押す彼女の合図を聞き、他の戦闘娼婦バーベラも退却していく。

【ロキ・ファミリア】の団員を残し、アマゾネス達は夜の闇へ消えた。

「……」

　港での戦いが終わった。ようやく辺りに静けさが訪れる。

　汽水湖からは微かすかな波の音が響いてきた。ベートは振り上げたままでいた左手を、だらりと下ろす。

　湖の底には巨女が沈んでいるだろうか、それとも泳いで逃げただろうか。どちらにせよ追撃する気など失せた。

　あの翠の瞳を思い出すベートは、頰に刻まれた青い刺青を苛立たしげに歪め、吐き捨てる。

「覚悟のねえ奴やつが、戦場ここに来るんじゃねえ……」
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　海蝕洞かいしょくどう。

　天然の闘技場で佳境に差しかかっている筈の『儀式』は、その勢いが全く衰えず、白熱の一途を辿っていた。

「とりゃあっ!!」

「っ！」

　毒撃ヴェルグスの鎧をもはや恐れず、一撃必殺を狙ねらってくるティオナにバーチェは回避を選択する。

　骨ごと粉砕しようかという水面蹴あしばらいから宙に逃れ、振り上げた右踵を少女の頭頂目がけ振り下ろす。猫のような俊敏さで避けられた踵落としは地面を破砕し、たちまち毒の効果によって岩を焼いた。

「ねぇバーチェ、カーリー！　あたしが勝ったら、前みたいにご褒美ちょうだい!!」

　回避行動の中で拾った石を、大声とともに投げつける。

　迫る投石を毒の拳で一蹴するバーチェはそのままティオナとの距離を詰める。高所から二人の激しい戦闘を見下ろすカーリーはというと、怪訝そうに眉を曲げた。

「本当にお主は自由じゃのぅ……まぁいい、言ってみよ」

「あたしが勝ったら、バーチェとアルガナの殺し合い、させないで！」

　その言葉に、カーリーだけでなくバーチェの目も驚倒に染まった。

「『儀式』を好きでやっている人は、もう止めないよ！　でもバーチェは戦いたくないんでしょ、死にたくないんでしょ!?　あたしとティオネみたいに！　だったら止やめさせてよ!!」

　主神カーリーの命めいであれば、あるいはアルガナの殺意の矛先からバーチェは免れるかもしれない。

　今も近接戦を展開するバーチェの動きが、僅わずかに鈍った。

「……惑わされるでないぞ、バーチェ。敗ければ助かるなどと、そのような戯言ざれごとはまかり通らん。許すものか。勝って生き残るのじゃ」

「……わかってる、カーリー」

　無表情となったバーチェは、すぐに攻撃の勢いを取り戻す。

「もう、なんでー!!」

「何でも糞もあるか。頼み込めばホイホイ願いが叶かなうなどと思うでない」

「ケチー!!」

「ケチで結構じゃ」

　戦って傷を負いながらも子供のように喚くティオナに、童女の女神も子供のように舌を出す。

「……やはり、お前達の戦いを見守ることにして、正解だった」

　すっ、と仮面の下で表情を消し、カーリーは言葉を落とした。

「アルガナとティオネの方は、必ず『儀式』を成就させる。あやつ等は戦いを決して止めず、敗者の亡骸を己の勝利に捧げるじゃろう」


「っ……！」



「アルガナとティオネは、本質が似ておる」

　断じるカーリーに、ティオナは顔を上げて叫んだ。

「そんなことないもんっ！」

「いや、ある」

　カーリーは笑う。

「ティオネの『怒り』はアルガナの戦意と酷似するものであり、凌ぐものを持っておる。真しんに怒った時、あやつは躊躇ちゅうちょなく敵を殺戮するわ」




　遠方で呟つぶやかれたカーリーのその言葉を、肯定するように。

　船の上では、『殺し合い』が激化していた。


「────────────────────アァッ!!」



　凄まじい怒号を引き連れ、ティオネの拳がアルガナの腹に直撃する。

　途方もないその威力にアルガナは大量の血を吐いた。

「がっ、ぐハ、ははははははははっ!?　まだ強くなるか、ティオネ！」

「うるせえっつってんだろ!!」

　血まみれの大笑にティオネは激しい闘舞で応える。

　アルガナの攻撃によっていくら己の命を削られようと、アルガナがいくら血を吐き出そうと、ティオネは血まみれの手足を繰り出すのを止めなかった。

　容赦なく、仮借なく、ただ苛烈に、より濃くなっていく紅の呼気を纏いながらアルガナを破壊しようとする。

　アルガナの『呪詛カース』、ティオネの【大反攻スキル】。

　この二つの関係性はアルガナにとって相性が悪いと言わざるをえなかった。

　激減する防御力に、激上する攻撃力。

　たった一撃。たった一撃が、蛇アルガナの首を刈り取る剣つるぎになりうる。

『技』で勝まさり依然手数が多いものの、目の前の敵の打倒に全神経をそそぐティオネもそれを見切りつつある。体に拳がめり込むその度に、アルガナは尋常ではない量の血を吐き散らした。

　しかし同時に、アルガナは決して『呪詛カース』を解除しようとしなかった。

　ティオネに敬意を表するように、闘争から体を背けぬように、あるいは神聖な『儀式』を汚さぬように。

　全力の己にこだわるアルガナは、間違いなく死地に近づいていた。

「私を殺すか、ティオネ!?　それもいい!!」

　アルガナは笑う。今も身を焦こがす痛みと興奮に打ち震えながら。

「私の血はお前の肉に溶け、ともに生き続ける！　今日まで私が喰くらってきた戦士達も一緒だ！　みなで闘争の果てに辿り着く!!」

　女神カーリーの神意と神理しんりに最も近い『戦士』は歓喜の咆哮を上げた。

「私達が、『最強の戦士』になる!!」

　──うるせぇ、黙れ。

　既にティオネの耳にアルガナの雑音ことばなど届いていなかった。

　倒す──殺す。この女だけは、自分の手で。

　闘国テルスキュラが生み出した蛇バケモノは、自分とティオナを苦しめた闘国テルスキュラの象徴そのものは、必ず自分が殺す。殺して、妹を守る。

　ティオネとティオナの決定的な違い──闘国テルスキュラに対する殺意の総量。笑えなかった彼女が溜めてしまった怒りと憎しみの闇だ。図らずともティオネの相貌は、着実に『戦士』のものへと近付いていた。

　神カーリーの読みは的中していた。

　一時は綻びを見せたティオナとバーチェの『儀式』とは異なり、ティオネとアルガナの殺戮は揺るがない。何も疑問を思わず、迷いを抱かず、戦い続ける。ティオネの『怒り』は彼女自身をカーリーが望む闘争の末へと導く。

　全てカーリーの掌の上だ。ティオナとバーチェの『儀式』は己が見張り、不安要素のないアルガナとティオネには海上へ出ることを命じた。邪魔が入らない沖へ。

　全て、カーリーの神意が赴くがままに。

「殺してやるぞ、ティオネ！　お前も殺しに来い!!」

「あああああああああああああああああああッ!!」

　歓喜と憤怒が交ざり合い、周囲の戦士達の声も最高潮に達した。

　女神が望む終幕は刻一刻と近付いている。




（ティオネ……！）

　カーリーの言葉を危ぶむティオナの顔が歪んだ。

　やけに大きく聞こえるようになった鼓動の音が、体を指先まで熱くさせる。

「っ！」

　隙を見逃さず突き出されたバーチェの手刀、毒撃ヴェルグスを間一髪避ける。ティオナがすぐさまその場を飛び退くと、直後地ちを砕く鉄拳が繰り出され、毒臭が破片とともに辺りに舞った。

　手刀が掠めた頰のすぐ近くの髪から煙を上げながら、ティオナは一度間合いを放す。

（そうだよね、心配なんかするより先に、まずはあたしが勝たなきゃ……）

　でなければティオネに殴られてしまうと、冷たい眼で油断なくこちらを見据えてくるバーチェと視線を交わした。

　全身から大粒の汗を流しながら、濃い赤色の息を吐き出す。

「大振りじゃ、当たんないか……」

　ティオナは先程から決定打狙いの攻撃を再三繰り出していた。

　ちまちまとした攻撃ではこちらの体が毒に焼かれるだけだからだ。

　しかし、そんな大振りの一撃を受けるなどバーチェが許す筈もなく。

「どーしよっかなー」

　長期戦は不利。それはさっきからわかっている。

　いくら笑ったって、やっぱり痛いもんは痛いし、苦しいもんは苦しい。

　許されるならば、この場で倒れて思いっ切り寝たい。

（こう言うのもあれだけど、新種の芋虫型モンスターと同じだよね。武器があれば、まぁ何とかなる感じの）

　得物で斬りかかればバーチェの命を奪いかねないので、できっこないが。


（大双刃ウルガがあればなー…………大双刃ウルガ、か）



　整備に出している得物のことを思い出したティオナは、自分の拳を見下ろした。

　例の腐食液とは異なり、どろどろに溶けてはいない。変色するほどの激しい痛みと痺しびれ、熱に蝕むしばまれているが、原型は残っている。

　そして、どんどん赤みが増していく吐息。

「……」

　ティオナはおもむろに、その場で屈伸した。

　ぐっぐっ、と膝ひざを深く曲げた後、ふーと息を吐き出す。

「バーチェ」

「……」

　心を惑わされぬように黒紗の下で固く唇を閉ざすバーチェを、ティオナは見た。

「──いくね」

　そして、最後の勝負を仕掛ける。

　ティオナがまず行ったこと、それは正面からの殴り合いだった。

「っ!?」

　互いの攻撃、互いの反撃、互いの防御。全てが嚙かみ合い、バーチェの全身に張り巡らされた毒の光膜がティオナの肌を焼き焦がす。魔導士エルフなど裸足はだしで逃げ出していく格闘戦の中で、ティオナは回避を捨てて攻撃を重ねてきた。

（何を考えている？）

　馬鹿の一つ覚えのように正面からぶつかってくるティオナに、バーチェは瞳を鋭くする。

【ヴェルグス】は攻守に作用する。ティオナの拳をバーチェが食らおうが防ごうが弾こうが、確かな損傷ダメージとなって蓄積されるのだ。いくら『耐異常アビリティ』という恩恵があるとはいえ、このまま治療しなければティオナの命はあと五分も持たない、というのがバーチェの見解であった。

　先程まで続けていた一撃必殺狙いが、ティオナに残されていた唯一の勝機だ。

　にもかかわらず、自ら寿命を削りにいくような真似まねをするなど。

　とうとう思考を放棄し自棄になったか、とバーチェが思い始めるようになった頃ころ。


「────」



　バーチェの攻撃は、空を切るようになっていた。

　代わりに被弾の回数が、ティオナの拳と蹴りが当たる比率が高くなっている。

　バーチェの岩をも砕く剛拳が繰り出される。当たらない。消えた。側面からの衝撃。肩を蹴られた。すぐに毒撃ヴェルグスがティオナの肌を焼く音。時を待たず再び衝撃。

（──これ、は）

　時機タイミングが合わなくなってきている。

　それも加速度的に。

　少女の速度が、上がっている。

　だけでなく、拳の威力も上がっている。

　瞠目するバーチェの視界に、苦境でなお笑うティオナの唇が飛び込んでくる。

（まさか──!?）

　ティオナの【大熱闘インテンスヒート】は。

　発動した瞬間、【狂化招乱バーサーク】と同じく損傷ダメージを重ねる度に能力補正の効果が高まっていく。

　瀕死に追い込まれるほど、死に近付いていくほど──生存本能と闘争本能が力となって燃え上がる。

　──攻撃を食らっても駄目。攻撃をしても駄目。

　──裏を返せば、攻撃を与えても能力ステイタスが上がる。攻撃を食らっても能力ステイタスが上昇する。

　バーチェの毒撃ヴェルグスが損傷ダメージを与える度に、少女の力は強化されていくのだ。

「っっ!?」

　ティオナの能力増幅ブーストが重なる。

　攻撃が躱かわされる。回避が間に合わない。防御を貫かれる。

　甚だしい威力の拳が顔を殴り飛ばした。振り上げられたつま先が顎を蹴り飛ばした。投げ技が宙を浮く体を地に叩きつけた。

　上がる、上がる。

　速度が、耐久が、威力が、底なしに上がっていく。

　上がる、上がる、上がる上がる上がる上がる──止まらない。

「もうっ、止まんないからあああああああああああああああああああああああッ!!」

　怒濤の連撃ラッシュがバーチェに叩き込まれた。

　急速に傷付いていくバーチェの体。【ヴェルグス】の光が維持できないほど揺らいでいる。

　褐色の体が、随所から血を吐き出していた。

（ティオナ、お前っ──）

　燃やしている。ティオナは命を燃やしつくそうとしている。

　痛みからも、苦しみからも逃れず、最も過酷な方法でバーチェを打倒しにかかっている。

　ティオナの瞳は霞んでいた。命の灯火がつきようとしている証拠だ。

　なのに──その笑みだけが消えない。

　代わりに、あれほど恐怖した死の気配が、蛇アルガナという形を象ってバーチェのもとに這はい寄ってきている。


「うっ……ぁぁああああああああああああああああああ!?」



　死の恐怖を吹き飛ばすための、バーチェが初めて上げる大音声。

　寡黙な仮面をかなぐり捨てて女は眦を裂いた。全身を奮わせ力をかき集め、敵を殺す蠱毒どくを最後の一滴まで絞り出す。

　ティオナが絶命するのが先か、バーチェが倒れるのが先か。

　死の淵を最後の闘技場に変え、ティオナとバーチェは、更なる加速を行った。

『──ァあああああああああああああああああああああああああああああああああっ!!』

　大熱闘だいねっとう。

　拳の乱打と蹴りの応酬が互いの体を捉える。命を焼きつくすがごとく二人の闘争が燃え盛る。

　互いの咆哮がぶつかり合い、震撼する。

「はははははははははははははははははっ!?　これよっ、これぞ命を賭とした『儀式』!!　妾わらわが待ち望んでいた闘争よ!!」

　びりびりと空洞を震わす少女と女の猛声に周囲のアマゾネス達が仰のけ反ぞる中、カーリーは見開いた目を爛々と輝かせた。

「ティオナァ!!」

　叫び声とともに放たれたバーチェの拳砲が、ティオナの腹部に直撃する。

　かはっ、とティオナの息が全身から引きずり出された。

「今も、笑えるか!?」

　全身がばらばらになるほどの衝撃と激痛、神経をも焼き焦がす毒蠱の猛毒。

　地獄の苦しみの中で、ティオナは、それでも笑う。

「──笑えるよ!!」

　殴り返す。

　全く同じ攻撃でバーチェの腹を強打。体をくの時に折るバーチェが吐血する。

「痛いことも辛つらいことも全部──笑い飛ばすんだ!!」

　回し蹴り。

　バーチェが蹴り飛ばされ、互いの距離が空く。

「誰かの分まで、笑い飛ばしてやるんだ!!」

　物語からの贈り物、揺るがない約束、心の中で笑い合う姉妹。

　明日の幸せを信じて、ティオナは笑う。

　交わる両者の視線。引き絞られる最後の一撃。

　ティオナの拳が握られる。

　バーチェの毒拳ヴェルグスが、全ての光を集束させる。

　少女の笑みと、女の殺意は、同時に彼我のもとへ驀進した。

「ッッッ!!」

　突貫する。

　吐き出される灼熱の息、拳から散る黒紫の光片、零ぜろになる間合い。

　刹那の内に迫った相手の笑みへ、一歩早く、毒の拳が放たれた。

「ティオナアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!」

　顔目めがけ突き進んでくる毒拳ヴェルグスを──ティオナは無視。

　拳以外から光膜が消えたその腕に、左手を絡めて、押した。

　攻撃を己の笑みへと誘導し、弾いてみせた。


「──────」



　女の瞳が、見開かれる。

「バーチェ──」

　敵の必殺を退けたティオナは、笑みを弾けさせ、咆哮した。





「いっっくよおおおおおおおおおおおぉ────ッ!!」






　炸裂。
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「がぁっっ!?」

　ティオナの右拳が胸部に撃ち込まれた。

　凄まじい威力に、バーチェの体が後方へと吹き飛び、岩壁へと激突する。

　大破壊ウルガ。

　自身を死の一歩直前まで追い込み、【大熱闘スキル】の効力により威力を最大限まで引き上げた、文字通り命懸けの必殺。

　ティオナ最大威力の一撃である。

「──っ、ぁ」

　背中を引き剝はがし、一歩、二歩、前によろめいたバーチェの膝が、折れる。

　消え入る声の欠片かけらとともに、力を失った体はどしゃりと音を立てて、その場に崩れ落ちた。

　ティオナの勝利である。

『──汝こそ真の戦士ゼ・ウィーガ!!　汝こそ真の戦士ゼ・ウィーガ!!　汝こそ真の戦士ゼ・ウィーガ!!』

　途絶えていた同胞達の興奮が、勝者への讃歌となって蘇よみがえった。

　大空洞を震わせるほどの叫喚が、息を切らし立つのがやっとのティオナと、地に倒れ伏したバーチェを包み込む。

「見事、見事よ」

　鳴り響くのは小さな拍手の音。

　仮面の下に満ち足りた笑みを浮かべる女神は、勝利を得たティオナを祝福する。

「素晴らしかったぞ、ティオナ。やはりお主を手放したのは妾わらわ唯一の失敗であり、甘さであった」

「……」

「お主が『儀式』の勝者じゃ。……じゃが、敗者もまだ生きておる」

　満身創痍でこちらを見上げてくるティオナから、カーリーはバーチェに視線を移す。

　目を閉じて倒れた砂色の髪のアマゾネスには、まだ息があった。女神が与えた『恩恵』は消えてはいない。

「さぁ、バーチェを殺せ」

　それで『儀式』は完遂される、とのたまうカーリーに。

　ティオナはすぐに答えた。

「やだ」

　血まみれでぼろぼろになった姿で、姉と戦いたくないと言ったあの日と同じように、カーリーの神意をはっきりと拒んだ。

「もう、あたしは『戦士』じゃないから」

「……」

「あたしも、ティオネも──冒険者だから」

　口を噤む女神に、ティオナは言った。

「だから、もう殺さないよ。カーリー」

　戦士達の讃歌も、熱狂も消え失せる。

　静まり返る石の闘技場の中で、少女と女神は視線を交わした。

「……お主も、変わってしもうたか」

　おもむろに、カーリーは寂さびしそうに呟いた。

　だが、次には笑みを纏い直す。

「しかし、お主等ら姉妹の寄る辺は互いのみ。それは変わらんじゃろう」

　カーリーが手を上げた瞬間、周囲で観戦していた戦士達がティオナのもとに降り立つ。

　彼女を包囲した。

「ティオネはアルガナとともに海の上。お主を助けに来れん」

「……」

「お主を、闘国テルスキュラに連れ帰ろう」

　やだ、とティオナが言っても無駄であることは明白であった。

　大破壊ウルガを放つためにティオナは比喩抜きで死の目前に立っている。こうして立っているのもきつく、もう指一本すら動かせそうにない。そうでなくてもいずれバーチェの『毒』に蝕まれ倒れることになるだろう。人形も同然となっているティオナを船まで運ぶのは容易たやすい。

「アルガナか、ティオネか……生き残った方と戦わせる。そして、『最強の戦士』を拝む」

　闘争と殺戮を司る女神は己の神意を曲げようとしない。霞んだ瞳で彼女を仰ぐティオナは、自力でこの場を切り抜ける方法を見つけられなかった。自分を捕えようとするアマゾネス達の輪が狭まってくる。

　そこへ──ふわり、と。

　ティオナの髪を、空気の流れが小さく揺らした。

　微かすかな『風』が、彼女のもとに届いてきた。

「……違うよ、カーリー」

　ティオナは、笑った。

　両の瞼を閉じ、これまでのものとは違う、静かで安らかな笑みだった。

　カーリーが怪訝そうに眉をひそめる中、目を開けたティオナは言った。

「あたし達はもう、二人ぼっちじゃない」

　次の瞬間。

　一陣の風が、空洞入口より飛び出した。

「仲間ができたんだ」

　カーリー等の驚愕を置き去りにして、無数の斬閃が周囲を走り抜ける。

　神速の風剣が、ティオナを捕えようとしていたアマゾネス達をまとめて吹き飛ばした。

「【剣姫】……!?」

　現れたのは金髪金眼の女剣士

　ティオナを守るように側に立ち、その銀の剣を振り鳴らす。

「──ティオナ、平気？」

『魔法』を使い、誰よりも早く駆け付けてきたアイズに。

　ティオナが大好きな仲間の少女に、ボロボロで、満面の笑みを向ける。

「うん、アイズ！」

　たたみかけるかのように、鯨波と一緒に【ロキ・ファミリア】が空洞内へ押し寄せた。

　男の団員達が武器をもって残ったアマゾネス達に飛びかかる。

　それまで泰然としていた姿勢を崩さなかったカーリーは、眼下の光景に勢いよく立ち上がった。

「イシュタルめ……しくじったか」

　カーリーの戦士達が、【剣姫】を中心とした冒険者達に瞬く間に押されていく。

【イシュタル・ファミリア】の総撤退を受け『呪詛カース』は既に解除され、【エアリエル】の力が戦場を蹂躙じゅうりんする。それに負けないほど冒険者の猛たけり声も止まらない。圧倒的であった。それほどまでに、仲間を危険に晒されたアイズ達は強かった。

　目を眇めるカーリーは、忌々いまいましそうに歯を嚙む。

「──ケンカを売る相手を間違えたな、クソチビィ」

　その時。

　戦場を見下ろすカーリーより更に上方から、愉快げな声が落ちてくる。

　ばっと振り仰ぐと、天井付近に突き出た岩場に腰かける朱色の女神がいた。

　ロキである。

「今、どんな気持ちや？　目論見が台無しになった挙句、自慢の子供をばたばたと倒されていくのは？」

　彼女の背後には洞窟に続く穴があった。

　先程到着したばかりのロキは、カーリーの無様な姿を見てせせら笑っているのだ。

「妾わらわを見下すか……」

　ぎりっと尖とがった八重歯を鳴らすカーリーに、ロキは朱色の瞳をうっすらと開け、唇を吊り上げる。

「もうイッペン言ったるわ──ケンカを売る相手を間違えたなぁ、このダァホゥ」

　受けた怒りを万倍返しするかのごとく、ロキは邪神もかくやという表情で邪笑する。

　成り行きで同伴することになったニョルズとロッドの顔を引きつらせるほどの、盛大な嘲笑であった。

　足もとから戦士達の悲鳴が聞こえてくる中、仮面の下の女神の顔が屈辱に燃える。

「……だが、ティオネは依然として妾わらわの神意通り。貴様等の手が届かない場所で、一人戦い続けておるわ」

　苦虫を嚙み潰していたカーリーは、意趣返しとばかりに不敵な笑みを浮かべる。

「あぁ、それも全く心配しとらん」

「……なんじゃと？」

　手をひらひら振るロキは、背後に続いている穴を見やる。

　姿を現すのは囚われていた筈のレフィーヤ、そしてガレス。

　主神の視線に対し、ドワーフの眷族は頷いた。

「一番強い騎士ナイト様が、助けにいったわ」
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　メレンから見て南西の沖。

　アマゾネス達を乗せた大型船では、『儀式』が終演を迎えようとしていた。

　数え切れない闘争を見てきた闘国テルスキュラの戦士達にはそれがわかった。終わりが目前に近付いていると。未だ激戦を繰り広げるティオネとアルガナに向かって、勝利と栄光、死を求める言葉を高め合う。

　ティオネも、アルガナも、血に紅く染まった相手を殺さんと死力をつくす。彼女達の瞳にはもう互いの姿しか映っていなかった。

　──倒す！　絶対に殺す!!

　ティオネの視界は真っ赤に染まっていた。怒りを剝き出しにする『戦士』の顔にアルガナの笑みは深まるのみ。互いが繰り出す最後の、決着の一撃は必ず相手の体を貫く。

　怒りに支配されるティオネの殺意は決定付けられていた。

　主神でも、仲間の少女達でも今のティオネを止めることはできない。

　もし。

　もし彼女を止めることができるとすれば、それは片割れの妹か──。




「そこまでにしよう」




　──彼女に勝って、心を奪っていた雄おすにほかならない。

「っ!?」

　まさに最後の一撃を放とうとしていたティオネとアルガナの間に、槍が突き立った。

　固まる二人の眼前に現れたのは黄金おうごんの穂先を持つ長槍ちょうそう。間もなく頭上より小柄な影──一人の小人族パルゥムが着地し、槍を引き抜く。

　揺れる黄金こがね色の髪、理知に富んだ湖面のごとき碧眼。

　フィン・ディムナは、『儀式』の真っただ中に介入した。

「だん、ちょう……？」

　その小さな背中と横顔を見て、ティオネの瞳から怒りの色が薄れ、代わりに動揺の感情が宿るようになる。

　酷ひどくうろたえる彼女を他所に、アルガナは驚愕していた。

「小人族パルゥム……!?」

　驚いたのは他のアマゾネスも同じである。

　ここは沖に浮く船上。何人たりとも近寄れない海上の闘技場リングだ。遠くに見える灯台の光ひかり以外、届くものは何もない。

「馬鹿な、どうやってここに……！」

　船の接近などまず気付く。

　そもそも今も辺りで波に揺られているのはこの大型船のみだ。

　まさか水中を泳いでここまで来たのか、とアルガナは一瞬考かんがえるも、目の前の小人族パルゥムの服は全く濡ぬれていない。

「なっ──」

　混乱を来しながら船外を見ると──目を疑う光景が広がっていた。

「氷の橋……!?」




「ああ、すまない。後で戻す」

　美しい翡翠色の長髪が潮風になびく。

　波が打ち寄せる沿岸、長大な灯台の眼下。

　白銀の長杖を片手に持つリヴェリアは、啞然とした眼差しでこちらを見下ろしてくる灯台員達に平然と告げた。

　彼女の正面から連なるのは、海の上に構築された『氷の長橋』である。

　幅はば約五Ｍメドル、灯台の光が照らす沖の大型船へ向かって一直線に伸びていた。

　凍結魔法【ウィン・フィンブルヴェトル】。

　大出力の氷結砲撃をもって海を凍てつかせたのだ。多大な精神力マインドをそそぎ込み、効果範囲を狭め、限りなく射程を伸ばした上で。都市最強魔導士と謳われる彼女にしかできない芸当であった。

　後は言うまでもない。船まで伸びる大氷の橋をフィンが一気に駆け抜け、跳躍、敵船の甲板に躍り出たのである。

「ティオネを連れて早く帰ってこい、フィン」

　ハイエルフの魔導士は、何の憂慮も感じさせない声で波の向こうに語りかけるのだった。




「言葉が通じるかはわからないけれど、一応言いっておこう。ここで手打ちにしないかい、闘国テルスキュラの戦士達」

　ティオネを背で庇かばいながらフィンは悠然と告げる。

　共通語コイネーを投げかけてくる小人族パルゥムの槍使いを前に、周囲のアマゾネス達は激昂した。

『──殺せ!!』

　神聖な『儀式』を邪魔され、戦士達は怒り狂っていた。

　女神カーリーの神意に楯突く重罪人を処刑しようと武器を振りかざし、四方八方から飛びかかる。

「そう来るのなら僕も容赦はできない」

　はっきりとそう告げた瞬間、フィンの体は翻ひるがえった。

　立った場所を軸にして、長槍《フォルティア・スピア》が全方位に黄金の穂先を閃ひらめかせた。神速の槍捌きが間合いに侵入したアマゾネス達を得物ごと弾き飛ばし、驚倒と叫喚を伴わせて船外へと落下させる。

「なにせ、大切な部下達ファミリアを相当苛いじめてくれたみたいだからね」

　船の周囲で連続で上がる無数の水柱。

　甲板に立っているのはフィンとティオネ、アルガナのみとなる。

「……っ!!」

　一線を画すフィンの強さにアルガナは瞠目を隠さなかった。

　一方、彼の背に庇われるティオネは思い切ったように叫ぶ。

「止めてください、団長!?　邪魔をっ、邪魔をしないでください!!」

「邪魔、ときたか……」

　大声を張り上げながらも、先程まではありえなかった弱々しい姿を晒すティオネ。

　未だに向けられているフィンの背に、これから失ってしまうであろう彼との絆きずなを恐れながら叫びかける。

「アルガナは、そいつは私が倒します！　私がやらなきゃ、ティオナが、アイズ達がっ……そいつらはずっと【ファミリア】に付き纏ってくる!!」

　まとまりのないぐちゃぐちゃの言葉でティオネは胸の内を吐き出した。

　だが、小さなその背中はぴくりとも揺るがない。

「ティオネ。いつから僕達は君に守られなくてはならないほど惰弱になった？」

「っ……」

「君をそうまで駆り立てた執着は意地か？　それとも私情？　私怨だったのならよくも振り回してくれたなと言っておこう」

　容赦ない言葉がティオネの胸を穿うがつ。

　フィンの背中は、冷徹にティオネのこれまでの行いと言い分を責め立てた。

　──軽蔑けいべつされた。愛しい人に。

　ティオネが必死に被かぶっていた虚勢が剝がれ落ちる。傷付いた体にこれまでの怒りとは無縁の熱い何かがこみ上げてきて、ティオネの瞳は制御を失いそうになった。

「その上で言わせてもらうが……」

　ティオネの顔が項垂れそうになった時。

　フィンの横顔が、こちらを向いた。

「……まったく、いつもは押してくるばかりのくせに、こんな時だけは引いてきて」


「えっ……？」



「いつからそんな駆け引きを覚えたんだい？」

　ティオネが目線を上げると。

　槍の柄えを肩に乗せながら、フィンは苦笑していた。

「あまり心配をかけさせないでくれ、ティオネ」

　ティオネの双眸そうぼうが見張られる。

「無事でよかったよ」

　柄でもない、騎士の助けを待つ王女ヒロイン。

　実はほんのちょっぴり、憧あこがれていた。

　ティオナに読ませてもらった夢物語に、本当に、ちょっとだけ。

　とても好きな人ができたから。

「後でたっぷり説教をしてやる。そこで待ってろ」

「……はぃっ」

　優しい笑みを投げかけてくるフィンに、ティオネは泣きそうな声で返事をする。

　体が力を失ったように座り込む。もとより傷つき限界直前だった心身が、胸の奥を溶かされたことで張り詰めた糸を切ってしまったのだ。

　擦り切れていた怒りの代わりに、別の何かが心を埋めていく音を、ティオネは聞いた。

「──ふざけるな、何だそれは!?」

　そこで、それまで黙っていたアルガナが吠えた。

　膝を折ったティオネを睨み付け、怒りの形相を浮かべる。

「立てティオネ!!　続きだ、『儀式』を行え！　こんな茶番で闘争が閉ざされるなど、認められるものか!!」

　腑ふ抜けた顔を晒す今のティオネがアルガナには我慢ならなかった。

　既にその顔は『戦士』でもなければ怒りに燃える復讐者でもない。

　あれはただの少女の、女の、雌めすの顔だ。

　闘争の行く末を望む彼女にはそんなものは、そんなティオネは決して許容できなかった。

「君は、共通語コイネーを理解できるみたいだね」

　激怒するアルガナの前で、フィンが口を開く。

「なら話は早い。ティオネの代わりに僕が『儀式』……闘争かな？　それをやろう」

　驚くアルガナを尻目にフィンは槍を甲板に突き立てた。

　半身を取り、徒手空拳で構える。

「僕が勝ったらティオネ達にもう近付かないでくれ。約束を破ったら、君達の国を潰しにいく」

「男っ、小人族パルゥムっ、ふざけるな……！」

　屈辱に身を震わせながらも、アルガナは身構えた。

　長い舌で血だらけの頰を舐め、瞳を血走らせる。

　矮小な男など即刻屠ほふってティオネとの闘争を再開させようと、戦意と殺意に満ちた。

「死ねッ!!」

　ティオネは、勝負の前から決着を悟った。

「闘国テルスキュラでは、戦いの中の情けは侮辱になると聞いている」

　アルガナは自分との戦いの中で傷付き過ぎている。

　既に彼女の体も限界に近い。

「だから、僕も本気でやろう」

　何より。

　今のアルガナは五年前、フィンと出会ったティオネと同じであった。

　彼女は何も知らない。冒険者の強さを。世界の広さを。

　目の前の男が小人族パルゥムの勇者であることを。

「──【魔槍まそうよ、血を捧げし我が額ひたいを穿て】」

　その雄おすが、彼女と肩を並べるほどの『凶戦士』であることを。




「【ヘル・フィネガス】」




　湖面のごとき碧眼が、猛々しい紅あかに染まった。

「っっ!?」

　振り下ろされたアルガナの拳を、ヒューマンの子供ほどしかない小さな左手が受け止める。

　息を呑のむ彼女に構わず、好戦欲に支配されたフィンは激上した能力を解放させた。

　摑つかんだ拳を力任せにぐいっと引っ張り、一気に引き寄せられる女の体。

　なす術なく時を止めるアルガナの眼前で、右手を握り締める。

　血に飢えた戦士の形相で、フィンは咆哮した。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッッ!!」

　アルガナの顔に右の拳が叩き込まれる。


「がっっっ──────」



　骨を砕く殴打音の中に女の絶叫はかき消えた。

　殴り飛ばされるアルガナの体。甲板の手すりを粉砕し、遥か彼方の海原までも爆砕する。

　砲撃魔法が炸裂したかのごとく凄まじい水飛沫が轟然と舞い上がった。


「～～～～～～～～～～～～～～っ！」



　攻撃の反動にぎしぎしと音を立てて身を揺する船の上で、ティオネは必死に揺れが去るのを待つ。

　ようやく静止したところで顔を上げると、瞳を紅くしたままのフィンが眼前に立っていた。

「ぁ……」

　座り込む自分を見つめる紅眼に、ティオネは反射的に目を閉じてしまう。

　時間が経たつこと数秒。

　何もないことに恐る恐る瞼を開けようとすると、肩の上に何かを被せられる。

　はっとして見ると、フィンが解いた腰巻きをティオネの体にかけていた。

「団長……」

　色が美しい碧眼に戻っているフィンは、唇を動かすティオネに笑いかける。

「帰るぞ、ティオネ」

　横を通り過ぎる際、ぽん、と頭に手を乗せられる。

　もう色々と限界だったティオネは心をやられ、自身の瞳を盛大に潤ませた。

　さっきまでのしおらしい態度をブン投げ、ぐるりと振り向き、愛しい人の背中にタックルをかます。


「団長ぉ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ!!」



　力を振り絞ってその腰を一杯に抱き締める。

　感極まったティオネに抱き着かれたフィンはそのまま押し倒され、万歳の格好で、べちゃ!!　と鼻を甲板に強打した。


「団長ぉ、団長ぉ～～！　ありがとうございまひゅ……ごめんなさぃいっ……！」



「……やれやれ」

　自分の腰に縋り付き、何度も名を呼んでくるティオネに苦笑いを浮かべる。

　甲板に頰杖づえをつく小人族パルゥムの首領は、少女が泣き止むまで、笑みと一緒に美しい星空を見上げた。




　海蝕洞かいしょくどうと船上。二つの『儀式』の幕が下ろされる。

　少女達の因縁は、他ならない仲間の手で断ち切られたのだった。
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　リヴェリアが作り直した氷の橋を渡って岸に戻ったティオネとフィンが、港街メレンに帰ったのは空が白み始めようとする頃だった。大部分がティオネの号泣のせいだが、その後も治療や体力の回復に時間がかかったのだ。

　フィンの腰巻きを肩にかけながら、彼とリヴェリアに挟まれてティオネが港に辿り着くと、漁港の前には勢揃ぞろいした【ロキ・ファミリア】ががやがやと声を上げていた。

「自分が持ってきたティオナさんとティオネさんの得物、結局なにも使わなかったっす……大双刃ウルガのせいで、腰がっ……」

「平気平気、すごい嬉うれしいよ!!　気持ちだけでも何とかってやつ！　ありがとうラウル！」

「ティオナさん、何でもうそんな元気なんですか……？」

「瀕死状態で、『猛毒』も食らってて……治療にも時間がかかったんですけど」

「リーネもありがとう！　レフィーヤは巻き込んじゃってごめんね!?」

「馬鹿みてえに騒いで許されんならワケねぇなー。つくづく面倒だったっての」

「なにさー、悪いと思ってるからこうやって謝ってんじゃん！　……そりゃ、さ。謝って済む問題じゃないかもしれないけど……迷惑かけて、ごめん」

「むはー！　しおらしいティオナもこれはこれでいいなー!?　新天地がうちの中にー！」

「ロキは、黙ってて」


「ギブギブギブッ、アイズたんギブッ!?　完璧かんぺきに極きまってっ──ぁ」



「おいベート、何とかしろ。ティオナがこれではこっちまで暗くなる」

「し、知るかっての。気色悪くてどうにもできねえだろ、こんなもん！」

「ちょっとっ、真剣に謝ってもダメじゃんかー!?　バカ狼!!」

「うるせぇ馬鹿アマゾネス!!」

　妹を中心にギャーギャーと騒ぎ散らす光景に、ティオネは緊張も忘れて頰を緩めていた。フィンも肩を上げ、リヴェリアも瞑目して笑みを落とす。

「あ、ティオネ！」

　こちらの存在に、真っ先にティオナが気付いた。

「リヴェリア様！」「団長！」とレフィーヤ達の声が続く中、彼女は一人まっしぐらに駆け寄ってくる。

「ティオネ、体平気!?　『儀式』はどうなったの!?　アルガナは!?」

「……団長がブッ飛ばしてくれた」

　取りあえず言うべきことを言っておくと、ティオナはきょとんとした。

　やがて腹を抱え、ゲラゲラと笑い出す。

　その様子に、ティオネの唇が綻んだ。

「あたしはバーチェに勝ったよ！　誰も死んでないし、殺してない！　どうだ！」

　笑う。笑う。ティオナが笑う。

　この笑みに何を思い、何を抱き、何が救われてきたのだろう。

　東の空から朝焼けが始まる。湖の水面が金のきらめきに輝く。

　頰を緩ませ、唇を綻ばせ、ティオネは──笑った。

「ありがとう、ティオナ。助けてくれて。──本当に、ありがとう」

　太陽のように笑ったティオネの姿に、ティオナはぐっと胸を詰まらせた後。

　見る見るうちに頰を染めて、満面の笑みを湛えた。

「うんっ！」

　交わし合う笑みを、フィンとリヴェリアが優しく見守ってくれているのがわかった。

　それからすぐにティオネは笑みを引っ込め、憂鬱ゆううつそうな顔を浮かべる。

「さて、みんなに謝らなくちゃ……あんたは馬鹿だからで済むけど、私はどうかなぁー」

「だいじょぶだいじょぶ、みんな許してくれるって！　何だったらさっきみたいに笑って謝ろうよ、ほら、ほら！」

「嫌よ。笑いながら謝るなんて、喧嘩けんか売ってんじゃない」

「いーじゃん、やろうよ～!?」

「あーもうっ、うるさい！　あっち行け!!　あんたやっぱ嫌い！」

「えー!?」




　姉妹が並んで歩いていく。

　少女達が笑みを浮かべながら待っている、光が届く場所へ。

　二人ぼっちの世界は、とうになくなっていた。


















　一夜にかけて起こったメレンの事件は、概ね収束した。




【ロキ・ファミリア】と抗争紛いの衝突を港の真ん中で勃発させたのは、全すべて【カーリー・ファミリア】の仕業であるとギルドは公表することにした。辺境の地からやって来た野蛮なアマゾネス達が引き起こしてしまった不幸な事故であったと。そして出現した食人花は、時機タイミング悪くたまたま湖から陸おかに上がってきたということに。

　ロキの手引きでメレンの調査に入ったギルド上層部はそう発表するしかなかったのである。湖に放されていた食人花の一件も含め、まさかの善神ニョルズの関与、街長マードック当主の加担、何より致命的なのはギルド幹部が密輸に関わっていたという汚点。全てが公のもとになれば少なからず港街メレンの基盤が揺らぐことになり、ギルドもギルドで盛大な非難が押し寄せるのが目に見えていた。悪魔の囁ささやきのごとく他ほかの勢力ファミリアに付け入る隙すきを晒さらしてしまうことも。

　事件を解き明かしていけば芋づる形式でギルドの弱味が判明する仕組み。それはまるで事件の点と点を繫つないでいた『糸』と呼べる存在からの警告のようでもあった。別に私達のことを処断しても構わないが、お前達も共倒れになるぞ、と。

　事実、【ロキ・ファミリア】から暗躍していた組織の情報を報告されたギルドは、以前食くらった『しっぺ返し』と共倒れを恐れたのか、ついには彼女達を追及しようとはしなかった。

「だから連中、食人花をあの時機タイミングで放してきおったのか……あれだけ暴れ回っておいて自分達はいなかったことにするために」

「ああ、我々の足止め以外にも意図があったというわけだ。保険、というな」

　とはロキとリヴェリアの弁である。

『糸』を束たばねる美の女王は一人笑みを浮かべ、何事もなかったかのように都市へ帰還した。

　港街メレンの運営と与える影響を考慮されてニョルズとボルグはお咎めなしとなったが、ギルドへの協力を約束させる裏取引きが交わされていたのは言うまでもない。

　今回処断されることになったのは、ギルド支部長のルバートのみという形になった。




「なんや、それじゃあ貧乏くじを引いたのはそのルバートっちゅうもんだけってことか？」

　ティオネ達が港に帰ってきた翌日、その夜。つまり事件決着から二日後。

　ギルドとの面倒なやり取りを済ませた直後、逃がすかとばかりにロキは早々ニョルズ達を捕まえ、今回の事件についての情報と収穫を吐かせていた。

「ああ、職も失ったようだし、あいつには悪いことをしちまった」

「うわニョルズ最低さいてー。うちがかんがえたさいきょうのけいかくに巻き込んで子供を無職ニートにするとかー」

「ああ、だから強引ごういんに背中に『恩恵』を刻んで、漁師として加えてやった」

「鬼か、お前は」

　きりっと真顔で告げるニョルズにロキも真顔で突っ込む。

　場所は【ニョルズ・ファミリア】本拠ホーム、『船着の館ノアトゥーン』。そのニョルズの神室である。

「それまで事務畑だったもんを肉体の戦場に放り出すとか、自分……」

「でもよ、巻き込んじまった俺おれにはこれくらいしか罪滅ぼしができねえし……」

　今までの鬱憤うっぷんもかねて『それはもう可愛かわいがってやろう』と笑う漁師達に囲まれ、ルバートは泣き叫んだらしい。まぁ、ニョルズ達の意図を越えて結構好き放題にやっていたらしいので、罰ということになるのかもしれないが……。

「で？　子供との関係は修復できそうなんか？」

「ロッドか……あいつも整理できちゃいないみたいだが……」

　言葉を濁すニョルズは、その顔に万感がこもった苦笑を浮かべた。

「今度からは、ニョルズ様が思い詰めて変なことに手を出さないように、俺達もしっかりします……だとさ」

「ホント、いい子供持もったなぁ」

「ああ、まったくだ」

　しみじみと言うロキに、ふっとニョルズも笑った。

「漁や海のことは割り切れてないが、今度からはあの食人花モンスターを使わない方法で色々考えてみる。あれに関わってたら、またロキのところに出張られて灸を据えられるからな」

「おう。そうしろや」

「ロッドとボルグ達と一緒に、こつこつ頑張っていくさ」

　今後の方針を締めくくったニョルズとロキは、そこで同じ方向に振り返った。

　視線の先にいるのは、紐ひもでぐるぐる巻きにされ椅子いすに座らせられた、童女の女神である。

「で、クソチビ。今度は自分の番や。洗いざらい吐いてもらうで」

「……ふんっ、じゃ」

　ぷいっ、と顔を背けるカーリーにケケケケッとロキはせせら笑う。

　海蝕洞かいしょくどうで決着が付いた後、バーチェ達たち怪我けが人を情けで治療して闘国テルスキュラの船に放り込み、主神だけは捕縛してここまで連れてきたのだ。敗者の扱いを受けるカーリーはいたく腹立たしそうで、ロキもようやく溜飲が下がる思いであった。

「とりあえず、ティオネ達にもう関わらんことを約束しろ。特にあのアルガナっちゅう戦闘中毒者バトル・ジャンキーにはよく聞かせて……」

「……もうアルガナは使い物にならん」

「あん？」

「アルガナだけでなく他の者……バーチェ以外の者でお主の男共こらにやられたもんは全員そうじゃ……」

　ロキが怪訝けげんな顔をするとカーリーは盛大に唇を尖とがらせる。「彼奴等きゃつらも雌アマゾネスであったか」とか「あれでは人ティオネのことは言えん」とか「恋する乙女おとめとかもう……」とか「アルガナがああなってしまった以上バーチェにももう闘う理由がない……」とか「お先真っ暗じゃ」などとブツブツブツブツ死んだ魚の目で独り言を呟つぶやく。

「闘国テルスキュラはもう終わりかもしれん……あぁ妾わらわの楽園が」

「さっきからなに言っとるんや自分……あとうちの可愛いティオナとティオネがどうしてもって言うから言っとくけどなぁ、自分の国で殺し合いさせんの止めさせろや。少なくとも、『儀式』を嫌がってる連中は解放したれ」

「『死にたくない者は嫌いやって言うのじゃー、出てって良しー』って聞けば全員手てを上げるに決まっとるじゃろ、なに言っとるんじゃお主？　バカなのか？」

「おいワレェ、ぶっ殺されたいんかぁ、お？」

「はいはいわかったのじゃわかったのじゃ、愛は世界を救うのじゃ。ラヴアンドピースラヴアンドピース。アフロディーテ様ばんざーい」

「こいつ……」

「おいロキ、話が進まねえからその拳こぶしを下ろせ」

　微妙にうざい顔でいい加減に言う仮面の童女にプルプルと握った拳を震わせるロキだったが、ニョルズに肘で小突かれ何とか息を吐き出した。

「まず自分、何でメレンに来おった？」

「言わん」

「おいコラいい加減にせえよ？」

「これだけは言わん。せっかくここまで来たのだからな」

　またまたプイッと顔を背ける童女神にロキの額にとうとう青筋が浮かぶが「まぁまぁ」とニョルズが仲裁に入る。天界からの付き合いを窺うかがわせる慣れた技だった。

「美神イシュタルがこいつらの世話をしてたみたいだし、そっちに何か関係があるんじゃないか？」

「おいどうなんや、白状せえ」

「～♪」

　問いただすとカーリーは下手糞な口笛を拭ふいた。半眼で彼女を見据えていたロキだったが、イシュタルの手引きと聞いて何となしに目的の候補を絞り込めた。

　まず思い出したのが腐れ縁の美神の顔だったが……忠告する義理もないし言うの止めよー、とロキは勝手に考える。

「……次や。自分、食人花のモンスターについて何か知っとるか？」

「それは知らん。真じゃ」

　じっとその紅の瞳ひとみを見つめ、噓うそでないことをロキは悟る。

「そういえば、イシュタルは件のモンスターについて何か知ってそうじゃったぞ？」

「またイシュタルか……ニョルズ、自分に食人花を提供してた連中ともイシュタルは関係があるんやな？」

「ああ。と言っても、俺達と同じで取引相手みたいな感じだったけどな……食人花を港街メレンに運ぶならちょうどいいやつ等がいるって、そう紹介された」

　そこからは共同で例の海蝕洞かいしょくどうを利用していたと言う。食人花を運んでもらう代わりに港街メレンでの活動を融通するなど取引はあったものの、イシュタル達とはあくまで依頼関係の域を出なかったそうだ。「ぶっちゃけ自分らイシュタルに好きなだけ踊らされて最後は生贄にされたなぁ」とロキが指摘してやると、港に食人花が出現したが故に決定的な尻尾しっぽを出す羽目となったニョルズは「言うなよ……」とげんなりする。

「ふぅん、手がかりはイシュタルと、後は地下水路で会った謎なぞのヒューマンなぁ……」

　ややあって、用意された卓の上には【イシュタル・ファミリア】のエンブレム──ギルドが公開する徽章名簿リストの一つ──とニョルズが書いた精緻な似顔絵だった。

　後者の絵は、前髪で片目を隠し、盛大に隈を作った不健康そうな男の顔だ。

　なんか趣味神ソーマより陰湿そうやなぁ、とロキは勝手な感想を抱く。

「ちなみに、連中が要求した密輸ってどんなものやったんや？」

「中身は見ちゃいねえが、金目のものだったり酒だったり、後はそう、箱がガタガタ震えてたらしいから生き物っていう線もあるかもな。あのヒューマンが言うには、とにかく金がすげえ必要らしいぞ？」

「金、か……」

　闇派閥イヴィルスの残党や『怪人クリーチャー』が掲げる都市破壊のための活動資金、ということだろうか。

　全くの徒労かと思っていたが、次に繫がる手がかりは入手したことになるロキは、ひとまず良しとすることにした。

「おいクソチビ、イシュタルは他に何か言っとらんかったか？　些細ささいなことでも何でもええ」

「ふぅーむ、妾わらわにも事情があるゆえ喋しゃべりたくないのじゃが……これといったことは覚えとらんのぅ」

　部屋にいる三柱の神々の中で、渋々ロキに協力するカーリーは思案顔を浮かべていたかと思うと「ただ」と加えた。

「あの女神おんな……イシュタルは、怖い神じゃな」

「……？　どういうことや、【ファミリア】の勢力ちからじゃ自分の方が……」

「あやつは狡智に長け、その上『隠し玉』も持っておる。自分の子から何か聞いておらんか、ロキよ？」

　そう言われてロキにも心当たりがあった。

　アイズとベートが語った、Ｌｖ．５である筈のフリュネ・ジャミールが振るったＬｖ．６級の戦闘力。ベートは「術師がいやがった」と言っていたが……もし昇華ランクアップにも匹敵ひってきする超強化を施す『魔法』や『呪詛カース』の類たぐいがあるのだとしたら、それは脅威だ。その『力』がアルガナやバーチェに使われでもしていたら、今回の事件は本当に手がつけられなかったかもしれない。フィン達が援軍に来るとわかっていたので余裕をぶっこいていたが、何か間違っていたらヤバかったかもしれない、とロキは正直冷ひや汗をかく思いだった。

　同時に、ロキは思う。

　これこそが下界。神が見通せぬ『可能性』を孕んだ最高の盤上遊戯ボードゲーム。

　これだから止められないのだ、と不謹慎にもロキは心の中で唇を舐なめてしまった。

「あとは、これは勘じゃが……わざわざ招いておいた妾わらわ達を切り捨てるのも厭わなかった理由が、何かあるように思える。それこそ──別の『隠し玉』が」

「別の『隠し玉』……」

　ニョルズに見守られながら、カーリーの言葉を反芻する。

　館の外が闇夜やみよに包まれる中、ロキは予期せぬ神々の神意が絡からみ合う音を耳にするのだった。
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「全くカーリーめ……予想通りロキ達にやり返された」

　妖艶ようえんな体が石の通路を進んでいく。

　編み込んだ髪を揺らしながら歩むイシュタルは愚痴を吐いていた。薄暗い通路の中で美神の僕しもべ、忠実な青年従者ヒューマンが黙って付き従う。

　煙管キセルをくわえ不機嫌そうに紫煙を吐き出していたイシュタルは、そこから一転して笑みを浮かべる。微かすかな光が漏もれる通路の終点へと辿たどり着く。

「やはり当てにならん……いざとなったら『コレ』を使わせてもらうか」

　そこは開けた広間だった。

　石材で設計された大空間には、ローブを被かぶった者達が頻りに行き交っている。バルコニーのように突き出た高い位置からその光景を見下ろすイシュタルは、広間の中心に繫がれているソレを見つめた。

　無数の鎖に戒められた、巨大な『怪物』を。

「差し詰め……『天の雄牛』といったところか」

　背後で声をひそめ青年従者ヒューマンがおののく中、美の女神はその紫水晶アメジストの瞳を細めた。




　雄々しくも捻ねじ曲がった、禍々まがまがしい巨角が生える頭部。

　額の位置で、与えられる『魔石』を貪る女の体が、ぎょろりと、醜い目玉を蠢かせた。



















あとがき







　最近遠出とおでをして、気ままにぶらぶらと海岸線を歩いてきました。

　空が晴れた海はとても綺麗きれいだったのですが、それ以上に潮騒しおさいの音が印象的でした。静かに打ち寄せる波の音を聞いて、男女のキャラが会話する情景シーンがぼんやりと頭に浮かぶほど。ラブコメには苦手意識があるのですが、その時は猛烈にラブコメを書きたくなりました。そしていざ原稿に取りかかると、気付けばアマゾネス達が殴り合っていました。なんでやねん。




　外伝六巻になります。時間軸的には本編六巻開始前から冒頭までの出来事になっています。

　本巻はプロット（物語のあらすじ）の段階では、アマゾネス姉妹の絆きずなや敵役の顔がものすごくぼやけていました。描えがこうと思っているものはあるものの、中身が空っぽといいますか、骨に肉が伴ともなっていないまま見切り発車をした感覚です。姉は少しアレで、妹は単細胞。『絆』と呼べるものがこのアマゾネス姉妹に本当にあるのかと、作者が疑っていたのが一番の原因かもしれません（あとは姉妹愛を描くのがすごい恥ずかしかったことも……）。

　ですが、文字で羅列られつされているだけだった『設定』を姉妹の『過去』として描写していくうちに、描くのをためらっていた『絆』をストンと落とし込むことができました。敵役の造形も同様です。当たり前のことではあるかもしれませんが、キャラクターにも人生があって、そこから沢山の物語が派生しているのだと思えました。この巻で初めて二人のアマゾネスが『姉妹』になれたと、そう感じております。

　この巻は他にも、作品の世界観を膨ふくらませようと設定を沢山突っ込みました。いつか外の世界も描けたらいいなと夢想しています。また、本編で登場したあるキャラクター達ががっつり介入しているので、本編七巻に目を通すとより楽しんで頂けるかもしれません。

　それでは謝辞に移らせて頂きます。

　編集部の小瀧様、高橋様、イラストのはいむらきよたか先生、関係者の方々、今回はいつにも増して原稿が遅れてしまいご迷惑おかけしました。同時に力を貸して頂いて、真に感謝しております。本書を手に取って頂いた読者の皆様にも最大級の感謝を。今度ともお付き合いして頂けたら幸いです。

　物語のスケジュール通り行けば、次回は本編六巻の裏側ということになるのですが、第七巻は恐らく本編一冊分ぶん時間を飛ばすことになるかと思います。恐らく、きっと……。とにもかくにも、今以上に励はげんでいきたいと思います。

　ここまで目を通して頂き、ありがとうございました。それでは失礼します。


大森藤ノ









著者

大森藤ノ（おおもり　ふじの）

　本巻で初登場する武器をはいむらさんにデザインして頂いたのですが、参考にされたのが某最後の幻想Ｘのフラタニティだそうです。「自分もそれを参考にして描写しました！」と思わず笑ってしまうほど、何だか嬉しい体験でした。

　はいむらさん曰く「ちょうど名前も今巻を体現してますし」だそうです。そんなアマゾネス姉妹の６巻になります。




イラスト

はいむらきよたか

　という訳で、アマゾネス主役巻です。右も左も開放的な褐色キャラ祭り状態で、特定の趣味嗜好をお持ちの方にとっては、たいへんに「刺さりそうな」内容ですが、キャラデザという面でも、自分の変態的…もとい、嗜好の片鱗が垣間見えた様な。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797388466.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「大森藤ノ先生」係

「はいむらきよたか先生」係




http://ga.sbcr.jp/









ＧＡ文庫
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大森藤ノ
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